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　　プロローグ







　柱の陰かげからちらりと顔を覗のぞかせる。

　客席は満員。既すでに会場は熱気に包まれていて歓かん喜きの声や口笛の音が聞こえてきた。時々甲かん高だかい声や獰どう猛もうな雄お叫たけびが轟とどろいているのは、人間だけでなくフェアリーやシルバーウルフといった種族達たちも詰つめかけているのだろう。

「き、緊きん張ちよう……しますよね……」

　今にも心臓が飛び出してしまうくらいに高鳴る胸を押おさえながら、ユリナは震ふるえる声で同意を求めた。

「いい加か減げん情けないわ。もう何度経験してると思ってるのよ」

　隣となりに立つサララは呆あきれたように目を細めた。自じ分ぶん達たちの登場を待ちわびている皆みなの歓かん声せいを前にしても涼すずしげな表情を崩くずさないのは、多くの大おお舞ぶ台たいを経験して培つちかわれた精神的な余よ裕ゆうなのだろう。しかし、

「でもあしがふるえてるじゃん！　ほらほらーきんちょうしてるんでしょー」

「ち、違ちがうわよ！　偉い大だいなドリアードである私がこの程度で緊きん張ちようなんてするわけないでしょ！」

　だが、屈かがみ込こんだレムリアがサララの脚あしに抱だき付ついてからかうように笑っている。その途と端たん、顔を真っ赤にしたサララの声こわ音ねが動どう揺ようで震ふるえ始めた。先さき程ほどの余よ裕ゆうは綺き麗れいさっぱり消失してしまっていた。

「もっとひざがガクガクってなったよ」

「う、うるさいわよ！　違ちがうのよ、色々と！」

　きっとこの中で最も緊きん張ちようから縁えん遠どおいのはレムリアだ。無む邪じや気きな性格故ゆえか、レムリアには重圧を跳はね除のけこの場を精せい一いつ杯ぱい楽しもうという心の強さがあった。

　まだまだ駄だ目めだな、とユリナは思った。何度経験してもライブ直前の緊きん張ちようには慣れない。今後慣れるようなことなんてないのかもしれない。

　けれど心細さはない。三人は同じ想おもいを共有しているのだから。勇者リックが導いてくれた自じ分ぶん達たちは、同じ夢へと突つき進すすんでいるのだから

「皆みなさんに楽しんでもらえたらいいですね。そして、私わたし達たちのライブを通じて種族同士が仲良くなれたらいいですよね」

「だいじょーぶだいじょーぶ。めいっぱいたのしもー！」

「……はいはい」

　言葉の調子に差はあるものの、三人は真しん剣けんな面おも持もちになる。大だい丈じよう夫ぶ、この三人ならいつだって大だい丈じよう夫ぶだと信じられる。

　それに、ユリナ達たちにはリックがいてくれる。今回のライブでも裏方に回って列整理に奔ほん走そうしていたけれど、きっとどこかで自じ分ぶん達たちのライブを見てくれているはずだ。

「リックさん、私わたし達たちのこと……見ててくださいね」

　誰だれにも聞こえないように、ユリナは自身の想おもいを言葉にする。種族融ゆう和わのためだけではない。ここまで自じ分ぶん達たちを引っ張ってきてくれたリックへの感謝も込こめて。

「よーし、それじゃあいっくよ！」

　そして勢いよくレムリアが飛び出し、ユリナ、サララと後に続く。




　凄すさまじい熱ねつ狂きようと歓かん声せいがユリナ達たちを出で迎むかえた。

　セイレーン、ドリアード、ゴーレムの三人のライブが今幕まくを開けた──。













　　第一章　勇者の誓い







「……」

　黙もく々もくと食事を進める。キラキラと輝かがやくような黄こ金がね色いろの卵で炒いためた米をとじ、煮に込こんだ仔こ牛うしの肉を添そえた料理だ。空腹感を強きよう烈れつに刺し激げきする香かおりにリックは唾だ液えきの分ぶん泌ぴつが止まらなくなる。

　美お味いしい。美お味いしいのだが。

「あのさ、食事はもっと明るい表情でするものでしょ。そんな難しい顔して食べるのは作った私に失礼だよ」

　考え事をしながら食事をしているのが看かん破ぱされてしまい、厨ちゆう房ぼうから顔を出したリーベルがやんわりと注意してきた。

　澄すんだ湖面を思わせる長く美しい青い髪かみと浅葱あさぎ色をした大きな瞳ひとみが特とく徴ちよう的な少女だ。整った顔立ちに浮うかぶ笑え顔がおを見ていると安あん堵ど感を覚えるような優やさしさが感じられ、佇たたずまいには上品な気質が感じられる。印象だけならば王家の人間とも思えるような、文句のない美少女なのだが、真っ白な調理服の前まえ掛かけを付け、鉄てつ鍋なべを片手に料理を作っている姿と合わせると少しチグハグだ。

「美う味まいよ。すごく美う味まい」

「味を聞いてるんじゃないよ。久しぶりに会いにきてくれたっていうのに、どうしてそんな顔してるかなぁ……」

　やれやれとリーベルは肩かたを竦すくめつつ、見事な手捌さばきで鉄てつ鍋なべを振ふり、料理をひっくり返した。

　食事をしながら愚ぐ痴ちを吐はくリックと、その話を聞きながら料理を振ふる舞まうリーベルは、傍そばから見れば常連客と店の従業員にしか見えないだろう。けれど、リックは世界を混こん沌とんに陥おとしいれた魔ま王おうを打うち倒たおした伝説の勇者であり、リーベルは勇者一行を支えた偉い大だいな賢けん者じやなのである。

　リック達たちが魔ま王おうを倒たおし、一月が過ぎた。時には世界に平和をもたらした英えい雄ゆうとして派手な歓かん迎げいを受けることもあるけれど、それも徐じよ々じよに落ち着き始め、現在では店で食事をしても騒さわぎになることはなくなっていた。

「それで、最近はどうなの？」

「どうって？」

「種族間の喧けん嘩かだよ。少しは収まってきた？」

　料理を盛り付けながら、リーベルはふわりと花のような笑え顔がおを浮うかべて尋たずねた。

「……まぁ、ぼちぼち」

「ぼちぼち？」

「そう、ぼちぼちだよ」

　けれど、リックはぶっきらぼうに言うと、皿に残っていた料理を一気に搔かき込こみ会話を打ち切ってしまった。

　元々、世界には人間だけでなく様々な種族が存在している。妖よう精せい族、聖せい獣じゆう族、亜あ人じん族と種類は様々で、人間と共存共栄を選ぶ種族もいれば、一いつ切さい干かん渉しようをしない種族も存在していた。人間に対する温度差はあったものの、少なくとも互たがいに闘とう争そうに発展するようなことは歴史を紐ひも解といても一度もなかった。

　だが、魔ま王おうの出現によって種族関係性は混こん沌とんへと変化し始めてしまった。

　その原因は世界を覆おおうほどに強力な魔ま王おうの瘴しよう気きだった。それに侵おかされた種族は理性を歪ゆがめられ、凶きよう暴ぼう化し、魔ま王おうの配下となって人間達たちに襲おそい掛かかるようになってしまった。

　そんな魔ま王おうの瘴しよう気きから魔ま物ものを救ったのが、勇者リックである。各大陸を統すべ、魔ま物もの達たちを操あやつっていた魔ま王おう直属七騎き士し、魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおすことで瘴しよう気きを祓はらい、魔ま物もの達たちの正気を取とり戻もどさせたのだった。

　各大陸の魔ま槍そう凶きよう騎きを全て討とう伐ばつし、魔ま物もの達たちと手を取り合い、リック達たちは遂ついに魔ま王おうを打うち倒たおした。そして世界は平和を取とり戻もどし、めでたしめでたし、と最高の結末を迎むかえたはずだった。

　だが、魔ま王おうがいなくなれば今まで通り仲良くやっていく、と簡単に割り切ることは人間にはできなかった。魔ま物もの達たちが魔ま王おうの瘴しよう気きに心を狂くるわされていた時に襲おそわれた恐きよう怖ふの記き憶おくが鮮せん明めいに焼きついているせいで、再び襲おそい掛かかってくるのではないかという疑ぎ心しん暗あん鬼きが人々の心に残っていたのである。

　そしてそのことが、世界各地で小さな衝しよう突とつと対立を頻ひん発ぱつさせていた。魔ま物ものに対して攻こう撃げき的な姿勢を堅けん持じしたり、強い疑念に駆かられて冷たく接したり、恐きよう怖ふに支配されて逃にげ出だしたりと、人間側から魔ま物ものへ歩み寄ろうという気持ちが一いつ切さいなく、関係修復の糸口が一向に見えてこない状態だった。

　リックは虱しらみ潰つぶしに仲ちゆう裁さいに入っては妥だ協きよう点を見み出いだして解決に奔ほん走そうしているのだが、成果は上々とは言い難がたい。結局は一方に我が慢まんを強しいるという結果に漕こぎ着つけることが精せい一いつ杯ぱいなため、円満な解決に導いたとは言えなかった。

　ちなみに、今日は作物の配分でシルフ達たちと揉もめているレイヤ大陸の人々の元へ赴おもむいたのだが、本日得たものといえば怒いかりを買ってしまったシルフから頰ほおにもらった強きよう烈れつな平手打ちと引ひっ搔かき傷である。

「ぼちぼちね。それはそうと、その頰ほおの傷は転んだりしたの？」

「うっ……」

　そんなリックをからかうように、リーベルが頰ほおを指差して指し摘てきしてきた。噓うそは看かん破ぱされているらしく、リックは言葉に詰つまり何も言い返すことができなかった。

「はい、それじゃあこれ。食後に甘あまいお菓か子しをどうぞ」

　苦く笑しようを口元に浮うかべながら、リーベルが最後の一品を提供してくれた。透とう明めいな器うつわに載のっているのは乳白色の氷こおり菓が子しだ。遠えん慮りよなく一口食べると、甘あまい味が口一杯ぱいに広がり思わず頰ほおが緩ゆるんでしまった。

　だが、種族間の問題について再び考えると、その甘あまさが消しよう滅めつしてしまうくらいに現実の厳しさを認にん識しきさせられてしまう。

　世界の各地で小さな衝しよう突とつが続いているが、虱しらみ潰つぶしに解決していけばいずれ終結する。勇者である自分なら人間も異種族達たちも耳を傾かたむけている。適材は自分であり、世界を奔ほん走そうする大変な仕事だがこれが正しい方法だと信じている。それなのに、どうしてここまで成果が上がらないのかが分からない。

「……今のリックは、ちょっとだけ昔に戻もどっちゃったみたいだね」

「えっ……？」

　食事の手を止めて頭を悩なやませていると、リーベルが一言だけ残して厨ちゆう房ぼうの奥おくへと消えていってしまった。

「昔の俺おれ、か……」

　もう一度氷こおり菓が子しを口に運ぶと、リックは頰ほお杖づえを突ついて店内に視線を巡めぐらせた。

　魔ま王おうを倒たおすために旅立ってから、リーベルには散々迷めい惑わくをかけ続けた。自分の無茶な行動のせいで命すら危あやうくさせてしまったことさえあった。そんな不ふ甲が斐いない昔の自分のことを思い出し、リックは胸がざわざわと波立つような落ち着かない気分になった。

　けれど、今リックが真実を打ち明けようとしないのは、決して過去の自分に立たち戻もどったわけではない。魔ま王おうが倒たおされ、世界に平和が訪おとずれた。仲間達たちは各おの々おのの夢へ向かうためにばらばらの道を歩み始め、リーベルは賢けん者じやという偉い大だいな権けん威いも立場も捨て、ずっと憧あこがれてきた料理の道を進み、自分の店を構え忙いそがしいながらも幸せそうに働いている。そんなリーベルを、再び面めん倒どう事に巻まき込こみたくはなかった。

　それに、己おのれの身を挺ていしてまで導いてくれたリーベルは、リックにとって師のような存在でもある。もう不ふ甲が斐いない自分ではないと、強くなったのだとリーベルに認めてもらうためにも、眼前に立たち塞ふさがる難題は一人で克こく服ふくしたかった。

　けれど、いくら悩なやんでも今は妙みよう案あんが出てこない。思考が堂どう々どう巡めぐりに陥おちいってしまい、頭が働かなくなり始めていた。

「あー……分かんねぇ」

　リックは背もたれに体を預け、天てん井じようを仰あおいだ。今日はもう疲つかれて泥どろのように眠ねむってしまいたい。

「……もう寝ねよ」

　これ以上考えたところで一つも改善策は思おもい浮うかびそうにない。リックが食器をまとめ、今夜泊とめてもらう宿屋へ向かおうとした時だった。

「リック、もう行くの？」

「ああ。それじゃごちそうさま。また明日にでも……」

「待って。もう少しだけこのお店にいて。ちょっと見てもらいたいものがあるから」

　手て際ぎわよく食器を片付けているリーベルが、突とつ然ぜんリックを呼び止めた。

「……悪いけど今日は疲つかれたし、早く寝ねちまいたいんだ。明日出発の前にはここに顔出すから、その時にでも」

「いいから。ほら、もうちょっとだけここに座すわってて」

「え……？」

　意味深な台詞せりふを残して目配せをすると、リーベルは紅茶のお代わりを注いだ。見てもらいたいものとは一体何なのか。詳しよう細さいを尋たずねようとしたが、リーベルは別の客の注文を取りにリックの傍そばから離はなれていってしまった。

「な、何だよ……」

　一人置いてけぼりにされたリックは、席に座すわり直して紅茶に口を付けた。そしてしばらく時間を潰つぶしていたが、リーベルは見せたいものとやらを取りに店の奥おくに引ひっ込こんでいく様子はなく、注文を窺うかがってはグラスに酒を注いで提供しに行ったりと慌あわただしく店内を歩き回っているばかりだった。

　やはり明日にしてもらおう。そう考え直して再びリックが立ち上がろうとした時だった。

　店内に突とつ然ぜん拍はく手しゆの音が響ひびき、歓かん声せいと指笛の音が聞こえてきた。

「な、なんだなんだ？」

　リックが店内を見回すと、食事を楽しんでいた客達たちの視線が一箇か所しよに集まっていることに気付く。その視線の先には、木製の簡易な台が用意された空間があった。

　そこへ上がったのは、楽器を持った男が二人。弦げんを弾はじくことで高低の音色を奏かなでる弦げん楽がつ器きと、動物の革かわを張り、叩たたくことで小気味いい音を立てる打楽器だ。そして、

「あれって……シルフ？」

　遅おくれて台に上がったのは小こ柄がらな少女だ。ぎこちない足取りと強こわ張ばった表情は緊きん張ちようのせいだろうか。草と葉を連想させる翡ひ翠すい色の可愛かわいらしい服を身に付け、背中まで伸のびた長い髪かみの頂にはちょこんと可愛かわいらしい髪かみ留めが結ばれている。だがそれよりも注目すべきは、背中に生えた鮮あざやかな羽だ。光を浴びると極光の輝かがやきを放つその羽は、レイヤ大陸に多く見られるシルフだ。

　客からは歓かん迎げいの声が聞こえてくる中、リックは呆ぼう然ぜんと店の奥おくを眺ながめていた。

　やがて拍はく手しゆが止やみ、店内から食器の音が消え、静せい寂じやくに包まれる。そして──。

　楽器の演奏が始まり、陽気な音楽が店内に流れ始め。

　中央に立つシルフが音色に合わせて歌い始めたのだ。

　透すき通とおる歌声は可か憐れんさを感じさせながら、同時に胸に響ひびく力強さがあった。先さき程ほどの緊きん張ちようはどこへいったのか、目を瞑つぶり歌を紡つむぐシルフの少女からは幻げん想そう的な雰ふん囲い気きが感じられる。

　リックが呼吸も忘れてシルフの少女を見つめていると、少しずつ打楽器を叩たたく音が大きくなっていった。それに合わせるように客が手を叩たたき始めたのだ。

　誰だれもがシルフの少女の歌声に聞きき惚ほれ、刻まれる楽器の鼓こ動どうに合わせて自然と体が動いているようだった。やがてその熱気が伝でん播ぱし、離はなれたカウンター席に座すわるリックもいつの間にか手を叩たたいていた。

　困こん惑わくはやがて興奮へと変わっていった。この演奏の質の良よし悪あしなどリックには分からない。けれどこの場にいる全員が彼かれらの奏かなでる音楽に魅み了りようされ、一つになっている。そこには種族間の諍いさかいなど関係がない。皆みなの心が結ばれ繫つながっているのだ。

　そして短い曲が終わり、シルフの少女がぺこりと頭を下げた。すると客達たちは割れんばかりの歓かん声せいを上げて今の演奏を褒ほめ称たたえていた。リックも同じく手が痛くなるほどに拍はく手しゆを続けていた。

「どう？　良かったでしょ？」

　いつの間にかリーベルはリックの傍そばへ戻もどってきていた。彼かの女じよも同じく演奏を称たたえる拍はく手しゆを送っている。

　リーベルの見せたいものというのはこの事だったのだろう。そしてこの瞬しゆん間かん、リックは雷かみなりに撃うたれたように素す早ばやく立ち上がると、

「これか……これだ！　そうか、こういうことか！」

　興奮冷めやらぬ声を張り上げ、リックはテーブルを叩たたいた。曇どん天てんが一いつ瞬しゆんにして快晴へと変化したような、爽さわやかな風が体を吹ふき抜ぬけたような爽そう快かい感が体中に満ちていた。

「分かった！　分かったんだよ！　そうと決まれば早さつ速そく行動だ！　俺おれ、行ってくる！」

「え、ちょっと！　今日は隣となりの宿に泊とまるんじゃなかったの！」

「予定が変わった！　悪いけど急きゆう遽きよ中止になったって伝えておいてくれ！」

　それだけ言い残し、リックは店を後にした。既すでに夕暮れ時を迎むかえており、行動を開始するには遅おそい時間だが、明日までのんびり待ってなどいられなかった。

「……結局リーベルに助けられちまったな」

　夕食時を迎むかえ、喧けん騒そうが広がる酒場が軒のきを連ねる町の中心を駆かけ抜ぬけながら、結局リーベルに助けられてしまったことへの悔くやしさを嚙かみ締しめる。結局自分はまだまだリーベルのようにはなれていないのだと自覚する。

「でも、見てろよ。今度は俺おれが引っ張っていってみせるからな！」

　だが、そんな弱気を跳はね除のけるようにリックは決意を口にする。

　まだ見ぬものへの期待と不安が混ざった今の胸中は、打だ倒とう魔ま王おうを掲かかげて村を飛び出した心境と似ているような気がした。




　太陽は山の稜りよう線せんに隠かくれようとしており、夜の帳とばりが下り始めた今は既すでに夜空が見え始めている。街の家々では夕食を取って家族の団だん欒らんの時間となり、多くの露ろ店てん商しようは一日の仕事を終えて店を畳たたみ始める頃ころ合あいだ。

　けれど、天てん啓けいのような閃ひらめきを得たリックは構わず街を飛び出し、リーゼル大陸の北に位置する草原地帯のあぜ道を歩いていた。向かうは大陸北ほく端たんに位置する岬みさきである。

「そうだよ！　あれなんだよ、あれ！」

　リーベルの店でシルフ達たちの音楽会を見たリックの興奮は未いまだに収まらない。

　魔ま王おうが残した種族間の軋あつ轢れきを解決するために、勇者であるリックが仲ちゆう裁さいに入って解決への道を提示すること。その方法がずれていた、ということをようやく理解することができた。まず優先すべきことは、種族同士の不信を取り除いてやることだったのだ。

　そのためには、種族という境を越こえて共有できるもの。互たがいが一体となれる何かが必要だったのだ。

「歌と音楽。完かん璧ぺきだろ、これ以上に最高の方法はないぜ」

　目の前が開けたような独特の高こう揚よう感は、何だか魔ま王おうを倒たおした直後の達成感に似ているような気がした。シルフにビンタされて気持ちが沈しずんでいたけれど、今は軽快に小走りをしたくなるほどに元気で満みち溢あふれている。

「この名案、誰だれかに聞いてもらいたい気分だ！　きっと全員賛成だって言ってくれんだろうな！　それ以外の未来が見えん！」

　誰だれもいないあぜ道のど真ん中でリックは独り言を垂れ流していた。この興奮を分かち合えないのが非常に残念だ。

「お、ユーシャがげんきになった！　たのしそう！　うれしそう！」

[image: ]

　だが、そんなリックに返答する声があった。驚おどろいて振ふり向むくと。そこにはリックの後に付いてきたのか、一人の少女がにこにこと笑え顔がおを浮うかべている。

　夜の闇やみにも負けないくらいに輝かがやくような鮮あざやかな茶ちや髪ぱつと、快活そうな大きな瞳ひとみが特とく徴ちよう的な少女だ。喜びを抑おさえきれないように両手を上げてみたり、その場で飛とび跳はねたり、まるで天てん真しん爛らん漫まんという言葉に命が宿っているかのようだった。控ひかえめな胸を帯状の布で覆おおい、太ふと股ももがほとんど丸見えの短い衣服を身に付けているだけで露ろ出しゆつ面積がかなりのものだ。

　誰だれかに聞いてもらいたい、というのは噓うそではなかったが、気軽に話しかけてきたこの少女は一体誰だれなのだろう。

「えーっと、楽しそうにしてるのに水を差すようであれなんだが、君は……」

「ねー、ユーシャ！　これからどこへいくの？」

「え……いや、これからセイレーンの村に行くつもりだけど……。そうじゃなくて君は」

「セイレーンのむら？　どこにあるの!?」

　が、謎なぞの少女に先手を取られてしまい話の主導権を握にぎられてしまった。思わず身構えてしまうような勢いに負け、リックは疑問を引ひっ込こめて先に質問の答えることにした。

「……ここをずっと真まっ直すぐ行った北の岬みさき、通つう称しようセイレーンの岬みさきだ。まずはそこへ行く」

「セイレーン？　どうして？」

「そりゃ歌っていったらセイレーンだろ。さっきの音楽会を見てシルフでもいいかなーって思ったけど、昼に怒おこられてビンタ喰くらった後だからな。今行ったら髪かみの毛けを全部毟むしられそうで怖こわいからな……」

「かみのけがないユーシャもいいとおもうよ！」

「ハゲた勇者なんて俺おれは嫌いやだ！」

　リックは自分の髪かみを守るように両手で頭を抑おさえた。

　髪かみを毟むしられる云うん々ぬんはともかく、仲間を集めるにあたってまず確保しなければならないのは先さき程ほどのシルフのように人々の心を惹ひき付つけることができる歌を歌うことができる種族だ。そこで最初に頭に浮うかんだのは、人々の心を魅み了りようする歌の力を持つセイレーンだった。

　セイレーンはこのリーゼル大陸の北ほく端たんの岬みさきの海辺に住む種族だ。背中に美しい羽を持ち自在に空を飛ぶことで有名だが、実は海に入ると下半身が魚のように変化して水中を泳ぎまわることができるというのはあまり知られていない。

　そのセイレーンの特性を知ったのは、魔ま王おうの瘴しよう気きでセイレーンを操あやつっていた魔ま槍そう凶きよう騎きと戦った時だ。リーゼル大陸から北へ向かった海上に浮うかぶ島の魔ま槍そう凶きよう騎きの拠きよ点てんを攻せめ落おとすために船で海を渡わたった際、空と海からセイレーンの大群に襲しゆう撃げきを受けたのだ。

「あの時は大変だった……。船を沈しずめてこようとするセイレーンから守るために船の上で戦ったけど、魅み了りよう効果がある歌を聞くと体が思うように動かせなくなるから、何の対策もなかったらあそこで全ぜん滅めつしてたな」

　激げき闘とうの日々を思い出しながら、リックはしみじみと謎なぞの少女に語り始めた。

「おー、それでどうなったの？」

「実は魔ま王おうの瘴しよう気きから唯ゆい一いつ正気を保ってたセイレーンがいてさ。何でか一人だけ羽が生えてないセイレーンがいたんだけど、その子の歌で敵のセイレーンの歌を相そう殺さいしたんだよ。んで、俺おれ達たちは無事に船を守りきって、魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおしたってわけ」

「ユーシャだいかつやく！　すごいじゃん！」

「大だい活かつ躍やくっていうか……歌を相そう殺さいするっていう案を考えたのはリーベルなんだよなー……」

　リックは短いため息をついて頰ほおを搔かく。

　一人目の魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおしたリーゼル海洋の戦いは、賢けん者じやリーベルを仲間に引き入れてからの最初の激戦だった。歌の効果を相そう殺さいする作戦を提示したリーベルのおかげで、仲間の犠ぎ牲せいを出さずに勝利を手た繰ぐり寄よせることができたのだ。

　更さらにリーベルは目まぐるしく変化する状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきし、強力な攻こう撃げき魔ま法ほうだけでなく、仲間の身体能力を向上させる補助魔ま法ほうや、敵の混乱、幻げん惑わく、睡すい眠みんを引き起こす妨ぼう害がい魔ま法ほうを使い分けられるのだから、勇者と称たたえられたリックよりも戦せん闘とう能力は高いのかもしれない。

「……落おち込こんでる場合じゃない。俺おれもリーベルみたいにならなきゃ！」

　気落ちしかけたリックは、自分の頰ほおを叩たたいて気合を入れ直す。歌と音楽で種族間の不和を取り除いて、自分はもうあの時の未熟者ではないとリーベルに証明するのだ。

「そんなわけだから、俺おれはセイレーンの岬みさきに向かう。こんなとこで立ち止まってる余よ裕ゆうなんてないんだ」

「おー！」

　自分を鼓こ舞ぶしてリックは再びセイレーンの岬みさきへと歩き始める。すると謎なぞの少女も号令に応じたかのように手を挙げてその後ろにくっ付いてきた。

　と、すっかり調子に乗せられてしまったリックは、しばらく歩いたところで謎なぞの少女が何者なのか尋たずねていないことを思い出した。

「っていうか、君は一体……あれ？」

　だが、背後を振ふり返かえった先に少女の姿はなかった。遠くの方から草を搔かき分わける音が聞こえてくることから、どうやらあぜ道から逸それて草原の方へ行ってしまったらしい。既すでに夜の闇やみが辺りを包んでおり、少女の姿を見つけることはできなかった。

「誰だれだったんだ、ありゃ？」

　うーん、と唸うなりながらリックは小首を傾かしげる。けれど、きっと家に帰ったのだろうと結論付けることにして、リックは先を急ぐことにした。

　それからリックが休きゆう憩けいも取らずに一時間程ほど歩き続けた頃ころだった。草原地帯を抜ぬけると風に海の匂においが感じられるようになり、波の音が聞こえ始めた頃ころ、夜の闇やみの中に小さな炎ほのおの灯あかりが見えてきた。リーゼル大陸北ほく端たんに位置するセイレーンの村の灯あかりだ。

　海に隣りん接せつする形で静かに佇たたずむこのセイレーンの村には、時々魚釣つりや漁に来る人も多い。その事に関してセイレーンは特に不満を抱だいているわけではないようだ。シルフやノームと違ちがって目立った衝しよう突とつは起きていないが、お互たがいに親しん睦ぼくを深めようという積極的な姿勢でもないらしく互たがいに不干かん渉しようを貫つらぬいているらしい。

「おし、到とう着ちやくした。さて……と」

　村の入り口に到とう着ちやくしたリックは、ぐるりと辺りを見回した。

　リックが仲間に引き入れようとしているのは、唯ゆい一いつ魔ま王おうの瘴しよう気きに侵おかされずに力を貸してくれたセイレーンの少女だ。魔ま槍そう凶きよう騎きが待ち構える島へ向かう途と中ちゆう、多くの敵セイレーンの魅み了りようの歌をたった一人で相そう殺さいしたあの歌がリックの記き憶おくに今も尚なお鮮せん明めいに焼き付いているのだ。

　村の木造の家の窓から灯あかりの火が見える。街の子供達たちは眠ねむりについている時間帯だが、セイレーンはまだ活動しているようだ。目当てのセイレーンの少女がどこにいるのか見当が付かなかったため、リックはすぐ傍そばの家の扉とびらを叩たたいて話を聞こうとした。

「あの半人前、また一人で頑がん張ばってるわよ」

「努力が実を結ばないっていうのも珍めずらしい話よね」

「いい加か減げん諦あきらめた方がいいんじゃないの？　才能がないのよ、あの子には」

　その時、村の中央の方で透すき通とおる声が届いた。どこか儚はかなさを感じるような、それでいて澄すんだ美しい声はセイレーンのものだ。ただ、聞こえてくる言葉は人を突つき放はなすような攻こう撃げき的なものだった。

「あ、あの……でも、私にもセイレーンの血が流れて、いますから……」

「あら、聞こえてたの？　ごめんなさいね、邪じや魔まして」

「けどさ、もっと離はなれたところでやってもらえないかしら？　あんたがいるとさー、正直アタシ達たちもやりにくいんだよね」

「練習の邪じや魔まだから、どっか行きなさいよ、混血種」

　こっそり家の物もの陰かげに隠かくれていたリックは、眉まゆ根ねを寄せながら状じよう況きようを盗ぬすみ見みていた。崖がけの方へと歩いていくセイレーン三人が、一人のセイレーンを仲間外れにしたようだ。どうやらセイレーン同士のイジメの現場を目もく撃げきしてしまったらしい。

「……あれ、あの子だけ羽が生えてないってことは……あの子が俺おれ達たちを助けてくれたセイレーンなのか？」

　唯ゆい一いつ羽を持たないセイレーンの女の子。彼かの女じよが以前にリック達たちを助けてくれたセイレーンだということは間ま違ちがいないだろう。けれど、何な故ぜセイレーンなのに羽がないのか、という今いま更さらな疑問がリックの頭の中で引ひっ掛かかった。

　だが知識のないリックが頭を捻ひねったところで判明する問題でもないため、とりあえず勧かん誘ゆうに動くことにした。少し寂さびしさが感じられる小さな背中に近付いて行き、正面に回って声を掛かけようとしたが。

「うっ……ぐすっ……」

「うおっ！」

　リックは驚おどろいて声を上げてしまった。仲間外れにされたセイレーンの少女は、声を殺しながらも大おお粒つぶの涙なみだを流して泣いていたのである。

　種族同士を仲直りさせるために君の歌が必要なんだ、なんて言葉が掛かけられるはずもなく、リックはその場で動けなくなってしまった。傍はたから見れば、リックがセイレーンの女の子を苛いじめたように見えないだろうか。何か激げき励れいの言葉を掛かけるべきだろうか、と必死に言葉を探すリックだったが、イジメの現場を盗ぬすみ見みていた見ず知らずの人間に慰なぐさめられるというのもおかしいような気がしてならない。

　ただただ泣き続けるセイレーンの前で硬こう直ちよくしている人間の男。誤解しか生まない状じよう況きようながらも結局言葉が出てこないリックだったが、やがてセイレーンの女の子が顔を上げてこちらに気付いた。

「ぐすっ……ふぇ？」

「あー……………………えーっと」

「ゆう、しゃ……様……？」

「お、おう……そ、そうなん、だけど……えーっと……」

　涙なみだで瞳ひとみを真っ赤にしたセイレーンの少女は戸と惑まどった様子だったが、どうにかリックの存在に気付いてくれたらしい。だからといって本題を切り出すわけにもいかなかったので、

「と、とりあえず……めちゃくちゃ居いた堪たまれない状じよう況きようだから、一いつ旦たんここから離はなれようぜ！」

　リックは逃にげるようにしてセイレーンを村から連れ出したのだった。




　セイレーンの女の子の手を引きながら、リックはどうにか村の入り口にまで戻もどってきた。

「えーっと……だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　落ち着いた頃ころ合あいを見計らって、リックはおそるおそる声を掛かけた。

「はい……ぐすっ、ごめんなさい、こんなところを見せてしまって……」

「いや、俺おれも変な時に来ちゃって……なんか、その……ごめん」

「せっかく勇者様が来てくださったのに……恥はずかしいところを見せちゃいましたね。あの、私はユリナって言います。えっと、セイレーン……のユリナ、です」

「俺おれはリック。えーっと、勇者やってます」

　勇者、という立場が現在は正しいのか分からなかったが、リックも同じように自己紹しよう介かいを返す。すると、ユリナはようやく安心したような笑え顔がおを見せてくれた。

　まるで海の蒼あおを思わせる背中まで伸のびた長い髪かみと、同じ色をした丸い瞳ひとみ。種族の違ちがいを抜ぬきにすれば、多くの人間の男達たちが目を奪うばわれてしまうほどの美少女。そんな彼かの女じよの出いで立たちがリックの記き憶おくにあったセイレーンの女の子とぴったり一いつ致ちする。あの時はセイレーンの岬みさきに到とう着ちやくしてすぐに魔ま槍そう凶きよう騎きとの戦いの臨のぞんだだめ自己紹しよう介かいをしている暇ひまがなかったが、やはりユリナがリック達たちを助けてくれたセイレーンの女の子だ。

　セイレーンが身につける丈たけの短い羽は衣ごろものような服の下にスラリと伸のびる肢し体たい。女の子らしい膨ふくらみを持つ体つきを見るに、人間で言えば十六、七歳さいくらいだろうか。自分を含ふくめ、魔ま王おうを倒たおすために行動を共にしていた仲間達たちと同じくらいの年とし頃ごろだ。

「それで、リック様は私わたし達たちセイレーンに何かご用があったんですよね？　ごめんなさい、今からでも私がご案内しますね」

　目の端はしの涙なみだを拭ぬぐいながら、ユリナはぺこりと頭を下げる。

　僅わずかに逡しゆん巡じゆんしたリックだったが、小さく頷うなずいて決意する。すぐにこちらの要望を伝え、ユリナを連れ出すことも不可能ではないが、きちんと状じよう況きようを整理しないわけにはいかなかった。

「あー……あのさ、不ぶ躾しつけなことを聞いちゃうんだけど……ユリナは苛いじめられてるのか？」

「そ、それは……」

「もしかして、ユリナにだけ羽がないことと関係してたりする、のか？」

「……」

　咄とつ嗟さに思い付いて二つの疑問を結び付けてみたが、ユリナは再び泣きそうな顔になって俯うつむいてしまった。リックの一言がユリナの心の傷に塩を塗ぬりたくってしまったらしい。

「い、いや！　悪い！　その、ごめん！　今俺おれが言ったことは忘れてくれ！」

　慌あわてて前言撤てつ回かいしようとしたが、もう遅おそい。せっかく和なごやかな雰ふん囲い気きになりかけていたのに、重苦しい空気がリックとユリナの間に漂ただよい始めていた。

「……うぅん、私は大だい丈じよう夫ぶです。まだ自分の羽を持てない私が悪いんですから」

　けれど、ユリナは顔を上げると作ったような笑え顔がおを浮うかべて首を振ふった。無理をしているのは誰だれの目にも明らかだが、それよりもリックには今の台詞せりふの妙みような表現が引ひっ掛かかった。

「羽が……持てない？　羽が生えないじゃなくて？」

「ごめんなさい、そういえば勇者様にはきちんと説明してなかったですよね……」

　ユリナは悲しげな笑えみ浮うかべると、自分の気持ちを落ち着かせるように胸むな元もとに手を当てて話し始めた。

「すみません、先さき程ほどは少しだけ噓うそをつきました。正確には、私はポセイドンとセイレーンの混血種なんです」

「ポセイドンだって!?」

　衝しよう撃げき的な告白に、リックは驚おどろいて目を瞬まばたかせる。

　ポセイドン、とは海の種族の中でも最上位に位置する存在だ。この広大な海を統すべる覇は者しやとも言われており、長大な槍やりを振ふるい海を断たち割わったことがあるという伝説が残っている。

　そんなポセイドンの血を継ついでいることも驚おどろきだが、それ以上に信じられないのはポセイドンがセイレーンと異種族交配を成したということだ。基本的にどの種族も、同じ種族同士で子を成すことが普ふ通つうであり、更さらに自分より下位に位置する種族と子を成すことは殆ほとんどない。

「そっか、さっき混血種って言葉が聞こえたのはそういうことだったのか……」

「そうは見えないって、よく言われるんですけどね……」

　寂さびしげな微ほほ笑えみを浮うかべるユリナを改めて眺ながめてみる。可か憐れんで女の子らしい外見をしているユリナは、確かにポセイドンの血が流れているようには見えない。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体を持っていれば素す直なおに信じることができたかもしれないが。

「えっと、つまり羽が持てないっていうのはユリナがポセイドンとセイレーンの混血種だから、ってことか？」

「……」

　ユリナはリックの問いに答えず、落おち込こんだように目を伏ふせながら続きを話し始めた。

「セイレーンの羽は、私わたし達たちが成長するにつれて現れるものじゃないんです。私わたし達たちにとって大事な唄うた……セイレーンの唄うたを歌うことができなければ羽を持つことができません」

「セイレーンの唄うた？　でもあの戦いの時にユリナだって歌ってたじゃないか」

　ユリナは悲しそうな目をして、小さく頭を振ふった。

「セイレーンの唄うたは聴きく人ひと達たちの心に直接届くものです。どんなに美しい声であったとしても、心を震ふるわせるような唄うたでなければセイレーンの唄うたとは言えません。勇者様、あの戦いの前にセイレーンに襲おそわれたことはありませんでしたか？　もしその時に唄うたを耳にしていれば、きっと体に異変が起きていたと思います」

「あぁ、うん一回だけあるよ。上う手まく言えないんだけど、ちょっと体が疲つかれたような感じだったな。それに気合とか気力とかそういうのが無くなっていくような感じがしたけど……」

「それがセイレーンの唄うたです。その唄うたは人々の心に、精神の隙すき間まに入はいり込こんで影えい響きようを及およぼします。悲しくて、暗い唄うたを聴きいてしまったら、勇者様もきっと同じような気持ちになってしまったかと思います」

　申し訳なさそうに声を震ふるわせて、ユリナはぎゅっと胸むな元もとで手を握にぎり込こんだ。

　魔ま槍そう凶きよう騎きの待つ島へ向かう前、セイレーンの岬みさきに到とう着ちやくした時にリック達たちはセイレーンに襲しゆう撃げきを受けたことがあった。その時にセイレーンの唄うたを耳にしてリック達たちは全員覇は気きを失ったかのように攻こう勢せいに出る気力を完全に失ってしまったのだ。まるで心に負の感情が侵しん食しよくしてきたように自じ虐ぎやく心が加速し、戦うことを諦あきらめ、敗北を認め、更さらには得体の知れない罪悪感から逃のがれようと自傷行こう為いに走りそうになった。

　その時にユリナが駆かけつけ、同じような唄うたをぶつけて効果を相そう殺さいし、リック達たちは窮きゆう地ちを脱だつすることができたのである。

　不意に風に導かれて歌声が聞こえてきた。悲痛な旋せん律りつが流れてくる方へ顔を向けると、崖がけの上に三人のセイレーンが立っているのが見えた。あれは先刻ユリナを突つき放はなした三人組だ。








『波の揺ゆりかご　あの子を誘さそい　静かに漂ただよう




　切り取られた笑え顔がおは　夢の中で輝かがやいて




　風に抱だかれ　やがて消える　命のかけら




　冷たい蒼あおに眠ねむり　やがて一つに　溶とけて消えゆく』









　その歌声には寄より添そうような温ぬくもりが感じられるのに、誰だれかを悼いたむようなその詞は人々を拒きよ絶ぜつするような怜れい悧りさがあった。空っぽになった胸が悲ひ哀あいに満ちていき、リックは涙なみだを流しそうになって何度も鼻をすすった。

「悲しい唄うただな……」

「この海には沢たく山さんの人ひと達たちの命が眠ねむっているんです。魔ま王おうが生きていた頃ころ、苦しみに耐たえられずあの崖がけから身を投げた人が大勢いましたから。そんな人ひと達たちの魂たましいを鎮しずめるために、私わたし達たちはその想おもいを掬すくい取とり、唄うたに乗せるんです。少しでも安らげるように……もう悲しまないで眠ねむれるようにって」

　ユリナは海岸の方へ体を向けると、祈いのるように両手を合わせた。

「ああやって、セイレーンは夜の海に向けて歌っています。蒼あお色いろは海の悲しみを映した色。そう教えられてきたから。セイレーンはみんな悲しくて、寂さびしい唄うたを奏かなで、そして聞く人の心を震ふるわせる自分だけの唄うたに昇しよう華かさせるんです。そうして一人前のセイレーンになると、背中に羽を持てるようになるんです。でも私には……それが、まだできません」

　その時ユリナの目の端はしに涙なみだが浮うかんだ。薄うすく唇くちびるを嚙かみ締しめているのは、悔くやしさが溢あふれないように必死に我が慢まんしているように見えた。

「……もっと、強くならないとだめですよね。私はポセイドンの血を引いているんですから、もっともっと頑がん張ばれるはずです。一人でも私は大だい丈じよう夫ぶ……今までも一人で頑がん張ばってきたんですから」

　けれど、ユリナは無理に明るく振ふる舞まって涙なみだを指先で弾はじいた。

　強い風が吹ふけば一いつ瞬しゆんで消えてしまうような、脆もろく儚はかない笑え顔がお。そんなユリナを見ていてリックは胸が強く締しめ付つけられる感覚をおぼえた。

　ただ強く在るために。その信念の元に強さだけを求めたリックは、何度も道を踏ふみ外はずしたことがあった。

　真まことに強き者とは、たった一人で全てを成す力を持つ者のこと。そう信じて疑わなかったリックは、魔ま王おうを討とう伐ばつする旅に出てから幾いく度どなく無茶を繰くり返かえした。誰だれにも救いを求めることなく、ただただ猪ちよ突とつ猛もう進しんに進み続け、結局敵の大群に囲まれて孤こ立りつ無む援えんの状じよう況きように陥おちいり、命を落としかけたのだ。

　その危機を救ってくれたのが賢けん者じやリーベルだった。あの時、彼かの女じよが救きゆう援えんに駆かけつけてくれなければ間ま違ちがいなくリックの命は潰ついえていただろう。

　だが、賢けん者じやリーベルの存在が更さらにリックを苛いら立だたせた。窮きゆう地ちを覆くつがえす圧あつ倒とう的てきな力を持つ存在。その英えい雄ゆうに憧あこがれていたリックには、リーベルの登場はただただ己おのれの無力さを痛感させるだけの邪じや魔ま者でしかなかったのである。

　それなのに、リーベルは強ごう引いんに同行するようになってしまい、リックは毎日仇きゆう敵てきと共にいるような嫌けん悪お感を抱かかえる毎日を送る羽目になった。

　それから、度たび々たびリックは単身で突とつ撃げきを仕し掛かけては大怪け我がを負い、リーベルに助けられ、再び吶とつ喊かんを仕し掛かけるという無む謀ぼうを繰くり返かえし続けた。強くなるという願いを抱だきながら鍛たん錬れんを続け、それでも敗北を重ね続けた。だが、決して自分は弱くないと言い聞かせ続けた。

　そんなリックの心に変化をもたらしたのは、魔ま槍そう凶きよう騎きとの初めての戦いだった。

　リーベルの独断によって勝手に増えていく仲間に一いつ切さいの信しん頼らいを置いていなかった中での、初めて魔ま槍そう凶きよう騎きとの戦せん闘とう。強大な敵だからこそたった一人で立ち向かったあの時のリックの行動は無む謀ぼうの極きわみだった。待まち伏ぶせていた敵に囲まれ、今度こそ自分の命は散るのだと覚かく悟ごを決めた時、またしてもリーベルがリックを救い出したのだった。

　だが、この時ばかりはリーベルも無傷とはいかなかった。全身に深い傷を負い、止め処どなく血が流れ出る惨さん状じようを見た時、リックの中で何かが砕くだけたのだった。

　神か超ちよう人じんか。そう思っていた、決して敗北することないリーベルが自分と同じように傷付いている。自分と同じように、無茶をすれば大怪け我がを負ってしまう同じ人間なのだということをようやく悟さとった。そんなリーベルの弱さを直視した時、リックは己おのれの弱さを自覚し、しっかりと見つめることができた。そして同時に、自分はかけがえのない仲間にずっと守られていたのだと自覚したのだった。

　その瞬しゆん間かんから、リックは己おのれの弱さを晒さらし、仲間を頼たよるようになった。初めての連れん携けいは拙つたなくあったものの、仲間と力を合わせて戦うという経験がリックを強く成長させていくことになった。

　今のユリナは、まさに過去のリックと重なるのだ。ポセイドンの血を継ついでいるからこそ、強くあろうとする強きよう烈れつな自尊心と精神的な重圧が、ユリナの心に重い枷かせを結び付けてしまっている。

　かつてリーベルが導いてくれたように、今度はリックがユリナを救い出してやりたいと思った。師と仰あおぎ、憧どう憬けいを向けるリーベルに近付けるような気がした。

「……うん、やっぱりユリナがいい」

「ど、どうしたんですか、突とつ然ぜん……？」

「俺おれがここに来たのはさ、人間だけじゃなくて他の種族の心に響ひびくような、そんな歌を歌えるようなセイレーンを探すためなんだ。だから、俺おれの仲間になってくれないかな？」

「えっ……えぇぇぇ！　あ、あの、私が、勇者様の仲間……？」

　ユリナは顔を真っ赤にして両手を大きくばたつかせた。

「で、でも私は半人前ですから……勇者様のお役にはきっと立てませんし……」

「自分の羽を持てるようになりたいんだろ？」

　少し意地悪っぽくリックが言うと、慌あわてふためいていたユリナが真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてきた。

「俺おれがやろうとしてるのは、種族間を仲良くさせることなんだ。さっき仲間がやってる店で食事をしてる時にさ、人間の男達たちが音楽を演奏して、小さなシルフが歌うちょっとした音楽会を見てきたんだけど、これが盛り上がってさ。音楽のことは詳くわしくないけど、つい俺おれも手て拍びよう子しをして盛り上がったんだよ。そこには人間だからとか、シルフだからとか、そんな色眼鏡で見てる人はいなかった」

「シルフが……人間の人ひと達たちと歌ってたんですか？」

「歌う前はガッチガチに緊きん張ちようしてたけど、歌い始めてからは楽しそうだったよ。その時に気付いたんだ。種族同士がもう一度仲良くなるためには、俺おれが面めん倒どうくさい交こう渉しようの仲ちゆう裁さいをやって問題を解決していくんじゃなくて、一いつ緒しよに盛り上がって一体感を味わって、一いつ緒しよに笑い合った方がいいんじゃないかってさ」

　リックはつい数時間前の出来事を興奮気味に話した。その間、ユリナはじっと真しん剣けんな面おも持もちで一つ一つの言葉を嚙かみ締しめるように聞き入っているようだった。

「んで、すぐに店を飛び出して仲間を集めるためにここに来たんだ。ユリナのことは覚えてたし、もしかしたら協力してくれないかな、って思ったんだけど、考えが変わったよ。仲間になってくれるならユリナがいい。世界中の色んな種族が仲良くなれるようにって俺おれの新しい夢もあるけどさ、ユリナが自分の唄うたを歌えるようになる手助けをしてやりたくなった」

　率そつ直ちよくに気持ちを伝えると、ユリナは少しだけ頰ほおを染めて俯うつむいた。だがリックは一いつ切さい噓うそを言っているわけではない。絶世の美声を持つセイレーンが目の前に現れようと、もうユリナ以外を仲間に加える気はないのだ。

「ユリナ。俺おれと一いつ緒しよに来てくれ」

　改めてリックは頭を下げて説得する。けれど、ユリナは怯おびえたような声で訊きいてくる。

「あの、勇者様……。それはつまり、皆みなさんが楽しんでくれるような唄うたを歌わないといけないってこと……ですよね？」

「……うん、そうだ」

　リックの返答には僅わずかな間があった。

　ユリナの懸け念ねんの正体は分かっていた。人々を楽しませる唄うたを歌って欲ほしいということ。それはつまり、セイレーンが一人前に羽ばたくために必要な悲ひ哀あいに満ちた唄うたを捨てろ、ということだからだ。

　重大な決断を迫せまっているのは分かっている。だが、リックは無む謀ぼうな提案をしているわけではない。以前に魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおすためにユリナに力を借りた時のことを思い出し、そこに勝算を見み出いだしたのだ。

　あの時は特に気に留とどめていなかったが、今考えてみれば不可解な点がある。それは、ユリナの唄うたがその他のセイレーンの唄うたの効果を相そう殺さいしたことだ。あの時、荒あれ狂くるう海上にてリック達たちを待ち受けるセイレーン達たちが奏かなでた唄うたは、愛あい惜せきを押おし潰つぶし、悲ひ哀あいを誘さそい、破は滅めつへと導くような究極の負の旋せん律りつだった。だが、ユリナはまだ自分の羽すら持っていなかったのにその唄うたを完全に相そう殺さいした。

　相反する性質をぶつけて消しよう滅めつさせた。それはつまり、ユリナの唄うたは悲しみを表現するものではなく人々の幸福と喜びを乗せるにふさわしいものなのではないだろうか。

　きっとユリナには、ポセイドンとセイレーンの混血種であるからこその秘めた力が宿っている。リックはその可能性を信じて、敢あえてユリナに真逆の道を示した。

「でも、私には……」

　困こん惑わくするように両手の指をもじもじと絡からめるユリナは、ちらちらとリックを見上げては地面に視線を落としたりと一向に落ち着かない様子だった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれがいる」

　リックは、以前に迷っていた自分が得た答えをそのまま言葉にする。過去の自分と同じ過あやまちを犯おかさないように、正しい道へと歩ませる覚かく悟ごを込こめて。

　真まっ直すぐ向けられたリックからの眼まな差ざしに、ユリナはたじろぐように僅わずかに身を引いた。けれど、ユリナははっと顔を上げてくるりと背を向けると切り立つ崖がけの上で夜空を舞まいながら唄うたを響ひびかせる三人のセイレーンを見上げた。

「蒼あおは……悲しみの色……」

　響ひびき渡わたる悲ひ哀あいの旋せん律りつ。セイレーンが一人前になるために必要な歌。そして、ユリナの想おもいを封ふうじ込こめる一種の呪のろいじみた共通認にん識しき。

　予感がする。蒼あおは悲しみを映す色だということを乗のり越こえた先に、ユリナの羽は背中は宿るのではないか、と。

　その小さな背中の向こうにどんな決意があったのか、リックには分からない。けれど、やがて下ろされた両の手が強い意志を表すかのように力強く握にぎり締しめられた。

「私を一いつ緒しよに……連れていってもらえますか？」

　今まで泣きじゃくっていたのが噓うそのように、ユリナは言葉に強い勇気を宿して言った。

「どこへ行けばいいのか、何をすればいいのか分からないです。聴きいてくれる人ひと達たちが楽しんでくれるような唄うたを作れるのか分からないですし、あの……結局勇者様のご迷めい惑わくになっちゃうだけかもしれませんけど……」

　けれど、徐じよ々じよにその声は語ご尾びが小さくなっていきしどろもどろになってしまった。その様子がおかしくなって、リックは笑いを零こぼしそうになった。

「大だい丈じよう夫ぶ、俺おれがいるから。実際唄うたを作るのはユリナだけど、でも周りにはちゃんと仲間がいるからよ」

「仲間が……いる……」

　その言葉を嚙かみ締しめるように呟つぶやくと、ユリナは力強く頷うなずいた。

「……やってみます。私、頑がん張ばってみます」

「おし、それじゃあユリナが新生勇者の一人目の仲間だ。あんまり考えるのが得意じゃないから迷めい惑わくかけまくるかもしれないけど、よろしくな」

「こちらこそ、よろしくお願いします！　私、頑がん張ばりますから。まだ半人前だけど、私、一人で頑がん張ばってみますから」

　リックはユリナの白く細い手を取り、握あく手しゆを交かわした。

　今のユリナは、まだ一人で頑がん張ばろうという覚かく悟ごに囚とらわれてしまっている。リックがどんな助言を与あたえても、まだユリナは意固地になって自分の考えを変えようとはしないだろう。

　これからの旅でリックがユリナにどう教えていくか。そして、今後増えていく仲間と触ふれ合あい、ユリナが何を感じるか。その果てにユリナが一人前のセイレーンとして羽を持てるようになるのかどうか。

　旅路の先はまだ暗く、先は見通せない。けれど希望の光が淡あわく灯ともったと信じて。

　種族融ゆう和わという壮そう大だいな目標に向かって共に歩む最初の仲間が加わったのだった。













　　第二章　誓いと約束







　夜も深くなり、いつしか丸い月は夜空の頂で輝かがやきを放っていた。次に目指す場所へは海を渡わたらなければならないため、リック達たちはこのセイレーンの村で朝を待つことにした。

　けれど、この村はそもそも旅人を迎むかえる場所ではないため宿屋はなかった。ユリナの家に招待されたリックだったが、セイレーンとはいえ若い女の子が一人で住む家に男一人で世話になるわけもいかなかったため、丁てい重ちように断ってから野宿をしようと浜はま辺べへと向かった。

　温暖な季節に差さし掛かかってきたとはいえ、さすがに夜は冷気を含ふくんだ風が容よう赦しやなく体温を奪うばっていく。翌日は体調を崩くずしてしまうかもしれないがそれも致いたし方ない、とリックは諦あきらめて寝ね場所を探して歩いて回っていた時、三人のセイレーンが歌っていた崖がけの下の浅あさ瀬せに絶好の寝ね床どこを見つけたのだった。

　それは、かつてリック達たちが魔ま槍そう凶きよう騎きの待つ島に攻せめ込こんだ時に使った小船だった。魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおしてセイレーンが正気を取とり戻もどした後は、この浜はま辺べに乗り捨てるような形で放置したものだったが、幸運にも波に流された浅あさ瀬せが船着場としての役割を果たしてくれたようで、目立った損そん壊かいもない状態だった。

　各大陸の港町から出る定期船や漁船とは違ちがって船室はないが、屋根と壁かべがある操そう舵だ室では最低限の雨風を凌しのげる環かん境きようが整っていたため、リックはそこで一夜を明かしたのだった。

　そして翌朝、ユリナと合流したリックは船の帆ほを張り、次なる目的地であるレイヤ大陸へと出航したのであった。空は厚い雲で覆おおわれており霧きりも少し出ているようだが、太陽の明るさは雲の上に確かく認にんできる。いずれ晴れ間が覗のぞくことだろう。

　レイヤ大陸へは、船で一時間という距きよ離りだ。途と中ちゆう、魔ま槍そう凶きよう騎きとの激げき闘とうを繰くり広ひろげた小島を通り過ぎて水平線の向こうにレイヤ大陸の面おも影かげが見え始めた頃ころ、船の前に立ってじっと目を凝こらしていたユリナが愉たのしげな声を上げた。

「見てください、勇者様！　新しい大陸が見えましたよ！　あれは何でしょうか？　大きな柱のようなものが見えますね……」

「無事に辿たどり着つけそうだな……俺おれの魔ま法ほう力が持ちそうでよかった」

　一方のリックは軽い酩めい酊てい感を覚えながら安あん堵どしていた。

　この船は、魔ま槍そう凶きよう騎きとの戦いに挑いどむ前にセイレーンの村周辺にて、嵐あらしに巻まき込こまれて打ち上げられていた船を最低限に修理しただけのもので、適切な風力を帆ほに吹ふき付つける以外には動かす術すべがなかった。そのため、現在は勇者の魔ま法ほう力で風を巻き起こしどうにか船を進めている状態だった。

　威い力りよくを間ま違ちがえれば帆ほが折れてしまうので、絶ぜつ妙みような魔ま法ほうの加減で制せい御ぎよしなければならず、その分魔ま法ほう力の消しよう耗もうも激しかった。けれど、南東から吹ふく風が助けてくれたこともあって、どうにかレイヤ大陸までは無事に辿たどり着つけそうだった。

「リーベルはこんなことを顔色一つ変えずにやってたのか……。それに、あの時はセイレーンの他に襲おそってきた魔ま王おうの尖せん兵ぺいとも戦ってたし、よくぶっ倒たおれなかったな」

　魔ま法ほう力の消しよう耗もうによる疲ひ労ろうで乱れた呼吸を整えながら、当時リーベルが担になっていた役割の大きさを実感していた。新たな仲間と共に旅に出ることになってから、リーベルの凄すごさに改めて気付かされることばかりだ。

「まぁでも、どうにか一人でこなせてるわけだから、俺おれだって一人前には近付いてるってことだよな」

　自分を鼓こ舞ぶして落おち込こみそうな気持ちを引っ張り上げる。ユリナが仲間に加わったのだ、勇者であり発ほつ起き人にんの自分が不安になっていたら、それは周囲にも伝でん播ぱしてしまうものだ。空元気でもいいからユリナの前では英えい雄ゆうとしての気き概がいを見せ付けなければならない。

「ユーシャもたいへんだねー。まほうはつかえないからわからないけど、つかれた？」

「ん、あぁ……俺おれは基き礎そ魔ま法ほうくらいしか習得してないからな。一つの魔ま法ほうをずーっと持続させる高等技術はないんだよ」

「じゃーアタシがおうえんしてあげよー、がんばれ、がんばれ」

「おー、ありがとよ」

　そんなリックの隣となりでは、謎なぞの少女が掛かけ声ごえに合わせてくるりと一回転して手て拍びよう子し、という踊おどりらしきものを披ひ露ろうしてくれていた。無む邪じや気きな少女が遊んでいる姿を見て魔ま法ほう力が回復するわけでもないが、少しだけ元気をもらえたような気がした。

　レイヤ大陸まではもう少し。精神を研とぎ澄すます、風の魔ま法ほうの持続に集中しようとリックが瞳ひとみを閉じて、

「……って、なんでここにいるんだ！」

　さも当然であるかのように船に乗のり込こんでいた謎なぞの少女の存在に、リックはようやく疑問を抱いだいたのだった。

「アタシもふねにのるのってはじめて！　すごいね！」

「オンボロ船だけどな、楽しんでもらえたならいいけど……じゃなくて！　何で勝手に乗のり込こんでんだよ！　いや別にいいけど、いつの間に乗ってたんだ！」

「でもかぜがベタベタしててやだー……」

　謎なぞの少女は不快感を露あらわにして露ろ出しゆつした腕うでをペタペタと触さわり始める。リックの疑問は耳に入っていないようだ。

「っていうか、セイレーンの村に行く途と中ちゆうでも会ったよな？　いつの間にかはぐれたけど、どこへ行ってたんだよ？」

「んー？　めずらしいおはながさいてたからみにいってたの！　そしたらユーシャがいなくなってた！」

　小さな胸を張って、少女は自信満々に答える。威い張ばって言うようなことではないが、誘ゆう拐かい事件に巻まき込こまれたというような悲ひ惨さんな状じよう況きように陥おちいったわけではないことにはリックも安あん堵どした。

　さて、今日は聞きそびれてしまった彼かの女じよの素す性じようについてはっきりさせようと、リックが改めて訊きこうとした時。

「勇者様、誰だれと話しているんですか？」

「おー、あなたはだれだれ？　ユーシャの　こいびと？　あいじん？　おくさん？」

「お、奥おくさん!?　い、いえ、私は、その……」

「全部方向性が一いつ緒しよじゃないか！　仲間だよ、仲間！」

「おー、なかま！」

　妙みような誤解を払ふつ拭しよくするために語気を強くしてリックが教えると、少女は顔を真っ赤にして恥はずかしがるユリナの周囲を動き回り、様々な角度から眺ながめ始めた。

「ねー、つぎはどこへいくの？」

「次……ですか？　勇者様はあの大陸へ向かっているみたいなんですけど……」

「でっかいねー！　アタシもいくのははじめてなんだよ！」

「そうなんですか。私は船に乗るのも初めてで……」

「みてみて！　あのとり、さかなをくわえてる！　どうやってつかまえたんだろー？」

「え、どこですか？　わぁ、すごい！　海面へ急降下して捕つかまえるみたいですよ！」

　注目を集めていたユリナは居い心ごこ地ちが悪そうにしていたのだが、段々と少女の勢いに巻まき込こまれ、気付けば二人は船首に移動して初めて見る海の景色を見ながら会話を弾はずませていた。

「で、誰だれなんだよあの子……」

　またしても機を逸いつしてしまったリックは、謎なぞの少女を呼よび戻もどそうとした。けれど、女の子同士で盛り上がっているところを邪じや魔ましてしまうのも無ぶ粋すいだ。それに、

「それよりも魔ま法ほうに集中しないと。魔ま法ほう力が尽つきて海の上で身動き取れなくなる、なんてことになったら最悪だからな……」

　リックは再び風の魔ま法ほうの制せい御ぎよに傾けい注ちゆうした。正直、他に気を配っていられるほどリックには余よ裕ゆうがなかった。時間が経過するごとに魔ま力りよくを消しよう耗もうする気け怠だるさが強くなるのを感じながらも、目を瞑つぶって呼吸を整えながら魔ま力りよくの放出を続ける。

「……会ったことあったかなぁ？」

　魔ま力りよくの放出が再び安定し始めて、リックはぽつりと独り言を洩もらした。

　魔ま王おう討とう伐ばつの旅の途と中ちゆうにて、どこかの街で少女を見かけたという記き憶おくはない。だが、何な故ぜだか初対面だという気がしないのだ。しかし記き憶おくを必死に手た繰ぐろうとしても、形のない霞かすみを摑つかもうとしているようで心当たりに引ひっ掛かかりそうにもない。

「いやいや、ちゃんと集中しなきゃ」

　余計な雑念で集中が途と切ぎれそうになったので、リックは意識を魔ま法ほうへと傾かたむける。

　それから一時間が過ぎた頃ころ、ようやくリック達たちの船はレイヤ大陸南部にある港町ディレッタに到とう着ちやくした。大型漁船や大型商船の邪じや魔まにならないように港の端はしに係留させて船を下りると、リック達たちは休きゆう憩けいを取るために食事を取れる店へと向かった。

「うわぁ……すごいですね、こんなに船がたくさん。賑にぎやかですね」

　港を一望できる屋外席に座すわると、ユリナは商船から手て際ぎわよく積つみ荷にを下ろす船員にすっかり釘くぎ付づけになっていた。別段珍めずらしい光景ではないが、セイレーンの村を出たことがないユリナにとっては全てが新しん鮮せんなのだろう。

　けれど、魔ま法ほうを使い続けていたリックはさすがに疲ひ弊へいしていて、背もたれに体を預けてぐったりと座すわり込こんでいた。

「あ……ご、ごめんなさい勇者様……。私、一人ではしゃいじゃって……」

「思う存分楽しんでくれていいぞ……。本当は色々案内してやりたいところだが……」

「い、いえ！　ここから見ているだけでもすごく楽しいですから！」

　ユリナは気を遣つかったのか、慌あわてて居住まいを正した。

　魔ま法ほう力は、しばらく安静にして体を休めていれば自然に回復する。慣れない魔ま法ほう制せい御ぎよでリックの魔ま法ほう力は枯こ渇かつ状態だが、三十分も休めば普ふ段だん通り行動はできそうだ。ユリナの前ではあるが、リックは遠えん慮りよなく手足を投げ出して少々だらしない格好で脱だつ力りよくした。

「……そういえば、さっきの子はどこへ行ったんだ？　また見かけなくなっちまったけど……」

「港に着いた後、大きな船にたくさんの魚が運ばれているのを見て、そっちの方へ行ってしまいましたけど……」

「漁に出てた船を見に行ったのか。元気っていうか、子供みたいな子だな……」

「あの、勇者様……。あの子は勇者様のお知り合いの方ですか？」

「いや、全然知らないんだよ。むしろあの子が誰だれなのか俺おれが聞きたいんだけど……」

　そう言ってリックが水を飲み干して港に目をやると、漁船から引ひき揚あげられた大量の魚を眺ながめている先さき程ほどの少女の姿を発見した。どうやら珍めずらしい花の次は漁に興味が移ったようだ。

　きっと、謎なぞの少女は海を渡わたる手段を探していて、その道中でリックと出会い、船にこっそり乗のり込こんだのだろう。今後あの少女と会うことはないのかもしれない。

「私、てっきり勇者様の妹さんかと思ってお話してたんですが……良かったんでしょうか？」

「悪い子ではないし、別に良かったんじゃないかな。っと、そうだ。今後はその勇者様って呼び方は止めてくれると助かるんだ。仲間になってくれたのに堅かた苦くるしい感じするし、周りから注目集めるのも面めん倒どうくさいからさ」

「そ、そうですか？　じゃあ、えっと……リックさん、とお呼びすればいいですか？」

「ユリナがそれでいいならそれで。別に呼び捨てでもいいんだけど」

「呼び捨てなんてとんでもない！　私にはそんなことできません！」

　強い拒きよ絶ぜつを示すようにユリナは首を振ふった。共に旅をするようになってまだ一日と経たっていないが、ユリナは眩まぶしいくらいに純じゆん粋すいな心を持っているようだ。今時僧そう侶りよや修道女を志す者ですら、ここまでの純真さは持ち合わせていないだろう。この街でユリナが妙みような詐さ欺ぎに巻まき込こまれないように注意しておいた方がよさそうだ。

　しばらくすると、注文しておいた紅茶と焼き菓が子しが運ばれてきた。小麦色をした焼き菓子から砂糖の甘あまい匂においが漂ただよう。

「あの、ゆう……リックさん、このレイヤ大陸でしたっけ、私はここで唄うたを歌えばいいのでしょうか？」

　目の前に運ばれた菓子を不思議そうに見つめていたユリナだったが、一いつ旦たん顔を上げると不安げに訊きいてくる。

「いやいや、まだ早いぞ。音楽を演奏できるやつを仲間にしてないだろ？」

「ということは、楽器の演奏者を探しに来たのですか？　一体どんな人なんでしょうか？　私、仲良くできるかな……」

「仲良く、ねぇ……。正直、俺おれも怪あやしいところではあるんだけど、まぁ任せておいてくれ。勇者としての切り札があるからな。最悪の場合はそれでどうにかする！」

「切り札、ですか？　あの、私わたし達たちはこれからどこへ行くんでしょうか？」

「ああ、そうか。まだ曇くもってるし霧きりも出てるから気付いてないんだな。……っと、ようやく空に太陽が見えてきたな。ほら、あっちを見てみろ」

　ちょうどよく厚い雲が切れ、霧きりが少しずつ晴れてくる。するとリックが指差した北の方角に今まで霧きりで隠かくされていたある物が見えてきた。顔を向けたユリナの瞳ひとみが驚きよう愕がくで見開かれ、言葉に詰つまったのか口をぱくぱくさせている。

「あ……あれ、な、なんですか……すごく、大きい……」

　ユリナの視線は地平線から少しずつ昇のぼっていき、澄すんだ青が広がる空へと向かっていく。それ程ほどまでにこのレイヤ大陸の北部に屹きつ立りつするものは巨きよ大だいなのだ。

「あれが世せ界かい樹じゆユグドラシル。世界樹っていうだけあって、この世界の植物は全てあのユグドラシルと繫つながってるらしいぞ」

　説明を挟はさんだのだが、呆ぼう然ぜんとするユリナの耳には入っていないようだった。

　人々にある種の畏い怖ふを与あたえる威い容ようを持つ世界樹ユグドラシルは、この世界の自然の神とも言うべき象しよう徴ちようだ。天てん蓋がいを貫つらぬくように伸のびる世界樹ユグドラシルの頂は天使達たちが住まうとされる天界にまで至っているという伝承が残されている。

　自然を司つかさどるとされている世界樹ユグドラシルが枯かれた時が世界の終しゆう焉えんと言われているが、その巨きよ木ぼくの幹には何なに人びとも傷を付けることができず、炎ほのおですら焦こがすこともできないため、そんな結末が起こるはずはないと考えられていた。

　だが、魔ま王おうの力によってその夢物語が現実になりかけた。その原因は、世せ界かい樹じゆユグドラシルを守る守護者が魔ま王おうの瘴しよう気きによって我を失ってしまったことだ。ユグドラシルの周囲に広がる森の緑は枯かれ落ち、世界中の木々が果実を宿さなくなり、作物が育たずに世界中の種族達たちが飢き餓がに苦しんでしまったのだ。

「あん時は世界が終わるかと思ったな……本当に……」

　当時の惨さん状じようを思い出し、リックの背中が小さく震ふるえた。その時のことを思い返すと、よくこの港町も人々の活気で賑にぎわうようにまで復興したと感動すら覚える。

「あの……それで、私わたし達たちは次にユグドラシルに向かうのですか？」

「そういうこと。近くで見るとあの樹きのでかさに圧あつ倒とうされるぞ」

「は、はい……それは楽しみですけど……でも楽器の演奏者と関係があるようには思えないのですが」

　初めて見る紅茶の入ったカップを口元に近付けながら、ユリナは怪け訝げんそうに口に運んだ。独特の風味が合わなかったのか小さく首を傾かしげている。

「砂糖を少し溶とかして飲んでみ。多分美お味いしく感じるぞ」

「わわっ、すごい。お砂糖というのがなくなりました。……あっ、甘あまくなりました！」

　ユリナは花が咲さいたような笑え顔がおを見せた。けれどまだ熱すぎるのか、子供のように熱心に息をふきかけながら紅茶を冷ましている。

「せっかくだから、その焼き菓が子しも食べてみな。この港町の名物なんだ」

「見たことがない食べ物ですけど……はむっ……んっ！　あ、甘あまい！　甘あまくて美お味いしいですよリックさん！　こんな美お味いしいものがあったんですね！　甘あまいのってとっても幸せな気持ちになりますね！」

　まるで瞳ひとみの中に星を宿したかのように、ユリナの目がキラキラと輝かがやいていた。どうやら甘あまいものが好物のようだ。

「普ふ段だんユリナは何を食べてたんだ……？」

「海の近くに住んでいたので、基本的には魚ぎよ介かい類るいです。時々あの崖がけのところに生える香こう草そうも食べたりしたんですけど、それ以外は食べたことなかったですね」

「毎日塩味の利きいたものしか食べてなかったのか……そりゃ甘あまいもの食べて感動するわけだ」

　ユリナは感激しながら食べ、あっという間に皿が空になったのでリックは店員に追加の注文を伝えた。

「……えっと、ところで世界樹ユグドラシルと音楽はどう関係するのでしょうか？」

　空になった皿を恨うらめしそうに見つめていたユリナが思い出したように話を戻もどした。

「そこで切り札の登場なわけだよ。ユグドラシルの森に居い座すわってた魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおす時に、ちょっとしたやつと知り合ったんだ」

「その方が音楽家さんなんですか？」

「音楽家というか……えーっと、何て説明したらいいもんかな」

　リックは紅茶を一口飲んで考かんがえ込こむ。すると、

「あんた達たちもユグドラシルの子こ守もり唄うたを聞きにきたのかい？」

　横から迫はく力りよくのある女性の声が聞こえてきた。顔を向けると、焼き菓が子しのお代わりを持ってきた女性店員が立っていた。恰かつ幅ぷくがよく、十人くらいの子供を育てる力強いお母さんという印象を抱だいてしまう。

「ユグドラシルの子こ守もり唄うたというのは何ですか？」

「知らないのかい？　じゃあ旅のついでに聞いてっておくれよ。時々ね、あのユグドラシルの方から音楽が聞こえてくるのさ。あれを聞くとずっと泣なき止やまないうちの坊ぼうやがすっかり泣なき止やんで、気持ち良さそうにお昼ひる寝ねするんだよ。あたしゃ音楽のことはさっぱり分からないけどね、どっかの旅芸人さんがユグドラシルの森に居い座すわってんじゃないかって話だよ」

「森から音楽が聞こえてくるんですか？　とっても素す敵てきですね」

「もうすっかりここの名物になってるよ。毎日お昼過ぎに聞こえてくるのは、あたし達たちの坊ぼうやのお昼ひる寝ねの時間を考えてくれてるのかねぇ。それに、昼からも頑がん張ばろうってあたし達たちも元気になるし。どっちにしてもお昼はみんなが聞ける時間帯だから嬉うれしいね」

　あはははは、と豪ごう快かいに笑うと、追加の焼き菓子の皿を置いて女店員はいなくなってしまった。

「毎日お昼過ぎの時間に聞こえてくる、か。なるほど」

「え、リックさん、どうしたんですか？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶそうだなって確信しただけだ」

　焼き菓子を一つ一つ味わいながら食べるユリナは不思議そうな表情を浮うかべていた。

　今回の相手はユリナの時とは違ちがい、一ひと癖くせも二癖くせもある人物だ。交こう渉しようは一ひと筋すじ縄なわではいかないと覚かく悟ごはしていたが、思わぬ情報を仕入れることができてリックは手応えを摑つかみ始めていた。

「さて、そろそろ出発するか。魔ま法ほう力も随ずい分ぶん回復できたしな」

　船から降りた直後は魔ま法ほう力の欠けつ乏ぼうで体がふらついていたが、体を動かす分には問題がない程ほどには回復した。リックは紅茶を飲み干し、代金をテーブルの上に置いて立ち上がる。

「出発……ですか。そ、そうですよね、リックさんも回復したんですもんね」

　だが、ユリナは残念そうに僅わずかに眉まゆを寄せた。

「もしかして、まだあの焼き菓子しを食べ足りないのか……？」

「ち、違ちがいますよ！　そういうわけじゃないです！　リックさんにご馳ち走そうしてもらったのに、そんなわがままは言えません！」

　顔を真っ赤にして否定し、ユリナも慌あわてて立ち上がる。だが後うしろ髪がみを引かれるように店の奥おくの方ほうを振ふり返かえっていた。初めて食べた甘あまい菓子が強きよう烈れつに印象に残ってしまったようだ。

「食べ物はあれだけじゃないんだし、またどっかで美う味まいものが食べられるんだから、とりあえず今は我が慢まんして先を急ごうぜ」

　リックはユリナの手を取って少々強ごう引いんに連れ出した。けれど、ユリナは港町ディレッタを後にしてからも、しきりに背後を振ふり返かえっては残念そうに肩かたを落としていた。




　世せ界かい樹じゆユグドラシルの森へは街かい道どうを歩いていくことにした。港町ディレッタから目と鼻の先ということもあるが、馬車を使わなかったのはユリナの希望だったのである。

「静かなところですね。あっ、花が咲さいていますよ」

　道みち端ばたに咲さいている花を見かけるだけでも、ユリナは駆かけ寄よっていく。まるで小さな子供と散歩をしているようだった。

　田畑を開かい墾こんして農作業に励はげむ人々がいた。行商を行う馬車とすれ違ちがった。恵めぐまれない子供達たちのために世界中を旅しているという神父と挨あい拶さつを交かわした。

　まさに平和を切り取ったような出会いに、ユリナの足取りは軽くなっていった。けれど、リックはつい魔ま槍そう凶きよう騎きとの戦いの記き憶おくを思い返していた。

　平へい穏おんなこの景色も、当時は焼やけ焦こげる匂においが充じゆう満まんする戦場だった。魔ま王おうの瘴しよう気きが具現化する魔ま物もの、魔ま王おうの尖せん兵ぺいを千体以上をこの地で迎むかえ撃うち、撃げき破はした。あの時はまともに食事を取ることができず、体力が不十分な状態での戦いを余よ儀ぎなくされたのだ。

　そんな逆境を覆くつがえしたのはやはりリーベルだった。膨ぼう大だいな魔ま法ほう力の練成と長時間の詠えい唱しようを完成させるためにリック達たちも活かつ躍やくしたのだが、地平線を埋うめ尽つくす魔ま王おうの尖せん兵ぺいの大群を一いち撃げきで屠ほふったリーベルがあの時の戦いの最大の功労者だった。加えて、その後ユグドラシルの森に攻せめ込こみ魔ま槍そう凶きよう騎きとの戦いでもリック達たちを魔ま法ほうで支し援えんしていたのだから、魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおした後に港町ディレッタで人々からの感謝を代表して受け取ったリックは正直居い心ごこ地ちが悪かった。

　どうしてもリーベルのことを思い出してしまい、悔くやしさが膨ふくらんでしまう。よくない癖くせだ、とリックは首を振ふって追想を止めた。

「リックさん、どうしたんですか？」

「何でもない。ほら、近付いてきたぞ」

　立ち止まって訊きいてくるユリナをはぐらかして、リックは先を急いだ。次なる相手との交こう渉しようは相当難航するはずだ、余計なことを考えている場合ではない。

　何度か訪おとずれたことはあるが、やはり世界樹ユグドラシルの近くに来るとその迫はく力りよくに尻しり込ごみしてしまいそうだ。天に達するとされるこの巨きよ木ぼくがもしも倒たおれるようなことがあれば、どれ程ほどの被ひ害がいが出るのだろう、と余計な想像が膨ふくらんでいく。

　やがて街かい道どうが途と切ぎれ、緑の絨じゆう毯たんが広がる森の入り口に到とう着ちやくする。生おい茂しげる木々が日光を遮さえぎるが、草木自体が淡あわい緑ろく青しようの輝かがやきを放っていて視界は良好だ。

「涼すずしいですね。それに落ち着きます」

　ユリナは瞳ひとみを閉じて、空気を胸いっぱいに吸すい込こんだ。緑が適度な涼りようを保ってくれているのか、街かい道どうを歩いていた時よりも心ここ地ち良よい。

　魔ま槍そう凶きよう騎きとの戦いでは森の木々は枯かれ、焼け落ちて荒こう廃はいしていた。だが一年も経たたずここまで木々が成長したのは、世せ界かい樹じゆユグドラシルとその管理者のおかげなのだろう。

　リックを先頭に二人はユグドラシルの森へと踏ふみ出だした。柔やわらかな土の上に生おい茂しげる芝しば生ふが歩く衝しよう撃げきを吸収してくれて負担を感じない。この森はまるで全ての生物を受け入れ、そして優やさしく守ってくれているようだった。

「綺き麗れいな蝶ちよう々ちよが飛んでいますよ！　あっちにはかわいい動物もいますね！」

「この森には世界中の動物と虫が生息してるって言われてるんだよ。中には猛もう毒どくを持った虫とかいるからな、間ま違ちがえて巣を突つっつかないようにしてくれ」

「あ、あんまり木には触さわらないようにします……」

　その一言ですっかり怯おびえたようで、ユリナはリックの背中にぴったりとくっ付いてくる。ただ、そうすると体が密着する面積が大きくなるわけで。

「ユ、ユリナ……そ、その、くっ付いてくるのは、そ、その、別にいい、んだけど……」

「え？　どうしたんですかリックさん？」

　二つの柔やわらかな感かん触しよくを否いや応おうなく押おし付つけられている状じよう況きように置かれ、リックは挙動不ふ審しんになっていく。だが、どうやらユリナは無意識の行動のようで、自分が何をしでかしているのか気付いていないようだった。

「だ、だからその、だな……別に、俺おれは、構わない、んだけど……」

「ごめんなさいリックさん。森を歩くのが初めてなので、慣れるまでこうしていてもいいですか？」

「お、おう……」

　思わずリックの口から飛び出した言葉は情けなく裏返っていた。ユリナがあくまで不安がっているから体を寄せているだけで、それ以上の他意はないのだ。それが分かっているからこそ、リックは渋しぶ々しぶ受け入れることしかできなかった。

　世界樹ユグドラシルへ向かって、二人は歩き続ける。思わぬ役得に鼻の下が伸のびそうになるのを堪こらえながら森の中を進んでいく。

　おそらく交こう渉しよう相手はそこにいるはずだ。ただ不安なのは、外敵と間ま違ちがえられて攻こう撃げきされないかということなのだが。

「……ん？」

　背後に妙みような違い和わ感かんを覚えたのはその時だった。微かすかな物音を耳が拾ってリックが振ふり返かえると、真後ろの大地から何かがせり上がるように隆りゆう起きし始めていた。その瞬しゆん間かん、リックは反射的にユリナを突つき飛とばしていた。

「ユリナ、ユグドラシルまで真まっ直すぐ走れ！」

「リック……さん？　どうしたんですか突とつ然ぜん？」

「いいから早く！」

　怒ど鳴なるように指示を飛ばしても、ユリナはぽかんと口を開いて立ち止まったままだった。

　その直後、隆りゆう起きした地面が割れ、その中から不気味に蠢うごめく木の根が伸のびてきた。刃は物もののような鋭えい利りな根の先せん端たんは、やがて標的を見つけたかのようにリック達たちを刺さし穿うがたんと襲おそい掛かかってくる。

「このっ！」

　リックは剣けんを鞘さやに納めた状態で構える。

　魔ま王おうが滅ほろびて世界に平和が戻もどった今、リックが剣けんを抜ぬく理由はない。それに、まるで意志を持ったように襲おそい掛かかる木の根も、操あやつる人物に心当たりがあったからこそ傷付けるわけにはいかないのだ。

「あっ……あぁっ……」

「走れ！　後ろは俺おれが守るから！」

　リックが大だい喝かつすると、放心状態だったユリナは我に返り慌あわててユグドラシルの方へと駆かけ出だした。

　背後を警けい戒かいしながらリックも後に続く。だが、逃にげる獲え物ものを追つい撃げきするように今度は挟はさみ撃うちする形で木の根が伸のびてくる。

「にゃろっ！」

　リックが間合いの外から剣けんを振ふるった。一見すれば距きよ離り感を読み間ま違ちがえた無ぶ様ざまな空から振ぶりだ。それに、刃はが鞘さやに隠かくれたままでは乱暴に振ふり回まわしているだけの無む駄だな行こう為いに見えるだろう。

　だが追おい縋すがる木の根は、リックの空から振ぶりの前に矛ほこ先さきを曲げられていく。まるでリックが立つ空間から逃にげるようにいなされていった。

　この猛もう攻こうを捌さばき続けていられるのは、鍛きたえ上あげられた剣けん気を空から振ぶりすることによって衝しよう撃げきを飛ばしているからだった。接近戦での飛び道具という非効率な攻こう撃げき方法ではあるが、木の根を傷つけずにやり過ごす方法はこれしかなかった。

　だが猛もう攻こうは止まらない。この森を形成している植物全てが敵であるため、圧あつ倒とう的てきに手数が足りなかった。だから、リックの背後の大地から飛び出した根は、懸けん命めいに逃にげるユリナを狙ねらい、伸のびていく。

「おいこら！　相手は俺おれだろうが！」

　異変に気付いたリックは即そく座ざに転進し、ユリナの背を追いかけながら根を弾はじき飛とばしていく。ユリナを単身で先行させてしまったのは間ま違ちがいだったか、とリックが歯は嚙がみをしたその時。

「きゃあっ！」

　ユリナの短い悲鳴が森に響ひびいた。次いでリックがユグドラシルの幹に到とう着ちやくすると、眼前にはしなやかな鞭むちのように伸のびた根に手足を束そく縛ばくされたユリナの姿があった。

「なんつーことするんだよ」

　リックは疾しつ走そうの勢いをそのままに跳ちよう躍やくし、絡からみ付つく根を叩たたいた。一時的に拘こう束そくが緩ゆるんだ間かん隙げきを狙ねらい、ユリナを抱だきかかえて着地すると、リックは大きな嘆たん息そくをついてから呆あきれた声で言った。

「俺おれだよ、俺おれ。リックだ。覚えてんだろ？」

　巨きよ木ぼくに向かって大声で呼よび掛かけるリックを見て、ユリナは少しばかり頰ほおを赤くしながらもぽかんとした様子でこちらを見上げている。

　突とつ如じよ襲おそい掛かかった木々達たちに話しかけているわけではない。そうするようにけしかけた世せ界かい樹じゆユグドラシルの守護者に向かって話しかけているのだ。

「……何の用なの？　今いま更さらここに来たって得られるものはないでしょ？」

　まるで森中に反はん響きようを起こすような澄すんだ声が突とつ然ぜん響ひびき渡わたった。そして緑ろく青しようの輝かがやきがユグドラシルの幹から溢あふれ出だし、その中から一人の女の子が姿を現した。

　鮮あざやかな浅あさ葱ぎ色をした美しい長い髪かみと透すき通とおるような白い肌はだ。薄うすい布地の純白の装しよう束ぞくの下には女の子としての膨ふくらみが強調されており、ユリナとはまた違ちがった美び貌ぼうを持つ女の子だ。けれど、釣つり目がちの双そう眸ぼうはやや鋭するどく細められていて、いかにも迷めい惑わくだという拒きよ絶ぜつの雰ふん囲い気きが伝わってくる。

「よ、よう。久しぶり。元気だったか？」

　軽い挨あい拶さつを交かわして旧交を温めようとしたが、彼かの女じよの不ふ機き嫌げんそうな表情はぴくりとも動かなかった。予想通りの反応ではあったが、返答がないと話題に困ってしまう。

「い、今……この樹きから出てきたんですか！　すごいです！　一体何が起きたんですか？」

「あ、あぁ……悪い、紹しよう介かいが遅おくれた。こいつはドリアードのサララ。世界樹ユグドラシルを守護して、世界中の緑を見守り続ける唯ゆい一いつの存在なんだ」

「ドリアード……。すごいですっ！　初めて見ました！」

　感動するユリナを見て、今まで険しい表情だったサララが得意気に鼻で笑った。

「偉い大だいな世界樹ユグドラシルを守護する唯ゆい一いつの偉い大だいな種族、それがこの偉い大だいな私」

「偉い大だいって何回言うんだよ……」

「世界を司つかさどるユグドラシルを守護する私も、謂いわば世界と同等。偉い大だい以外の言葉が見当たらないじゃない」

　サララは指先で艶つややかな長い髪かみをさらりと撫なでる。自信に満みち溢あふれるその仕し草ぐさは、少々の腹立たしさを覚えるものの、絵になるような華か麗れいさを感じさせた。

　正確に言えば、緑の頂点に位置するのが世界樹ユグドラシルであり、その守護をするドリアードは下の位階に位置しているため、ユグドラシルとドリアードは同列ではない。だが、今余計な口を挟はさむと、強きよう硬こう手段でこの森から追おい払はらわれてしまいそうなので黙だまっておくことにする。

　やがて、森の木々がかすかに揺ゆれ柔やわらかな風を運んでくる。来訪を歓かん迎げいするような優やさしい風に包まれたリックは目を瞑つぶり大きく息を吸すい込こんだ。命の活力を感じさせる独特の緑の匂におい。これはユグドラシルの息い吹ぶきと呼ばれ、世せ界かい樹じゆユグドラシルがこの風に意志を込こめているとサララが教えてくれたことがあった。

「ユグドラシルも歓かん迎げいしてくれてる……んだよな？」

「まぁ、当たらずとも遠からずってところね」

　ユグドラシルの意志を正確に感じ取れるのは、世界樹を守護するドリアードであるサララだけだ。リックの質問への答えは曖あい昧まいに濁にごされてしまったが、その反応から察するにリックの推察は当たっていると見ていいだろう。

　そんなサララを、ユリナは熱っぽい瞳ひとみで見つめていた。まるで騎き士しに強く憧あこがれる少年のような目だ。

「そ、そこまで見つめられると、やりにくいんだけど……」

「すみません、初めてお会いしたものですから。私はユリナといいます。サララさんっていうんですね、可愛かわいらしい名前で素す敵てきですね！」

「か、かわっ……！」

　途と端たんにサララの頰ほおは爆ばく発はつしたように真っ赤になった。

「あれ、私変なこと言いましたか……？」

「…………ふん。それで、まさか遊びに来たなんて言うわけじゃないでしょうね？」

　一いつ旦たんこちらに背を向けたサララは胸に手を当てて呼吸を整えているようだった。そしてくるりとリック達たちに向き直ると、仕切り直しといった様子で本題を切り出した。まだ頰ほおは少し赤くなっている様子だが。

「それよりも、俺おれ達たちに攻こう撃げきしてくることはないだろ。危あやうく怪け我がするところだったぞ」

「この森に無断で侵しん入にゆうしようなんて輩やからは強制排はい除じよよ。世界樹ユグドラシルを傷つける害虫の可能性があるんだから」

「ずかずか入はいり込こんだ俺おれ達たちも悪いけど、あそこまでしなくても」

「で、用件は何？　人間がこんなところまでのこのこと……って、あら？　あなたは人間……とは違ちがうような……」

　違い和わ感かんを覚えたように首を傾かしげたサララは、ユリナの顔を間近でじろじろと見つめる。それからぐるりと一回りして体全体を眺ながめた後、サララはユリナの頰ほおをぺたぺたと触さわり始め、ぐにーっと頰ほおを横へ下へと引っ張った。

「い、いひゃいひぇす……」

「あなた、もしかしてセイレーンなの？」

「そうだよ。セイレーンのユリナ。俺おれの新しい仲間なんだ」

「仲間……？　でも、あなたくらいの年ねん齢れいなら背中に羽があるはずでしょう？　特異体質か何かかしら？」

「あっ、おい馬ば鹿か……」

　真しん剣けんに考かんがえ込こんでいるサララに思わず乱暴な言葉が口から漏もれてしまった。じろりと半眼で睨にらまれてしまったが、今にも泣き出してしまうくらいに落おち込こんでしまったユリナを見て、サララは失言してしまったことに気付いたらしい。

「私はまだ……自分の唄うたを見つけられなくて、自分の羽を持てない半人前のセイレーンなんです。ごめんなさい……」

「いえ、その、えっと……」

　狼ろう狽ばいして目を泳がせるサララは、鋭するどい抗こう議ぎの念を送るようにこちらを睨にらんできた。自分を偉い大だいだと誇ほこって止やまない自信家で他人のことなど一いつ切さい興味がない冷れい徹てつな性格かと思っていたが、どうやらその認にん識しきは間ま違ちがっていたようだ。

「実はユリナの羽も関係があることなんだ。ユリナは一人前のセイレーンになるために自分の唄うたを見つけたい、ってことで俺おれの仲間になったんだよ」

「そ、そう……。ま、まぁその……努力はいずれ実を結ぶんじゃないかしら……？」

　サララは当あたり障さわりのない激げき励れいの言葉を送った。だがその直後、

「……ちょっと待ちなさい。何か今の、引ひっ掛かかる言い方だったわね？　羽も関係がある？」

　含ふくみのあるリックの説明が全てを明かしていないということに気付き、サララは機き嫌げんを損そこねたように顔を顰しかめた。

「ユリナが一人前になることが俺おれの目的にも繫つながるんだよ」

「あんまり聞きたくなくなってきたわ」

「そう言うなって。ほら、俺おれ達たちが魔ま王おうを倒たおして平和が訪おとずれたけど、この世界の色んな種族達たちの関係が元に戻もどったわけじゃないだろ？　魔ま王おうの瘴しよう気きに侵おかされて魔ま槍そう凶きよう騎き達たちに操あやつられてた時の記き憶おくは残ってるから、一方的に怯おびえたり、敵視したり、無視したりって問題が起きてる。だから俺おれは種族同士を仲良くさせたいって思ったわけなんだよ」

「まぁ、まともな理由ね。それで何をやろうとしてるの？」

「歌と音楽。仲直りさせるにはこの方法に尽つきると思うわけよ！」

「……は？」

　握にぎり拳こぶしを作って力説したリックだったが、その情熱が伝わらなかったのかサララの反応は素っ気ないものだった。

「どうしてそこで歌と音楽が出てくるのか理解できないんだけど」

「いやいや、俺おれの仲間がやってる店に行ってさ、飯を食ってたわけよ。そしたらそこで人間の男達たちが演奏する音楽に合わせて、シルフが歌を歌ったんだ。そしたら大盛り上がりでさぁ、手て拍びよう子ししたり、音楽に乗って体を動かしたりしてたんだよ。そこでは種族の違ちがいなんて関係なく全員が一つになって楽しんでたんだ。だから、今の俺おれ達たちに必要なのは一いつ緒しよになって盛り上がることなんじゃないかって気付いたわけよ」

「……」

　身み振ぶり手て振ぶりを交えてリックは更さらに熱く語ってみせたのだが、サララは豊かな胸の前で腕うでを組んで黙だまり込こんでしまった。

「というわけで、歌と音楽が必要だって発想に至ったわけ。それでまずはユリナを仲間にしたんだ。それで次はサララに声を掛かけにきたんだよ。というわけで俺おれ達たちの仲間になってくれ」

「お断りよ、それじゃあさようなら」

「一いつ蹴しゆう!?　いや、ちょっと待て待て！　いや待ってください！」

　悩なやむ素す振ぶりすら見せずに、サララはさっさと世せ界かい樹じゆユグドラシルの中へ戻もどろうとした。リックは慌あわてて手を取り、懇こん願がん混じりに引き止める。

「な、何よ！　気安く触さわるんじゃないわよ！」

「もうちょっと考えてくれてもいいだろ？　ほ、ほら、落ち着いて考えてみてくれ。俺おれのこの発案が抜ばつ本ぽん的な解決策だって思えてきた……だろ？」

「全然。私には関係もないし興味もない。あんた達たちが勝手にやればいいんじゃないの？」

「真っ先に仲間になって欲ほしいって思おもい浮うかんだのが歌が得意なセイレーンとサララだったんだよ！　だからお願いします仲間になってください！」

「もう一度言ってあげるわ。お断りよ、それじゃあさようなら」

　全く同じ台詞せりふを返し、サララは手を振ふり解ほどいた。にべもなく突つっ撥ぱねられてしまったけれど、ここで諦あきらめて発案を頓とん挫ざさせるわけにはいかない。

「あの……サララさんの力を貸してもらえないでしょうか？」

　尚なおも食い下がろうとしたリックだったが、今度はユリナがおずおずとサララの手を取って引き止めに加わってくれた。

「だから私には関係がないし興味もないって言ったでしょ？」

「だめ、でしょうか……」

「うっ……だ、だから離はなしなさいって……」

　上うわ目め遣づかいになって甘あまえたような声を出しているのは、きっとユリナも無意識にやっていることなのだろう。リック相手には容よう赦しやなく手を振ふり払はらったサララは、ユリナ相手には強ごう引いんな手段に出られずに困こん惑わくしているようだった。先刻の失言に多少の罪悪感を覚えているのだろうか。いずれにしてもユリナとサララは相あい性しようが良さそうに見えた。

「……放はなして。私には協力できないから」

「そ、そんな……」

「私である必要もないでしょ。そこの勇者が探してくる別の仲間と仲良くやりなさい」

　今度は少しだけ突つき放はなすような刺とげ々とげしさを含ふくんでサララが言うと、ユリナは悲しそうな目をして手を放はなした。

　だが、残念ながらリックには諦あきらめる気は毛頭なかった。リックの中ではサララ以外に適任な人物など一人も存在しないのである。

「サララである必要はあるんだな、これが。だから俺おれは仲間になってくれるまで諦あきらめないぞ」

「そんなこと知らないわよ。その子を連れてさっさとこの森から出ていきなさい」

　その言葉にはもはや隠かくそうという気すら感じられない怒ど気きが込こめられていた。そしてリック達たちに背を向けて立ち去ろうとする。どうやら切り札を使うのは今しかなさそうだ。

「そっかそっか。俺おれ達たちが魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおした時には、困った時には力を貸してくれる、って約束してくれたから頼たよりにして来たんだけどなぁ」

　演技口調でリックが言うと、びくりと肩かたを震ふるわせてサララが立ち止まった。

「その困った時っていうのが今なんだけど、そうかぁ……力を貸してくれないのかー」

「な、なな……何を言ってるの……？　力を貸す？　わ、私はそんなことを言った覚えは……」

「そうかー覚えてないっていうのかー。ドリアードは約束を守ってくれないのか、偉い大だいな種族だってさっき言ってたような気がするんだけどなー」

「くっ……！」

　サララの表情に焦しよう燥そうが浮うかんでいるのが見て取れた。得意気に自己紹しよう介かいしていた台詞せりふは墓ぼ穴けつを掘ほる結果にしかならなかったのである。

　かつてドリアードのサララが魔ま王おうの瘴しよう気きに侵おかされたことが切きっ掛かけとなり、世せ界かい樹じゆユグドラシルの守護が崩くずれ、世界中の植物が枯かれ始めるという事態に見み舞まわれた。土ど壌じようは瘦やせこけ、食物の栽さい培ばいが止まり、人々は飢き餓がに苦しんでいた。

　その地じ獄ごくから人々を救ったのはリック達たちだ。ユグドラシルの森を支配していた魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおし、レイヤ大陸に蔓まん延えんしていた魔ま王おうの瘴しよう気きを払はらい、サララも正気を取とり戻もどしたのである。

　ドリアードは他の種族よりも優すぐれている、というやや高こう慢まんな性格は当時のままだが、それでも救出したリック達たちとは礼も兼かねて一つの約束を交かわしたのである。

『借りがあるっていうのも癪しやくだし、あんた達たちには一度だけ力を貸してやるわよ』

　勿もち論ろんそこには素す直なおさなど欠片かけらもなかったが、基本的に他種族には冷れい徹てつな態度を取るドリアードのサララとは一応の友好関係を築くことに成功したのである。

　ただその後、特にサララの助力を借りることもなくリック達たちは各大陸の魔ま槍そう凶きよう騎きとの戦いに勝利し、やがて魔ま王おうを倒たおして世界に平和をもたらした。結局サララとの約束は宙に浮ういた状態になってしまったのである。

　そんなわけで、決してリックは無茶な要求をしているわけではないのだ。卑ひ怯きようだと言われてしまうと、それはそれで言い返せないのだが。

「ひ、卑ひ怯きようよ！　勇者のくせによくそんな捻ひねくれた性格してるわね！」

「うん、まぁそれを言われちゃうと謝あやまるしかないんだけどさ」

　危き惧ぐしていた通りのことを涙なみだ目めになってサララに指し摘てきされ、リックは申し訳なく謝罪することしかできなかった。

「信じられない……弱みにつけこんで私を利用するなんて……。別に私である必要なんてどこにもないじゃないの……」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせてサララはそっぽを向いてしまった。しかし、決して恩だけで協力を強制しているわけではない。音楽という分野に長たけた素質を知っているからこそ、リック達たちは船を渡わたりレイヤ大陸まで来たのだから。

「そんなことはないぞ。サララだからお願いしたんだ。楽器の演奏を含ふくめて音楽全ぜん般ぱんを任せられるのはサララしかいないんだよ」

「な、何を言ってるのよ……？」

「ユグドラシルの子こ守もり唄うたって噂うわさされてるみたいだな。港町ディレッタで話を聞いたんだけど、かなり評判いいみたいだぞ」

「ふぇっ！」

　不ふ機き嫌げんそうなサララの顔が突とつ然ぜん耳まで真っ赤になり、不意を突つかれたような可愛かわいらしい驚おどろきの声を上げた。

「この森から音色が聞こえてきて、それを聞くと泣なき止やまない赤ちゃんもスヤスヤ眠ねむっちゃうんだとさ。その音楽、演奏してるのはサララだろ？」

「あぁ、さっき焼き菓が子しを食べていた時に聞いたお話のことですね。あれはサララさんが演奏をしていたんですか！」

「さささ、さぁ……何のことだか、私にはさっぱり分からないわね……。ま、ままま、まったく、そそそそ、そういう勘かん違ちがいをされるのは困るわね……」
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　手を叩たたいて納なつ得とくしたユリナはぐいぐいとサララに詰つめ寄よった。その追究から逃のがれようとサララは素知らぬ振ふりをしようとしているが、左右に泳ぐ目、震ふるえる声、忙せわしなく動いている手が凄すさまじいまでの動どう揺ようを表していた。

「これ程ほど分かりやすい反応するっていうのも珍めずらしいな」

「め、珍めずらしいって何よ！　それはあんたの勘かん違ちがいであって、私じゃないわ！」

「残念だけど、サララが音楽が好きって知ってるのは俺おれだけじゃない。魔ま王おうを倒たおすために一いつ緒しよに旅をしてた仲間も全員が知ってるんだよ」

「ど、どど、どういうこと……？」

「世界中の植物と繫つながってるユグドラシルには、荒あれ果はてた土地に栄養を分わけ与あたえ、枯かれた緑を蘇よみがえらせる力がある。ユグドラシルの中に入って体と心を重ねて一つになることでその力を制せい御ぎよできるのは守護者であるドリアードのサララだけ。確か、調律、っていうんだよな？」

「そ、そうよ……それが一体何だって……」

「無意識なんだろうけど、その時にサララが音楽を奏かなでてるのがだだ漏もれだったぞ」

「ひぅっ！」

　サララの口から先さき程ほどとは違ちがった可愛かわいい悲鳴が漏もれた。

　魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおして件くだんの約束が交かわされた後、サララはすぐに世せ界かい樹じゆユグドラシルの中へと入り、荒こう廃はいした土地と緑の復活に取とり掛かかった。自然の根源であり、天に向かって聳そびえ立たつユグドラシルが持つ生命力を世界各地に分わけ与あたえ、植物の成長を急激に促うながし、一いつ瞬しゆんにして緑を蘇よみがえらせたのだ。それによって野菜や果実の収しゆう穫かくが急激に早まり、即そく座ざに飢き餓がが解決したのである。

　その時、ユグドラシルの森を覆おおう木々が芽め吹ぶき、幹を伸のばし、枝葉を付けていく様子を間近で見ていたリック達たちは、世界樹ユグドラシルが起こす自然の神秘に驚おどろき、言葉を失っていたのだった。

　ただ、その時にリック達たちは不思議な音を耳にしたのである。

　音の発生源を辿たどると、それは世界樹ユグドラシルの中に入っていたサララの奏かなでる音色だったのである。

　世界樹ユグドラシルに守られるように抱だかれ眠ねむりについている美少女が旋せん律りつを歌っている、という光景は神こう々ごうしささえ感じられる程ほどの美しさがあった。そしてしばらくすると、その音色に合わせて木々が枝を揺ゆらし、弦つるのように細くしなやかな蔓かずらが弾はじかれ、葉の露つゆが滑すべり落おちて水面を叩たたき、一つの音楽を奏かなで始めたのだ。

　それを耳にしたリーベルは、サララの無意識の癖くせを見み抜ぬいた。幸せな出来事が舞まい込こんで心が弾はずんだ時に思わず口ずさんでしまうのと同じように、ユグドラシルを守護する際はサララの心が無防備になり音楽という形で心境が発はつ露ろしてしまうのではないか、と。

　その時はあくまでリーベルの仮説の一つでしかなかった。だが、港町ディレッタで耳にした噂うわさがそれを確信に変えたのだ。サララはやはり音楽を作り出すことが好きで、且かつそれは聞く人々を落ち着かせるような心に響ひびく音色であるということを。

「助けてくれた恩を返しもらう、っていうやり方は確かにちょっと卑ひ怯きようだったし、それはやっぱりごめん。でも、サララに音楽を任せたいっていうのは俺おれにも考えがあってのことなんだよ。サララだから仲間になって欲ほしいっていう理由、これで分かってもらえたか？」

　引き止めるためとはいえ、魔ま王おうの瘴しよう気きから解放した借りを利用したことについてはリックも素す直なおに謝罪し、頭を下げた。一方のサララは顔を真っ赤に染めたまま目をぎゅっと瞑つぶって黙だまり込こんでいた。ユリナの時とは状じよう況きようが異なるけれど、またしても女の子を苛いじめているような光景になっているような気がした。

「…………も、もし私が音楽が好きだったとして、よ」

　居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが続く中、サララが懸けん命めいに搾しぼり出だすような声で言った。

「それを、他人に聞いて欲ほしいなんて、思うはずないじゃない……」

「これもディレッタで聞いたんだけど、毎日昼過ぎに音楽が聞こえてくるらしいな。子供達たちの昼ひる寝ねの時間で、それに働いてる人ひと達たちも頑がん張ばろうっていう気持ちになれるんだってさ。同じ時間に聞こえるのって、やっぱり大勢の人に聞いてもらいたいから、ってことなんじゃないのか？」

「～～っ！」

　自分なりの分ぶん析せきを話すと、サララは両手で顔を覆おおい、リック達たちに背を向けてしゃがみ込こんでしまった。その様子を見て、リックとユリナは顔を合わせお互たがいに苦く笑しようを浮うかべた。

　音楽の才覚に優すぐれ、演奏を任せられる人物。リックの中では現時点でサララしか頼たよりがいない。けれど、だからといって無む理り強じいをするつもりはなかった。あくまでリックの熱意に賛同した上で協力してくれなければ意味がないのである。

　このままサララが強い拒きよ絶ぜつを示すようであれば、諦あきらめて引き下がるしかないだろう。羞しゆう恥ちで崩くずれ落おちてしまっているサララに何を言っても精神的に追おい詰つめるだけになりそうなので、リックはしばらく無言を貫つらぬくように目配せを送る。と、それをきちんと理解してくれたのか、ユリナは微ほほ笑えみながら人差し指を口元に添そえた。

　その時だ。再びユグドラシルの森の中を一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけた。リック達たちを歓かん迎げいしてくれた時のものとは違ちがい、優やさしさと共に力強さのようなものが感じられた。

「えっ……で、ですが、私は……」

　風を浴びたサララが驚おどろいて世せ界かい樹じゆを振ふり返かえる。と、その言葉に反論するように木々がざわつき涼りようを運ぶ風が辺りを包んだ。

「リックさん、これって……」

「多分、ユグドラシルがサララと話をしてるんだよ」

　不思議そうに小首を傾かしげながら、ユリナが小さな声で耳打ちをするように訊きいてくる。ユグドラシルが風に乗せた意志を正確に汲くみ取とることはリックにはできないが、ドリアードでなくとも何となく世界樹が伝えようとしていることを感じ取ることはできた。きっと世界樹きユグドラシルはサララの背中を押おして送り出そうとしてくれているのだろう。

　どうやら対話が終わったようで、サララは目を伏ふせ思おもい悩なやんでいる様子だった。世界樹ユグドラシルからの許可も下りた、と踏ふんだリックは最後の一いち押おしに出た。

「サララ。どうか俺おれ達たちに力を貸してくれ」

「私からもお願いします！」

　リックが再度頭を下げると、ユリナも隣となりに立ち共に願い出てくれた。これ以上しつこく頼たのんでも逆に嫌いやがられそうだったので、リックは顔を上げてユリナと共に答えを待つことにした。

「……ふぅ」

「お？」

　待つこと数分。重たいため息をついたサララがおもむろに立ち上がると、自信に満みち溢あふれていた時のような面おも持もちに戻もどり、長い髪かみを指先で払はらった。まだ少し耳が赤くなっているようにも見えるが、見てみぬ振ふりをしておくことにした。

「このまま借りを作っておくのも気持ち悪いし、その機会ができたってことで……まぁ、手を貸さないでもないわ」

「ほ、本当ですか！　嬉うれしいです！」

「え、ちょ、ちょっと……」

　その一言を聞いて、感かん極きわまったユリナがサララの両手を力強く握にぎった。喜の感情が一直線に伝わってくるようなその視線を受け止めることができないのか、サララは困こん惑わくして目を逸そらしていた。

「えーっと、本当にいいのか？　サララがいなくなったら、ユグドラシルを守護することができなくなっちゃうけど……」

「……そう言うんだったら一いつ緒しよに行かない。他をあたりなさいよ」

「待って！　噓うそです、ごめんなさい！」

「……世せ界かい樹じゆユグドラシルの危機を救ったという功績を考えれば、あんたの提案に手を貸すっていうことでまぁ釣つり合あいは取れるんじゃないかっていう判断をしたまでのことよ。いい？　その借りを返す以上、中ちゆう途と半はん端ぱな結果で終わらせるなんてことになったら逆に私を侮ぶ辱じよくすることになるんだから、しっかり肝きもに銘めいじておきなさいよ！」

「お、おう……。じゃなくて、任せておけ！」

「それと、ユグドラシルの守護に関しては余計な心配は無用。この森には緑の精せい霊れい族……ウィスプもいてくれるから、ユグドラシルに危険が及およぶことはないわ」

　最後の最後に強きよう烈れつな重圧を背負わせるようなことを言われてしまったが、むしろサララが仲間として傍そばにいるようになれば皆みなを率いるという責任を自覚することにも繫つながるだろう。気き後おくれしたような弱々しい言葉を返してしまったが、リックは覚かく悟ごを確かなものとして力強く答えた。

「サララさん！　これからよろしくお願いします！」

「わ、分かった、分かったから……そんなに手を振ふらないで……」

　純じゆん粋すいで感情がすぐ表に出てしまうユリナと、冷れい徹てつな性格を装よそおいながらも時折心の隙すきを覗のぞかせて取り乱してしまうサララ。傍そばから見ていると、正反対な性格ながらも二人は抜ばつ群ぐんの相あい性しようのように見えた。

　世せ界かい樹じゆユグドラシルの元、リックに手を貸してくれる仲間がまた一人増えたのだった。













　　第三章　約束と絆きずな







「それで、これからどこへ行くの？」

　リーベルの店で見たシルフと人間の音楽会。楽器を演奏する者と、歌を歌う者が集まり、リックの夢を実現させる人員は集めることができた。そしてユグドラシルの森を出て新たな場所へ向かおうとした時、サララが今日の天気の話題でも投げかけるような、そんな軽い口調で訊きいてきた。

「どこへ…………………………？」

　夢に向かって新たな仲間達たちと清すが々すがしい一歩を踏ふみ出だそうと考えていたリックは、燦さん々さんと太陽が輝かがやく空を仰あおいで立ち止まった。

「……まさか、考えてないなんてふざけたことを言わないでしょうね？」

「えーっと……まぁ、うん。はっはっは」

「あのリックさん、もしかして次にどこへ行くかは考えていなかったんですか？」

「いや、そ、そんなわけないだろう！」

　と、咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かしたのだが、ユリナは不安そうな、サララは訝いぶかしげな目をこちらに向けていた。

　正直に言うと、歌の才覚に長たけたセイレーンを誰だれか一人、それと魔ま王おう討とう伐ばつの旅の途と中ちゆうで出会ったドリアードのサララを仲間にした後のことの詳しよう細さいについては考えていなかったのだ。種族の間の不和を解消させるためにリーベルの店と同じように歌と音楽で皆みなを盛り上げる、という夢は揺ゆらいではいないが、自じ分ぶん達たちはどこへ向かい何をすればいいのか、という過程を煮に詰つめてはいなかったのである。

「……短い旅だったわね。私の役目はないみたいだし、帰るわ」

「ちょ、ちょ、ちょっと待った待った！　ちゃんと考えてあるから！　これから二人の力が必要になってくるからいなくなったりしないでくれ！」

　くるりと踵きびすを返かえしてユグドラシルの森へ戻もどろうとするサララの前に回まわり込こみ、リックは両手を広げて引き止める。サララが離り反はんしてしまったら、もう二度と手を貸してくれることはないだろう。夢へと導く勇者として仲間達たちには道を示してやらなければならない。

「と、とりあえず、港町ヴィレッタには一度戻もどろうとしてたんだよ。よし、ほら行こうぜ。またあそこの焼き菓が子しをご馳ち走そうしてやるよ」

「本当ですか！　リックさん、ありがとうございます！」

「とりあえず、ねぇ……」

　好物の焼き菓が子しでユリナを買収できたが、サララは半眼になって疑ぎ惑わくたっぷりの視線を浴びせてくる。怪あやしまれているのは確実だが、ここは誤ご魔ま化かし通すしかない。

　表情を悟さとられないようにリックが先頭を歩く。ユリナとサララが後ろ付いてきている気配を感じながら、リックは何度か自分に喝かつを入れるように額を小こ突づいた。

　各大陸を支配していた魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおすために、どのような航路を辿たどるかという道を示していたのは常にリーベルだった。被ひ害がいを最小限に食い止めるために各地の被ひ害がい状じよう況きようや戦局の細かな情報収集を怠おこたらず、常に正しい指示を出していた。卓たく越えつした賢けん者じやの知識と頭脳を持ったリーベルは、一度たりとも仲間を不安にさせるような態度は見せなかった。

　あの時のリーベルにはまだまだ程ほど遠とおい。自分には決して出来ないと諦あきらめるわけにはいかない。ユリナとサララの信しん頼らいを失わないようにもっと頑がん張ばらなくてはならない。

「ユーシャ、こまったかおしてる？」

「ん？　いや困ったっていうか、こんなことじゃまだまだ駄だ目めだよな、って反省してたんだよ。俺おれが始めたことなんだから、仲間になってくれたあの二人を困らせるようなことをしちゃいけないんだ」

「そっかー、ユーシャもたいへんだね。でもそれがユーシャのいいところ！」

「褒ほめられるようなことじゃないけど、ありがとよ」

　不ふ甲が斐いない自分を罰ばつするように尚なおも額を小こ突づき続けるリックの横から聞き覚えのある声が聞こえてきたので、思おもい悩なやんでいたことをそのまま口にした。

「頭を使うのは苦手、なんて言い訳はしてられないよな。これからはもっと先の計画のことまでしっかり練っていかないとだめだ。今日宿屋に泊とまる時にじっくり考えなきゃ」

「おー、じゃあひざかしてあげる！　そこでねたらユーシャはきっときもちいいよ！」

「膝ひざ枕まくらのことか？　あー、膝ひざ枕まくらかー……」

　ふとユリナやサララに膝ひざ枕まくらをされたらどうだろう、という連想をしてしまい、リックは頰ほおが熱くなっていくのを感じた。何を妄もう想そうしているのだ、と邪じや念ねんを振ふり払はらおうと首を横に振ふった時、自分の横をちょこちょこと付いてくる謎なぞの少女の姿が見えた。

「……ん？」

　ようやく違い和わ感かんに気付いて立ち止まり、リックはじっと少女を見つめた。一方、未いまだに正体が判明していない少女はにこにこと笑え顔がおを浮うかべてリックのことを見上げている。

　そこでようやく頭の中で疑問がはっきりとした輪りん郭かくを帯びた。

「あ、この前の女の子ですね！」

「何でここにいるんだよ！　っていうかいい加減放っておけないから訊きくけど、君は誰だれだよ!?」

「ちょっと前からあんたの傍そばにくっ付いてたけど、知り合いじゃなかったの？」

「違ちがう違ちがう、全然違ちがう！　そもそも名前すら知らないぞ！」

「じゃあ何でそんなに親しげなの？　勇者の威い光こうを利用して誘ゆう拐かいでもしたんじゃないでしょうね？」

「変なこと言うなよ！　えーっと、やっぱり家出してきたのか？　さすがにお父さんとお母さんが心配してるだろ？　家はどこだ？　リーゼル大陸か？　ヴィレッタから定期船が出てたよな、それに乗せてやれば一人で帰れるか？」

「んー……いえでじゃないよ」

「じゃあ迷子か？　レイヤ大陸まで迷うって相当な方向音おん痴ちだぞ」

「まいごでもないー」

「ちょっと待って。この子、もしかして……」

　家出か迷子か。真っ先に切り捨てた可能性を確かく認にんしてみたが、少女の行動の謎なぞははっきりとしなかった。そこへサララが謎なぞの少女の方へ近付くと、じっと大きな瞳ひとみを覗のぞき込こんだ。それからぐるりと体を見て回り、頰ほおへと手を伸のばすと、ぐにーっと上下左右に引っ張った。

「ふぇー……うにうにすりゅー……」

「この子、人間じゃないわね」

　眉まゆ根ねを寄せながらサララはそんな判定結果を口にした。ユグドラシルの下でユリナにも同じことをしていたが、体全体を観察した後に頰ほおを引っ張るとどうやら種族が判別できるらしい。ドリアードの特性なのかどうなのかは知らないが、ただサララは少女の頰ほおに触ふれた手に息を吹ふきかけたり、軽く擦さすったりと見えない汚よごれを払はらうような仕し草ぐさを見せた。

「人間じゃないって、じゃあこの子は何だ？」

「知らないわよ。でも人間じゃないのは確か」

「セイレーンでもないと思います。村で見たことありませんし」

「ユーシャ、おぼえてないの？　ユーシャとたたかったよ！」

「なんだ、やっぱりあんたの仲間だったんじゃない」

「こんな子を仲間にした覚えはないぞ……」

　リックは小さく肩かたを竦すくめて否定する。

　魔ま王おうを倒たおした時に共に旅をしていた仲間は全部で四人だ。リックとリーベルの他には僧そう侶りよと拳けん術じゆつ士しの二人。目の前の少女と行動を共にしたことは一度もないし、各地の街で世話になったという記き憶おくもない。

「たたかったよ！　ユーシャ、だいくせんだった！」

「大苦戦？　どの大陸でも苦戦はしてたしなぁ」

「それじゃあリックさんの中ではどこの戦いが一番大変だったんですか？」

「一番大変だったって言えば、やっぱりレイヤ大陸の魔ま槍そう凶きよう騎きと戦った時だな。強さっていう意味でもそうだけど、ドリアードのサララが魔ま王おうの瘴しよう気きに侵おかされたから自然が失われていって食べ物が全然取れなくなったし」

「偉い大だいなドリアードである私が敵に回ると生命の危機に陥おちいる。ユグドラシルの管理という大役を務める私が代えの利きかない唯ゆい一いつ無む二にの存在である、と考えれば当然ね。やはりドリアードが数多くの種族の中で頂点に立っている偉い大だいな種族だということよ」

　ふふん、と鼻を鳴らして話すサララの言葉にはやや高こう慢まんな性格が滲にじみ出でていた。

「でも、私わたし達たちは仲間になったんですからサララさんが敵になることはないですよね！」

「ま、まぁ……そういうことには、なるわね……」

　けれど、ユリナには皮肉の類は通用しないようで、純真さをぶつけられたサララの方が当とう惑わくして後ずさりしていた。

「そ……それで、私がいたレイヤ大陸の戦いが一番熾し烈れつであったのは当然として、その次はどこなのよ？」

「そうだなー、次はライアー大陸のゴーレムかな。でかい、固い、攻こう撃げき力が半はん端ぱじゃない、っていう純じゆん粋すいな戦せん闘とう力の差があったから、あれも大苦戦だったな」

　リックは鳥とり肌はだが立った二にの腕うでを擦さすりながら答えた。

　ライアー大陸南部に広がる山さん岳がく地ち帯たいに生息しているゴーレムの最大の特とく徴ちようは、巨きよ大だいであり尚なお且かつ頑がん強きような体格だ。固められた土と岩石で構成される体は当然凄すさまじい重量を誇ほこり、物理的な攻こう撃げき力だけでいえば各種族の中でも最強。更さらに、鉄や鋼はがねの武器では一いつ切さいダメージを与あたえることができず、弱点属性以外の魔ま法ほうもほとんど通用しないという特性があった。

　元々はゴーレムは穏おだやかな気き性しようで、山々の中で静かに暮らす種族だったのだが、魔ま王おうの出現によって魔ま槍そう凶きよう騎きがライアー大陸を支配下に置いたことで、ゴーレムが魔ま王おうの瘴しよう気きに侵おかされ人間達たちを襲おそうようになってしまったのである。

　巨きよ大だいであればある程ほどに重量が増すのだから攻こう撃げき力は際限なく向上し、更さらに防ぼう御ぎよ力も比例して跳はね上あがっていく。命中率が悪くても、一いち撃げきで命を消し飛ばす破は壊かい力を備えたゴーレム。そんなゴーレムの大群を搔かい潜くぐり、山さん岳がく奥おく深ふかくに待ち構える魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおすのは不可能に近かった。

　一度、リックは考えなしにゴーレム達たちに真っ向勝負を挑いどんだことがあった。だが、ライアー大陸に初めて上陸した当時の装備では全く攻こう撃げきが通じず、早々に敗走。そこで一計を案じたのは賢けん者じやリーベルだった。

　グリズリー、ポイズンスネーク、コカトリスといった土属性の種族達たちは水を苦手とするものが多い。土が水分を吸ってしまうと頑がん強きような体が脆もろくなってしまうためだ。同じく土属性に位置するゴーレムも、水気を吸うことによって弱体化してしまい攻こう撃げき力と防ぼう御ぎよ力が著いちじるしく下がってしまうのである。つまり、天候が降雨の状態であれば一気にゴーレムの群れを突とつ破ぱし、魔ま槍そう凶きよう騎きまで到とう達たつできるのではないかと考えた。

　ただ最大の問題はライアー大陸が乾かん燥そう気候帯であることだ。年間を通しても降水量は少ないため、降雨を待つのは得策ではなかった。そこでリーベルは三日間不ふ眠みん不休の詠えい唱しようを以もって完成する天候操作の大魔ま法ほうを完成させ、上空を雨雲で覆おおって豪ごう雨うを降らせたのである。

　その大魔ま法ほうの発動による消しよう耗もうのせいでリーベルは一時的に戦線を離り脱だつ。リック達たち三人でゴーレムの壁かべの突とつ破ぱをしたのだが、防ぼう御ぎよ力が低下しているとはいえゴーレムの重量は健在。一度でも攻こう撃げきを読み間ま違ちがえれば絶命という重圧を背負っての攻こう防ぼうは、体力だけでなく強きよう靭じんな精神力も要求される激げき闘とうだったのだ。

「ゴーレムってのは大きさも規格外のがいてさ、家くらいの大きさならまだいいんだけど、一国の城くらいでかいのもいたんだよ。いやー、あれを倒たおすのはさすがに苦労したぞ」

　リックはしみじみと英えい雄ゆう譚たんを語った。

　巨きよ木ぼくの幹のような右みぎ腕うでに飛び乗り、全力疾しつ走そうして肩かたに飛び移り、頭部の宝石を砕くだいて活動を停止させたのはいいが、ゴーレムの体を構成する土と石が崩くずれ落おちてそのまま地面に叩たたき付つけられそうになったのだ。あの時は地上で待機していた拳けん術じゆつ士しが落下するリックを抱だきとめてくれで無事だったのだが、今思えば死んでいてもおかしくない状じよう況きようだった。

「そんなに大きなゴーレムがいるんですね。リックさん、よく無事でしたね……」

「伊だ達てに勇者って呼ばれてないからな」

「後先考えずに突つっ込こんでいっただけなんじゃないの？」

「し、失礼なこと言うなよ、大だい活かつ躍やくだったんだぞ」

　そう強がってみせたのだが、サララの指し摘てきは当たっていた。高所からの落下死を免まぬがれたのは仲間の機転と多少の無茶のおかげなのだ。だが素す直なおに認めるのも悔くやしかったので、リックは胸を張って涼すずしい顔を取とり繕つくろった。

「ふふ、でもリックさんはすごいですね」

　リックとサララのやり取りを眺ながめるユリナは穏おだやかに笑う。清らかな海を感じさせるような清せい楚そな微ほほ笑えみだ。

　一いつ瞬しゆん、その笑え顔がおに見み惚とれたリックだったが、むんずと服を引っ張られた。

「ほら、ユーシャとたたかったでしょ！」

「……は？」

　謎なぞの少女の言葉にリックは困り顔で目を眇すがめる。

　ほら、と言われても、少女は今の話のどこに関係してくるのだろうか。今の思い出話の登場人物はリック達たちとゴーレムしかいないが。

「いや、戦ってないだろ。俺おれが戦ったのはゴーレムであって……」

「そう！　ゴーレムだよ！」

「……はぁっ！」

　謎なぞの少女の衝しよう撃げき的な一言に、リックの思考が停止した。

「え、この子がゴーレムなんですか？」

「冗じよう談だんでしょ。ゴーレムって言ったら無骨で鈍どん重じゆうで図ずう体たいだけがでかい知能が低そうな外見してるじゃない」

「さすがに貶けなしすぎだろ……」

「むー……しんじてくれないっ！　いいよ、じゃあみせたげる！」

　ぷっくりと頰ほおを膨ふくらませた少女は、きょろきょろと辺りを見回すと砂地の方へと駆かけ出だした。そしてしゃがみ込こんで丹たん念ねんに砂を手で撫なで始めた。その姿は砂遊びに夢中になっている子供にしか見えない。

　意味不明な行動にリックがため息をつこうとした、その時だった。

「うおっ！」

　突とつ如じよ、謎なぞの少女が屈かがんでいた近くの砂地が爆ばく発はつを起こし上空へと巻き上がった。爆ばく発はつの強風で舞まい上あがった砂すな粒つぶが押おし流ながされ、リック達たちの視界は一いつ瞬しゆん砂さ塵じんに遮さえぎられた。

「な、何だよ突とつ然ぜん……」

「魔ま法ほう、でしょうか？」

「汚よごれるじゃないのよ、まったく……」

　やがて土つち煙けむりが晴れる。そして、目の前に屹きつ立りつしていたのは。

「「「ゴーレム！」」」

　三人は目を丸くして同時に叫さけんだ。あの巨きよ大だいゴーレム程ほどの威い容ようはないが、優にリックの体の三倍以上はあるゴーレムが目の前に立っていたのである。

　そして更さらなる驚きよう愕がくは続き、

「ねー、うそじゃないでしょー！」

「「「えええええっ!?」」」

　そのゴーレムの胸部から、にゅっと謎なぞの少女が顔を覗のぞかせたのだ。その異様な光景を目の前にしてリック達たちはまたしても同時に驚きよう愕がくの絶ぜつ叫きようを上げた。

　謎なぞの少女はゴーレムが近付けた右手に飛び降りると、悪戯いたずらが成功したことを喜ぶかのように手を叩たたいてくるくると踊おどり始めた。その動きに合わせてゴーレムも体を左右に振ふって踊おどっていた。かつて命を懸かけた死し闘とうを演じた相手であるゴーレムが愉ゆ快かいな動きをしている光景は、はっきりいって異様としか言えなかった。

　目の前の状じよう況きようが整理できず、リック達たちは呆ほう然ぜんと口を半開きにして固まっていた。やがて踊おどり終えたゴーレムが跪ひざまずく様な姿勢を取って大きな右手を地面に近付けて少女を下ろした。そして謎なぞの少女が離はなれると、ゴーレムの原形が崩くずれ始め元の砂に戻もどってしまった。

「えーっと、君は……」

「レムリアだよ！　アタシはレムリア！」

「そうか、レムリアっていうのか。いやそうじゃなくて！　えーっと、レムリアはゴーレムなんだよな……？　どうなってるんだ？　っていうかゴーレムの生態ってどうなってんだ？」

「んー……？」

「あのゴーレムはどうやって動いていたんですか？　レムリアさんがいないと動けないのですか？」

　畳たたみ掛かけるようなリックの質問を受けてレムリアは不思議そうに首を傾かしげているだけだったが、ユリナが子供を諭さとすように優やさしい口調で改めて訊きくとぱぁっと表情が明るくなった。

「おおきいゴーレムにはアタシがはいらないとうごかせないけど、ちいさいゴーレムならはいらなくてもうごかせるの！　ほら、いっぱいつくれるし、いろんなふうにうごかせるよ！」

　そう言うとレムリアは再びその場に屈かがんで、両手でいっぱいの砂を掬すくい取とった。すると砂はひとりでに集まり始めて一つの塊かたまりとなり、頭部、体、両りよう腕うで、両りよう脚あしと少しずつ体の部位が形成されていく。そして完成したのは、先さき程ほどレムリアが作り出したゴーレムを縮小した手の平サイズのゴーレムだ。それが、三体、五体、十体と次々と増えていく。

「わぁ、すごい！」

「……踊おどってるわよ、そのゴーレム」

　歓かん喜きに目を輝かがやかせるユリナとは対照的に、サララは気色悪いものを見たかのように顔を顰しかめた。無骨な外形ではあるものの人形のように小さくなって幾いく分ぶん愛らしさが出たのだが、舞ぶ踏とう会で踊おどるような華はなやかな足取りをしていたり、頭を地面に付けて勢い良く回転させたりと、その外見には似付かないキレのある動きで踊おどり始めたので不気味にしか見えない。芸達者な旅芸人よりも小さなゴーレム達たちが踊おどりを披ひ露ろうすれば見物料を集めることができそうだが。
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「つまりゴーレムっていう種族は土と岩で出来た巨きよ人じんのことじゃなくて、レムリアみたいな女の子をゴーレムと呼ぶのが正しいってことなのか？」

「そーだよ！　アタシがゴーレム！」

「俺おれ達たちが以前に戦ったようなでかいゴーレムにはレムリアみたいな女の子が入っていて、小さいゴーレムには入ってない、って認にん識しきでいいのか？」

「うん、そう！」

「そうか……あの巨きよ大だいゴーレムの中にはレムリアが入ってたのか……」

　リックは感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

　巨きよ大だいゴーレムを倒たおすためにリーベルが三日三晩一いつ睡すいもせずに魔ま法ほうを発動させて倒たおれ、リック達たち三人が満身創そう痍いになりながらも撃げき破はした。けれど、実は巨きよ大だいゴーレムの正体は目の前の少女だった、という事実が明るみに出たことで、激戦を制したという勇者としての達成感が音を立てて崩くずれ始めた。

　あの時の勝利はライアー大陸に平和をもたらした栄えい誉よあるものだ。その結果に恥はずべき点は一いつ切さい存在しない。けれどその偉い業ぎようを言いい換かえれば、魔ま王おうを倒たおした勇者リック一行が少女一人に大苦戦を強しいられた、という意味でもある。果たしてこのやりきれない感情をどう扱あつかえばいいのか、リックはただただ思おもい悩なやむことしかできなかった。

「……それで、俺おれ達たちに何か用なのか？」

　このままだと思考も感情も泥どろ沼ぬまに嵌はまってしまいそうだったので、リックはレムリアの頭を撫なでながら原点の疑問に戻もどった。

「ユーシャはすっごくつよかったから、いっしょについていこうとおもったの！　だからずっとさがしてた！」

「探してた？　ちょっと待った、それで昨日俺おれを見つけたってことか？」

「そう！」

「探してたって、俺おれがライアー大陸で巨きよ大だいゴーレムを倒たおしてからずっと？」

「そうだよ！」

　もう二度と離はなれない、と言わんばかりにレムリアは力強くリックの洋服を握にぎり締しめて、一片ぺんの悪意の存在も許さない程ほどに澄すんだ瞳ひとみを向けて微ほほ笑えんでいる。

　巨きよ大だいゴーレムにレムリアが入っていたことをたった今知ったリックは、当然その後の行き先など告げていない。当然魔ま王おうを倒たおした後にリック達たちがどこへ向かったのかも知る由よしもない。つまり、レムリアは一いつ切さいの手て掛がかりもない状態から、たった一人で世界中を旅してリックを探し当てたということになる。

「よかったですね、リックさんと出会えて！」

「健けな気げっていうのかしらね。それに比べてあんたは最低」

「反論したいところだけど、罪悪感が心に圧のし掛かかってきてるから何も言えない……」

　容よう赦しやのない冷れい酷こくなサララの物言いに、リックは胸を押おさえて重たいため息をついた。

「でも、ユーシャはいまはたのしそう！　だからアタシもいっしょにいきたい！　ねぇ、いっしょにつれてって！」

　レムリアは摑つかんでいた服を更さらに力強く引っ張った。瞳ひとみの中に星が輝かがやいているように眩まぶしい眼まな差ざしはまさに、仲間になりたそうにこちらを見ている、という表現がぴったりだった。

　元々は、音楽を奏かなでる者と歌う者の二人を仲間に引き入れれば事足りるため、これ以上の人員を増やすことに意味はない。ここまでリックを追いかけ続けた気持ちはありがたいが、共に連れていっても雑用を頼たのむくらいしか仕事を任せられそうにない。

　レムリアに熱意を空から振ぶりさせてしまいそうな気がして、リックは言葉に迷っていた。せっかく仲間に迎むかえるのであれば、レムリアにしかできないことを見つけてやりたいが。

「……そうだ！」

　その時、リックの脳のう裏りを天てん啓けいを得たかのような閃ひらめきが駆かけ抜ぬけた。

　リーベルの店を飛び出してからセイレーンの村までの道中。そしてレイヤ大陸までの船旅の間にリックは何度も目にしてきた。抱だいた感情をそのまま体で伝えるレムリアの最大の個性があるではないか。

「歌と音楽だけじゃなくて踊おどりも取り入れるってのはどうかな？」

　リックは思わず指を鳴らして提案した。これは誰だれにも思いつかない独自性溢あふれる天才的な発案ではないだろうか、という自信がこみ上げてきた。

　けれど、ユリナ、サララ、レムリアの三人は理解に時間がかかっているようで、呆ぼう然ぜんとリックを見つめている。

「皆みなと一つになって盛り上がるためには、楽しい気分にさせる必要がある。そうなると歌と音楽だけじゃなくて踊おどりも必要になるんじゃないかって。ほら、レムリアは嬉うれしくなるとその場で踊おどり出すだろ？　それを見てるとこっちも楽しくなってくるしさ。だから歌だけじゃなくて踊おどりでも人の心を響ひびかせれば更さらにいいものになるんじゃないか？」

「よくわかんないけど、アタシもいっしょにいっていいってこと？」

「そういうことだ！　むしろこっちからお願いしたい。レムリア、俺おれ達たちの仲間になってくれ！」

「やったー！　ユーシャといっしょ！」

「うごふっ」

　レムリアが急に抱だき付ついてくることを予想しておらず、腹部に受けた衝しよう撃げきにリックは噎むせ返かえり危あやうく倒たおれそうになった。

「踊おどりながら歌う、ですか。私にできるかな……」

「勿もち論ろん、本格的な踊おどりにはしないさ。魅みせるっていうよりは楽しんでもらうっていう感じのにしたいんだよ。それで歌えなかったら本ほん末まつ転てん倒とうだからな」

「でも、あんまり体を動かすのは得意じゃないので足を引っ張ってしまいそうです……」

「仲間なんだから、一いつ緒しよに練習して上う手まくなればいいんだよ。レムリア、ユリナに踊おどりを教えてやってほしいんだけど、できるか？」

「おー、まかせて！　いっしょにやったらきっとたのしいよ！」

　リックとレムリアはがっちりと手を組んで激げき励れいする。初めはユリナも戸と惑まどっていたが、二人の後あと押おしを受けて力強く頷うなずき返すと、

「……はい、頑がん張ばってみます！」

　ユリナも手を重ねて賛同してくれた。

　やはりセイレーンの中でユリナを選んだことは正解だった。まるで大地を照らす太陽のように明るい性格のレムリアの勢いに引っ張られる形で、ユリナの気持ちが前に向いてくれるのだ。それに少々刺とげ々とげしさがあるサララとも相あい性しようがいいようだし、早くも強固な仲間意識が芽生えてきたのではないだろうか。

　実は人選の素質があったのではないだろうか、と自惚うぬぼれ始めたリックは、そういえばサララの手だけ輪に加わっていないことを思い出して顔を上げた。

「言っておくけど、私はやらないわよ」

　だが、盛り上がるユリナとレムリアを他所に、サララは冷え切った眼まな差ざしを向けていた。

「また一いつ蹴しゆう!?　いや、ちょっと待ってくれ。何でだ？　どうしてだ？」

「それはこっちの台詞せりふよ。私は音楽の演奏するために連れてこられたんでしょ？　何勝手に私の役割を増やしてるのよ。音楽に合わせて歌って踊おどる？　そんなの偉い大だいな私はやらないし、やりたくもないわよ」

「うっ……そ、それは……」

　ぷいっと顔を背そむけたサララの言い分はケチを付ける余地が一いつ切さいない正論だ。元々はユリナの歌を彩いろどる音楽の演奏をお願いしたい、という依い頼らいの上にサララの同行が成立している状態なのだから、リックの一存で勝手に仕事が増やされれば機き嫌げんを損そこねられるのも当然の結果である。

「いや、えーっと……サララも一いつ緒しよに踊おどってくれれば、二人にはない華はなやかさが加わって最高だなー、って思ったりするんだけど……」

「二度も言わせないで。私はやらないし、やりたくもない」

　どうやら完全に怒おこらせてしまったようで、サララは目も合わせてくれない。

　まずい。このままサララが離り反はんしてしまったら、音楽を演奏する唯ゆい一いつ無む二にの存在を失ってしまうことになる。人間が抱だいている他種族への誤った不信を払ふつ拭しよくするためにも、外界に興味を示さなかったドリアードが仲間になった、というのはそれだけで確かく執しつの解消を促うながす一つの証あかしでもあるのだ。

「……そう、だよな。ごめん、俺おれが悪かったよ」

「当然よ」

　リックが非を認めると、サララは満足気に顎あごを逸そらした。

　ここで我を貫つらぬき通とおしてサララの心証を悪くすれば、後に不満という形で仲間内での衝しよう突とつを引き起こすことになりかねない。残念だが歌と踊おどりをユリナとレムリアに任せ、サララには音楽だけに専念してもらう形で引き続き協力をお願いするしかない。

「安心しなさい。音楽だけは私がきっちりと仕上げてあげるんだから、歌って踊おどるなんてそんな恥はずかしい真ま似ねはそっちの二人に………………って、何よその目は……」

　相手を言い負かした、という優ゆう越えつ感を漂ただよわせて向き直ったサララだったが、焦あせったように声を高くして何な故ぜか後ずさりを始めた。

　一体何が、とリックが振ふり返かえると、ユリナとレムリアが酷ひどく残念そうな顔をして訴うつたえかけるような視線を向けていた。間に立っている自分が邪じや魔まになっているような気がして、リックはそそくさと横にずれる。すると、二人はサララが離はなれた分だけ前に踏ふみ込こんでいった。

「あの……サララさんとは一いつ緒しよにできないんでしょうか……？」

　まるで一直線に母性本能の中心をくすぐるような、小さく、頼たよりなく、それでいて甘あまえるようなユリナの声に、サララはみるみる強気を失って表情を曇くもらせていく。

「いっしょにやったらたのしーよ……？　ねぇ、だめ？」

「だめでしょうか？　私、サララさんとも一いつ緒しよにやりたいです……」

　レムリアは空気を読んだのか猫ねこ撫なで声ごえで迫せまり始める。どこかわざとらしさが拭ぬぐえないので、あまりサララには効果がないように見えるが、それを補うようにユリナの独特の声こわ音ねが精神的な会心の一いち撃げきを叩たたき込こみ続けているようで、サララが逃にげ場ばを失った小動物のように小さくなっていく、ように見える。

　この時、リックはユリナというセイレーンの女の子についての完全な理解に至った。端たん的てきに言えばユリナはたらしなのだ。申し出を拒きよ否ひすれば避さけようのない罪悪感を植えつけるような、甘かん美びながらもある種史上最悪の強制力を孕はらんでいるのである。更さらにそれが無自覚の上に発動するのだから末すえ恐おそろしい。

　リックはお互たがいの邪じや魔まにならないように傍ぼう観かんを決きめ込こんでいた。やがてサララが逃にげる速度よりもユリナとレムリアが距きよ離りを詰つめる方が早くなった。この時点でなんとなく勝敗の行く末が見えたような気がした。

「サララさん！」

「ひゃぃっ！」

　そしてとうとう追い付いたユリナは、サララの両手を包むように握にぎり締しめると胸むな元もとに抱だき寄せるように引っ張る。こうして見ていると、永遠の愛を誓ちかって意中の女性に結けつ婚こんを申もうし込こもうとする男性の一世一代の勝負のようだ。

「だめ、でしょうか……？」

　その一言は心も体も蕩とろけさせてしまうような甘あまい言葉だった。一いち撃げき必殺の破は壊かい力を持った懇こん願がんに、サララは耐たえることもできずにあっさりと陥かん落らくした。

「わ、分かった……分かったから……！　こ、この手を離はなして……」

「本当ですか！　一いつ緒しよにやってくれますか！」

「や、やるから！　やるから！」

「わぁっ！　ありがとうございます、サララさん！　サララさんと一いつ緒しよにできること、とっても嬉うれしいですよ！」

「やったやった！　いっしょいっしょ！」

　こうして最終兵器ユリナによって、またしてもサララは敗北を喫きつしたのだった。なるほど、洗脳魔ま法ほう以上に心を呪じゆ縛ばくするユリナの縋すがるような目と声に最後の追おい討うちをかけているのは、相手の両手を握にぎり込こむその仕し草ぐさなのだろう。今までその被ひ害がい者はサララだけだが、仮にリックがユリナからの懇こん願がんを受けたら果たして耐たえ切ることはできるのだろうか。いや、考える必要もないくらいに答えは明白だ。どんなお願いであっても首を縦に振ふる結果になるだろう。

　歓かん喜きに沸わくユリナとレムリアを他よ所そに、サララは視線だけで射殺すことができそうな鋭するどい眼光でリックを睨にらみ付つけてきた。決してリックが意図してユリナをけしかけたわけではないのだが、どう弁解しても聞き入れてもらえそうにないので甘あまんじてその不平不満を受け入れることにした。

　解散の危機に瀕ひんしたという紆う余よ曲きよく折せつはあったが、これでリック達たちの活動の方向性は確たるものになった。残る問題はどこへ向かうか、という実際の方向の話だが。

「どこへ行くか決まってないんでしょ!?　だったら行き先は私が指定させてもらうわ！　いいわね!?　あんたに役に立ってもらうわよ！」

「お、怒おこらないでくれ……。わ、分かった、分かったから……」

　ようやくユリナから解放されたサララは、今にも嚙かみ付ついてきそうな剣けん幕まくで近付いてきた。

「レルクールの花の蔓つるとケルトの木の樹皮、それからグラフ牛の革かわを取ってきてもらうわ！　いいわね？　文句は言わせないから！」

「一気に言わないでくれ！　えーっと、レルクールの花、ケルトの木、グラフ牛……？」

　矢や継つぎ早ばやに並べられた名前を一つ一つ確かく認にんするように繰くり返かえし、リックは記き憶おくの中からその単語を引っ張り出す。

　魔ま王おう討とう伐ばつの旅では、様々な素材や食材を集めて店に買い取ってもらうという形で資金を稼かせいでいた。その中でも、サララが挙げた三つの名前は買取価格が高く設定されているもので、入手難度の高いものだった。

「金を稼かせいで大金持ちになろうとしてるのか？」

「そんなわけないでしょ。楽器を作るために全部必要なものなのよ」

「あー楽器作りか！　そういや大事だよな、うん」

「その間ま抜ぬけな顔を見る限り、私に音楽を任せるっていうことしか考えてなくて、楽器のことなんて今の今まで忘れてたんでしょう？」

「そそ、そんなことあるはずないだろ！」

　とリックは首を振ふったが勿もち論ろん噓うそだった。サララが仲間になってくれたことで安心してしまい、楽器のことはすっぽり頭から抜ぬけ落おちていたのである。

　気を取り直してリックは空を仰あおぎながら、筋肉を解ほぐすようにゆっくりと首を回しながら考える。

「……うん、ある。あるはずだ。ルガル大陸に行けば揃そろうはずだ」

「じゃあ次の目的地はそこでいいわね。あんたが全部取ってきなさいよ」

「わ、分かったよ……」

　リック一人で採取するとなると骨の折れる仕事ではあるが、サララが踊おどりを加えるという提案を飲んでくれたことを考えれば破格の条件だ。喉のどから出掛かかった不平を飲のみ込こみつつリックが頷うなずく。

「……ん？　ルガル大陸？」

　そして、同時にリックは思い付いた。

　ルガル大陸へ向かうということは、唯ゆい一いつの町であるルベリアの町を拠きよ点てんに素材を集めに行くことになるだろう。だが、楽器製作だけを目的とするのは勿もつ体たいない。種族同士の融ゆう和わを目指すユリナ達たちの歌と音楽と踊おどりの最初のお披ひ露ろ目めの場所としては、ルベリアの町がもっともふさわしいような気がした。

「よし、じゃあルガル大陸へ向けて出発しよう。楽器を作る以外にも俺おれ達たちには大きな意味を持つ場所になると思うぜ」

「あんたが意味深なことを言うとろくなことにならない気がするんだけど……」

「そう言わないでくれ……」

　しっかりサララに釘くぎを差されてしまったが、決して悪意はないし皆みなにとって大切な場所になるというのは真実だ。きっと、おそらく。

「ユーシャ。ルガルたいりくってどうやっていくの？」

「東だな。ルガル大陸はあの海の向こう側にあるんだ」

「えー、じゃあうみをおよいでいくの？　アタシ、みずはにがてだよ」

「違ちがう違ちがう。魔ま転てん体たいの渦うずを使うんだ」

「なになに、なぁにそれ？」

「そっか、レムリアは使ったことないもんな。じゃあ楽しみにしておくといいぞ」

「えー、はやくしりたい！　じゃあさきにいってるね！」

「ちょっと待った！　それはだめだ。俺おれ達たちと離はなれたら絶対に迷子になるだろ」

「えー、だいじょーぶだってー」

「どの口が言うんだよ……」

　待ちきれなくなったレムリアは一人で先を急ごうとしていたが、勝手に行動しないようにリックはその手を摑つかんだ。お互たがいにはぐれないようにしている親と子のような光景だが、こうしておかないと今後の合流が難しくなることは必至なのだ。

　まだ陽は空の高い場所にある。ルベリアの町へは夕暮れを迎むかえるよりも早く到とう着ちやくできるだろう。サララから要望のあった素材集めは今日中に終わるだろうか。リックは今後の行動予定を頭の中で組み立てながら、レムリアの手をしっかりと握にぎって歩く。

「あの……サララさん。楽器作りも一人でするんですか……？」

　その傍かたわらでユリナが不安そうに表情を曇くもらせながらサララに訊きいていた。

「当たり前じゃない。音の高低、感覚、感かん触しよく、一つずつ確かく認にんしながら作るんだから、誰だれかに任せられるものじゃないわよ」

「そう、なんですか……。一人で、できちゃうんですね……」

「んー？　どうしたのユリナ？　げんきないよー？」

「いえ、別に大したことじゃないんです……」

　無理矢理作ったような笑え顔がおを浮うかべて、ユリナは距きよ離りを取った。けれど密ひそかにため息をついていたのをリックは見み逃のがさなかった。

　過去の自分の姿がまたしても脳のう裏りを過よぎる。

　一人で戦うこと。一人でできること。一人で立ち向かうこと。誰だれにも頼たよらない強さを身に付けたいと強く願っているから、周りの仲間が輝かがやいて見えて自分一人だけが役立たずだと感じてしまう思おもい込こみがまた顔を出しているようだ。

　一人で抱かかえ込こむな、と言葉にするのは簡単だ。だが、同じ境きよう遇ぐうに陥おちいった経験があるからこそ、言葉だけでは足りないということがリックには痛い程ほどに分かる。今ユリナに必要なのは、頭で理解させることではなく、心に納なつ得とくさせることだ。

　ルベリアの町でユリナ達たちは大きな一歩を踏ふみ出だすことになる。今のユリナは変わることができるだろうか。

　いや、自分が導いてやるのだ。かつてリーベルがそうしてくれたように。今度はリックがユリナの手を引いてやらなければならない。

　心をどこかに失ったかのような暗い表情をしたユリナを案じながら、リックは今一度気を引ひき締しめるのだった。













　　第四章　初舞台へ向かって







　レイヤ大陸東の森。

　世せ界かい樹じゆユグドラシルの周囲に広がる森と比ひ較かくしてしまうとかなり小さい面積だが、生おい茂しげる葉を縫ぬうように足元を照らす太陽の光がどことなく神こう々ごうしさを演出している。

　その森の奥おくにあるのが魔ま転てん体たいの渦うずがある小さな祠ほこらだ。おそらく何十年もその地に佇たたずむ石造りの祠ほこらは、広がる苔こけと蔦つたが入り口横の柱に絡からみ付ついている以外には目立った劣れつ化かはない。かつてここを訪おとずれた時にリーベルから説明を聞いたことがあるが、魔転体の渦うずを作る魔ま力りよくの影えい響きようによって祠ほこら全体が守られているので、人間が斧おのや槌つちで壊こわそうとしても傷一つつかない頑がん丈じような作りになっているらしい。

「ふしぎなかんじがするー」

　レムリアは柱を不思議そうにぺたぺたと触さわっている。ゴーレムだけあって、魔ま力りよくを帯びた石の性質に興味があるようだ。

「こんなところに祠ほこらがあったのね。木も草も気持ちよさそうだわ」

　一方のサララは祠ほこらではなく、周囲に群生する植物に関心があるようだ。葉の表面を指先で触ふれて微ほほ笑えむ横顔には、先さき程ほどのリックに襲おそい掛かかりそうな凶きよう暴ぼうな表情が噓うそのような穏おだやかさがあった。

「ここには一体何があるんですか？」

　そして、ユリナは祠ほこらを見上げながら尋たずねてくる。まだ見ぬ祠ほこらを前に好こう奇き心と不安が混ざったような目をしていた。

「魔転体の渦うずだ」

「あの、魔転体の渦うずって一体何ですか？」

「ざっくり言えば一いつ瞬しゆんで違ちがう場所に移動ができる転送魔ま法ほう施し設せつ、ってとこかな？　リーゼル大陸からレイヤ大陸へは長い時間をかけて船で移動したけど、魔ま転てん体からだの渦うずを使えば一いつ瞬しゆんで違ちがう大陸に移動ができるんだ」

「す、すごいですっ！　そんなことができるんですね！」

　ユリナは驚おどろきで目を丸くした。打てば響ひびくような反応を見せてくれると色んなことを教えてあげたくなったけれど、残念ながらリックには魔転体の渦うずについて詳くわしい説明はできなかった。かつて魔ま王おう城に乗のり込こむ際に使用した時、リーベルから魔転体の渦うずの魔ま法ほう構造について聞いたことがあるのだが、その内容のほとんどは右耳から左耳へとすり抜ぬけていってしまったので、殆ほとんど内容を覚えていないのである。

「何だったかな……。ずっと昔に存在していた古代魔ま法ほうの力、とか言ってたっけ。同じ魔ま法ほうの陣じんを作って魔ま力りよくの回路みたいなので繫つなぐことで離はなれた場所への転送を可能にしてる、だったかな」

　リックは僅わずかに頭に残っていた記き憶おくを引っ張り出した。他に覚えていることといえば、この魔ま転てん体たいの渦うずを作り出している魔ま法ほうの陣じんは、あのリーベルでさえ再現することが不可能という失われた古代魔ま法ほうだということくらいだろうか。

「あはは……私には難しくて理解できそうにないですね」

「俺おれもそれくらいしか覚えてないから、それ以上は聞かないでくれよ。とにかくだ、ルガル大陸に行くにはここの魔転体の渦うずを使わないといけないんだ」

「え？　船では行けないんですか？」

「まだ安全な航路は発見されてないんだ。昔は船でも行けたんだけど、魔ま王おうのせいでそれも不可能になったんだ」

　そう前置きすると、サララとレムリアが石と草の検分を終えて戻もどってきた。四人が揃そろったところで、リックは説明を始めた。

「魔ま王おうの瘴しよう気きで海の中で生活している種族も意識を奪うばわれて攻こう撃げき的になった。その中でも大きな体をしたオクトパスやクラーケンが海で暴れ回るようになったから、船を使った航海は危険とされて貿易も停てい滞たいするようになった。それだけじゃない、海流も狂くるったから特定の大陸に行けなくなっちまったんだよ」

「それがルガル大陸ですか？」

「そそ。魔ま王おうを倒たおして海の種族は元に戻もどったけど、海流は狂くるったままなんだ。今はルガル大陸の航海を可能にする航路の研究がされてるみたいだけど、発見されたっていう情報は聞いてないな。だから実質ルガル大陸に行く手段としてはこの魔転体の渦うずを使うしかないなんだよ。ま、この魔転体の渦うずが使えるようにするのもかなり大変だったんだけどさ」

「そうなんですか？」

　前のめりになって聞いてくるユリナを始めとして、サララとレムリアも続きを促うながすような視線を向けていた。リックは一息ついて、続きを話し始めた。

「ルガル大陸ってのはご存知の通り、魔ま王おうが待ち構える魔ま王おう城があった場所だ。だから魔ま王おうはルガル大陸への上陸手段を封ふうじようとした。ってわけで、この祠ほこらにある魔転体の渦うずを封ふう印いんしちまったんだよ」

「封ふう印いん？　そんな生なま温ぬるいことしてないで、破は壊かいすればよかったじゃない」

　物ぶつ騒そうではあるがサララの言うことはもっともだ。けれど、リックは軽く首を振ふった。

「多分破は壊かいできなかったから封ふう印いんっていう手段を採ったんだろうな。んで、その封ふう印いんを解くためには魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおす必要があったんだよ」

　魔ま王おうの瘴しよう気きを起こし、世界中に混乱を引き起こした諸悪の根源は魔ま王おうだ。極きよく端たんに言えば、魔ま槍そう凶きよう騎きなど無視して魔ま王おうを倒たおしてしまえば全て解決してしまうのである。だが、海流の変化と、魔ま転てん体たいの渦うずの封ふう印いんが事態を複雑にしていたため、リック達たちは各大陸を回って魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおしていくという遠回りを余よ儀ぎなくされていたのだった。

「ユーシャはすごいってことだ！」

「レムリア、俺おれの話をちゃんと理解してないだろ？」

「そんなことないよ。ユーシャがすごいってことだよね？」

「まぁ、もうそれでいいよ。そういうわけだからルガル大陸に行くにはこの魔転体の渦うずを使うしかないってことだ」

　レムリアからの称しよう賛さんを受け取りつつ、リックは説明を締しめた。

「じゃあ中に入ろうぜ」

　リックが先頭を歩いて祠ほこらの中へ入ってくる。内部へと続く通路には灯あかりの類はなく、ユリナ達たちは警けい戒かいしながら後を付いて来たが、奥おくの広間から溢あふれる乳白色の輝かがやきが見えてくると皆みなの口から感かん嘆たんの吐と息いきが漏もれる音が聞こえた。

「これが魔転体の渦うずだ」

　祠ほこらの奥おくの広間にあった到とう着ちやくすると、ユリナ達たちは目を見張っていた。

　広間、という呼ぶには些いささか手て狭ぜまな空間だ。天てん井じようは低く、十人も入ることができないため閉へい塞そく間と圧あつ迫ぱく感がある。ただ、小さな階段の先にある台座の上には魔ま力りよくの奔ほん流りゆうが渦うずを巻くように胎たい動どうしており、そこから飛び立つ乳白色の粒りゆう子しが空中を舞まっている。

「これが魔転体の渦うず、ですか……」

「そう。あの台座の上に立てば、一いつ瞬しゆんでルガル大陸にある祠ほこらへ移動できるってわけだ。一人だけ別の大陸に飛ばされる、なんてことはないから迷子になることはないぞ」

「あの魔ま力りよくの渦うずに入るの……？」

「あ、サララはこわいのー？」

「怖こわくないわよ、別にそのくらい！」

　からかうレムリアに反論したサララの甲かん高だかい声が祠ほこら中に反はん響きようした。虚きよ勢せいを張っているのは明らかだったが、リックも初めて魔転体の渦うずに入る時には何度もリーベルに安全を確かく認にんするほどに怖こわがっていたので、サララの気持ちは非常によく分かる。

「一いつ瞬しゆんにして別の場所に移動してる、っていうんだから怖こわがるのも当たり前だよな」

「怖こわくないって言ってるでしょ！　偉い大だいなドリアードである私を侮ぶ辱じよくしてるの!?」

「……はい、すんません」

　この同情には一いつ切さいの悪意はなかったのだが、サララは涙なみだ目めになってこちらを睨にらみ付つけてきたので即そく座ざに頭を下げて謝罪した。

「ドキドキしますね……」

　ユリナは台座の前に立ち、表情を強こわ張ばらせて魔転体の渦うずの中心を見つめている。ここは経験者であるリックが手本を見せた方が皆みなも安心してくれるはずだ。

「じゃあ俺おれが先に行くから見ててくれ。といっても、この渦うずの中に入るだけなんだけど」

「息ができなくなったりとか……しないですか？」

「うーん、転送が終わった直後はちょっと五感が鈍にぶくなるけど、時間が経たてばすぐに治るぞ。体の力を抜ぬいて目を瞑つぶってた方がいい、ってこと以外は特に気を付けることはないと思うけど……と、そうだ。魔ま転てん体たいの渦うずに飲まれる感覚で気持ち悪くなる人もいるみたいだから気を付けてくれ。って、気を付けようもないか」

　結局、百回同じことを説明するよりも一度体験させた方が早いだろう。リックは階段を昇のぼると一度三人の方を振ふり返かえって頷うなずき、目を瞑つぶって魔転体の渦うずの中へと飛とび込こんだ。

　渦うずの中へ入ると、体が水の中へゆっくりと沈しずみこんでいくような感覚に襲おそわれた。やがて平へい衡こう感覚が狂くるい始め、力が霧む散さんして空間に拡散していくようだった。方向感覚が失われ、自分の体がぐるぐると回転しているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　と、その時強きよう烈れつな引力が発生して背中から後方へ引っ張られるような感覚が走った。まるで濁だく流りゆうに飲のみ込こまれたような凄すさまじい勢いだ。だがその力に逆らうことなく、魔転体の渦うずに全てを委ねるようにリックは力を抜ぬいた。

　軽い酩めい酊てい感に襲おそわれ始めた頃ころ、やがて。チリチリ、と強きよう烈れつな光を当てられたように瞼まぶたに刺し激げきが伝わってくる。

「……お？」

　目を開く。視界は陽かげ炎ろうを見ているかのようにぼやけているが、やがて焦しよう点てんが合い景色が鮮せん明めいに映る。視線を動かしてみると、時代を感じさせる古びた石いし壁かべに真新しい小さな看板がぶら下がっていた。そこには『ルガル大陸』と簡素な文字が記されていた。リック達たちが魔ま王おうへ最終決戦を挑いどんだ際には見なかったものだが、きっと誰だれかが魔転体の渦うずで転送された時に混乱しないように作ったものなのだろう。

　リックは階段を降りて台座から離はなれる。と、すぐに耳鳴りを起こした時のような耳を劈つんざく高温が響ひびき渡わたった。誰だれかが魔転体の渦うずを通って転送してくる時の音だ。渦うずを中心に天てん井じようへと光の柱が伸のび、純白の閃せん光こうが辺りを包んだ。まるで輝かがやきの衣ころものように靡なびく光が消えていくと、その奥おくに立つユリナの姿が見えた。

「……」

「これが魔転体の渦うずを使った転送だ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「……」

「おーい、ユリナー？」

　ユリナはまるで起きたばかりのように虚うつろな瞳ひとみを向け、感覚を確かめるように何度も瞬またたきを繰くり返かえした。初めての経験だ、きっと感覚が付いてきていないのだろう。

「……はれぇ？　リックしゃんが三人にみえましゅよぉ」

「お、おいユリナ！　突とつ然ぜんどうした？」

　と思っていた矢先、普ふ段だんの穏おだやかなユリナとは想像も付かない幼子のような声にリックは耳を疑った。

「おい！　おい！　しっかりしろ！」

「もー……何するんれしゅか、リックしゃん……わたしもやっちゃいまふよぉ……」

「い、いてて」

　両りよう頰ほおを叩たたいて刺し激げきを与あたえれば元に戻もどるのかと思ったが、ユリナは頰ほおを赤く染めながら楽しげに笑い、仕返しにとリックの頰ほおを叩たたいてきた。

　鼻先が触ふれるくらいにユリナの顔が近付いてきていた。背中を冷ひや汗あせが伝っていくのを感じながらも、リックの心臓の鼓こ動どうが不自然に加速していく。

　男としては嬉うれしい状じよう況きようではあるが、色々と不ま味ずいのではなかろうか。経験したことのない焦しよう燥そう感に襲おそわれるリックだが、この土ど壇たん場ばでユリナの豹ひよう変へんの原因について思い出したことがあった。

　初めて魔ま転てん体たいの渦うずを使った時にリーベルに聞かされたことがある。転送の際に感じる酩めい酊てい感が酒を飲んだ時の高こう揚よう感と似ていることから、人によっては酔よっ払ぱらった状態と同じような症しよう状じようになってしまう、と。

　ユリナの変化はまさにそれなのだろう。ただ、リックはもう一つだけ教えてもらっていたことがあった。あくまで魔転体の渦うずを使った後こう遺い症しようは一時的なものであり、体に酒が残っているわけではないから時間が経たてば自分を取とり戻もどすことができるわけで。

　我を忘れてリックに顔を近付けていたユリナの目の焦しよう点てんが段々と合ってくる。そして意識が鮮せん明めいになり、現状の把は握あくが進み、そして何な故ぜこんなに顔を近づけ合っているのかという疑問に行き着いた結果。

「リ、リ、リリ、リック……さん!!」

「どぅお！」

　反射的に突つき飛とばしたユリナの手がリックの顔面を強きよう烈れつに押おした。防ぼう御ぎよすることもできず、リックは真後ろに突つき飛とばされてしまった。

「わ、わ、わわわ、私は、な、ななな、何を……」

「こ、これも魔転体の渦うずを使った副作用だから……あ、あんまり気にしなくて……」

「わ、私……も、戻もどります！　帰ります！」

「帰るなよ！　大だい丈じよう夫ぶだ、もう忘れた！　俺おれは何も見てないから！　な？　そうだ、俺おれは何も見ちゃいないぞ！　ユリナは何事もなく転送されてきたんだ、これで間ま違ちがいはないよな！」

　逃にげるように魔転体の渦うずに飛とび込こもうとしたユリナを、リックは必死に抑おさえ留とどめた。ここで帰られてはこちらが困る。

「と、とりあえず次が来るから離はなれよう。な？」

　顔を真っ赤にして蹲うずくまってしまったユリナをどうにか引っ張り上げて台座から離はなした。しばらくは声をかけたりしない方がいいかもしれない。

「おー、たのしかったー！」

　次に転送されてきたのはレムリアだ。転送直後だというのに、弾はずむ足取りで階段を一気に飛び降りた。ユリナと違ちがって、転送の後こう遺い症しようは見られなかった。レムリアが酒に酔よっ払ぱらったような状態になっても普ふ段だんとあまり変わらないような気もするが。

　それから少し遅おくれて、魔ま転てん体たいの渦うずから光が立たち昇のぼった。最後に転送されてくるのはサララだ。この時間差は、おそらく覚かく悟ごを決めるために要した心の準備の時間だったのだろう。

　光が弾はじけ、サララの姿が露あらわになる。だが、どこか様子がおかしい。転送前と比べると顔色が不自然に青白くなっているように見えた。

「お、おい……大だい丈じよう夫ぶか……？」

　ふらふらと今にも転び落ちそうな足取りで階段を降りて立ち止まると、サララは苦痛を訴うつたえるかのように顔を顰しかめ、

「き、気持ち悪い……」

　怨えん嗟さのような低い声を絞しぼり出だし、サララは俯うつむいて口元に手を当てた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかサララさん！」

　大おお慌あわてでサララの体を支えると、ユリナは優やさしくその背中を擦さすった。

「いや、おい待て！　こんなところで吐はくなよ！　とりあえずここはまずいぞ！」

「い、偉い大だいな私が……こ、こんなところで、そんな下品な真ま似ね、を……」

「と、とにかく外へ出ましょう！　少し休んだらすぐに良くなりますから！」

　最後まで強がるサララは、ユリナは引ひき摺ずられるように祠ほこらの外へと向かっていく。二人の後ろ姿は、酒場で酔よった者と店外へ引っ張り出して介かい抱ほうをしている者のようにしか見えなかった。

「うーん……俺おれの仲間でもあそこまで気分が悪くなる奴やつはいなかったけど、サララには大分刺し激げきが強かったみたいだな」

「ねー、たのしかったのにね、またんていのうず！」

「魔転体の渦うずな。いや、楽しかったっていう感想も珍めずらしい方だぞ」

「またみんなでここにはいろうね！」

「サララがめちゃくちゃ嫌いやがると思うぞ……」

　こめかみに指を当てながらリックは小さく唸うなった。もう一度魔転体の渦うずの使用を提案した時に、サララが露ろ骨こつな嫌けん悪お感を露あらわにして拒きよ絶ぜつするのは火を見るよりも明らかだ。

　だが、この先一いつ切さい魔転体の渦うずを使用しない、というわけにもいかない。数日間の船旅を数十秒に短縮できるのだから、転送の独特の感覚をサララに慣れさせるという方が今後のためだろう。ただ、強ごう引いんに事を運ぼうとするとリックに対しては烈れつ火かの如ごとく怒おこることが予想されるが。

「苦手なのは責められないけど……どうしたもんかなぁ」

「ねー、またんていのうず、もっかいやってきていい？　くせになるたのしさがあるよ！」

「だめだっつーの。古代魔ま法ほうを遊び道具にすんな。っていうか魔ま転てん体たいの渦うずだって言っただろ」

「えーもういっかいだけー」

「ほら、俺おれ達たちも二人の後を追うんだよ！」

　魔転体の渦うずに飛とび込こもうとしていたレムリアの首根っこを引っ張り、リックはずるずると祠ほこらの外へと引っ張って行った。




　ルガル大陸の南なん端たんに位置する魔転体の渦うずの祠ほこらは、齢よわいを重ねた巨きよ木ぼくに寄より添そうように建てられていた。強い日差しから守るように日ひ陰かげが祠ほこらを包つつみ込こんでいる。

　ユリナとサララはその樹きに寄りかかるようにして体を預けていた。祠ほこらから出てきたリック達たちに気付いたユリナはここにいると手招きしてくれたが、サララは明後日あさつての方向へ顔を向けたままで一いち瞥べつすらくれなかった。

　なるほど、どうやらサララはリックを無視しているわけではなく、乗のり物もの酔よいの症しよう状じようを抑おさえるために有効な『遠くを見てゆっくり呼吸をする』というのを実じつ践せん中なのだろう。魔転体の渦うずに飛とび込こんだ症しよう状じようは個人差があるとはいえ、世せ界かい樹じゆユグドラシルを守護するドリアードの吐はき気けを誘ゆう発はつしてしまったことに酷ひどく罪悪感を覚えた。

「あー……えっと、もう吐はき気けの方は落ち着いたか？」

「っ！　な、何を言ってるのよ！　吐はき気け？　私はあの狭せま苦くるしくて埃ほこりっぽい祠ほこらの中の空気が悪かったから、さっさと外に出てきただけよ！」

「いや、でもさっき気持ち悪いって口を押おさえて……」

「偉い大だいなドリアードである私が、あれだけのことで気持ち悪くなって吐はくなんて下げ賤せんな真ま似ねをするわけないでしょ！　ほら、さっさと行くわよ！」

　怒いかりの琴きん線せんに触ふれてしまわないように細心の注意を払はらって声を掛かけたのだが、サララは烈れつ火かの如ごとく怒おこってさっさと先を歩き出してしまった。だが、やはり完全回復はしていないらしく、サララは立ち止まると額に手を当てて深呼吸を繰くり返かえしていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかあいつ……？　道中でやらかさないだろうな……」

「大分具合は良くなったって言ってましたよ。この樹きがあったから助かったって」

　優やさしく微ほほ笑えむユリナは、優やさしく樹きの幹を撫なでながら言った。

「この樹きが関係あるのか？」

「ドリアードは草木に生命力を与あたえたり、逆に分けてもらうこともできるそうです。サララさんはこの樹きから少しだけ元気をもらえたみたいですよ」

「逆に言うと、この樹きがなかったらいよいよやばかったってことか……」

「もう二度と魔転体の渦うずは使いたくない、って言ってましたよ」

　だろうな、と思いながらリックも苦く笑しようする。けれど、仮に今後の移動で馬車や船を使ったとしても、結局サララは乗のり物もの酔よいを起こして同じ末路を辿たどるのではないだろうか。

「酔よい止めの効果がある薬草がないか、今度道具屋に立ち寄った時にでも聞いてみるか」

　傷を癒いやす薬草、毒を中和する毒消し草、麻ま痺ひを癒いやす麻ま痺ひ消し草、といった体の状態異常を治す数々の消しよう耗もう品の中で酔よい止めの効果がある道具は目にしたことはないが、おそらく世界のどこかで調合師が作り出していることだろう。リックは今後立ち寄る町で最優先で購こう入にゆうすべき道具としてしっかり記き憶おくに刻み付けて、

「こら、レムリア！　祠ほこらに戻もどろうとするなよ！　もう先行くぞ」

　相変わらず魔ま転てん体たいの渦うずで遊ぼうと祠ほこらの入り口から動こうとしないレムリアを引ひき摺ずって、三人はサララの後を追った。

「リックさん、これからルベリアの町というところに行くんですよね？」

「そうだ。この街かい道どうを真まっ直すぐ行けばすぐに見えてくる」

「ユーシャー、なんだかこの道歩きにくいね」

　リックとユリナと前を歩くレムリアは、街かい道どうのど真ん中に突つき刺ささった岩石や、大地に刻まれた亀き裂れつに足を取られないように軽快に歩きながら言った。

「レムリアは大だい丈じよう夫ぶそうだけど、ユリナは気を付けろよ。この変は歩きにくいからな」

「私は大だい丈じよう夫ぶですけど……あの、あそこに……」

「ん？」

　心配そうに眉まゆを寄せたユリナが指差した先には、まるで水中に飛とび込こむ時のように豪ごう快かいに両手を広げてうつ伏ぶせに倒たおれているサララの姿があった。どうやら小さな岩に蹴け躓つまずいて転てん倒とうしたらしい。

「サララさん、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　慌あわててユリナが駆かけ寄よってサララを抱だき起おこした。鼻や頰ほおが少し赤くなっているものの、擦すり傷きずのような傷きず跡あとは見られなかった。ただ、無事ではあったものの、ルガル大陸に来てからサララは踏ふんだり蹴けったりの不幸に見み舞まわれているような気がした。

「どうしてここの街かい道どうは舗ほ装そうされてないのよ！　レイヤ大陸とは雲うん泥でいの差さじゃない！」

　憤ふん慨がいするサララは八つ当たりするように荒あれ果はてた街かい道どうを踏ふみ付つけた。

「これからルベリア……だったっけ？　その町に行くんでしょ？　偉い大だいなドリアードの私を困らせるなんて、一言文句を言ってやらないと気が済まないわね！」

「それについては町の人ひと達たちを攻せめないでやってくれ。魔ま王おうの支配をもろに受けてたんだよ、ルベリアの町の人ひと達たちは」

　リックはサララが躓つまずいた小さな岩を拾い、街かい道どうの脇わきに投げ捨てた。他にも通行の邪じや魔まになりそうな瓦が礫れきや、看板の残ざん骸がいも一箇か所しよにまとめておいた。

「魔ま王おうの支配……あっ、そういえばこのルガル大陸には魔ま王おうがいたんでしたっけ……？」

「そう。さっきも話したけど、海の種族が魔ま王おうの瘴しよう気きによって暴走したせいで海流が荒あれて船で近付けなくなり、魔ま転てん体たいの渦うずも封ふう印いんされて使えなくなった。だから魔ま王おうはルガル大陸に魔ま王おう城を作り、この大陸を支配したんだ」

「じゃあまちのひとは？　まおうといっしょにくらしてたの？」

「そんなわけないだろ。ルベリアの町の人ひと達たちは奴ど隷れいとして使し役えきされてたんだよ。俺おれ達たちが魔ま王おうを倒たおすまで、ずっとな」

　魔ま王おうを倒たおすまでの歴史をリックが語ると、不ふ機き嫌げんそうに口を噤つぐんでいたサララは居い心ごこ地ちが悪そうに目を伏ふせた。

「大変……だったんですね……」

「俺おれ達たちが魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおしてルガル大陸に初めて上陸した時は、うん……正直いって町は酷ひどい状態だったよ。到とう着ちやくがもう少し遅おそかったら、本当に危なかったかもしれないな」

　あの時のルガル大陸からは望めもしなかった青空を眺ながめながら、リックはちくりと痛む胸の疼うずきを誤ご魔ま化かすように小さな吐と息いきをもらした。

　濃のう密みつな魔ま王おうの瘴しよう気きに覆おおわれたルガル大陸は常に闇やみが支配していた。抗こう戦せんも虚むなしく魔ま王おうの軍勢に攻せめ込こまれたルベリアの町の住人は隷れい属ぞくを強しいられた。そこには人間という尊厳はなく、最低限の食物と睡すい眠みんだけが用意されるだけの家か畜ちくのような生活を余よ儀ぎなくされていた。

　魔ま王おうのお膝ひざ元もとであるルベリアの町を統治していた魔ま槍そう凶きよう騎きは、恐きよう怖ふで人々の心を呪じゆ縛ばくし反乱の芽を潰つぶした。そして町の周囲には魔ま王おうの瘴しよう気きに心を汚お染せんされたフェンリルやリザードマンが野放しにされており、逃とう亡ぼうしようというものは容よう赦しやなく殺された。そんな地じ獄ごくのような監かん獄ごくに押おし込こまれたルベリアの人々は、やがて希望を失い、明日には魔ま槍そう凶きよう騎きの気き紛まぐれで殺されるかもしれないという恐きよう怖ふを抱かかえながら、十年以上もの時を過ごしたのだった。

　そんな絶望から人々を解放したのがリック達たちだ。だが魔ま槍そう凶きよう騎きを撃げき破はして魔転体の渦うずの封ふう印いんをとき、ルガル大陸に上陸してルベリアの町を救っても、人々の心を侵しん食しよくした闇やみが完全に取とり払はらわれることはなかった。結局リック達たちが魔ま王おうを倒たおしても、ルベリアの町の人々は失意の底から這はい上あがれないまま、生きることへの意味を見失っていたのだった。

　この街かい道どうがレイヤ大陸のものと比べて荒あれたままになっているのはそのせいだ。ルベリアの人々が未いまだに復興への道を歩むために立ち上がろうとしないので、建設的、生産的な行動が殆ほとんど起こされないのである。

「魔ま王おうを倒たおして半年。各大陸の町は今までの生活を取とり戻もどそうとしてる。でも、ルベリアの町の人ひと達たちはまだ元気を取とり戻もどせてないんだ。だから、ここには俺おれ達たちが魔ま王おう軍と戦った爪つめ痕あとが今でもそのまま残されてるんだ」

「そう、だったんですね……」

　ユリナは泣き出しそうになりながら、リックに倣ならって通行の邪じや魔まになる瓦が礫れきを横へ除のけた。そしてサララも魔ま法ほうの影えい響きようで禿はげ上あがった大地に触ふれて、思おもい詰つめたような表情を浮うかべている。

「わかったー！　アタシたちはそのまちでおどればいいんだねっ！」

　と、突とつ然ぜん重苦しい空気を打ち破るように、レムリアが挙手してリックの前に回ってきた。

「お、鋭するどいな、正解だ。種族同士の仲直りを目標にして、音楽と歌と踊おどりで一いつ緒しよに盛り上がるっていうのは、つまり元気を与あたえることだよなって思ったんだよ。それを一番必要としてる場所はどこだろうって考えて、思い付いたのがルベリアの町ってわけさ」

「やった！　アタシ、だいせいかい！」

　ぴょんぴょんと目の前で跳はねる茶ちや髪ぱつの頭を撫なでてやると、レムリアはくすぐったそうに身を捩よじった。

「でも……それって、責任重大の大役、ですよね……。私わたし達たちができるでしょうか……」

「魔ま王おうの支配に一番苦しんでたってことは、つまり人間以外の種族への抵てい抗こうも一番強いってことなんじゃないの？　攻こう撃げきしてこようものなら容よう赦しやなく叩たたき伏ふせるわ」

「勿もち論ろんルベリアの人ひと達たちの中には不信感はあるだろうよ。だから俺おれが一いつ緒しよにいれば多少は安心してもらえると思うんだ」

「ユーシャはまおうをたおしたえいゆうだもんね！」

「そういうこと。だから少なくともユリナ達たちにいきなり襲おそい掛かかってきたりするようなことはない」

　リックが断言すると、ユリナは安心したようで僅わずかに肩かたを落としていた。

　無論、一いつ切さい警けい戒かいされることなく受け入れられるということはないだろう。だが、正義の象しよう徴ちようであり平和をもたらした英えい雄ゆうとなったリックがきちんと説明すれば、人々はきっとユリナ達たちを信じてみようと心を動かしてくれるはずだ。勇者としての威い光こうを利用しているようで卑ひ怯きような気もするが、悪事を行うためではないのだから良しとすることにした。

　加えて勝算がないわけでもなかった。ユリナ達たちは決して人々に害を成す存在ではなく、手を差さし伸のべてくれる存在であると信じさせるために、リックはルベリアの町の人々に一つの提案を持ちかけるつもりなのだ。

「……あ」

　そこで、ふと気付いた。この案はリックの頭の中で決着がついているもので、そういえばユリナ達たちには伝えておらず了りよう承しようを受けていなかったのだ。

　きっとユリナとレムリアは二つ返事で快かい諾だくしてくれるだろう。だが、サララには固辞されてしまう可能性の方が高い。

「何よ？　そういえば話してないことがあったのをたった今思い出した、みたいな間ま抜ぬけな声は？」

「い、いや……別にそういうわけじゃないんだ、多分……ははは……」

　サララが目つきを鋭するどくしてこちらを睨にらんでいた。指し摘てきされたことはまさしくその通りだったのだが、リックは背中に冷ひや汗あせが浮うかんでいるのを感じながら、乾かわいた笑い声で誤ご魔ま化かした。

「とにかく、だ。ユリナ達たちは心配しなくて大だい丈じよう夫ぶだから、俺おれに任せておいてくれよ」

　今はユリナ達たちを不安にさせるわけにはいかない。リックは自分の胸を叩たたいて、自信あり気にそう言った。

　それからリック達たちは移動を再開した。リックが先頭に立って障害物を除のけたり、足を取られそうな穴や段差を先んじて確かく認にんしながら、後に続くユリナ達たちに警けい戒かいを促うながした。それを侮ぶ辱じよくされたと捉とらえたのかサララは不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませていたが、ユリナが宥なだめてくれたのでその後は特に事故が起きることはなかった。

「……ちょっと、今もあれ残してあるの？」

　レムリアが時々楽しそうに両手を広げて走り回るのを見て時折注意を促うながしながらルベリアの町へと向かっていると、サララが不快そうに言って遙はるか前方を指差しだ。

　そこはルガル大陸北部に聳そびえる巨きよ大だいな山脈があった。心ここ地ちよい日差しが降り注ぐ空の中で、唯ゆい一いつその山脈の上空だけは紫し紺こんの霧きりが立たち込こめている。サララが言っているのは、その霧きりの奥おくに今はひっそりと鎮ちん座ざしている巨きよ大だいな城、魔ま王おう城だ。

「ああ、魔ま王おうを倒たおした後はすぐに各大陸に報告に行ったんだけど、それからは忙いそがしくなっちゃって結局あのまんまにしてたんだ」

　何なん人ぴとも寄せ付けない迫はく力りよくのある山々の中腹に佇たたずむ魔ま王おう城を見上げながらリックは答えた。

　サララの指し摘てきの真意は、早々に魔ま王おう城を破は壊かいしろ、ということだ。いくら魔ま王おうを倒たおしたからといっても、魔ま王おう城は長きに渡わたって世界を苦しめた悪の象しよう徴ちよう。人間だけでなく、魔ま王おうの瘴しよう気きと魔ま槍そう凶きよう騎きの影えい響きようで操あやつられていたドリアードやセイレーン達たちにとっても不快感しか与あたえない建物だ。

　けれど、魔ま王おうを倒たおした後はリーベルを含ふくめた仲間達たちと手分けをして各大陸に戦果を報告し、なし崩くずし的に各大陸の祭事に招待され、その後リックは種族間の衝しよう突とつの仲ちゆう介かいに忙ぼう殺さつされていたせいで、破は壊かいに取とり掛かかる時間を作ることができなかった。

　だが、サララの反応を見て、魔ま王おう城の破は壊かいも優先すべき事じ項こうであるとリックは気付かされた。絶対の悪の象しよう徴ちようである魔ま王おう城が残されたままだと、本当の意味で悪夢のような過去を断たち切きることなどできない。

　山々を覆おおう紫し紺こんの霧きりは、魔ま王おうの瘴しよう気きの残ざん滓しだ。いずれ時間の経過と共に薄うすれ、消えていくもので近付かなければ害はない。だがリックやリーベル、共に魔ま王おうに立ち向かった仲間達たちならば耐たい性せいが備わっているので、あの状じよう況きようであっても魔ま王おう城の破は壊かいに取とり掛かかれるだろう。

「近い内にみんなに声を掛かけて何とかしないとな……」

　魔ま王おう城を構成する石材や煉れん瓦が石などは不思議な魔ま力りよくが備わっているせいで耐たい久きゆう力がある。そのため、仮に当時の仲間を集めてリック達たち四人で破は壊かい作業にあたっても、一日がかりの大仕事になるだろう。

「あそこから魔ま王おうの軍勢の生き残りが出てきたりしないでしょうね……？」

「さすがにそれはない。俺おれ達たちが攻せめ込こんで、各階にいた魔ま王おうの配下は全部倒たおしたんだ」

　リックはサララの懸け念ねんを一いつ蹴しゆうした。ご丁てい寧ねいに魔ま王おうが待ち構える最上階は各階の一番奥おくにある部屋の階段を使わねば上階には辿たどり着つけないため、結局全ての部屋を見て回ることになったのだ。そのため結果的に魔ま王おうの配下を殲せん滅めつする形となったので、残党が再び出てくるという危険があるはずはない。

「あの山も早く元通りに戻もどさないとな」

　リックはそう言って歩き出した。生き残った魔ま王おうの配下が現れ、再び世界が闇やみに包まれるなんてことは起こるはずはない。

　だが、サララ達たちを安心させるためにそう言ったリックの胸中は、何な故ぜか奇き妙みようにざわついていた。仲間達たちと共に生死を賭かけた戦いに身を投じたからだろうか、体の芯しんが凍こおりつくような胸むな騒さわぎが少しずつ大きくなっていく。

　何を不安になっているのだろう。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。リックは頭を振ふった。だが何な故ぜか魔ま王おう城を見ていると不安の種が恐きよう怖ふを芽め吹ぶかせていく。

　リックは頰ほおを叩たたいて気持ちを新たにする。ただ魔ま王おう城が魔ま王おうを連想させ、先入観が恐きよう怖ふを呼び起こしているだけだ。

「どしたの、ユーシャ？」

　隣となりに追いつき両手を腰こしの後ろに添そえてレムリアがリックの顔を覗のぞき見上げてくる。自由気ままに行動しているよう見えて、案外レムリアは感情の機き微びに気付く洞どう察さつ力を持っているようだ。

「何でもない。ほら、ルベリアの町が見えてきたぞ」

「おー、ほんとだ！」

　ようやくルベリアの町が見えてくると、レムリアは玩具おもちやを見つけた子供のように走っていった。

　ルベリアの町を訪おとずれるのは、魔ま王おうを倒たおして以来は初めてなので半年振ぶりということになるだろう。だが、町の外観は当時と大きな変化は見られず、リックは無意識に小さなため息をついていた。

「あれがルベリアの町ですか……？」

「ひどいものね」

　ユリナの質問に続いて、サララは歯に衣きぬ着せぬ感想をそのまま口にした。

　町の周囲をぐるりと囲む石いし壁かべは巨きよ大だいな爪つめに裂さかれたように半はん壊かいしており、建物は天てん井じようが吹ふき飛とんでいたり、倒とう壊かいを起こしていたりと人が住むには非常に危険な状態だ。そして、ルベリアの町の象しよう徴ちようともいえる教会の大聖堂は上部の尖せん塔とう部分が薙なぎ倒たおされていて、その瓦が礫れきが町中に広がったままになっている。

　それに、外観を見ているだけでも元気、活気、覇は気きといった類たぐいのものが感じられず、静かに朽くちてゆく廃はい墟きよを見ているようだった。

　町の陰いん鬱うつな空気が伝でん播ぱしたのか、レムリアはおとなしくなって静かに歩き始めた。先行するレムリアと合流し、リック達たち四人は揃そろってルベリアの町の前に到とう着ちやくし、一いつ旦たん立ち止まる。

「……とりあえず、中へ行こう」

「あの、私わたし達たちも一いつ緒しよに付いていって大だい丈じよう夫ぶですか？　怖こわがられたり、襲おそわれたりされちゃうかもしれないんじゃ」

「平気だと思う。フェンリルやシルフと違ちがって、ユリナ達たちは人間とそう変わらない外見をしてるからな」

　そう言い終えた直後、リックは失言してしまったことに気付いた。サララとレムリアはともかく、セイレーンであるユリナは背中に羽を持っているのが本来の姿であって、人間と変わらない姿をしている今は喜ばしいことではないのだ。

　けれど、ユリナは傷付いた様子もなく「そうだといいですけど」と小声で不安を口にしていた。リックは心の中で謝罪しつつ、このルベリアの町でユリナが一人前のセイレーンになれるように改めて誓ちかいを確かなものにした。

　躊ちゆう躇ちよする皆みなを先導する形でリックがルベリアの町の門を潜くぐる。といっても、門兵はおらず破は壊かいされた門は既すでに体たいを成してはいなかった。

　一歩町へ入ると、リックは乾かわいた匂においを感じ取っていた。言うなれば生活感に乏とぼしい匂においだ。例えば港町ディレッタは海の潮の香かおりの他にも、飲食店から漂ただよう料理の匂においや、店先や家の前に飾かざられる花の匂におい、行商人が扱あつかう商品の香こう水すいといった様々な香かおりを感じるものだが、ルベリアの町にはそれがなかった。

　ルベリアの町の門から伸のびる通りの左右には、様々な店が軒のきを連ねている。だが商品は一つも飾かざられておらず、棚たなは崩くずれ落おちており掃そう除じも行き届いていなかった。

　物もの寂さびしい雰ふん囲い気きが漂ただよってはいるものの、人の気配がしないわけではない。だが人の姿が見えないのは、町の人々が家の中に閉じこもっているからだろうか。

　そこへ、一人の女性が小さな籠かごを手に提さげて家から出てくるのが見えた。商あきないをやっている店がないことから判断すると、町の周辺の森や海へ食料を調達しに出で掛かけるところかもしれない。

　とりあえず話はなし掛かけようとリックが近付くと、それよりも先に女性がこちらの存在に気付いた。輝かがやきを失い、生きることを諦あきらめているようにすら見える暗い目だったが、リックの姿を確かく認にんした途と端たんにその瞳ひとみが驚おどろきで見開かれていった。

「勇者……様……？　勇者様ではありませんか！」

　その声を合図に、家の窓が開かれ住人達たちが顔を見せた。あちこちで話し声が聞こえ、やがてそれはどやどやと騒さわぎに発展していく。

「おー、ユーシャはやっぱりすごいね！　ゆうめいじん！」

「勇者だからなぁ、これでも一応」

　感心したレムリアがおだてるようにリックの背中を叩たたいた。種族間の折せつ衝しようのために忙いそがしく世界を飛び回るようになってから、勇者の凱がい旋せんという手厚い歓かん迎げいはかなり減ってきていたので、こうした騒さわぎに発展するのは久しぶりだった。だが、何度経験しても全方位から注目の視線を浴びるのは居い心ごこ地ちが悪くなってしまう。

「偉い大だいなドリアードである私への手厚いもてなしもあって然しかるべきだと思うけど」

「無茶言うなよ。サララがドリアードってことも、世せ界かい樹じゆユグドラシルの管理をしてる唯ゆい一いつの種族だってことも知らないんだよ」

「失礼極きわまりないわね、私の事を知らないなんて」

「ま、まぁまぁ……」

　何な故ぜかサララが対たい抗こう意識を燃やし始めた。だが、この場でそれを説明してしまうと凄すさまじい混乱を引き起こしかねないので、とりあえずリックが宥なだめておく。

「……やっぱりユリナ達たちの正体には気付いてないみたいだな」

　好こう奇きな視線、感謝の声、歓かん迎げいの表情。彼かれらの反応を見る限り、怯おびえの色は見えない。その点については安あん堵どしつつも、徐じよ々じよに喧けん騒そうが広まり始めて収しゆう拾しゆうが付かなくなる事態に発展しないかという懸け念ねんが浮ふ上じようしてきた。

「おお、勇者様。ようこそおいでくださいました」

　その喧けん騒そうを搔かき分わけるように、一人の男がこちらへ近付いてくる。何度も補修を繰くり返かえしたような使い古された簡素な衣服を纏まとった男は、しっかりとした足取りではあるものの、顔付きは苦労と心労が重ねられているようにやつれてしまっている。少なくともリックの倍は弱いを重ねているように見えるが、詳くわしい年ねん齢れいの程ほどは外見からでは予想も付かなかった。

「こんにちは、お久しぶりです」

「わざわざこんな遠い所まで来ていただいて、ありがとうございます」

　男が握あく手しゆを求めてきた手を握にぎり返し、リックは挨あい拶さつを交かわした。その手が少しでも力を込こめるだけで骨が折れてしまうくらいに瘦やせ細ほそっていた。

「私はこのルベリアの町長を務めております、バイマールと申します。ささっ、ここではなんですから私の家にご案内しましょう。ここでは勇者様も休めませんでしょうから」

「ありがとうございます、わざわざすみません」

　人々が困こん窮きゆうしている状じよう況きようでもてなされるというのも気き後おくれしてしまうが、一挙手一投足が監かん視しされているような全方位からの注目を集めた状じよう況きようでは話がし辛づらいというのも事実だ。バイマールの好意に感謝し、リック達たちはその後に続いた。

　背後から人々の視線を受けながら、四人はバイマールの家に案内された。大聖堂の傍そばにあった彼かれの家の周囲には崩ほう落らくした尖せん塔とう部分が倒たおれており、もう少し位置がずれていたら家ごと押おし潰つぶされていただろう。

「この家……崩くずれないでしょうね？」

　値ね踏ぶみするようにバイマールの家を見つめるサララは、ふとそんな言葉を漏もらした。

　年季の入った木製の家は、木材と釘くぎで急場を凌しのいだかのような荒あら々あらしい修理が施ほどこされた箇か所しよが多々あった。一応家としての体ていは保たれているが、よくよく見てみると家が全体的に傾かたむいているようにも見える。最低限雨を風を凌しのげるようにはなっているが、サララが懸け念ねんした通り崩ほう壊かいしても不思議ではない。

　魔ま王おうに隷れい属ぞくし続けたことで、家の修しゆう繕ぜんをしている暇ひまがなかったのかもしれない。人々の精神状態も限界だが、この町の建物自体も限界が近い。ルベリアの町を最初に訪おとずれたのはリックの偶ぐう然ぜんの閃ひらめきだったが、この発想に至ったことは正解だったのかもしれない。

「どうぞ。狭せまい場所ですが、ゆっくりくつろいでください」

　軋きしむ扉とびらを開いてバイマールはリック達たちを中へと招き入れた。

　世辞ではなく本当に家の中も狭せまかった。歩くたびに床ゆかが軋きしむ音を響ひびかせ、家具はボロボロになるまで使い古されている。壁かべには傷いたんでいたり、腐くさりかけて変色している部分が多々見られた。招かれている身で言える立場ではないが、残念ながら旅の疲つかれを癒いやすためにくつろげる環かん境きようではなかった。

　居間に設しつらえられていた椅い子すは、穴が開いたり角が欠けている長方形の机を挟はさんで二つしかなかった。一つは町長が使うものと考えると来客用の椅い子すは一つ。残念ながら全員分はなかったので、リックが代表して座すわることにした。だが腰こし掛かけた瞬しゆん間かん、バキッ、という不気味な音を立てたので、リックは慌あわてて立ち上がり椅い子すの状態を確かく認にんした。一応壊こわれた箇か所しよは見当たらなかったが、全体重を預けたら壊こわれてしまいそうだったので腰こしを浮うかすようにやや前ぜん傾けい姿勢を維い持じすることにした。

「すみません、お茶の一杯ぱいでもお出しするところですが、今は切らしておりまして」

　町長が台所から運んできたのは、木材を円柱型に切り、中心から円形に中身をくり抜ぬいて作った木製の杯さかずきに入った水だ。どうやら井い戸どはきちんと機能しているらしい。机に並べられた四つの内、リックとユリナが手に取ったがレムリアとサララは手を出そうとはしなかった。

「この度たびはルベリアの町に立ち寄っていただいて、本当にありがとうございます。町の者も皆みな歓かん迎げいしております」

「俺おれが来ることで元気になってくれるなら、それはとても嬉うれしいことですよ」

「私わたし達たちは皆みな勇者様に感謝しておりますから。お時間の許す限りで構いませんので、よろしければ町の者達たちに話しかけてやってもらえませんか？　皆みなもきっと喜ぶでしょう」

　そう笑いながら話すバイマールだったが、その笑え顔がおにはまるで疲ひ労ろうを隠かくすような不自然さが見みえ隠かくれしていた。

　世間話を続けていても、バイマールに気を遣つかわせるだけで負担を強しいるだけだ。他愛ない話もそこそこに、早々に本題を切り出すべきだろう。

「そういえば、私の勘かん違ちがいでしょうか？　初めていらっしゃった時とはお連れの方が違ちがうようですが」

「ちょっと訳あって、今は彼かの女じよ達たちと旅をしているんです。今回はこのルベリアの町に用があってきました」

「そうでしたか。して、この町に用件とは一体？」

　バイマールは少し前のめりになると、話の続きを促うながした。リックは窓の外から見えるルベリアの町の門の方を見ながら続けた。

「ルベリアの町の人々が心に負った傷は、かなり深いみたいですね」

「……勇者様には見破られてしまいますね。いえ、隠かくせるようなことでもありませんでしたか」

　そうリックが切り出すと、取とり繕つくろう必要がないと気付いたのか、バイマールは脱だつ力りよくして苦く笑しようを浮うかべた。

「魔ま王おうもいなくなり世界は平和になりました。あの苦しみを乗のり越こえ、ルベリアの町も生まれ変わらねばならないと思うのですが……ははは、すみません。どうしても平和が訪おとずれたことで張はり詰つめていた糸が切れてしまいましてな。復興への一歩が踏ふみ出だせていないのです。いえ、これは言い訳ですな。怠たい慢まんな私わたし達たちが悪いのですから」

「そんなことはありませんよ。他の大陸の町と比べても、このルベリアの町の被ひ害がいが一番甚じん大だいでしたから。本来ならきちんとした援えん助じよが必要なんですよね」

「いえいえ、他の町にも被ひ害がいは起きていたのですから。私わたし達たちだけがわがままを言うわけにはいきませんよ」

「いやいや、俺おれ達たちがきちんと他の町に報告をして然しかるべき援えん助じよの手配を……いでっ！」

　突とつ然ぜん後頭部を指で弾はじかれ、リックは反射的に背後を振ふり返かえる。そこには腕うでを組んで「さっさと本題に入りなさい」といわんばかりの鋭するどい視線を向けるサララが立っていた。確かに遠えん慮りよと謙けん遜そんで話が進展していなかったので、リックは一つ咳せき払ばらいをして話を再開した。

「すいません、俺おれ達たちの旅の目的でした。えっとですね、魔ま王おうがいなくなったことで確かに世界は平和が戻もどりました。ですが、全てが元通りということにはなっていません。現在、世界各地で人間と他種族の小さな衝しよう突とつが頻ひん発ぱつしているんです」

「他種族と……？」

「土地面積の問題だったり、収しゆう穫かくした作物の分配だったり、種族によって様々な衝しよう突とつが起きてます。ただ、その原因は一つ。人間達たちの異種族に対する恐きよう怖ふです。その恐きよう怖ふが捻ねじ曲がった先入観、偏へん見けんを持たせるようになったんです」

「それは……」

　バイマールは複雑な面おも持もちになり、小さく唸うなりながら俯うつむいた。

「魔ま王おうの瘴しよう気きのせいで、異種族達たちは洗脳され人間を襲おそうようになりました。その記き憶おくが強きよう烈れつに焼き付いているせいで、世界が平和になり、魔ま王おうの瘴しよう気きが消えた今も人々は他種族を怖こわがっています」

　リックが淡たん々たんと事実を告げていくと、バイマールの眉み間けんに皺しわが刻まれていった。これは決してバイマールにとって他人事ではない。人々の深層意識に刻み付けられた他種族への苦手意識は、このルベリアの町の人々にも広がっているからだ。

「きっと嫌きらいになったわけじゃないと思います。もしかしたらあの時のように襲おそわれてしまうかもしれない、って疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられてるだけなんですよ。バイマールさん、そうじゃないですか？」

「私は、そうですね……うーん……」

　間延びした唸うなり声を発しながらたっぷりと考かんがえ込こんだバイマールは、やがて首を縦に振ふった。

「勇者様の言う通りではありますな。ですが……当時の我々には、魔ま王おうの瘴しよう気きによって操あやつられているだけ、と考えるだけの余よ裕ゆうはありませんでした。自じ分ぶん達たちが生きるために必死だったのです」

「それじゃあ今でも異種族に対して怒いかりを覚えていたり、恨うらんでいたり、若もしくは怖こわいと思ったりはしていますか？」

「いえ、そのようなことは。彼かれらは魔ま王おうの卑ひ怯きようなやり方に巻まき込こまれた被ひ害がい者だ、とそう思っています」

　そう言ったバイマールの瞳ひとみをリックは真まっ直すぐに見つめた。

　自分の心を偽いつわっていることを喋しやべっているのかどうか。それを看かん破ぱする洞どう察さつ力があるわけではないが、しっかり自分の考えを述べている真しん剣けんさがリックに伝わってきた。きっとバイマールは噓うそは言っていない。

「全員が全員そうじゃないのは分かってます。大半の人ひと達たちはバイマールさんと同じ気持ちだと思ってます。何かきっかけがあればまたお互たがいに手を取り合うことができる。だから俺おれ達たちはそのきっかけを作ろうともう一度旅を始めました」

「なるほど、そうでしたか。それでそのきっかけと言うのは？」

「種族は関係ない。皆みなが一つのことに共に盛り上がり、共に楽しむこと。それが歌と音楽と踊おどりだと思ってます！」

　最後の方は自然と熱を込こめて喋しやべっていて、いつの間にかリックは力強く握にぎり拳こぶしを作っていた。けれど、バイマールはぽかんと口を開いて呆ぼう然ぜんとしている。

「えっ……と、勇者様？　歌と音楽と、踊おどり……ですか？」

「そうです！　って、あれ？　反応が薄うすいな……」

「当然の反応でしょ？　それだけの説明で納なつ得とくするのはあんただけよ」

「あ、おい、今俺おれを馬ば鹿かにしただろ？」

「馬ば鹿かにしたわよ」

　さも当然のことのようにサララに追おい討うちをかけられ、リックの対たい抗こう意識に火が点ついた。そこまで言うのならば、バイマールをきっちり納なつ得とくさせてやろうではないか。

　リックは改めてバイマールに体を向ける。気け圧おされたのか僅わずかに気き後おくれしたように見えたが、構わず気合を込こめて説明を開始した。

「実はですね！　俺おれの仲間のシルフで店が楽器を演奏して素す晴ばらしい拍はく手しゆと感動が一つになった気持ちで涙なみだと俺おれが夢を叶かなえる興奮と店が飛び出して人間の演奏を男が！」

「リックさん、話がごちゃごちゃに混ざっちゃってますよ……」

「……あれ？」

　ユリナに服をちょいちょいと引っ張られて、リックははっと我に返る。感情が先行しすぎて言葉の整理が追いつかず、支し離り滅めつ裂れつな説明になってしまった。

「わー、ってなったらみんなたのしー、ってことだよ！」

「それじゃあ説明になってないじゃない……」

　端たん的てきに表せばレムリアの説明に間ま違ちがいはないのだが、バイマールは苦笑いを浮うかべながら困こん惑わくしている様子だった。

　ふぅ、と一息ついて冷静さを取とり戻もどす。勢いに任せるのではなく、きちんと順序立てて説明しなければ理解も同意も共感も得られない。ルベリアの町がユリナ達たちの晴れ舞ぶ台たいになることを思い出し、リックは頭の中で言葉を組み上げながら慎しん重ちように話し始めた。

「俺おれがとある店で食事をしていた時です。その店ではお客さんを楽しませる一つの余興として、ささやかな演奏会が開かれてました。それ自体は珍めずらしくはないですけど、驚おどろいたのは歌っていたのがシルフの女の子だったってことです」

「シルフ!?　そのお店の客は私わたし達たちのような人間だけではなかったのですか？」

　当とう惑わくしていたバイマールの目に驚おどろきの色が現れた。どうやら今度はリックの説明がきちんと伝わっているようだ。

「人間だけですよ。でも種族とかは関係なかったんです。俺おれも含ふくめてお客さん達たちはその歌声に聞きき惚ほれてました。素す晴ばらしい歌が終わって、俺おれ達たちはしばらく拍はく手しゆを送り続けましたよ。あの時は人間だとかシルフだとか関係なくて、ただ素す晴ばらしいものを聞かせてもらっていう感動で気持ちが一つになって……」

　そこまで一息に喋しやべり終えた時、リックは再び失態を犯おかしてしまったことを自覚した。落ち着いて話すはずだったのに、またしても過か剰じような熱意を込こめて話をしてしまった。

「すいません。興奮して喋しやべりすぎました……」

「いえいえ。勇者様の強いお気持ちは伝わってきましたぞ」

「つ、つまりですね、俺おれはそこに可能性を見み出いだしたわけです。人間と異種族が仲直りをするには皆みなの心を一つにする音楽と歌こそが必要なんじゃないかって！」

「……つかぬ事をお伺うかがいしますが、踊おどりはどこから出てきたのでしょうか？」

「さっき思い付きました！」

「そ、そうでしたか……」

　バイマールは口元に苦笑いを作るとぎこちなく頷うなずいた。馬ば鹿か正直に答えてしまったが、リックは思い付きで行動しているだけだという悪い印象を与あたえてしまったような気がした。

「しかし、なるほど……そうですか、歌と音楽と踊おどり……」

　けれど、バイマールは指先で顎あごをいじりながらリックの言葉を反はん芻すうするようにぶつぶつと呟つぶやいた。それから腕うでを組んで天てん井じようを仰あおいでみたり、目を瞑つぶりながら首を回してみたり、リックの提案を熟考してくれているようだった。そして、

「確かに芸術という分野では頭で考えるよりも感情が先に動くものです。素す晴ばらしいかそうでないか、というのは種族の違ちがいは関係ないでしょう。その点においては勇者様の発案は素す晴ばらしいと思います」

「そうでしょう！　そうですよね！」

　全面的にバイマールが賛同してくれたことが嬉うれしくなって、リックの言葉に更さらに熱がこもった。

「なるほど、それで以前とはお連れの方が違ちがうわけですね」

　そして改めてバイマールがリックの背後に顔を向けた。ユリナは緊きん張ちようした面おも持もちで、レムリアはにこにこと微ほほ笑えんで、サララはつまらなそうに目を眇すがめて、三人は様々な表情を浮うかべている。

　さて、問題はここからだ。真実を明かしバイマールがどのような反応を見せるのか。ここで強い拒きよ絶ぜつ反応を見せるようならば、ルベリアで披ひ露ろうすることは不可能だ。

　ユリナ達たちに一度目配せをし、小さく首しゆ肯こうして合図を送る。そして、

「紹しよう介かいが遅おくれました。彼かの女じよ達たちは俺おれの仲間です。セイレーンのユリナ、ドリアードのサララ、ゴーレムのレムリアです」

「……………………えっ？」

　リックが順番に説明すると、バイマールは何度か目を瞬しばたたいた後にじぃっとユリナ達たちを眺ながめていく。視線が三度左右に行ったり来たりして一度リックに戻もどると、再びユリナ達たちの方へ向けられるという不ふ審しんな挙動の後、バイマールは驚おどろきでぎょっと目を剝むいた。

「か、彼かの女じよ達たちが……セイレーン、ドリアード、ゴーレム……？　い、いえ、ですが……しかしですね……」

　そしてバイマールの瞳ひとみが少しずつ怯おびえを帯びて揺ゆれ始めたのが見て取れた。そして唇くちびるも震ふるえだし、最後の方は言葉が掠かすれていった。

　この反応こそが、魔ま王おうの出現によって人々の心にばら撒まかれた疑ぎ心しん暗あん鬼きという芽なのだ。人間に牙きばを剝むいた異種族達たちは決して本意に沿った行動ではなかった、と頭で理解していても、条件反射のように恐おそれが表面に現れてしまう呪のろい。

　このルべリアの町を始まりの一歩とするのだから、今こそその先入観を拭ぬぐうべきだろう。ユリナ達たちには決して害意がないということを伝えなければならない。

「いや、その……そうだ！　ユリナはですね、こう見えて甘あまいものが大好きで、魔ま転てん体たいの渦うずでルガル大陸に来た時には混乱して小さい子供みたいな言こと葉ば遣づかいになって……」

「リ、リックさん！　どうして今ここでそれを言うんですかぁ！」

　異種族への抵てい抗こうを軽くするためにリックは軽い紹しよう介かいを挟はさんだ。だが、ユリナは涙なみだ目めになりながら抗こう議ぎした。どうやら話題を間ま違ちがえてしまったらしい。

「い、今のは違ちがくて！　えっと、それじゃあ次はゴーレムのレムリア！　レムリアはもう好こう奇き心に塊かたまりというか、色んな物に興味が移っちゃってすぐ迷子になっちゃって！」

「いやー……ユーシャにほめられるとてれるよー」

　同じ轍てつを踏ふまぬよう、レムリアの紹しよう介かいでは可愛かわいらしさを伝えようした。けれど、迷子になりやすいということを伝えることはむしろ逆効果だということに、リックは言い終えた後に気付いた。

　残されたのはサララだ。今度こそ好印象を持たれるように紹しよう介かいしなければ、とリックは一ひと際きわ気持ちを込こめて紹しよう介かいした。

「さ、最後はサララです！　サララはもう……なんと言っても不器用で素す直なおになれない子なんです！　もう将来が心配で心配で！」

「どうしてあんたに親みたいなことを言われないといけないのよ！」

「いでぇっ！」

　しかし最後の挽ばん回かいの機会も大失敗に終わってしまい、リックは後頭部を叩たたかれてしまった。

　印象を良くするどころか、これでは苦手意識を与あたえてしまうだけだ。大失敗してしまった、とリックは両手で頭を抱かかえた。

　けれど、困こん惑わくしていたバイマールの表情がやがて笑え顔がおに変わっていく。

「……なるほど、いやいや皆みなさん楽しい方ばかりなのですな」

　そう言ったバイマールの目から怯おびえが消えていった。

「先さき程ほどは異種族の方々も被ひ害がい者だと言っていたのに、あなた方を前にして平静を失っては自分の言葉が噓うそであると言っているようなもの。この無礼、深くお詫わびさせてくだされ」

「い、いえ！　あの、気にしないでください！」

　深々と頭を下げたバイマールに対して、後ろに控ひかえていたユリナがぶんぶんと大きく首を振ふった。

「勇者様のお話を聞いている時に気付くべきでしたな。しかし、いやはや……彼かの女じよ達たちがそうだったとは……色んな容姿をされた方がいらっしゃるのですな……」

「……ふん」

　動どう揺ようではなく感心した風に今一度ユリナ達たちを見るバイマールに対し、何な故ぜかサララが不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。ただ、少し頰ほおが赤くなっているのを見ると、じっと見つめられるのが恥はずかしいらしい。

「失礼、あまりじろじろと見るものではありませんな。それで勇者様がなされようとしている種族同士の仲直りですが」

　こほん、と一つ咳せき払ばらいをしてバイマールは話を本題へと戻もどした。

「勇者様の言う通り、きっかけが必要です。そして歌と音楽と、踊おどり……でしたか。芸術を使うことで今一度種族融ゆう和わの架かけ橋はしとするのも良いいと私は思います。ただ……」

「ただ？」

「この町の人々が私と同じように考えるという保証はありません。私も出来る限りの協力はさせていただきますが、もしかしたら極きよく端たんに皆みな様さまを怖こわがる者も出てくるかもしれないのです。あ、いえ！　あくまで可能性の話ですけれども」

　途端にユリナが落おち込こんだ様子を見て、バイマールが慌あわてて言葉を付け足した。

　バイマールの懸け念ねんはまさに的を射た指し摘てきだ。リックが先頭に立って一人一人に説明したとしても、方針に同調してくれない者や、どうしても異種族への恐きよう怖ふを拭ぬぐえない者も存在するだろう。

「いえ、その通りだと思います。だからこそちょっとした提案をさせてもらいたいんですよ」

　なので、種族を超こえた演目を大成功させるための下準備をしなければならないとリックは考えていた。勿もち論ろん勝算はかなり高いと踏ふんでいる。

「ほう、提案ですか？　それは一体？」

「この地へはレイヤ大陸の魔転体たいの渦うずを使って来ました。それから街かい道どうを歩いてルベリアの町へやってきたのですが、街かい道どうは荒あれたままで舗ほ装そうはされていませんし、町も瓦が礫れきが散乱していますし建物の修しゆう繕ぜんも進んでいません。なので、」

　そこで言葉を切って一拍ぱく置き、リックは指を鳴らして言った。

「俺おれ達たちが復興の手伝いをするっていうのはどうでしょうか？　勿もち論ろん初めは町の皆みなさんに受け入れられないかもしれませんけど、お手伝いをすることで少しずつ信しん頼らいを得られると思うんですよ」

「そ、それは……しかし、よろしいのですか？　確かに、私わたし達たちからすればお断りする理由などありませんが……」

　唐とう突とつな提案にバイマールは言葉に詰つまっており、啞あ然ぜんとした様子だった。

　リックが掲かかげた復興の手伝いには二つの目的があった。一つは、ユリナ達たちが披ひ露ろうする演目を成功するための地ならし。そしてもう一つは、ルベリアの町の人々を立ち直らせるための起き爆ばく剤ざいとするためだ。

　長く続いた魔ま王おうへの隷れい属ぞくによって傷付いた精神状態は、行動を起こそうとする意欲を呼び起こす大きな妨さまたげの一つではある。だがそれ以外にも、倒とう壊かいした建物の撤てつ去きよは人間の力だけではどうしても解決できない問題だ。そこで、ルベリアの町の人々だけでは取り除けない障害をリック達たちが片付けることによって、今後の町の再建への呼び水にしようリックは考えたのであった。

「あの……本当によろしいのでしょうか？」

「よくわかんないけど、たのしそうだからてつだうよ！」

　申し訳なさそうにバイマールが訊きくと、一番に返事をしたのはレムリアだった。

「はい、私わたし達たちにお手伝いさせてください」

　次いでユリナも同調する。だが、

「はぁっ！　ちょっとどういうことよそれ！」

「いっで！」

　一人憤ふん慨がいしたサララは不満を上げてリックの後頭部をさっきよりも強く指で弾はじいた。怒おこられるのも当然だ、リックの頭の中で勝手に完結していた話であり、サララに話せば反対されるのは火を見るより明らかだったので、たった今初めて内容を詳つまびらかにしたのだから。

「あ、いえ、こっちの話です」

　百回土下座するくらいの謝罪の気持ちを込こめてリックが目配せをすると、サララはどうにか抗こう議ぎの言葉を飲のみ込こんでくれた。きっとこの場の空気を読んで黙だまってくれたのだろう。けれどその代わり、サララからは殺気だった眼まな差ざしが容よう赦しやなく浴びせられた。

「それでは、勇者様にはまたもご迷めい惑わくをおかけすることになりますが、町を代表して改めて私からこの場でお願いさせていただきます。どうぞよろしくお願い致いたします」

「はい、俺おれ達たちが力を貸しましょう」

　こうしてちょっとした波乱があったものの、リックとバイマールの固い握あく手しゆによって種族融ゆう和わの第一歩が踏ふみ出だされたのであった。










　バイマールとの対談が終わり、リック達たちは町の人々を集めて事情を説明しユリナ達たちを紹しよう介かいした。予想通り、人々は一様に困こん惑わくし中には小さな悲鳴を上げる者もいた。だが、それでも最終的にリックの話を聞き入れてくれたのは、魔ま王おうを打ち滅ほろぼしたという功績のおかげで渋しぶ々しぶの了りよう承しようという形まで漕こぎ着つけることができたからだった。皆みなの納なつ得とくという理想には遠いけれど、今後のリック達たち次し第だいで人々の評価は逆転するはずだ。

　けれど、本格的にルベリアの町の復興活動を始めるため、リックは現在人目のない町の外れにて膝ひざを付き地面に額を擦すり合あわせていた。

「……偉い大だいなドリアードである私からの慈じ悲ひを与あたえてやるわ。弁解の言葉があるなら聞きましょうか」

「本当に申し訳ありませんでした」

　サララは転がっていた瓦が礫れきの上に座すわって脚あしを組み、足先で土下座しているリックの頭頂部を蹴けっている。こめかみの辺りに血管を浮うかべ、見るものの背筋を凍こおりつかせるような笑え顔がおは魔ま王おうと相対した時以上の恐きよう怖ふがあった。

　ぺしぺし、と頭を蹴けられているが、リックには文句を言う権利は与あたえられていないし、完全にリックに非がある状じよう況きようなので抗こう議ぎするつもりもない。

　それも当然だ。事前の相談なしに、勝手に復興活動に手を貸すなんて約束を取り付けてきたのだから。

「それで、どうしてこういうことになったのかしらね？　悪いのは私？　それともあんた？」

「それは……お、俺おれです……」

「思い当たることがあるのよね。この町に来る途と中ちゆう、あんたは何かを思い出して言葉を濁にごして誤ご魔ま化かしたこと。あれってやっぱり、私わたし達たちには説明してなかったけど今正直に喋しやべると反感を買うから言わないでおこう、って考えて黙だまってたのよね？」

「う……そ、それは……」

　サララの追つい及きゆうは、まるで首元に当てられた短刀に徐じよ々じよに力が込こめられていくようだった。一言一言が死を連想させるような、誤ご魔ま化かすことは決して許されないある種の脅きよう迫はく。それを前に、リックは正直に己おのれの非を認めることしかできなかった。

　ちなみに、この状じよう況きようでリックが顔を上げてしまうと見てはいけないものが強制的に視界に入ってしまい、サララとの間に修復不可能な溝みぞが生まれてしまうので地面の一点だけを見つめていなければならない。

「まったく、まっったく、まっっったく！　どうして私わたし達たちに事前に相談もなしに勝手に決めてるのよ！　これで二度目よね、二度目！　勝手に踊おどりを追加した時にあんたは反省もしてなかったわけ！」

「ご、ごめん！　で、でもさ！　俺おれは……」

「言い訳は聞きたくないわ！　私はやらないわよ。世せ界かい樹じゆユグドラシルを守護する私が、重たい荷物を運ぶ重労働なんて絶対にしないから！」

　そう言って最後にリックの頭が強く踏ふみ付つけられると、この場を去っていく足音が聞こえてきた。

　どう弁解しても、リックが報告、連れん絡らく、相談を怠おこたったのは事実。サララが怒おこるのも当然でありリックが叱しつ責せきされるのは当然だ。

　けれど、

「……この町の人々は最後まで魔ま王おうに苦しめられてたんだ！　明日まで無事に生きていられるかも分からない不安を何年も抱かかえながら奴ど隷れいのように働かされて、心も体もボロボロになってもずっと耐たえ抜ぬいてきたんだ。だから、俺おれはあの人ひと達たちをもう少しだけ助けてやりたくて！」

　リックは離はなれていく背中に思わず激情をぶつけてしまった。それでもサララは立ち止まることも振ふり返かえることもなく歩ほを進める。

「いや、違ちがうよな。これも俺おれの勝手な言い分だよな。助けたいっていうのは俺おれだけが思ってることだけかもしれないよな。でも……でもさ、ここで歌と音楽と踊おどりで異種族への苦手意識を取り除くためにも、もう少しだけ元気付けてあげる必要があるって、そう思ったんだ」

　考えがまとまらず、独り言と言い訳がごちゃごちゃに混ざり合って言いたい事が整理しきれない。これではサララに伝えたいことが半分も届いていないだろう。

「放っておけないんだ、困ってる人のこと！　だからユリナが、レムリアが、サララが困ってることがあっても絶対に助けたいって思うから！」

　思考がぐちゃぐちゃになりながらも、リックは思おもいの丈たけを真まっ直すぐにぶつける。すると、一いつ切さい反応を示さなかったサララが、一いつ瞬しゆんだけ肩かたを震ふるわせて立ち止まった。

「だから……大変なことはしなくていい。肉体労働は全部俺おれが引き受ける！　だから、サララもちょっとだけで構わないから、困ってる人がいたら助けてやってくれないかな？」

　サララの心に迷いが生まれていると信じて、リックは最後にもう一度だけ気持ちをぶつける。けれど、僅わずかに視線を落としていたサララは顔を上げると、振ふり返かえることもなく歩き去ってしまった。

「はぁ……悪いことしちゃったよな……。うん、完全に俺おれが悪いよな……」

　かくん、と顎あごを落とし、リックは重たいため息を吐はき出だした。どんな綺き麗れい事ごとを並べたところでサララの主張が正論なのだから、過去の失敗を顧かえりみずに同じ過あやまちを繰くり返かえしてしまったリックが全面的に悪い。

　ただ不幸中の幸いと言うべきか、サララが仲間から抜ぬけると言い出さなかったことについては安あん堵どしていた。現状この三人の内、誰だれか一人でも離り反はんしてしまうようなことがあれば企き画かく自体が丸ごと潰つぶれてしまうことになってしまう。

「俺おれが悪いんだ。付き合ってくれたユリナとレムリアには感謝して、俺おれが十人分くらいの働きをしよう。んで、サララには後でもう一回謝あやまっておかないとな」

　ぶんぶんと肩かたを回して体を解ほぐしておく。提案をするだけしておいて自分一人が楽をするわけにはいかない。馬車馬のように働いて勇者としての威い厳げんというやつを取とり戻もどさなければならない。

「……こういうところが俺おれの成長してないところなのかなぁ」

　両手の握にぎり拳こぶしをがっちり合わせて気合を入れたリックだったが、不意にバイマールの話に出てきた昔の仲間のことを思い出し、天を仰あおいだ。

　自分の我わが侭ままに巻まき込こみ、それが万ばん事じ上う手まくいくように仲間達たちが力を貸してくれる。それは魔ま王おうを倒たおすために集まってくれた仲間達たちも同じだ。戦せん闘とうでは猪ちよ突とつ猛もう進しん型のリックが毎回のように苦労をかけて、魔ま槍そう凶きよう騎きとの戦いを控ひかえた作戦会議では見当違ちがいの意見ばかりを並べるからちょっと黙だまっていて欲ほしいと言われて。そして、そんな失態ばかりの前回の旅から成長せず、今サララを怒おこらせてしまう失敗を犯おかした。

「何やってんだよなー、俺おれは！」

　リックは両手で頭を抱かかえて叫さけんだ。仲間への感謝以上に己おのれの不ふ甲が斐いなさを恥はじる気持ちが溢あふれて出てくる。

「……ふぅ。さて、こっからだこっから」

　悔くやしさ、恥はずかしさ、その他た諸もろ々もろ心に蔓延はびこるやるせない感情を吐はき出だして、リックは仕切りなおして再びがっちりと拳こぶしをぶつけ合う。ルベリアできっちりと成功を収め、一人前の男に成長しなければならないのだ。

「それに、ユリナも一人前になれるように俺おれが頑がん張ばらないとな」

　加えて、自分の唄うたが見つけられず羽を持てないユリナを一人前のセイレーンにしてやらなければならない。こんなところで悲ひ嘆たんに暮れている時間などないのだ。

　リックは急ぎ町の中心へ戻もどる。そこには待機している人々と一人残っていたユリナがリックを待っていた。

「悪い、ユリナ。一人にさせちゃって。大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「大だい丈じよう夫ぶです。でも、やっぱり話しかけようとすると怖こわがられてしまいますね……」

　ユリナが寂さびしそうに微ほほ笑えむ後ろから、警けい戒かい心を剝むき出だしにした視線が集まっていた。

「でも、皆みなさんとはきっと仲良くなれると思います。だから一いつ生しよう懸けん命めい、自分のできることはするつもりです」

「そうだな。俺おれも一いつ緒しよに頑がん張ばるからさ！」

「はいっ！」

　挫くじけることのないユリナの眩まぶしい笑え顔がおを見ていると、リックも元気が湧わいてくる。人々が町の再建への熱意を取とり戻もどすには、自じ分ぶん達たちの活かつ躍やくが大きく関係してくるのだ。腑ふ抜ぬけたところなど見せるわけにはいかない。

　辺りを見回せば掃そう除じや建物の補修など仕事は山積みだ。すぐにでも作業を始めたいところだが、まず一番に取とり掛かからなければならないのは瓦が礫れきの撤てつ去きよだ。そのためリックはこの場を離はなれてしまうわけにはいかなかった。何な故ぜなら、

「あ、レムリアさんが戻もどってきましたよ」

　ユリナが日光を遮さえぎるように手を額に添そえながら、ルベリアの町から少し離はなれた山さん岳がく地ち帯たいの方に体を向けた。やがて、小さな地じ響ひびきがリック達たちの足元にまで届き、周りの人々が何事かとざわつき始めた。

　そして、ルベリアの町に巨きよ大だい構造物が接近しているのを確かく認にんした途と端たん、辺りから悲鳴が上がった。何な故ぜならゆっくりと近付いてくるのが、家を易やす々やすと踏ふみ潰つぶせるくらい大きなゴーレムだからである。

「大だい丈じよう夫ぶです、あれは俺おれの仲間が操あやつってるものだから、皆みなさんに襲おそい掛かかったりはしません」

　騒さわぎを収めようとリックは大声で呼よび掛かけながら、腰こしに下げた自分の剣けんの柄えに手を添そえた。それを見た人々の喧けん騒そうが徐じよ々じよに沈ちん静せい化していく。何かあれば戦う準備はできている、というリックの仕し草ぐさを読み取ったのだろう。勿もち論ろん、レムリアが操あやつっているゴーレムなのでリックが剣けんを振ふるうことはないのだが。

「おーい、ユーシャー！　つれてきたよー」

「まずは崩くずれた大聖堂の瓦が礫れきから片付けてくれ。くれぐれも家をぶっ壊こわすなよー」

「はいはーい」

　ゴーレムの肩かたに乗り大きく手を振ふるレムリアに向かって、リックは大声で指示を飛ばす。全速力で走ってきたゴーレムは町の防ぼう壁へきの傍そばに到とう着ちやくすると一いつ旦たん立ち止まり、それからは家々を踏ふみ潰つぶさないように慎しん重ちように歩ほを進めていく。

　人々はぶるぶると青くなった唇くちびるを震ふるわせたり、祈いのるように両手を組んだり、じりじりと後あと退ずさりしたり、とレムリアのゴーレムの行動の一つ一つを不安げに見つめていた。

「ユーシャ、これをぜんぶもっていっちゃっていいの？」

「おう、頼たのむ！　一いつ旦たん町の外まで出しちゃってくれ」

「わかった、なげすてておくー」

「いや、投げるなよ！　破は片へんが飛び散って町の中に被ひ害がいが出るかもしれないだろが！」

　レムリアの乱暴な手段を早々に却きやつ下かし、慎しん重ちように除去作業を行うように指示を出す。

「よーし、ゴーレムのすごさをとくとごらんあれー」

　肩かたの上からゴーレムを操作するレムリアが横よこ倒だおしになったままの大聖堂の尖せん塔とう部分を指差した。ゴーレムはゆっくりとした動きで巨きよ大だいな瓦が礫れきを軽々と持ち上げた。そして一度に数多くの瓦が礫れきを運べるよう積み木のように器用に重ね合わせていく。おおー、と傍そばで見上げるリックは感心の声を上げたのだが、徐じよ々じよに高さが増していくのを見て強きよう烈れつな不安を感じ始めていた。調子に乗ったレムリアが高く積みすぎて倒とう壊かいさせる未来しか見えなかったのだ。

「お、おいレムリア！　調子の乗ってないでそろそろ運んでくれ！　見てて危なっかしいぞ！」

「えー、そんなことないよー。ほらほら、もっとのせても……って、わわわっ！」

「ば、馬ば鹿か！　危ねぇ！」

　完全に興が乗ってしまったレムリアがゴーレムの操作を誤り、積み上げた瓦が礫れきがグラグラと激しく揺ゆれ始める。しかし、そこからレムリアがゴーレムの体勢を立て直し、どうにか安定を取とり戻もどした。

「あ、あぶねぇ……。こらレムリア！　だから危ないっていっただろ！」

「ごめんごめーん。でもほら、だいじょーぶだったでしょ？」

「大だい丈じよう夫ぶだったでしょ、じゃないだろ！　危ないからまずそれを片付けてこい！」

　遙はるか頭上で照れくさそうに笑っているレムリアを大声で叱しかり付つけ、リックは大だい惨さん事じを招かなったことに胸を撫なで下おろした。あのまま瓦が礫れきが崩くずれ落おちていたらリックの身がただでは済まなかった。

　だが、束つかの間まの安あん堵どの直後だった。

「やっぱりここはだいきろくにちょうせんすることにしよう！　あといっこくらいへいきだよねきっと！」

「だー！　レムリア！　それ以上は危険だから止めろって……」

「よっと……ほらちゃんとのせられ、た……とっ、とっ、と……」

「こ、こら！　倒たおすなよ！　ちゃんと持ってろよ！」

「と、と……ととっ……ごめんユーシャ、やっぱりむりだったからたおれちゃう」

「倒たおれちゃうじゃねー！」

　瓦が礫れきの状態維い持じに失敗したレムリアが、待ち合わせに遅ち刻こくしたかのように軽く詫わびた。しかしリックの頭上から襲おそい掛かかるは瓦が礫れきの雨だ。押おし潰つぶされたら大怪け我がでは済まない重量の欠片かけらが次々と降ってくる。

「うおっ！　っとぉ！　あっぶ！　ねぇぇぇ！」

　剣けんで弾はじくことも可能だったが、更さらに建物を損そん壊かいさせてしまう可能性があったのでリックは冷静に落下の軌き道どうを読んで回かい避ひしていく。しかし瓦が礫れきは次々と突つき刺ささり退路を断っていく。そして気付けば四方を囲まれてしまい身動きが取れなくなってしまった。そんなリックの頭上から最後の瓦が礫れきが落ちてくる。

「や、やばいやばいやばい！」

　このまま頭を守って屈かがんでも結局は瓦が礫れきに押おし潰つぶされて怪け我がをしてしまう。ならば、とリックは咄とつ嗟さに鞘さやに納められたままの剣けんを思い切り地面に突つき立たて、出来る限り体を小さくしてしゃがみ込こんだ。

　大地が揺ゆれ、土つち埃ぼこりが舞まい上あがった。だが、最後の瓦が礫れきはリックの体を押おし潰つぶすことはなかった。寸前で大地に突つき立たてた剣けんが杭くいの役割を果たし、圧あつ潰かいを防いでくれたのである。

「や……やばかった……」

　目の前にまで迫せまっていた瓦が礫れきを見つめながら、リックはぐっしょりと嫌いやな汗あせで濡ぬれた額を拭ぬぐった。

　きっと町の武器屋で売っている鉄や鋼はがねの剣けんであれば重量に耐たえきれず折れていただろう。けれど、リックの剣けんは失われた古代鉱石で作られた伝説の名めい剣けんだ。瓦が礫れきで押おし潰つぶされようと刀身には傷一つ刻まれることはない。

「だから危ないって言っただろうがー！」

「ごめーん、つぎからきをつけるー」

　危あやうく死にかけたリックは瓦が礫れきの隙すき間まからどうにか這はいずり出た。レムリアは小さく謝罪すると、倒たおした瓦が礫れきをさっさと拾い集めて町の外へ運んでいってしまった。

「死にかけたぞ、まったく……」

　ふぅ、とリックは一息ついて次に瓦が礫れきの撤てつ去きよが必要な場所を探す。そこへ、ガラガラと何かを引ひき摺ずる音が近付いてきた。けたたましい音の方を振ふり向むくと、今にも車輪が外れそうなボロボロの荷車を引っ張って来るユリナが見えた。

「あ……あ、の……わた、も……お手、伝い……し、ます……」

　一歩、また一歩とゆっくり近付いてくるユリナは、顔を真っ赤にして息も途と切ぎれ途と切ぎれだ。木材が腐くさり、車輪の回転が悪くなっているのもあるが、その荷車は線の細い女の子が引っ張るには重すぎる代しろ物ものだ。

「お、おいおい……大だい丈じよう夫ぶか？　俺おれが代わるって」

「ご、ごめん、なさい……」

　リックが交代してやると、ユリナは膝ひざに手を付き肩かたを上下させながらしばらく荒あらい呼吸をしていた。その額には珠たまのような汗あせが浮うかんでいる。

「無茶するなよ、重かっただろこれ？」

「はい、でも……私も何か、できるかなって思って……」

「いや、瓦が礫れきの撤てつ去きよはレムリアに任せていいって。ユリナには別のことを」

「私でも、これくらいのものは……よい、っしょ……！」

　手ての甲こうで汗あせを拭ぬぐうと、ユリナは通行の妨さまたげになっていた小さな瓦が礫れきを両手で摑つかみ、慣れない肉体労働で細い腕うでをぷるぷると震ふるわせながら荷車に載のせた。

「ほら、細かいものなら……私にだって、できますよ」

「めっちゃ腕うでがぷるぷるしてたのに……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　もっと大きなものだって運べちゃいますから！」

　ぷっくりと頰ほおを膨ふくらませると、ユリナは珍めずらしく対たい抗こう意識を燃やして強気な態度を取った。そして先さき程ほどより一回り大きな瓦が礫れきを両手で摑つかんだ。しかし、残念ながらユリナの腕わん力りよくでは持ち上げることはできなかった。

「ほら、無理するなって」

　見かねたリックが片手で軽々と摑つかみ上げて荷車に投げ載のせた。あっさり片付けられてしまったことが悔くやしいのか、ユリナは何か言いたげな目を向けてくる。

「無理なんかじゃありませんよ。私にだってこれくらい、は！　くぅ……う……うー！」

　ユリナは負けを認めたくないようで、似たような大きさの瓦が礫れきを見つけては果か敢かんに挑ちよう戦せんしていく。だが、非力な力ではびくともしなかった。

「あと……ちょ、っと……なの、に……」

「全然あとちょっとじゃないだろ。そんなに無理したら怪け我がするからやめとけって。ほらこういうのは俺おれが……」

「むー……リックさん、ひどいです！」

「い、いてて！　何で叩たたくんだよ……」

　横から奪うばい取とるようにひょいと瓦が礫れきの欠片かけらを持ち上げるリックは、ぽかぽかとユリナの背中を叩たたかれてしまった。

　セイレーンは元々肉体的に優すぐれた能力を持った種族ではないため、このような作業には不向きだ。けれど、ユリナはそれでも諦あきらめようとはせず自分に出来ることに必死になって挑ちよう戦せんし、ルベリアの町を復興に手を貸そうとしていた。一いつ切さいの打算が感じられないのは、ユリナの持つ健けな気げで博愛に溢あふれる心がその行動から伝わってくるからだ。

　そんな懸けん命めいな姿を見ていると、リックも励はげまされ勇気付けられる。自分の力でユリナを助けてやりたいと思い、自然と己おのれを奮起させてしまう。そこにはきっと種族の違ちがいなんて関係がない。誰だれかの助けになりたいという純じゆん粋すいな気持ちが心に響ひびいたのだ。

「お……俺おれ達たちもやるぞ」

「誰だれか、こいつを一いつ緒しよに運んでくれ」

「確かもう一つ荷車があったよな。お、俺おれ……取ってくる」

　そんなユリナの姿に感化されたのか、異種族を前に当とう惑わくしていたルベリアの人々が少しずつ作業に加わり始める。一人が二人へ。二人が四人へ。最終的には各おの々おのが自分の役割を認にん識しきし、指示がなくとも行動を起こすようになった。

「……ユリナのおかげでいい感じになってきたな」

「え、私が何かしましたか？」

　目をパチクリさせているユリナは、どうやら自分がこの決起のきっかけを作り出したことに気付いていないようだ。リックは思わず噴き出してしまうと、ユリナは不満を訴うつたえる目を向けてむくれた。

「どうして笑うんですか!?」

「何でもないぞ。これならルベリアの町もすぐに綺き麗れいになりそうだな」

「そうですね、頑がん張ばりましょう！」

　そう言って通りに転がる瓦が礫れきを片付けに走るユリナだが、やはり自分の限界を理解していないのか持ち上げることができずに悪あく戦せん苦く闘とうしていた。

「あとはユリナ達たちと仲良くなってくれりゃいいんだけどな……」

　リック達たちがもたらした新しい息い吹ぶきは、ルベリアの人々の心に清すが々すがしい風を運んだはずだ。もう少しリック達たちが助力をしてやれば、いずれは彼かれらだけでも復興への道を歩んでいくことだろう。

　残るは、異種族との友好的な関係を築く架かけ橋はしを彼かれらの心に架かけてやるだけだ。作業にあたっている彼かれらは、まだユリナが傍そばに寄って来ただけで条件反射のように警けい戒かいしてしまうが、このまま順調に事が進んでいけば、異種族という色眼鏡を外してユリナ達たちと触ふれ合あうことができるだろう。

「このまま問題なく進めていかないとな」

　怪け我が人にんを出さないように周囲に気を配りながら、一歩ずつ着実に。大きな失敗さえしなければ、このまま復興活動は軌き道どうに乗っていくだろう。

　そんな風にリックは考えていたのだが。

　直後、強きよう烈れつな破は砕さい音が轟とどろいた。

「ユーシャ、ごめーん！　なんかにぶつかったー！」

「ぶつかった、じゃねぇよ！　町の防ぼう壁へきがぶっ壊こわれてるじゃねぇか！」

　見れば、そこには防ぼう壁へきを跨またごうとしたら目測を誤って見事に倒たおれているゴーレムと、元々穴だらけで劣れつ化かしていたところにとどめの一いち撃げきを受けて粉々になった防ぼう壁へきがあった。

　レムリアから目を離はなすべきではなかった。そう後悔しながら、リックは両手で顔を覆おおった。




「とりあえずでかい瓦が礫れきは大体片付けられたな」

　一いつ旦たん休きゆう憩けい時間を取り、ユリナとレムリアも含ふくめて皆みなが体を休めている間に、リックは改めてぐるりと町を見回りに歩いていた。他にもレムリアのゴーレムを使って大規模な瓦が礫れきの撤てつ去きよ作業を行う必要のある場所があるか、検分にあたっているのだ。

「レムリアにはもう少し慎しん重ちようにやってもらわないと……。俺おれの命がいくつあっても足りないぞ」

　つい先さき程ほど、派手に転んで防ぼう壁へきを破は壊かいしながら倒たおれたゴーレムの姿を思おもい浮うかべてリックは目を眇すがめた。瓦が礫れきを町の外へ運ぶ、という過程で起きたため被ひ害がいは少なかったのだが、仮にあのゴーレムが作業にあたる人々の方へ倒たおれてしまったら大だい惨さん事じでは済まない事故になってしまう。町の人々と家々を守りきるのは、いかにリックであっても不可能だ。

「もう少し小さいゴーレムを何体か作ってもらって、色んな場所でバラバラに作業させたら効率がいいんだけどな」

　今後の作業方針について考えながら歩いていると、リックはいつの間にか町の外れにまできてしまっていた。見通しがよく開けた場所で、耕たがやされた形けい跡せきを見るにどうやらここは作物を育てる畑のようだ。だが、雑草一本すら生えておらず、まるで土が死んでいるかのように荒あれていた。

「……ん？」

　そこに人ひと影かげを見つけてリックは目を凝こらす。作物を貯蔵しておく小屋だろうか。屋根は穴だらけで、壁かべもボロボロに朽くちているが、傍そばにあった小さな木製の椅い子すに座すわっている一人の女の子の姿を見つけた。

「サララ……だよな？　それに、町の子供……か？」

　一いつ瞬しゆん見み間ま違ちがいかと思って、リックは何度か目を瞬しばたたいた。サララの周囲に集まる小さな子供達たちは三人。皆みな、静かに座すわりながらサララの手元を興きよう味み津しん々しんな様子で見つめている。

　気付かれないようリックは物音を立てないように近付いて行く。何かを熱心に作っているサララが今まで見たことがない程ほどに楽しそうな笑え顔がおを浮うかべていた。耳を澄すませてみると鼻歌まで聞こえてくる。

　一体サララは何をしているのか。リックは彼かの女じよの手元に注目してみる。

　サララが手にしていたのは薄うすい板状の木材だ。それを刀身が小指くらいの短刀で丁てい寧ねいに削けずっている。時々目の高さに板を運び、長さや太さの具合を様々な角度から眺ながめていた。

　やがて余計な部分を削そぎ落とし終わると、錐きりのようなもので中心に穴を開け始めた。やがて穴が裏り面めんにまで達すると、細く仕上げられた棒を穴の大きさに合わせて削けずり、細かく太さを調節していく。

　その製作過程を見ていて、リックは察することができた。サララは子供達たちのために玩具おもちやを作ってあげているのだ。

　棒がしっかりと穴に差さし込こまれたのを確かく認にんすると、サララは放り投げるようにして両手で棒を回転させた。板状の木材が揚よう力りよくを得て上空へ高々と舞まい上あがる。

「すごーい！」

「すっげー！」

「おねーちゃん、ありがとー！」

　子供達たちは夢中になって空へ飛び上がった玩具おもちやを追いかけていった。

「ふふっ、とりあえずはこんな感じかしらね」

　楽しげに駆かけ回まわる子供達たちを見ながら、サララは優やさしげに微ほほ笑えんでいた。普ふ段だんは微み塵じんも垣かい間ま見せることのない清せい楚そな笑え顔がおは、思わず見み惚とれてしまう程ほどの眩まぶしさがあった。

「……そっか、サララも手伝ってくれたんだ」

　慈じ愛あいに満みち溢あふれたサララの表情を見てリックは安あん堵どしていた。ルベリアの町の復興作業を手伝うという方針について事前に連れん絡らくをしなかったことで怒おこらせてしまったけれど、サララはリックの意志に理解を示し密ひそかに手を貸してくれていたのだ。

　それから、椅い子すの下に置いてあった楽器を手に取ると、音を確かめるように弦げんを弾はじいていく。どうやら楽器の一つは既すでに完成していたらしい。サララは真しん剣けんな顔付きで弦げんの張りの固さや長さを確かく認にんしながら音を重ねていく。やがて優やさしい音色が繫つながっていき、曲として昇しよう華かしていく。

　作曲の方も順調のようだ。リックのわがままで先刻はサララを怒おこらせてしまったけれど、このルベリアの町で歌と音楽と踊おどりを披ひ露ろうすることを放ほう棄きしたわけではなさそうだ。

　やはり、今一度しっかり誠意を見せておくべきだろう。改めて感謝と謝罪を伝え、今後のためにもわだかまりを解いておくべきだと、子供達たちを見守っているサララに近付こうとした。

「ん？」

　けれど、視界の片かた隅すみに妙みような二人組の男の姿を捉とらえてリックは立ち止まる。

　ちょうどリックとサララの中間に位置する場所にある古びた廃はい屋おくの物もの陰かげ。そこから顔をちらちらと出してはサララの様子を窺うかがいつつも、まるで嫌いやな仕事を押おし付つけあうように互たがいの背中を押おし合って揉もめているようだった。距きよ離りを置いたこの位置から見ていると、意中の女の子に自分の気持ちをぶつけようとしているのに臆おく病びよう心が出てしまい踏ふん切ぎりが付かない情けない男二人、に見えなくもない。ただ、一人は禿とく頭とうで一人は見事な顎あごひげ。皺しわが刻まれた顔から判断して歳としは四十から五十という風に見えるので、さすがに告白をしようと躊躇ためらっているわけではなさそうだが。

　しばらくの間、リックは男達たちを観察してみた。だが、小声で言い争いながら取っ組み合いを始めたのが不ふ憫びんに思えてきたので、サララに気付かれないよう助たすけ舟ぶねを出そうと接近を試みることにした。

「あっ……」

　が、お約束通りの展開をなぞるように第一歩目で小枝を踏ふん付づけて折ってしまい、物音が立ってしまった。当然その音を拾ったサララはこちらを見ると、先さき程ほどまでの笑え顔がおは一いつ瞬しゆんにして消えてしまい苛いら立だちを帯びた表情になってしまった。

「えーっと……よ、よぅ」

　とりあえずぎこちない挨あい拶さつをしてみたが、サララは嫌けん悪お感を露あらわにしたように目を眇すがめた。

「わ、悪い……邪じや魔ましちゃったよな？」

「そうね、邪じや魔ま」

　サララにはきっぱりと拒きよ絶ぜつの意志を示されてしまい、取り付く島もない。これでは誠心誠意をもって頭を下げても話を聞いてもらえそうにない。

　謝罪についてはまた出直した方が良さそうだ。けれど、だからといって今すぐ立ち去ってしまうわけにもいかない。相変わらず物もの陰かげからちらちらと状じよう況きようを窺うかがっている男達たち二人が、一体何を企たくらんでいるのかを明らかにしなければならない。

「さっさとどこかへ行って欲ほしいんだけど。集中できないから」

「あー、うん……。ただ用があるのは俺おれだけじゃないみたいなんだよ。そこのお二人さん、いい加か減げん出てきたらどうだ？」

　リックが呼よび掛かけると、男達たちが隠かくれる廃はい屋おくから「ば、ばれたぞ！」「早く行けって！」という驚おどろきの声が聞こえてきた。だがしばらく登場を待ってみても、相変わらず二人の男は揉もめているようで姿を見せなかった。呆あきれたリックは痺しびれを切らし、男達たちの方へ近付いて廃はい屋おくの影かげから引っ張り出した。

「さっきから何を揉もめてるんだ」

「勇者様、いえこれはですね……」

「決して揉もめていたわけでは……」

　禿とく頭とうの男と顎あごひげの男は、サララの前に引きずり出されると萎い縮しゆくし、胡う散さん臭くさい商人のように揉もみ手でをし始めた。その二人を見てサララは不ふ機き嫌げんそうに露ろ骨こつなため息をつくと、立ち上がりこの場を離はなれようとした。

「わー、ちょっと待った待った。ほらサララに用があったんだろ？」

「いえ、その、お、お邪じや魔まになってしまうのかと思ってですね……」

「そうよ。邪じや魔まになるだけ」

「そ、そうですよね、はははは……」

「……何なのよ？」

　愛あい想そ笑わらいで取とり繕つくろう男達たちに苛いら立だち、サララの言葉に刺とげ々とげしさが含ふくまれた。とうとう怒おこらせてしまったと慌あわてた二人の男は、即そく座ざに背筋を正すと猛もう烈れつな勢いで頭を下げて謝罪した。

「す、すみません！　すみません！」

「実はドリアード様にお願いがあったのです！」

「……それで？」

　嘆たん息そくしながらサララは椅い子すに座すわり直すと、脚あしを組んで目を瞑つぶった。言葉にはまだ怒ど気きが感じられるが、どうやら話だけは聞いてくれるようだ。

「じ、実はですね……お、お願いがありまして……」

「それはさっきも聞いた。さっさと話さないともう行くわよ」

「し、失礼しました！　そ、それでですね、こ、こ、こちらの畑のことなのですが……」

　サララの逆げき鱗りんに触ふれないよう、二人の男はおっかなびっくり事情を話し始めた。

「この畑でまた作物を育てようと思うのですが、種を撒まいても芽が出ないものでして……」

「私わたし達たちにはさっぱり原因が分からないものでして、ドリアード様でしたら……その、お分かりになるかな、と……」

「芽が出ない？」

　つまらなそうにしていたサララの瞳ひとみが深刻そうに細められた。膝ひざの上に頰ほお杖づえを付くような姿勢になって黙もつ考こうを続けると、サララは一いつ旦たん楽器を椅い子すの上に置いて二人の男達たちの方へと近寄ってきた。

「種」

「は、はい？」

「種を見せなさい」

「ここ、こ、こちらです！」

　男は小さな革かわ袋ぶくろを渡わたした。サララは袋ふくろを開け、中に入っていた種をいくつか手の平に乗せると、一つ一つをじっと見つめ、時々指先でなぞったりして状態を確かく認にんしていた。

　口を挟はさめるような問題ではなく、リックはじっとサララを見つめていた。気け怠だるそうだった横顔はどこか凜り々りしささえ感じられる程ほどに真しん剣けんさを帯びていて、見み惚とれてしまったかのように目が離はなせなくなった。

「状態は良くはないけど、種の方に問題はない……。ということは、土の方に問題が？」

　種を革かわ袋ぶくろへ戻もどすと、サララは再び考かんがえ込こみぶつぶつと独り言を呟つぶやいた。そして畑の方へ向かうとその場にしゃがみ込こみ、土に触ふれて優やさしく撫なで始める。

　目を閉じるサララは何かに集中しているようだった。その間リックも、二人の男も口を閉ざしただ成り行きを見守っていた。この静せい寂じやくを邪じや魔ましてしまったら、サララの激げき怒どの雷かみなりが落ちてしまいそうな気がしたからだ。

「……なるほど、この土のせいね」

　どうやら種が芽め吹ぶかない原因が判明したらしい。サララは顔を上げると人差し指を立て、手招きするように動かしてリックを呼んだ。

「ちょっとあんた、手伝いなさい」

「は？　俺おれ？」

「そうよ。後始末はあんたの仕事」

　拒きよ否ひなど絶対に許さないというような命令がサララから下ったため、リックは素す直なおに従い畑の方へと駆かけ寄よった。

「後始末って、俺おれは土のこととか作物の育て方とか全然分からないぞ」

「いいから、そこに立ってなさい」

　ぶっきらぼうにそれだけ言うと、サララは再び地面に右手を添そえて目を閉じた。

　ふぅー、と浅い吐と息いきがサララの口から漏もれる。そして地面に触ふれていた右手に力が込こめられ、指先が土の中へと入った。小さなサララの息いき遣づかいが徐じよ々じよに大きくなり、その表情は苦痛を堪たえるように歪ゆがんでいく。

「お、おい……何を……うおっ！」

　さすがに様子がおかしいと判断し、リックはサララに話しかけた瞬しゆん間かん、まるで大地を突つき上あげるような衝しよう撃げきが走り、リックは思わずよろめいた。禿とく頭とうの男と顎あごひげの男は地鳴りに耐たえ切れずに尻しり餅もちを付いている。

　まるで大地を苛か烈れつな力が駆かけ巡めぐっているようだ。脈動するように、蠕ぜん動どうするように、巨きよ大だいな力の奔ほん流りゆうが大地を突つき破やぶろうという不気味なうねりを感じる。リックは姿勢を低くして上体を維い持じする。

　その間もサララは地面に手をかざしたままだ。けれど、額には大きな汗あせが浮うかび、鼻先から雫しずくが落ちていく。サララは苦く悶もんの声を上げ、今も尚なお辛つらそうに歯は嚙がみしている。それでも右手を離はなそうとしてないのは、まるで何かを誘おびき寄よせる囮おとりにしているように見えた。

「……何か来るっ！」

　そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、リックは既すでに鞘さやに納まった状態の剣けんを構えていた。そして荒こう廃はいした土地の下から突つき出だしてきたのは、奇き怪かいに蠢うごめく十六本の触しよく手しゆ、いや木の根だ。

「なんじゃこりゃ……」

　予想だにしない展開にリックは驚きよう愕がくで立ち止まった。この木の根はドリアードの力であるサララが生み出したものなのだろうか。だが、滅めつ紫しに染め上げられたような禍まが々まがしい色をした木の根からは身に覚えのある敵意と悪意が伝わってくる。これは自じ分ぶん達たちを攻こう撃げきしてくる敵だ。

　しかし、魔ま王おうを倒たおした今になって何な故ぜこのような事態が。

「ひ、ひえぇぇ！」

「ドリアード様！　これは一体何が！」

「安心しなさい。ここにいる勇者様が何とかしてくれるみたいだから」

「何とかって、どうすればいいんだ？」

　サララは挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべるが、事情を飲のみ込こめないリックは脈動する触しよく手しゆを連想させるような木の根を見て顔を顰しかめていた。

「あれをさっさと斬きりなさい」

「おいサララ、あれは何だよ？　木の根じゃ……」

「いいから早く。このままだと襲おそってくるわよ」

　サララは汗あせを拭ぬぐうと、体をふらつかせながらよろよろと立ち上がった。突とつ如じよ大地から現れた木の根の正体は。サララは一体何をしていた。様々な疑問が目まぐるしく脳のう裏りを駆かけ巡めぐるが、リックは一度頭の外に追いやる。事態がどうであれ、今は自分がひょろひょろとうねる木の根を殲せん滅めつしなければ町の人々に被ひ害がいが及およぶのは明白だからだ。

「とりあえずあなた達たちは早くこっから離はなれて……って、もういない！」

「勇者様、どうぞよろしくお願いいたします！　応おう援えんならば私わたし達たちに任せてください！」

「力の限り応おう援えん致いたします！　ご要望があれば声が嗄かれるくらいに！」

「い、いや、そこまでしてくれなくて大だい丈じよう夫ぶだ……」

　指示する前にさっさと物もの陰かげに隠かくれていた町の男二人は、もういい年ねん齢れいだというのに目を輝かがやかせながら顔だけを覗のぞかせてリックに激げき励れいを飛ばしていた。どうやら勇者の戦せん闘とうを間近で見られるということで興奮しているようだ。

　背中がくすぐったくなるのを感じながら、リックは気を取り直して戦せん闘とう態勢に入る。凶まが々まがしさが感じられるものの、ユグドラシルの森でサララが操あやつった木の根と根本的には同じだ。剣けんを抜ぬかずとも対処することは可能だろう。

「おし、いくぞ！」

　ぐっ、と足に力を込こめ、リックは前方に跳ちよう躍やくするような姿勢で疾しつ走そうした。己おのれの命を脅おびやかす外敵だと判断したのか、木の根が突とつ貫かんするリックを串くし刺ざしにせんと襲おそい掛かかってくる。

　鋭するどく研とがれた根の先せん端たんは槍やりの穂ほ先さきのようだ。かといって先せん端たんだけに注意していれば、鞭むちのように根に引ひっ叩ぱたかれてしまう。そして十六という数。一見すると多勢に無勢という状じよう況きように見えるのだが、リックには久しぶりの戦せん闘とうという僅わずかな緊きん張ちよう感はあっても臆おくする気持ちはない。

　この程度の苦難など、勇者であるリックには困難にすらならない。

「ふっ！」

　鞘さやが刃はを隠かくした状態のまま、リックは剣けんを引き刺し突とつの構えを取ると、膂りよ力りよくと共に木の根の中心を鞘さやの先せん端たんで穿うがつ。すると、暴れ回る根は痙けい攣れんを起こしたように震ふるえ、やがて枯かれたように生気を失った色になって崩くずれ落おちた。

「お見事！　勇者様、お見事ですぞ！」

「さっすが勇者様だ！　その調子で次もいきましょう！」

　あまり励はげみにならない応おう援えんを背中に受けながら、リックは再び構えを取る。

　ユグドラシルの森で戦った時のように、今回も剣けん気きを衝しよう撃げきで砕くだくことも可能ではある。それでは効率が悪い。狙ねらうは一点。根の根幹を成す部分一点に強きよう烈れつな衝しよう撃げきを与あたえて組織の内部崩ほう壊かいを起こし、破は砕さいするという攻こう撃げきを採ることにした。

　短い呼気と共に繰くり出だされた刺し突とつによって三本の木の根を再起不能にする。そして頭上から襲おそい掛かかる五本の根を難なく回かい避ひすると、五月雨さみだれのような刺し突とつによって一いつ瞬しゆんにして動きを止めた。

　残り七本。今度は前方三方向、後方三方向、そして頭上という構成の空間攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。リックの逃にげ場ばは全て封ふうじられた形だ。

　だが臆おくすることなく、リックは剣けんを水平に構えたまま十分に距きよ離りを引き付けると、七本の木の根が重なる一点を正確に見み抜ぬき、閃せん光こうのような突つきを繰くり出だした。喘あえぐように蠕ぜん動どうした根は、しばらくして事切れたように倒たおれ落ちた。

　木の根が残っていないことを確かく認にんし、リックは剣けんを戻した。傷は勿もち論ろん負ってはいないのだが、魔ま王おうを倒たおした時と比べると体の動きに多少の澱よどみがあるような気がした。連戦続きだった当時と比べて、身体能力が低下してしまっていることが悔くやしかった。

　今の戦せん闘とうを眺ながめていた男達たちはあんぐりと口を開いて言葉を失っていた。とりあえず二人に被ひ害がいが及およんでいないことを確かく認にんすると、リックは椅い子すに座すわって休きゆう憩けいしていたサララの方へ走り寄った。

「言われた通り斬きったぞ。それで、今のは木の根だよな？　サララは一体何をしたんだ？」

「ちょっと地面の底に眠ねむっていた老廃はい物ぶつを取り除いただけよ」

「老廃はい物ぶつ？」

「……はぁ。説明するわよ。ちょっとそこの二人、こっちに来て」

　頭の上に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶリックを見かねたサララは、呆ぼう然ぜんと突つっ立たっている男達たちを呼んだ。そこでようやく自分を取とり戻もどした二人の男は、畑から木の根が再び飛び出してこないか警けい戒かいしながらおそるおそる近付いてきた。

「種が育たなかったのは、土の下にあれがいたのが原因。以上よ」

　と端たん的てきな説明をしてサララの話が終わらせようとしたので、困こん惑わくする男二人に代わってリックが疑問をぶつけることにした。

「以上、ってちょっと待ってくれ。魔ま王おうを倒たおしたのに土の下にあんなのが残ってたのか？　魔ま王おうの瘴しよう気きで操あやつられてた種族か？　もしかしてサララみたいにドリアードが……」

「ドリアードは私以外存在しないし、私の責任でもないわよ！　偉い大だいなドリアードである私を馬ば鹿かにしてるの？」

「いや、そういうつもりじゃなくて……」

「……ちょうどこの土地には魔ま王おうの瘴しよう気きが残ってたのよ。魔ま王おうが倒たおされてほとんどの種族は正気を取とり戻もどしたけど、まだ影えい響きようが残ってる場所もあるでしょ」

「あぁ、そういうことか」

　ようやく得心がいってリックは手を叩たたいた。

　魔ま王おうの瘴しよう気きはその名の通とおり魔ま王おうから発せられる邪じや気きで、様々な種族の心を奪うばった。それも半年前にリック達たちが魔ま王おうを倒たおしたことで瘴しよう気きの発生は止まったのだが、魔ま王おうの命と共に消しよう滅めつすることもあれば、ある程度の時間を必要とすることもあった。現在、ほとんどの種族は魔ま王おうの瘴しよう気きから解放されて自分を取とり戻もどすことができたのだが、残された魔ま王おう城の付近に魔ま王おうの瘴しよう気きが漂ただよっているように、まだ完全に消しよう滅めつしていない瘴しよう気きも存在している。

「ルベリアの町は魔ま王おう城が近くにあったことで、まだ魔ま王おうの瘴しよう気きの影えい響きようが残ってる箇か所しよが多いんだな」

「影えい響きようについては私も詳くわしく知らないけど、種子の成長を妨ぼう害がいしていたっていうのは確かね。けどこの辺り一帯の地面に蔓まん延えんしていた魔ま王おうの瘴しよう気きは、全部この周辺に集めて木の根として外に出したから、あとは普ふ通つうに育てれば大だい丈じよう夫ぶでしょうね」

「おおっ、そうですか！　ありがとうございます、ドリアード様！」

「さすがドリアード様だ！　これで作物を収しゆう穫かくすることができます！」

「ま、まぁ……偉い大だいなドリアードである私にとっては簡単な仕事ではあったけどね」

　歓かん喜きに湧わく二人の男から感謝され、サララは涼すずしい顔を装よそおって淡たん々たんと答えようとしたのだが、残念ながら照れているのを隠かくし切れておらず、頰ほおが僅わずかに緩ゆるんでいた。

　ただ、サララの頰ほおに一筋の汗あせが伝っているのを見て、魔ま王おうの瘴しよう気きを宿した木の根を地上に出した時に苦しそうにしていたのをリックは思い出した。

「でも、大だい丈じよう夫ぶだったか？　さっきはすごく大変そうに見えたぞ。苦しそうな顔をしてたし」

「ふぇっ！　な、な、何のことよ!?」

「この辺り一帯の魔ま王おうの瘴しよう気きを一箇か所しよに集めるために木の根を使ったんだよな？　ってことは、間接的に魔ま王おうの瘴しよう気きに触ふれたってことだろ？　やっぱり負担も大きかったんじゃないのか？」

　珍めずらしく論理的な思考が冴さえ渡わたり、魔ま王おうの瘴しよう気きが含ふくまれた木の根が登場するまでの筋道を推理してみたのだが、サララは不自然に目を泳がせるとくるりとこちらに背を向けてしまった。

「た、た、大したことじゃないわよ別に！　ドリアードは偉い大だいなんだから、これくらいはできて当然なの！」
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　何な故ぜかサララは駄だ々だっ子このような言こと葉ば遣づかいになっていたが、いずれにせよサララはルベリアの町の人々の悩なやみを解決してくれたのだ。

「さっそく種を植えるぞ。あと三ヶ月もすれば美う味まいものが食えるぞ！」

「よし、じゃあやるか！」

　早さつ速そく男達たちは種たね蒔まきの準備に取とり掛かかる。勿もち論ろん土ど壌じようが元に戻もどって作物を育てられることは喜ぶべきことだが、収しゆう穫かくまでまだ時間がかかるとなると、貧しい食生活から脱だつ却きやくするのは先のことになる。ルベリアの町には子供も少なくないので、住居の改善と食事の問題については優先的に解決してやりたいとリックは考えていたが、残念ながら作物の成長に関してはいかに勇者であってもどうすることもできない。

「三ヵ月後は腹いっぱい食べられそうだな！」

「絶対に枯からすなよ、ドリアード様が力を貸してくれたんだぞ」

　けれど、男達たちの口からは悲観的な言葉は出てこなかった。むしろ希望に満ち満ちた笑え顔がおで嬉き々きとして畑を耕し始めている。

　きっと彼かれらなら立派な野菜を育て上げることだろう。だが、収しゆう穫かくの日まで十分は食事を取れないというのは大きな懸け念ねんだ。町の人々にようやく活気が戻もどり、再建が進み始めようとしているのだから、せめて生活の礎いしずえである食事についての問題は解決してやりたい。

　食料事情が安定するまで、リックが他の町に援えん助じよを願い出るべきか。だが自じ分ぶん達たちの活動を疎おろそかにするわけにもいかない。

　首をぐるぐる回しながら、リックはあれやこれやと頭を悩なやませてみたが一向に妙みよう案あんが出てこない。「だから頭脳労働は得意じゃないんだよ」と恨うらみ言ごとを零こぼしつつ、間延びした唸うなり声を吐はき出だした。

「……あー、もう！　分かったわよ！」

　勢い良くサララが立ち上がったのはその時だ。苛いら立だちで眉まゆを寄せながらリックの前に立つと、畑の上に転がっている魔ま王おうの瘴しよう気きを含ふくんだ木の根を指差した。

「あんたはあれを処分しておいて。邪じや魔まだし、有害だから」

「お、おう……？」

　了りよう承しよう半分と疑問半分の返事をすると、サララは困こん惑わくしていたリックの額を強く指で弾はじいた。

「いづっ！」

「今回だけ！　今回だけは特別よ！」

　人差し指をぴしりと立て、サララは念を押おすように言うと農作業に励はげむ男達たちの方へ歩いていった。

　何を決意したのか知らないが、サララがあの状態になった時は下へ手たに逆らわない方が安全だ。とりあえず指示通り禍まが々まがしい色に染まった木の根を処分してしまうことにした。

　リックは魔ま王おうの瘴しよう気きにあてられても心身に影えい響きようは出ない。だが、魔ま王おうの瘴しよう気きを吸すい込こんだ木の根を直接手で触ふれるのは憚はばかられたので、剣けんを箒ほうき代わりにして畑の外に一本ずつ掃はき捨てていく。手早く一箇か所しよにまとめると、リックは一度だけ長い呼吸を吐はき出だして精神を集中させる。体を巡めぐる魔ま法ほう力を右手に集める。思おもい描えがくのは煌こう々こうと燃える炎ほのおだ。その心象はやがて具現化し、リックの右手には真っ赤な炎ほのおが宿った。

　炎ほのおを積まれた木の根の中へ手放すと、あっという間に燃え広がっていった。もうもうと立たち込こめる煙けむりの中にはくすんだ紫むらさき色いろの霧きりが混じっていた。きっと木の根に含ふくまれていた魔ま王おうの瘴しよう気きも一いつ緒しよに空へと立たち昇のぼっているのだ。やがてその霧きりが消えていくのを確かく認にんしてから、リックは畑の方へと戻もどろうとした。けれど、農具を振ふっていた男達たちを外へ追いやり、サララが畑の中央に立ち祈いのるように両手を重ねているのを見て、呆ぼう然ぜんと足を止めた。

「……何やってんだ？」

　首を傾かしげながら、リックは間の抜ぬけた声を出した。風が止やみ、音が消えたような静せい寂じやくの中で、サララは魔ま法ほうの詠えい唱しようのような文節を呟つぶやいている。すると、少しずつサララの両手がぼんやりと緑色の輝かがやきを放ち始めた。

　そしてサララは右手と左手、両の手ての甲こうに口付けをすると、握にぎりこんでいた何かを自分の周囲に振ふり撒まいた。キラキラと輝かがやきながら落ちてゆく小さな光は、男達たちが革かわ袋ぶくろの中に保存していた作物の種だ。

　ただ、まだ耕作も中ちゆう途と半はん端ぱな状態で土の高さも均一化されていない。種を撒まくにはまだ早いように思えた。

　異変はその直後に起きた。雑草すら生えていなかった土ど壌じように、突とつ然ぜん百を超こえる芽が姿を現したのだ。

「お……おおっ！」

　その後の光景は、まさに奇き跡せきを目まの当たりにしているようでリックは思わず歓かん声せいを上げた。

　まるでこの畑だけが時間が加速しているようだった。まだ小さく頼たよりなかった全ての芽はみるみる内に太陽を目指して大きくなり、蔓つるを伸のばし、葉を茂しげらせ、作物を実らせたのだ。大地から、そして空から沢たく山さんの力を浴びた作物は色合いも良く、調理をせずとも食べられてしまうような瑞みず々みずしさがあった。

「す、すげぇ！」

「一いつ瞬しゆんで作物が育った！」

　男達たちは農具を放り投げると、抱だき合あって豊ほう穣じようを喜んでいた。そして畑からサララが出てくると、突とつ進しんする勢いで駆かけ寄より土下座して感謝していた。

　しばらくして男達たちから解放されたサララは、さっさと楽器を手にするとリックを指差した。

「種子の急速な成長を促うながすのは今回だけ！　自然にはなるべく手を加えるべきじゃないの！」

　と言い残して、さっさとどこかへ行ってしまった。

　乱暴な言い方ではあったけれど、サララの真意を読み取ることができてリックは嬉うれしくなって自然と笑え顔がおになった。

　ドリアードの力を使いルベリアの町の人々を救ってくれたサララに感謝し、リックは遠ざかる後ろ姿に頭を下げたのだった。




　サララの助力もあって、夜に振ふる舞まわれた食事は豪ごう勢せいなものだった。作物が育たず困こん窮きゆうを極きわめていたルベリアの人々は久方ぶりのまともな料理を前にして大だい歓かん声せいを上げた。わざわざサララの手を握にぎって感謝を伝える者、大おお粒つぶの涙なみだを流しながら食べる者、急激な大量摂せつ取しゆをして腹を痛める者、と終始賑にぎやかだった雰ふん囲い気きは、後片付けが終わってしばらくすると一いつ瞬しゆんにして静かになった。リック達たちの提案で行われた復興活動に全力で取とり掛かかったことで、体力を消しよう耗もうをした町の人々は眠ねむりに付いたのである。

　リック達たちは町長の好こう意いで使われていない家の一つを使わせてもらうこととなった。昼間は荷車を引きながら瓦が礫れきの撤てつ去きよを手伝い、夜は食事の配はい膳ぜんと食器の後片付けに奔ほん走そうしていたユリナが、一日の作業の終わりを迎むかえた途と端たんに夢の世界に落ちてしまっていた。体力が尽つきるまで休みなく動き回っていたのだ、疲つかれ果はててしまうのも当然のことだった。

　月明かりを遮さえぎる雲もなく、静かに、穏おだやかに流れる時間。今夜はいい夜だ。一日を振ふり返かえりながら明日に備えて就しゆう寝しんといきたいところだが、まだリックは体を休めるわけにはいかなかった。これからが自じ分ぶん達たちの夢を叶かなえるために活動時間なのだ。

「うーん……やっぱりここが一番広いよなー」

　リックが訪おとずれたのは大聖堂だ。尖せん塔とう部分が破は壊かいされている全景を改めて見てみると、夜の暗くら闇やみに包まれていることもあって少し不気味な雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。けれど、敷しき地ちの面積でいえばルベリアの町で一番だ。大聖堂以上のふさわしい場所は存在しないだろう。

「さて、お邪じや魔まします、と。よっ……ん、重いな……」

　外見はともかく、神聖な場所に踏ふみ入いるということでリックは誰だれに向けられたものでもない断りを入れて中へ入る。礼拝堂へと続く左右の大扉とびらは比ひ較かく的てき損傷が少なかったが、時の経過での傷いたみか、建て付けが悪くなっているのか、全体重をかけて体で押おすことでようやく開いた。

「おおー……うん、まぁ荒あれてるよな、そりゃ」

　周囲の硝子ガラスから月明かりが差さし込こみ、室内を舞まう埃ほこりがキラキラと輝かがやいているのは少し幻げん想そう的な光景ではあった。ただ、礼拝で使われていた長机や椅い子すは局地的な嵐あらしに巻まき込こまれたかのように壊こわれ、散らばっていた。

「やっぱりここが良さそうだな。片付ければ相当広く使えるぞ」

　ぐるりと大聖堂の中を見回し、リックは一人納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　町の人々が寝ね静しずまった頃ころにリックが一人で町を見回っていたのは、これからユリナ達たちが行う演目を披ひ露ろうする場所を探すためだった。

　実はリックは昼の作業の間に大聖堂に目星を付けていた。大聖堂ならば町の人々が全員集まっても余よ裕ゆうがあるだろうと踏ふんでいたが、リックの予想は概おおむね正しかった。

「片付けないといけないんだけどな……」

　けれど、一いつ切さい掃そう除じの手が届いていない散らかり放題の現状を前にして、リックはがっくりと肩かたを落とした。長机と椅い子すを片付け、必要な補修を施ほどこし、綺き麗れいに掃そう除じをする。これを一人で行うというのはなかなか骨が折れるが、弱音を吐はいている時間がそもそも無む駄だだ。萎なえかけたやる気に喝かつを入れ、リックは早さつ速そく行動を開始した。

　補修をするにしても、掃そう除じをするにしても、まずは散乱した机と椅い子すを片付けなければ始まらない。

「運びやすい大きさに斬きれば楽になるんじゃないか？」

　黙もく々もくと長机と椅い子すを外へ運び出す。そうすればいつかは終わりが見える作業だが、もっと効率的に進められる方法はないだろうか。そう考えたリックは、特に運びにくい長机を切断して手軽に運べる大きさにしてしまおう、という自分の中では斬ざん新しんな発想に至り、意い気き揚よう々ようと剣けんを抜ぬこうとした。

「……いや、使えるものもあるんだから俺おれが壊こわしちゃだめだよな」

　けれど、それは独りよがりの短たん絡らく的な考えであることに気付き、リックは思いとどまった。たとえ魔ま王おうを倒たおした勇者だからといって、人様の家に上がりこんで壺つぼを破は壊かいしたり、勝手に物品を持ち帰るような空き巣紛まがいのことをしていいわけではない。知ち恵えを絞しぼって作業の効率化を図はかる、なんて似合わないことを早々に捨てて、リックは愚ぐ直ちよくに作業を進めることにした。

「あれー、ユーシャ、なにやってんの？」

　手近にあるものから片付けようと、早さつ速そく椅い子すを運び出そうとした時に大聖堂に来訪者が現れた。重たい大扉とびらが開かれ、夜になっても変わらない元気な笑え顔がおを浮うかべて入ってきたのはレムリアだった。

「ちょっとここを片付けてるんだよ。レムリアこそ寝ねなくていいのか？」

「アタシはぜんぜんつかれてないもん。おもたいのをはこんでたのはゴーレムだからね」

　両手を頭に回して歩いてくると、レムリアは近くにあった椅い子すに腰こし掛かけた。

　大きなゴーレムを操作してもレムリアに負担はほとんどないらしい。重たい瓦が礫れきを軽々と持ち上げる力がある従者を何人も連れている、と考えてみるとレムリアのゴーレムとしての力が少し羨うらやましくなった。

　ないものねだりをしても仕方がないので、レムリアとの会話を打ち切って作業に戻もどった。長机の一つ一つは持ち上げられない程ほどではなかったが、繰くり返かえし運ぶとなると体への負担は少なくはなさそうだった。明日に疲ひ労ろうが残ってしまうのはやむを得ないかもしれない。

「ねー、ユーシャ。たいへんそうだしアタシがてつだってあげるよ！」

　あくせくと忙せわしなく動いているリックを見て、レムリアが椅い子すからぴょんと立ち上がった。

　レムリアの力を借りて、成人男性と同じくらいの大きさのゴーレムを何体か作ってもらえれば、清せい掃そう作業は飛ひ躍やく的に早まることだろう。

「いや、いいよ。これは俺おれ一人でやらないといけないことだからさ」

　けれど、リックは悩なやむことなく丁てい重ちように断った。

「えーなんで？　てつだったほうがはやくおわるよ？」

「それはそうなんだけどな。ここで音楽に合わせて踊おどって、歌うのはレムリア達たちだからそっちに集中して欲ほしいんだよ。その舞ぶ台たいを作り上げるのは俺おれの仕事だから」

「んー……よくわかんない」

　申し出を断られたレムリアは頰ほおを膨ふくらませていたので、「ありがとな」とリックを気き遣づかってくれた気持ちに感謝を伝えた。

　これはリックが自分の中で決めた制約だ。ユリナ、サララ、レムリアの三人に任せているのは、独創的な発想が要求される創作だ。発案する側ではなく、与あたえられたことを実行することに長たけているリックにはユリナ達たちに圧のし掛かかる創作の負担がどれ程ほどのものかを正確に理解することはできない。だからこそ、三人は自分の役割に集中して欲ほしいのだ。ただ指示だけを飛ばして一人のうのうと仕事を放ほう棄きしているようでは、必ず愛あい想そを尽つかされて離はなれていってしまう。

　雑務は全て自分が負う。最高の舞ぶ台たいに立ち、最高の演目を披ひ露ろうするために、見えない部分の苦労は自分一人で片付けると決めたのだ。

「実行できてないんだけどなぁ……」

　けれど、踊おどりを追加したことや、ルベリアの町の復興を手伝うという急な発案に皆みなを巻まき込こんでいる時点で、その制約が既すでに崩ほう壊かいしているのはリックも自覚していた。それは半人前である自分に全責任がある。けれど、それでも仲間達たちは自分に付いてきてくれているのだ。汚お名めいを返上するためにもこれからリックは粉ふん骨こつ砕さい身しんの気き概がいを持って頑がん張ばらなければならない。

　ふと、その時にリックの頭にリーベルの姿が思おもい浮うかんだ。実質、勇者であるリックの代わりに作戦を立案し、数々の激げき闘とうに勝利をもたらした賢けん者じやリーベル。彼かの女じよが今のリックの立場ならば、仲間に一いつ切さいの不満を生むこともなく導いてやることができたのだろうか。気難しいサララが相手でもリーベルなら上う手まく奮い立たせてやることができたのでは。

「って、リーベルは関係ないだろ。今は俺おれが頑がん張ばるんだよ」

　リックは一人歩きし始めた想像を振ふり払はらう。重い長机を持ち上げ、これはきっとリーベルにだってできないだろう、と意味不明な対たい抗こう意識を燃やした。

「とにかく、レムリア達たちは歌と音楽と踊おどりを頑がん張ばってくれってことだ」

「おー、それはまっかせてといてー！　じゃーユーシャもがんばってね」

　一人奮ふん闘とうするリックに激げき励れいを残し、レムリアは軽い足取りで大聖堂を後にする。けれど、大扉とびらの前で立ち止まって振ふり返かえると、一つの提案を残していった。

「なまえをかんがえてよ。うたとおんがくとおどりってながくていいにくいから」

　それだけ伝えると、レムリアは大聖堂を出て行ってしまった。

「名前か……」

　リックは作業の手を止め、レムリアの提案をじっくり思案してみる。

　歌と音楽と踊おどり。自じ分ぶん達たちが披ひ露ろうする演目を順番に並べているだけだが、指し摘てきされた通りこれでは長ったらしいし何となく締しまりがない印象を受ける。それに、今後別の町で同じことを人々の前で説明する自分を想像してみると、歌と音楽を踊おどり、という語句を繰くり返かえすのは格かつ好こ悪わるいような気がした。

　名前。適当に、安易に考えていいものではないだろう。今後自じ分ぶん達たちの活動を象しよう徴ちようする大切なものだ。これについては真正面から向き合って考えるべきだろう。後でじっくりと向き合うべきだと頭の片かた隅すみに記き憶おくしておくことにして、リックは清せい掃そうを再開する。

　一時間は経過しただろうか。じんわりと浮うかぶ汗あせを手ての甲こうで拭ぬぐいながら、リックは弱音を吐はくこともなく清せい掃そうを続けた。山のように積み上がった机を強ごう引いんに引ひっこ抜ぬいて小さな倒とう壊かいを起こすという事故があったものの、苦労の甲か斐いあって少しずつ空間ができてきた。

　本番の状じよう況きようを想定してみる。大聖堂の奥おく、祭さい壇だんの場所がユリナ達たちの場所となり、向かい合う形で大勢の人々が入り口から席を埋うめ尽つくしていく形となるだろう。ユリナが紡つむぐ唄うた、サララが奏かなでる音楽、レムリアが作る踊おどり、その三つが調和するとどんなものになるのか。考えてみるだけでリックの胸はわくわくしてくる。そして無事に終えることで、リックは一人前の男に、ユリナは一人前のセイレーンとなることができるのだ。

　──本当に海の蒼あお色いろって悲しみを切り取った色なんでしょうか？　私がそんな風に思えないのは、やっぱり半人前だからなんでしょうか……？

　不意に、ユリナと再会した夜のことを思い出した。

　海は大勢の人が亡なくなった、死が寄より添そう場所。海の鮮あざやかな蒼あおはそんな死を想起させる悲しい色を表しており、失われた命を鎮しずめるためにセイレーンは唄うたを歌っている。やがてセイレーンとしての素質が開花し、自分の羽を持つようになり、その歌は聞く人の心を強く震ふるわせることができるという。

　けれど、ユリナはセイレーンとして当然の認にん識しきに疑問を呈ていしていた。果たして蒼あおは悲しみだけを切り取った色なのか、と考えていた。その答えを見つけ、ユリナだけの唄うたを歌い、セイレーンの羽を持てるようになるように仲間に加えて旅を続けてきたが、ユリナはこの旅で何かを感じ取ったのだろうか。

　創作、というのはきっと己おのれの発想を集約させる一つの形だ。他者から刺し激げきを受ける、ということはあるが、それでも最終的には自分一人の力で作り上げるものである。けれど、だからといって思おもい悩なやむユリナを見捨てるわけにはいかない。リックにも役に立てることがあるのなら、迷わず手を貸してやりたい。

「海の蒼あお色いろは悲しみを切り取った色、ねぇ……」

　何な故ぜか鮮せん明めいに覚えているユリナの台詞せりふをリックは繰くり返かえした。

　蒼あお、という色から連想するのは海よりも空の方が多い気がする。けれどセイレーンにとっては蒼あお＝海という確固とした認にん識しきが成り立っており、更さらにその海が死という悲しみを想起させてしまうから、蒼あお＝悲しい色、と考えてしまうのだろう。

　ではその発想の逆をいってみるのはどうだろうか。心が躍おどるような、それこそ歌と音楽と踊おどりと蒼あお色いろを結び付けることができたのなら、過去のセイレーンの常識を脱だつ却きやくしユリナは自分の思おもい描えがく新しい『蒼あお』を見つけることができるのではないだろうか。

「あれ、もしかして結構いい考えじゃないか？」

　指を鳴らし、無人の大聖堂にてリックは一人胸を張って勝かち誇ほこった。だが、蒼あおい色を使った演出を取り入れる、という着眼点は素す晴ばらしいと自負しているのだが、肝かん心じんの中身についてはしばらく頭を捻ひねってみても考えが浮うかぶことはなかった。

「……掃そう除じしよう」

　貧ひん困こんな発想力しかない今の自分では答えが出せないのだろうと諦あきらめ、リックはため息を一つ。と、その時背後から妙みような視線を感じ取って大聖堂の入り口を振ふり返かえった。

「……」

　そこには、まるで憐れん憫びんと同情を含ふくんだ冷めた視線を向けるサララが腕うでを組んで扉とびらに寄りかかっていた。リックと目が合うと、手て遅おくれだと言わんばかりに首を振ふってどこかへ行こうとしてしまった。どうやら、リックが一人で一いつ喜き一いち憂ゆうしているのを目もく撃げきされてしまったらしい。

「ちょ、ちょっと待った待った！　そんな怪あやしい人を見た目でどっか行かないでくれって！」

　凄すさまじい誤解を抱だかれたまま離はなれるわけにはいかなかったので、リックは慌あわててサララを呼び止めた。意外にもサララは立ち止まり、嫌けん悪お感を露あらわにしたような顔をしながらも大聖堂へ戻もどってきてくれた。

「えーっと、何やってるんだ？」

「……別に私の勝手でしょう。散歩してただけ」

「そ、そうか。面おも白しろいものでも見つかったか？」

「たった今、かわいそうな人を見かけたけど、それ以外は別に」

　遠回しな言い方が逆にリックの胸に突つき刺ささった。サララの中で既すでに底の底にまで落ちていたリックへの評価が限界を突とつ破ぱして更さらに低下したのではないだろうか。

「……あ」

　悪い方へと評価が振ふり切きれてしまっているのでは。そんな懸け念ねんと同時に、リックはサララに伝えていなかったことがあったのを思い出した。町長の家で一いつ旦たん別れ、その後畑で再会した時には魔ま王おうの瘴しよう気きの駆く除じよがあって結局リックは言えずじまいのままだ。

「あのさ……ごめん。さっき昼に会った時に謝あやまろうと思ったんだけど、ばたばたしてて言うの忘れてた！」

「な、何よ突とつ然ぜん……」

「ルベリアの町の復興を手伝うって勝手に提案したことだよ。さっき土下座して謝あやまったけど、やっぱりもう一回きちんと頭を下げるべきだと思ってさ……」

　だらだらと言葉を並べると噓うそくさく伝わってしまうような気がしたので、リックは素す直なおに気持ちを伝えて頭を下げた。そしてもう一つ。面めん倒どう事に巻まき込こんでしまったことへの謝罪も合わせてしておくことにした。

「それにさ、さっきの畑の件もありがとな。作物を急激に成長させてくれただろ？　面めん倒どうくさいことさせちゃったよな、本当にごめん」

　世せ界かい樹じゆユグドラシルからサララを連れ出したのは音楽の才能を頼たよったからだ。町の復興だけでなく、作物の成長を促うながすという人助けも、リックが提示した条件からは逸いつ脱だつしたことだ。それも合わせてリックは頭を下げた。

　元々あまり好かれているという印象はなかったが、リックがどれだけ嫌きらわれても仕方がないとは思っていた。ただ、リックが原因で全ての人間を嫌けん悪おされてしまう、というのはどうしても避さけたかった。

　頭を下げたままの状態で待つこと数十秒。サララから何かを言われるわけでもなく、かといって立ち去られるわけでもない状態だったので、リックは姿勢を元に戻もどした。すると、サララは慌あわててを目を逸そらすと、こめかみを押おさえながら言った。

「いい？　世界樹ユグドラシルが枯かれたりしたら、この世界から緑が失われるの。つまり誰だれも生きることができない死の大地になるわけ。分かる？　私わたし達たちは全ぜん滅めつ。種族は絶ぜつ滅めつよ。これは絶対に避さけなければならない最悪の事態なの！」

「は、はぁ」

　話題が予想外の方向へ飛んでいったので、リックは小首を傾かしげながら頷うなずくことしかできなかった。いや、そもそも世せ界かい樹じゆユグドラシルも、ドリアードのサララも侮ぶ辱じよくするようなことは言っていないのだが。

「だから……この私が受けた借りっていうのはあんたが想像している以上に大きいの！　前にも言ったけど、中ちゆう途と半はん端ぱなことで恩を返した、って決着を付けるのは私が嫌いやなの！　分かった!?」

「お、おう……」

「……っ、だから謝あやまられるようなことじゃないってことよ！」

　理解が足りないリックに痺しびれを切らしたのか、サララは最後の最後にようやく結論を口にした。大分遠回りしたようだが、つまり作物を育てることで食しよく糧りよう難なんを解決したことについては特に不満に思ってはいない、ということなのだろう。

「それに……頑がん張ばってるあんたが、少しは……まぁ、すごいなって……」

「え、俺おれが？」

「……っ！　あんたはこんなところで何やってるのよ!?　夜な夜な独り言を呟つぶやきながら空き巣に入ってるなんて完全に変質者じゃない！」

　サララは頰ほおを引きつらせながら、強ごう引いんに話題を変えようと一気に捲まくし立てた。サララなりに褒ほめてくれたことに喜びを嚙かみ締しめつつ、リックは足元を指差した。

「この大聖堂で歌と音楽と踊おどり……を披ひ露ろうしようと思ったんだよ。だからここを片付けてた」

「へぇ……」

　ぐるりと大聖堂を見回したサララは、特に興味を示した様子はなかった。レムリアに指し摘てきされて改めて感じたが、やはり歌と音楽と踊おどりと説明するのは少しぎこちない気がした。

「……海の蒼あお色いろがどうとか言ったのは？」

「あぁ、あれはユリナのことだ。えっと……」

　それはユリナが抱かかえる劣れつ等とう意識の話で、軽々しく口にしていい話題ではない。けれど同じ仲間として行動を共にしているサララにも無関係ではなかったので、「ユリナが改めて話した時には知らなかった振ふりをしてくれ」と前置きして、セイレーンの町で打ち明けられたことを順を追って説明した。

「そう……」

　リックが話し終えると、サララは平然と返したが顔色は蒼そう白はくになっていた。言葉は少なかったが、ユリナのことで心を痛めてくれているようだ。

「それで、あんたの貧ひん弱じやくな頭じゃ何も思い付かなかった、と」

「……仰おつしやる通りです」

　挑ちよう発はつ的な台詞せりふだったが、実際リックには閃ひらめきが降りてこなかったので何も言い返せなかった。

「……あのさぁ」

　リック一人では発想に限界がある。では、そこにサララというドリアードの知ち恵えが加わればどうだろう。ルベリアまでの旅路で外見に似合わない意外な弱点がいくつか発覚したものの、自じ称しよう偉い大だいなドリアードのサララならば人間には考え付かない独創的な意見が出てくるのではないだろうか。

　というわけで訊きいてみようと思ったのだが、サララは細目になって透すかすように見つめてきた。まだ何も言っていないのだが、既すでに防ぼう御ぎよ体勢に入っているようだった。

　あ、とリックは間の抜ぬけた声を出した。今後は気を付けなければ、と意識したばかりなのに、またしても当然のようにサララに助けを求めようとしていた。

　雑事その他諸もろ々もろは全て自分が引き受ける、と覚かく悟ごを確かなものにしたばかりだ。リックは手ての甲こうで額をコツンと叩たたいて小さく首を振ふり、切り出そうとした話題を飲のみ込こんだ。

「何でもないぞ。さて、片付け再開だ。ふんっ！」

　ぐるぐると肩かたを回し、机を担かつぎ上あげる。かなり疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしてきて腕うでが重くなってきたが、ここが男の見せ所だと気合を再充じゆう塡てんして運うん搬ぱんする。

「……それで？」

「んっ？」

　しかし、サララの前を通り過ぎた時に小さな声を聞き取ってリックは机を下ろした。サララはつかつかと歩いて手近な椅い子すに座すわり、脚あしを組んだ。

「何か聞きたいことがあったんでしょ？　変なところで話を切られたらこっちが気持ち悪いのよ」

　膝ひざの上に突ついた頰ほお杖づえの上にはサララの憮ぶ然ぜんとした顔があった。やはりリックの失言はサララを機き嫌げんを損そこねてしまい、またしても気を遣つかわせてしまったらしい。

　だが、ここで意地になって事情を詳つまびらかにしないというのも逆効果だ。

「……大変お手数なんですが、よろしければ偉い大だいなドリアードであるサララ様の知ち恵えを貸していただけますと非常に助かるのですが」

　リックが馬ば鹿か丁てい寧ねいに前置きすると、敬われた側のサララは気分が良さそうな微び笑しようを浮うかべた。

「海辺に暮らすセイレーンは、海の蒼あお色いろは悲しみの色だって思ってるみたいなんだ。海は悲しみが集まる場所で、未練を抱だいて身投げする人が多いってユリナから聞いたんだけど」

「……それで？」

「セイレーンはそんな魂たましいを鎮しずめるために歌う。それがセイレーンの役割みたいになっていったみたいでさ。一人前のセイレーンになるための、心を震ふるわせる唄うたも命が失われた蒼あおい海を題材にした鎮ちん魂こん歌かに見み出いだすことが多いみたいなんだ。けど、ユリナは蒼あおは本当に悲しみを表現する色なのか、って疑問に思ってたみたいなんだよ。それで一人だけ一人前になれなくて、セイレーンの町ではイジメにあってたみたいなんだけど……」

「……それから？」

「だからさ、その固定観念を壊こわせないかなって思ったんだよ。ほら、俺おれ達たちがやろうとしてるのは種族融ゆう和わで、歌と音楽と踊おどりで楽しい気分になって、見に来てくれた人ひと達たちを心を一つにするものだろ？　だから、そこで何か蒼あおいものを使った……演出っていうのかな、そういうのでユリナの意識を変えてやれば、一人前になるきっかけになるんじゃないかってさ」

「蒼あおい演出、ね……」

　サララはぽつりと呟つぶやいて、じっと黙だまり込こんでしまった。

　相談とは関係ないのだが、座すわると脚あしを組んでしまうサララの癖くせを矯きよう正せいして欲ほしかった。こうして向かい合った状態でその姿勢を取られると、男の気質とも言うべき見えないものを見ようとしてしまう探究心が疼うずいてしまうため、色々と目のやり場に困るのである。

　真しん剣けんに案を出そうとしてくれているサララはじっと大聖堂の床ゆかの一点を見つめている。

「……ライブの木が使えそうね」

「ライブの木？」

　頰ほお杖づえを突ついた格好で人差し指をこちらに向けてサララが言った。ライブの木。リックの知識の中には該がい当とうする情報がない単語だ。

「ライブの木よ。あんた知らないの？　ユグドラシルの森にもあるじゃない」

「そんなこと言われても、木の種類に詳くわしくないし……」

「碩せき学がくである私とは雲うん泥でいの差さね……」

　サララは小こ馬ば鹿かにしたように肩かたを竦すくめた。

「ライブの木っていうのは、色とりどりの葉を付ける木よ。成長のために必要な活力を大地から吸い上げる時に、ライブの木が持つ固有の染せん色しよく成分が働いて葉がその色に染め上げられるの。他の木々とは違ちがう深い緑色や鮮あざやかな緑色、赤や黄色、紫むらさきっていう色もあるわ。勿もち論ろん、海のように深い蒼あお色いろもあるわね」

「そんな木があるんだな……」

「それだけじゃないわ。最大の特とく徴ちようは葉の色だけじゃなくて枝にもあるの。ライブの木の染せん色しよく成分には衝しよう撃げきを加えると強きよう烈れつな発光を起こす特性があるわ。切り取った小枝を、二つに折るように力を加えれば枝脈に貯たまった発光成分が刺し激げきされて眩まぶしいくらいに光るわよ。五分程度しか持たないけど」

「へぇー……洞どう窟くつの中を探検する時に便利そうだな。火の魔ま法ほうを使い続けると疲つかれるし、松たい明まつを使うと暑くなっちゃって大変なんだよ」

　そんな便利な道具があったのならばもっと早く知りたかった。とある洞どう窟くつの探査に向かった時に魔ま法ほう力が枯こ渇かつして大混乱した記き憶おくを思い返しながら感心していると、サララから咎とがめるような視線を浴びせられた。

「……あんた、私の話をちゃんと聞いてたの？」

「だからライブの木のことだろ？　照明器具として使ったら便利そうだなっていう話を……」

「どこまで発想が貧ひん困こんなのかしら……。あのね、蒼あお色いろを使った演出のことを私は言ってるの」

「え？　どういうことだ……？」

　要領が摑つかめずリックが訊きき返しても、サララは口を閉ざしてわざと無視していた。

　そうだ、何でもかんでも解答を求めてはいけない。自分の頭でしっかりと答えを導き出してこれ以上サララに愛あい想そを尽つかされないようにしなければ。

　衝しよう撃げきを加えれば蒼あおく発光するというライブの枝。これを使って大聖堂という会場に集まった人々を盛り上げるにはどうすればいいか。使い方とすれば飾かざる、投げるといった用よう途とが考えられる。いや、先さき程ほど洞どう窟くつ内で使用にするには便利だ、と考えたように手に持って周囲を照らすという風に使うことも可能だが。

「……あぁ、そうか。来てくれた人ひと達たちに持ってもらえたら、舞ぶ台たいに立つユリナをびっくりさせることができそうだな」

「そこまで考えるのが遅おそいのよ。ついでに言うと、例えば音楽に合わせて振ふってもらうようにすれば海の波のような動きになって綺き麗れいに見えるんじゃないの？」

「おおっ！　それもそうだな！　頭いいな！」

「偉い大だいな私じゃなくてもこれくらいはすぐに考え付くわよ……」

　怒おこられるどころか呆あきれられてしまったが、サララが言った光景を想像してだけでリックは鳥とり肌はだが立った。たった一つの枝を使うだけで壮そう大だいな景観を作り上げることができそうだ。

「ついでに言うと、ライブの木の周囲にはライブの花っていうのが咲さくのよ。一ヶ月くらい咲さいた後に枯かれてしまった花弁が収縮した後、綿毛が付いた種を作るわ。それが風にのって種が撒まかれて飛散されるわけだけど、その綿毛も同じように発光する特とく徴ちようがあるの」

「……その綿毛を飛ばしたら蒼あおい光が浮うかんでいるような感じになって、もっとこう……あれだ、綺き麗れいな感じになるんだな！」

　リックが答えを先読みして解答すると、サララは黙だまって頷うなずいていた。

「このルガル大陸のどこかにライブの木もあるでしょ」

「おお、そっか。じゃあ明日にでも早さつ速そく探しに行かないとな」

　少しずつユリナ達たちの演目披ひ露ろう本番の構想が固まり始めてきた。俄が然ぜんリックのやる気が漲みなぎってくる。あとはユリナ、サララ、レムリアが各おの々おの担当している歌、音楽、踊おどりを作ってもらい、仕上げてもらうだけだ。

「悪い、助かったよサララ。細かいことは俺おれがやるから、必要なものがあったら言ってくれ。限りなく早く調達してくるからよ」

　朝はルベリアの町の復興作業の手伝い。昼はライブの木の探たん索さくと収集。夜は大聖堂の掃そう除じの続き。明日の予定はこれでぎっしりと詰つまってしまい下へ手たをすれば休きゆう憩けい時間など取れないかもしれないが、今まで急な思い付きで仲間を振ふり回まわすだけのリックが大だい活かつ躍やくする機会が巡めぐってきたのだ。少し、いやかなりの重労働になることは予測されるが、気合と根こん性じようで馬車馬のように働いてやろうと決意する。

「……そういうことなら明日、約束通り楽器作りに必要なものを取りにいってもらうわ。ちょっと顔を貸しなさい」

「え、明日……？」

　まるで喧けん嘩か相手を呼び出すようなサララからの誘さそいを受け、リックは思わず顔を顰しかめた。ぎゅうぎゅうに詰つまった予定の中に、更さらに仕事が押おし込こまれるといよいよ時間が厳しい。

「限りなく早く調達してくる、って言ったのはあんたでしょ？　あれは噓うそだったわけ？」

「いや、そうじゃないけど……が、頑がん張ばります、はい……」

　サララの前で宣言してしまった以上前言撤てつ回かいするわけにもいかず、リックは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「それじゃあ明日呼びに行くから。私はもう寝ねるわ」

「お、おう……おやすみ」

　一体リックに何をさせるつもりなのか。詳しよう細さいを明かすことなくサララは大聖堂を出て行ってしまった。

「まぁ、きっとそんなに大変なことじゃないんだろう。今回はサララもいることだし……」

　勝手な願望を呟つぶやきながら、一気に萎なえかけていく気持ちを引っ張り上げる。だが、ほぼ確定的となった明日の忙いそがしい予定を考えると、まだ大聖堂内に散乱している机や椅い子すを前に自然とため息が漏もれてしまう。

「……おっしゃ、頑がん張ばるか！」

　リックは敢あえて声を張り、行動を再開した。




「ふぃー……疲つかれた……」

　本日の作業を終え大聖堂を後にしたリックは、大収しゆう穫かくを終えた畑まで足を伸のばして休息を取っていた。机や椅い子すを運ぶのは魔ま槍そう凶きよう騎きや魔ま王おうの尖せん兵ぺいとの戦いとは違ちがい、肩かたや腰こしに随ずい分ぶんと蓄ちく積せきしてしまった。

　涼すずしげな夜風が吹ふき込こむ。月は明るく、時々草が擦こすれる音が聞こえてくるような静かな夜。リックは畑の近くに腰こしを下ろし、夜空を見上げながら、労働で火ほ照てった体の熱を冷ましていた。

「いい夜だなー……」

　星空を見上げていると、リックの瞳ひとみがゆっくりと沈しずんでいく。だが、危あやうくまどろみに意識を委ゆだねそうになったところで目を見開いた。こんな場所で居い眠ねむりをしてしまったら、翌日は風か邪ぜで寝ね込こむことになりかねない。

「ふわぁ……。さて、そろそろ戻もどるかなー」

　上体と腕うでを伸のばしながら大きな欠伸あくびを一つ。いい具合に眠ねむ気けがやってきたところで、さて戻もどろうかと立ち上がろうとした時。

「あれ、リックさん？」

「ユリナ……？」

　月が夜空の頂に昇のぼった夜中に、リックはばったりユリナと遭そう遇ぐうした。

「どうしたんだこんな夜中に？」

「目が覚めちゃって……少し散歩していたんです。隣となりに座すわってもいいですか？」

「あぁ、別に構わないけど」

　曖あい昧まいな笑え顔がおを浮うかべると、ユリナは肩かたが触ふれ合あうくらいに近くに座すわった。予想以上にユリナの顔が近くにあってリックは恥はずかしくなる。

　膝ひざを抱だくように腕うでを回すと、ユリナは何を喋しやべるわけでもなく星空を眺ながめていた。月夜の灯あかりに照らされたユリナの横顔は、普ふ段だんとは違ちがった美しさが引き立っていてつい視線が奪うばわれてしまう。

　しばらく沈ちん黙もくが続いた。だが、居い心ごこ地ちが悪くなるような空気が重くなる静けさではない。傍そばにいてくれる、と互たがいに孤こ独どく感を埋うめるような優やさしい時間が流れる。

「……リックさんは、優やさしくて、強いですね」

　静かな時の中、最初に口を開いたのはユリナだった。その声こわ音ねには憂うれいが混じっているように聞こえた。

「どうしたんだよいきなり？」

「ユグドラシルでの森のことです。リックさんはその剣けんを抜ぬかないで戦ってました。あれは木を傷付けないようにしてたんですよね？」

「サララが操あやつってるんだろうな、ってのは分かってたからな」

「そう、ですよね。あんな大変な時でもサララさんのことを想おもうことができて、そして傷を付けなくても戦える強さがあって……リックさんはすごい人だな、って感じたんです」

　戦せん闘とう能力について強いと言われたことはあっても、優やさしいと褒ほめられたことはなかったのでリックは背中がむず痒がゆくなるのを感じた。

「いや、別にすごいことをしたわけじゃ……」

「すごいですよリックさん。勇者ですもんね。強くて優やさしくて……憧あこがれます」

　ユリナから褒ほめちぎられて照れくささを感じたリックだったが、危あやうく聞きき逃のがしてしまうような最後の一言を耳にしたことでユリナの心を垣かい間ま見みられたような気がした。

　リックに悟さとられないように平静を装よそおった表情。けれど、隠かくし切れない悔くやしさが滲にじむその瞳ひとみ。今のユリナの心境は、過去に同じ呵か責しやくに陥おちいったリックだからこそよく分かる。

　強くなりたいという純じゆん粋すいな想おもい。だが純じゆん粋すい故ゆえに履はき違ちがえてしまった強さの意味。混血種という負い目のせいで出で遅おくれている自分に焦しよう燥そうを感じてしまっている。かつて意固地になってしまったリックと同じような懊おう悩のうに襲おそわれているのだ。

　ただ、ユリナの心境が嬉うれしくもあった。リックという仲間を得て、遠回しながらも弱音を吐はいてくれたからだ。信しん頼らいを置いてくれた、と考えるのは行き過ぎかもしれないけれど、僅わずかでも気持ちを見せてくれたのはいい変化だ。

「サララさんは一人で音楽を作って……レムリアさんも一人で踊おどりを考えて……でも、私はまだ唄うたが上う手まく作れなくて……」

　夜空を仰あおいでいたユリナの視線がどんどん下がっていき、同様に気持ちが沈しずんでいくように言葉に陰かげりが見え始める。

　それでも、今リックに言えることは一つ。

「ユリナ。俺おれ達たちがいるから。仲間が傍そばにいるから」

　セイレーンの村で伝えたように、同じような台詞せりふをリックは繰くり返かえした。

　一人で全てを万ばん事じ上う手まく運ぶことが強き者だと信しんじ込こんでいるユリナに、自じ分ぶん達たちを頼たよれと言っても、今のユリナは意地になって自分の殻からに閉じこもってしまう気がした。強い人だと認めた者が下へ手たに激げき励れいしたところで、結局焦あせりを加速させることにしかならないというのはリックも経験していることだったからだ。

　強きよう烈れつな憧どう憬けいの念が向けられているのが分かるからこそ「自分もまだまだ弱い」なんて下へ手たなことを口走ってユリナを追おい詰つめてしまうことだけは避さけたかった。

「……俺おれにもできないことはあるし、サララにも、レムリアにもできないことはある。だからその……あんまり一人で思おもい悩なやまないでくれ。俺おれ達たちは仲間だからさ」

　リックは慎しん重ちように言葉を選びながら、ユリナの気持ちを優やさしく解きほぐそうとした。

「……ありがとう、ございます」

　けれど、ユリナの表情はまだ晴れない。リックの言葉だけではまだ足りない。大怪け我がを負ったリーベルを見た時のように、強いと認めた者の弱さに触ふれなければユリナの閉じられた世界は壊こわされないかもしれない。

　もしかしたら、ルベリアの町での演目の披ひ露ろうではユリナは羽を持つようになれないかもしれない。けれど、混血種だと蔑さげすまされていたセイレーンの町にいた時とは違ちがい、こうして仲間に囲まれる日々を過ごしていれば、きっと一人前にセイレーンになれる日は遠くはないはずだ。

　決して見捨てないし、最後までユリナの成長を見守り続ける。リックの中でその気持ちが揺ゆらぐことなど絶対にない。

「私……そろそろ戻もどりますね。おやすみなさい、リックさん」

「おう。おやすみ」

　ユリナは最後に無理矢理笑え顔がおを作ると、挨あい拶さつを残して行ってしまった。この夜がユリナにとって何かのきっかけになってくれればいいが。

「いや、俺おれがユリナにしてやれることって何かないかな……」

　期待だけ、祈いのるだけ、願うだけではだめだ。リーベルが自分にそうしてくれたように、今度は自分がユリナに道を作ってやらなければならないのだから。

　リックは仰あお向むけに寝ねそべり、過去の恥はずべき自分に向き合いながら、あの時の自分には一体何が必要だったのかをもう一度考えてみることにした。

　ルベリアでの夜は更ふけていった。













　　第五章　ドタバタしながら着々と







　翌日。大きな瓦が礫れきの撤てつ去きよ作業が終わり、本格的に家屋の建て直しが始まった。だが腐ふ敗はいや劣れつ化かのある木材を再利用することができないため、新たに資材を集める必要があった。そこでリックはルベリアの町の周囲の木を伐ばつ採さいし、その巨きよ大だいな幹をレムリアに運ばせることで新たな材料の提供を行うことにした。

　当然、太い丸太のままでは使い道がないため、細かな切断作業はリックが担になうことになった。剣けん技ぎに優すぐれたリックならば鞘さやに納めた状態での剣けんであっても、巨きよ木ぼくの幹を切断するなど容易なことだ。けれど、木材の加工のために、魔ま槍そう凶きよう騎きを打ち破り魔ま王おうに最後の一いち撃げきを見み舞まった伝説の剣けんを使うというのは少し引ひっ掛かかることではあったが、人々を救うという目的は同じなので忘れることにした。

　建築技術に優すぐれた男の指示を受け、リックは指定された長さに木材を切断した。その数、およそ三百本。計測誤差の許されない作業は戦せん闘とうとは違ちがった精神の消しよう耗もうを余よ儀ぎなくされ、切断作業が終しゆう了りようした時はさすがのリックも大の字に寝ね転ころがって即そく座ざに昼ひる寝ねへと移ったのだった。

　そして昼食の後、約束通りサララに呼び出されることとなった。ユリナ、レムリアも同行し久しぶりに四人での行動となったのだが、サララは行き先も告げずにリック達たちをルベリアの町の東へと連れ出したのだった。

「ここの森には何があるんですか？」

　約三十分の移動の後、眼前に広がる森の前でユリナが訊きく。

「……ちょっと必要なものを採りにきたのよ」

「なになに？　くだもの？　やさい？　おにく？　おさかな？」

「こんなところに魚がいるわけないでしょ。そもそも食べ物じゃないわよ」

「レルクールの花の蔓つるとケルトの木の樹皮、それからグラフ牛の革かわを取りに来たんだよ、俺おれたちは。楽器作りに必要な素材だ」

「……そういうことよ」

　先に台詞せりふを取られてしまったことが不満なのか、サララは恨うらめしそうな目をしていた。

　メンベルの森、と呼ばれるルガル大陸東部に広がる森は、ユグドラシルの森とは違ちがい不気味な雰ふん囲い気きがあった。歪いびつに曲がったり、黒ずんだ色をした古こ樹じゆはそれ自体が人間に襲おそい掛かかる敵のように見える。陽の光を遮さえぎる豊かな枝葉のせいで森の内部は薄うす暗ぐらくなっており、まるで別世界へと続いているように見える。

　魔ま王おうとの決戦前、サララが必要としている素材をこの森で見かけたことを思い出してルガル大陸行きを決めたのだが、それにしても以前にもまして不気味さが増しているように思えた。それに、空気が圧あつ迫ぱく感を持って息苦しさを与あたえてくるような居い心ごこ地ちの悪さを感じる。思わずリックの肩かたが小さく震ふるえた。

「怖こわがるなんて情けないわね。子供じゃないんだから」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……。あ、ちょっと待った」

　先を急ごうとするサララを呼び止めると、リックはその場に座すわり込こみ腰こしに下げた道具袋ぶくろを漁あさり始めた。

「ユーシャ、なにしてるの？」

「悪い。迷めい宮きゆうとか洞どう窟くつとか森に入る前は道具の確かく認にんをしないと落ち着かなくてさ」

「それくらい把は握あくしておくのが普ふ通つうじゃないの？　使った分だけさっさと補ほ充じゆうしておけば済む話じゃない」

「その通りなんだけどな。けど、見落としってのは起こるものだから毎回確かく認にんする癖くせを付けるようにしてたんだよ」

「……子供ね」

　辛しん辣らつな指し摘てきの前にぐうの音も出ないが、正確な道具の数の把は握あくと確かく認にんは命に関わることなので割かつ愛あいするわけにはいかないのだ。特に魔ま槍そう凶きよう騎きとの戦いのような重要な一戦の前では神経質な程ほどに道具の管理を行わなければならないのだ。

「これが採取用に使う短たん剣けんで、これが薬草……これが毒消し草で、これが……」

「あ、これなーに？」

「それは活力の実だな。食べると補助魔ま法ほうの効力が倍増されるんだ」

「リックさん、これは何ですか？」

「聖水だ。魔ま王おうの瘴しよう気きを一時的に払はらう破は邪じや効果があるんだ」

「へー、のんだらおいしいの？」

「飲むなよ。聖水は飲み物じゃないぞ」

　ユリナとレムリアからあれやこれやと質問が飛んでくるので、リックは使用時の効果も補足して説明した。道具屋に行けば安価で販はん売ばいしているものばかりだが、薬草一つも二人にとっては珍めずらしい物のようだ。

「あ、ユーシャ。これなーに？」

　一いつ旦たん中身を全て出して数を確かく認にんした後、再び道具袋ぶくろに収めているとレムリアは何かを拾い上げて見せてきた。

「……懐なつかしいな、勇ゆう環かんの笛だなそれは」

　それは人差し指程ほどの長さしかない小さな笛だ。笛の上部には細く切られた真しん紅くの布が巻かれていて、首から提さげるために細い紐ひもが結ばれているが、魔ま王おうを倒たおしてからは使う機会がなくなってしまったので道具袋ぶくろの中に入れてしまったのだ。

　この真しん紅くの布地はリックを含ふくめたかつての仲間達たちの血を混ぜて染め上げたものだ。笛を吹ふいた時に鳴る音は仲間達たちだけにしか聞こえないのだが、どんなに離はなれていても同じ笛の所有者に音色が届くという不思議な効果があった。

　そもそもこの笛は、単独行動を行う際の救きゆう援えんの意思表示に使うものとしてリーベルが作ったものだった。けれど、結局この勇ゆう環かんの笛は一度も使われることがないままになってしまった。

「ゆうかんのふえ？　よくわかんないけどふいてみていい？」

「だ、だめだ！　だめ！　だめ！」

　大きく息を吸って力ちから一いつ杯ぱい吹ふこうとしたレムリアから慌あわてて笛を奪うばい返かえした。間ま違ちがって吹ふこうものならリックが危機的状じよう況きように陥おちいったと誤ご認にんされて仲間が集まってきてしまう。特にリーベルは瞬しゆん間かん移動の魔ま法ほうを使ってすぐにこの場にやってきてしまう。

「えー、ふいてみたい」

「勇ゆう環かんの笛を吹ふいたら前の仲間がここにやってきちゃうんだよ。緊きん急きゆう事態じゃないのに使うな、って怒おこられちまう」

「でも、ユーシャはまおうをたおしたんだから、もうそのふえはいらないんじゃないの？」

「それはそうだけど、この先どんなことがあっても困った時は助け合おう、って半年前に別れる時に約束したからな。だから、勇ゆう環かんの笛が俺おれ達たちの絆きずなの証あかしみたいなものだ」

「わぁっ、素す敵てきなお話ですね」

　ユリナはうっとりとした表情で勇ゆう環かんの笛を見つめている。けれど、笛を取り上げられてしまったレムリアは不満そうに頰ほおを膨ふくらませていた。

「ほら、これを貸してやるから」

「おー、なにこれ、ふしぎ」

「硝子がらすの中で赤い矢印がぐるぐる回っていますね。不思議です……」

　不ふ貞て腐くされていたレムリアに、リックは船旅の際に使った小型羅ら針しん盤ばんを渡わたした。東西南北の方向を教えてくれるという船乗りならば全員が所持している安物の道具だったが、赤い塗と料りようで塗ぬられた矢印がぐるぐる動いているのが珍めずらしいのか、ユリナとレムリアは食い入るように覗のぞき込こんでいた。どうやら勇ゆう環かんの笛から興味は移ったようだ。

「悪いな、サララ。道具の確かく認にんは終わったぞ」

「……さっさと行くわよ」

　待ちくたびれた、というため息をついてサララはさっさとメンベルの森の奥おくへと歩いていく。その後ろにリック、レムリア、ユリナと続いた。

「少し、肌はだ寒さむいですね……」

　サララが自分の体を抱だき締しめるようにして二にの腕うでを擦さすった。日差しに恵めぐまれた今日の天候は汗あせばむくらいの陽気だったが、森の中はぐっと冷ひえ込こんでいて肌はだ寒さむさを感じる。太陽の光を遮さえぎっているのと、この森の土ど壌じようが豊富に水分を含ふくんでいるせいだろう。日中、丸太の切断作業で汗あせをかいたリックの体も冷えてくる。

　ただ、それ以外にもユリナは体を小さくして不安そうな足取りで歩いていた。寒さだけでなく何かに怯おびえているように見えた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「い、いえ……また木の根が出てきて襲おそわれたりしないかなって考えちゃって……。そ、そんなことはないと思うんですけど……」

「襲おそわれる、って……あぁ、あれか」

　ユリナが怖こわがっている理由に得心がいって、リックは思わず笑いが漏もれてしまった。どうやらユグドラシルの森に踏ふみ込こんだ際に、サララが操あやつった木々の根に襲おそわれたことが恐きよう怖ふの記き憶おくとして刻み付けられているらしい。

「どうやらユリナには相当怖こわかったみたいだぞ、あれ」

「……き、許可なくユグドラシルの森に踏ふみ込こんできたのが悪いんでしょう！　私は当然の処置をしただけで……」

「そ、そうなんですね……私わたし達たちが勝手に入ってしまいましたし、仕方のないことですよね……私わたし達たちが悪いんですもんね……」

「い、いえ……そ、そういうわけでもなくて……あぁ、もう！　あんたは何で笑ってんのよ！」

「いだっ!!　俺おれに八つ当たりするなよ！」

　狼ろう狽ばいし始めたサララを見ていたら、何な故ぜか渾こん身しんの力がこもった指で額を弾はじかれた。冗じよう談だんの類たぐいの威い力りよくではなく、思わず出血していないか確かく認にんしてしまうくらいの痛みが走った。

「えー、なになに、サララはユリナのことをいじめてたの？」

「いじめてないわよ！　曲解しないで！」

「いでぇっ！　今のは俺おれじゃないだろ！」

　ケラケラと笑いながらからかうレムリアに対し、サララが顔を赤くして怒ど鳴なり、リックの額に追つい撃げきの一いち撃げきを見み舞まう。そして肩かたを怒いからせながらサララは大おお股またで先を急いでしまった。

「レムリア……お前のせいだぞ……」

「よしよし、ユーシャはえらいね」

「それで誤ご魔ま化かせると思うなよ……」

　リックは額を擦さすりながら涙なみだ目めになって後に続いた。

　ユリナを安心させるために、前をリック、後ろがレムリアという隊列に変へん更こうしてメンベルの森を進んだ。途と中ちゆうサララは空を仰あおいで目を瞑つぶり、深呼吸をして木々の間をすり抜ぬけるように進んでいく。どうやら匂においを辿たどって咲さいている場所を特定することができるようだ。

「……あったわ」

　サララが立ち止まったのは、ルガル大陸の沿岸に近いメンベルの森の最さい奥おう部だった。まるでその一帯にだけ日光の侵しん入にゆうを許しているかのように円状に開けた場所の中央には、純白な花弁を広げた一輪の花が咲さいていた。その頭頂部には天を目指すかのように伸のびる白銀の茎くきが伸のびている。

「あれがレルクールのお花……なんですか？」

「そうよ。随ずい分ぶん見事に咲さいているわね」

「え、えぇ……見事、ですよね……すごいですね……」

　我わが子の成長を喜ぶように微ほほ笑えむサララとは対照的に、ユリナはどう反応していいか分からず途と中ちゆうで何度も言葉に詰つまっていた。それも当然、

「あのおはな、でっかーいね」

　レムリアが背せ伸のびして両りよう腕うでを目め一いつ杯ぱい広げて大きさを表現していた。

　そう、大きいというよりはもはや巨きよ大だいと言っていい。目算でおよそリックの身長の五倍は優に超こえているだろう。自じ分ぶん達たちを見下ろすように聳そびえ立たつ威い容ようとは不ふ釣つり合あいな白い花は、サララの言う通りある意味見事なのかもしれない。

「最初見た時は俺おれもびっくりしたけどな……。さて、と。それで俺おれは唯ゆい一いつ頭に一本だけ残ってる髪かみの毛けみたいな銀色の蔓つるを採ってくればいいのか？」

「あの花を剝はげ頭みたいに言うんじゃないわよ。あの茎くきを採ってくることに間ま違ちがいはないけど、切り落とすなんて馬ば鹿かなことは考えるんじゃないわよ」

「分かってる。一いつ瞬しゆんで枯かれちゃうんだよな、あの花」

　燦さん々さんと降り注ぐ太陽の光を浴びるレルクールの花の頂を見上げてリックは肩かたを落とした。

　以前レルクールの花の花びらを採取する際、リックは茎くきを両断して花弁を落とすという強ごう引いんな手段に出たことがあった。けれど、レルクールの花は茎くきを切ってしまうと一いつ瞬しゆんにして枯かれてしまうという特性があったため、全て台無しになってしまったのだ。

　加えて、地面から花弁にかけてに広がる枝葉に飛び移りながら頂上を目指すというのも簡単なことではない。おそらく葉の上を踏ふみ台だいにするとしても安定性に欠けるため、一歩間ま違ちがえれば脚あしを滑すべらせて真っ逆さまに転落してしまうのである。

「ま、とりあえず頑がん張ばってみますか」

「それと、あの蔓つるは寸分違たがわず水平に斬きりなさいよ。そうしないと蔓つる内部の組織の崩ほう壊かいが始まって使い物にならなくなるから」

「なにぃっ！　そんなこと聞いてないぞ！」

「今言ったでしょ。じゃあよろしく」

　ぶっきらぼうに言って、サララは暑苦しい日差しを避さけるように日ひ陰かげへ入っていってしまった。今いま更さら後出しで条件を提示されるのは卑ひ怯きような気がしたが、採取しなければいけないことに変わりはないので努力はしてみることにした。

「えっと、私に手伝えることはなさそうですけど……が、頑がん張ばってくださいね！」

「ユーシャ、かっこいいとこみせてねー！」

「おー、ありがとな」

　ユリナとレムリアの応おう援えんを励はげみにしてレルクールの花へつかつかと歩む。

　その時、レルクールの花から紫し紺こんの霧きりが放出され、リックは後ろへ飛び退すさっていた。

　レルクールの花が突とつ如じよ甲かん高だかい悲鳴のような絶ぜつ叫きようを上げた。その花弁からは百を超こえる茎くきが生え、不気味に蠢うごめいている。そして大地が踊おどり狂くるい、避さけた地面からもレルクールの花に繫つながる茎くきが次々と飛び出した。

「きゃあぁぁっ！」

「わわわわっ！」

「ど、どういうことだ……魔ま王おうの瘴しよう気きがここにも残ってたのかよ……」

　リックは採取用の短刀ではなく、鞘さやで刀身を隠かくした剣けんを構える。レルクールの花から溢あふれ出でる紫むらさき色いろの瘴しよう気きを睨にらみ付つけた。ルベリアの町の地面にも魔ま王おうの瘴しよう気きの残ざん滓しがあったが、レルクールの花から放たれる瘴しよう気きの濃こさはその比ではない。だが一個の生命体の自じ我がを奪うばい、狂くるわせるほどに濃のう密みつな魔ま王おうの瘴しよう気きなど、それこそ魔ま王おうが存命していなければ起こり得ないことだが。

「魔ま王おうの城を残したままだから、瘴しよう気きが薄うすくなるのが遅おくれてるのか……？」

　原因としては、魔ま王おうが城を構えていたルガル大陸が特異な地であるということだ。むしろそれ以外に考え付く要素がない。

「どちらにしても、仕留めないとまずいってことだよ……なっ！」

　ルベリアの町の畑にて戦った時とは比ひ較かくにならない数の茎くきがリックを捕とらえようと襲おそい掛かかる。一いつ旦たん疑問を頭の外へ置き、乱れ狂くるう茎くきを迎むかえ撃うつ。

　茎くきは形状を変え無数の棘とげを生やしていた。人間の胴どう回まわりと同じ太さの茎くきに比例して、その棘とげは短刀ほどの大きさがある。リックの体など容易たやすく微み塵じん切ぎりにされるだろう。

「りゃあああああぁぁぁァァッ！」

　昨日、眠ねむっていた戦せん闘とう技術を呼び起こしていたことで、リックの体は澱よどみなく剣けんを振ふっていた。ドリアードの森の時と同じように、剣けん気を衝しよう撃げきとしてぶつけ茎くきを吹ふき飛とばしていく。刃はの斬ざん撃げきではなく衝しよう撃げきの範はん囲い攻こう撃げきを繰くり出だしているため、猛もう襲しゆうをかけてくる茎くき達たちはリックの体に到とう達たつすることができない。

　剣けんを振ふるう度たびに、リックの周囲から茎くきが弾はじき飛とばされていく。だがその度たびにレルクールの花が大地から吸い上げた活力で茎くきを再生させていく。迎げい撃げきは容易だが、これではいつまでも事態が好転しない。

「大元をぶった斬きれば話は早いんだけど……よぉ！」

　恨うらみ言ごとを撒まき散ちらして、腹部を貫つらぬこうと突とつ進しんするように伸のびてくる攻こう撃げきを躱かわし、乱暴に斬きり付つけた。

　サララが欲ほつしている花の上に伸のびている蔓つるを採取するためには、レルクールの花の本体を傷つけるわけにはいかない。つまり、この凶きよう器きと化した茎くきの応おう酬しゆうを凌しのぎながら接近し、どうにか花弁までよじ登らなければならないということになるが。

「……無理じゃね？」

　次々と葉に飛び移るにしても、そもそも暴あばれ狂くるう茎くきが本体を守っているため困難だ。それに跳ちよう躍やくした瞬しゆん間かんを狙ねらわれたとしたら、落下までは無防備を晒さらすことになってしまう。

　どうしたものか。大怪け我がを負うかもしれない、という不安はないが、目的を達するための手段がなくリックが唇くちびるを嚙かむ。

「きゃああああああっ！」

「あらまー」

　後方から甲かん高だかい悲鳴と、何な故ぜか楽しげな絶ぜつ叫きようが聞こえてリックは慌あわてて振ふり返かえる。

「ユリナ！　レムリア！」

　そこにはレルクールの花の茎くきに捕ほ縛ばくされ、身動きが取れなくなっていたユリナとレムリアの姿があった。どうやらレルクールの花の茎くきは、この日差しが届いている一帯の地中に伸のびているらしい。

「いやああああっ！　や、やめてぇ！」

　幸いと言うべきか、ユリナの体に絡からみ付つく茎くきに棘とげはなく傷を負った様子はない。だが茎くきはまるで樹きの蜜みつに群がる虫のようにユリナの体の周りを蠢うごめき、衣服の間へ肉体を貪むさぼるように侵しん入にゆうしていく。そして逆さに吊つり上あげられたユリナの服が捲まくれ、大事なところを覆おおう白い布地が露あらわになった。恥ち辱じよくに耐たえるユリナを一刻も早く助け出さなければならないのだが、その姿を見てしまったら後々怒おこられるような気がして躊ちゆう躇ちよが先行してしまう。

「そ、そんなところに入って……こないでぇ……んっ、あ、んっ……」

　おそらく本人は苦しんでいるのだろう。けれど、艶つやっぽい吐と息いきが漏もれると益ます々ますユリナのことを直視できなくなってしまう。

「リックさん……た、助けて……」

「いや、えーっと……丸見えになってるから見えちゃうんだけど、そこは我が慢まんしてもらうってことでいいのか？」

「だ、だめです、見ないで！　見ないで助けてください！」
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「無茶言うなよ！　そんなん無理だろ！」

　必死に下着の布地が見えないよう抑おさえようとしてるのだが、行動を束そく縛ばくしている茎くきのせいで自由に手を動かすことができないため全く隠かくすことができていなかった。

　そこでリックは考えた。殺傷能力を付加させた棘とげ付きの茎の攻こう撃げきを受けるリックよりも、茎にまとわりつかれているだけのユリナは即そつ刻こく救出しなくとも大だい丈じよう夫ぶなのではないだろうか。

「……じゃあ、やることやったら助けに行くわ」

「そ、そんなぁ！　リックさぁん！」

　涙なみだ声ごえで訴うつたえてくるユリナはひとまず放置しておくとして、次のレムリアの救助に向かわなければならない。

「……あれ？」

「あー、ユーシャ。アタシはだいじょぶだよー」

　しかし、ユリナと同じく茎くきに捕ほ縛ばくされて身動きが取れなくなっていたはずのレムリアは、その場でくるりと踊おどるように一回転した。雁がん字じ搦がらめにされた状態から自力で脱だつ出しゆつしたのだろうか。

「危ないぞ、レムリア！」

　その隙すきを狙ねらい、背後の地中から出現した茎が再びレムリアを捕つかまえようとその体に絡からみ付ついた。肉食動物のような獰どう猛もうさでレムリアの小さな体を蹂じゆう躙りんするように締しめ上あげたが、茎の色が黒く変色を始めて生気を失い、気付けば根こそぎ水分を奪うばわれたように枯かれてしまった。

「ど、どういうこった……？」

「あの子、植物にとっては本当に天敵ね……」

　今まで日ひ陰かげで涼すずんでいたサララが、干ひ上あがったようにボロボロになったレルクールの花の茎を摑つかんで複雑そうな顔になった。

「天敵？　レムリアが？」

「人間と違ちがって、この世界の多くの種族は基本的に五大基き礎そ属性の中の一つの属しているのよ。ドリアードの私は緑。セイレーンのユリナは水。そしてゴーレムのレムリアは土。そして緑である私わたし達たちは土属性の種族とは相あい性しようが悪いの」

「相あい性しよう？　じゃあサララはレムリアが苦手なのか？」

「えー、アタシはサララにきらわれてるのかー……」

「き、嫌きらってるわけじゃないわよ別に！　ただ、土属性の特性が働いてあなたが緑に触ふれると根こそぎ活力とか生命の源とかを奪うばっていっちゃうのよ……」

「そうなの？　じゃあサララ、あくしゅしよー」

「い、いやよ！　ちょっと、あんまりべたべた触さわってこないでよ」

　サララはじりじりと後ずさってレムリアから離はなれていった。そんな二人を見ていて、ふとレムリアが仲間に加入する時にサララがお得意の種族判断をしていた時のことを思い出した。両りよう頰ほおをむにっと摘つまんで種族を判別した際、サララは手を気にする素す振ぶりを見せていたが、あれはゴーレムに触ふれてしまったことでドリアードの力が強制的に吸収されたことを嫌いやがっていた仕し草ぐさだったのかもしれない。

「つまり、レムリアは自力で何とかなるってことだよな。じゃあユリナはどうしてだ？　レルクールの花はユリナが大分お気に入りみたいだけど」

「セイレーンは水属性の種族だからに決まってるでしょ。植物からすれば水は生命の源だもの」

「だからあんなにモテモテなわけなんだな……」

　リックを退けようとする敵意剝むき出だしの茎くきの攻こう撃げきとは違ちがい、ユリナの体にまとわりついていく様子はどこか母性を求める赤子の仕し草ぐさに見えなくもない。いや、植物による求愛行動の一種と捉とらえられなくもない。

「逆にユリナの方は茎が際限なく襲おそってきそうだな。すまんユリナ、ちょっと我が慢まんしててくれ」

「リックさぁん、ひゃぁっ、んっ……そ、それはひどいですよぉ……あ、んっ……」

「そう言われてもキリがないし……。って、そうだよ！　ドリアードの力で何とかならないのか？　周りの草や木を上う手まく操作してユリナを助けてやってくれよ」

　植物を操あやつることが可能なドリアードならば、魔ま王おうの瘴しよう気きに犯おかされたレルクールの花と戦うことも不可能ではないはずだ。けれど、サララは木に寄りかかって腕うでを組みながら顔を逸そらすと、

「……無理」

　と、素っ気無くそう言った。

　流石さすがにサララのその一言をリックは聞き流すことはできなかった。まだ知り合って日は浅いものの、同じ夢を目指す仲間なのだから助けようという気き概がいを見せてもいいだろう。

「おい、いくらなんでもそれは……」

　酷ひどいんじゃないか、とリックは咎とがめようとした。けれど、サララは必死に激情を堪たえるように唇くちびるを薄うすく嚙かんでいることに気付いた。それに、泰たい然ぜんとしているように見えたが、サララの脚あしは小さな震ふるえを起こしている。

「もしかして、怖こわいのか？」

「こ、ここ、怖こわいなんて、べべ、別にそんなことは！」

　必死に平静を取とり繕つくろおうとしているその素す振ぶりが何よりの答えだ。サララはユリナを見捨てているわけではなく、突とつ如じよ襲おそい掛かかってきたレルクールの花にただ怯おびえているだけだったのだ。

　忘れていた。セイレーン、ドリアード、ゴーレムという希少な種族であっても、彼かの女じよ達たちは女の子。魔ま王おうを討うつべく果か敢かんに敵へと立ち向かっていったかつての仲間が、剛ごう毅きな性格をした者ばかりだっただけである。

　であれは、ここは男であり勇者であるリックが根こん性じようを見せる時だろう。

「レムリア！　ユリナを助けには行けないか？」

「んー、つるがじゃましてうごけないよー」

「足止めされちまってるわけか……。ユリナ、悪いけどもう少しだけ辛しん抱ぼうしてくれ！」

「は、早めに……んっ、お願い、しっ、ます……ひゃんっ！」

　茎の皆みな様さまから大好評のユリナはくすぐったさに悶もだえ苦しみながらバタバタと手足を振ふっている。負傷することはなさそうだが、あれはあれで地じ獄ごくの辛しん苦くの一つだろう。

「キシャアアアアァァァァ！」

「うおっとおおおっ！」

　リックの思考が大分横道に逸それている隙すきを狙ねらい、茎くきの怒ど涛とうの襲しゆう撃げきが再開される。加えてレルクールの花弁部分の中央が縦に真っ二つに割れ、まるで大口を開いてリックを喰くらおうと突とつ進しんを仕し掛かけてきた。

「わぁ、ユーシャあぶない！　たべられちゃう！」

「この花、食虫植物かよ！」

　予想外の本体からの攻こう撃げきを受け、背中から冷ひや汗あせが噴ふき出でた。きっとレルクールの花に喰くわれたら、体内の酸で溶とかされるというようなろくでもない事態になっていたに違ちがいない。

　ガチガチ、と咀そ嚼しやくするように動くレルクールの花の口は生理的な嫌けん悪お感をもよおす気色悪い動きをしていた。歯の代わりに鋭するどい棘とげで獲え物ものを嚙かみ潰つぶすようだが、一度喰くらい付かれたらその部位を斬きり落として犠ぎ牲せいにしなければ逃のがれられそうにない。

「けど、そういうことなら話は簡単だよな」

　だが、頂いただきに伸のびる蔓つるを採取する道筋は見えた。道具袋ぶくろから短刀を取り出すと、リックは低い姿勢を維い持じして腰こしの辺りで剣けんを構える。

「キッシィィアアアァァ！」

　再びの咆ほう哮こう。そして吶とつ喊かん。荒あれ狂くるうレルクールの花がリックを喰くらおうと襲おそい掛かかってくる。

　わざわざこちらから昇のぼっていかなくても、待っていれば向こうからお宝を持って近付いてきてくれるのだ。狙ねらうは一いつ瞬しゆん。標的は一点。リックは間合いを測ることだけに全神経を集中させて。

「もらったぁぁぁ！」

　ぐっと堪こらえた両足に力を込こめ、拷ごう問もん器具のような大口の更さらに上へと跳ちよう躍やくする。魔ま王おうの瘴しよう気きの影えい響きようで化け物へと変へん貌ぼうした花の頂いただきがリックの眼前に迫せまった。

　白銀の一いつ閃せんが煌きらめいた。斬きり飛ばされた銀色の蔓つるはくるくると宙を回り、リックはそれを摑つかみ取とる。寸分の狂くるいもなく水平に斬きらなければ組織の崩ほう壊かいが起きて使い物にならなくなるとのことだが、蔓つるは崩くずれ落おちることもなく陽の光を浴びて輝かがやいている。

「採ったどー！」

　無事に採取した喜びと達成感でリックは思わず叫さけんだ。

「ほら、採れたぞ」

「わっ、とっ、と……。ちょっと、丁てい寧ねいに扱あつかいなさいよ！」

　リックは銀の蔓つるをさっさと放り投げた。サララは取り損そこねそうになっていたが、危あやういところで無事に手に摑つかんでいた。文句を言われてしまったが今は意に介かいさず、リックはユリナに群がる茎を滅めつ多た矢や鱈たらに斬きり付つけた。

「ふぇぇん……リックさぁん、遅おそいですよぉ……ぐすん……」

　ようやく茎くきの束そく縛ばくから解放されたユリナを空中で捕つかまえ、小こ脇わきに抱かかえる。恥ち辱じよくに耐たえ続けたユリナは涙なみだを浮うかべていじけていた。茎くきの表面に水分が付着していたようで体が濡ぬれてしまっているようだが、怪け我がを負った様子はない。

「ユーシャ、おかえりー。すごいすごーい」

「うえーん、レムリアさーん。私、汚よごされちゃいました……」

「おー、よしよし、ユリナはがんばったねー。けどみずはにがてだからすぐはなれてね」

　迫せまり来る茎くきの養分を片かたっ端ぱしから奪うばい取とっていたレムリアが大きな拍はく手しゆで出で迎むかえてくれた。ユリナはレムリアに泣き付いたのだが、これもまた属性の相あい性しようの問題のようでレムリアがぼそりと辛しん辣らつなことを口にしていた。土の属性の種族は水の属性の種族が苦手らしい。

「とりあえず全員が無事でよかったよかった」

「私は無事じゃないですもん……」

「うん、まぁそれは悪かった……。ごめんごめん。今度美お味いしいものいっぱいご馳ち走そうするからさ」

「……本当ですか？」

　目め尻じりに涙なみだを浮うかべたユリナは頰ほおを膨ふくれさせていた。けれど、美お味いしい食事という餌えさをぶら下げてみると、案外すんなりと不平不満を引ひっ込こめてくれた。

　魔ま王おうの瘴しよう気きの影えい響きようが残っていたことで想定外の戦せん闘とうへと発展してしまったが、とにかくサララが欲ほしがっていたレルクールの花の蔓つるは無事に採取できた。後はルベリアの町に戻もどり、大聖堂の清せい掃そう作業の続きに取とり掛かかりたいところだ。

　だが、一仕事を終えて皆みなが気を抜ぬいているその時に。

「……ところで、そんなに暢のん気きにしてていいの？　レルクールの花は更さらに凶きよう暴ぼうになってるみたいなんだけど」

　サララがリック達たちの後方を指差しながらそう言うと。

「キシャアアアアアアアアアアアアアァァァァ！」

　まるで空間そのものを震ふるわせるようなおぞましい咆ほう哮こうがメンベルの森中に轟とどろいた。

「きゃああああっ！」

「わぁ、すっごくおこってるみたいだよ」

　青ざめた顔で絶ぜつ叫きようするユリナの隣となりで、レムリアが至し極ごく冷静に状じよう況きようを判断していた。

　無事に銀の蔓つるを採取したのはいいが、レルクールの花を退治したわけではなかったことすっかり失念していた。むしろ体の一部分を切り取られたことで逆上しているようだった。

「ど、どど、どうするんですかリックさん！」

「俺おれとしてはあの花をぶった斬きってもいいんだけど……」

「だめよ。レルクールの花はとても希少で、銀の蔓つるはなかなか採れないんだから」

　答えは分かりきっていたのだが、リックは一応伐ばつ採さい案を提示してみた。けれど予想通りサララには一いつ蹴しゆうされてしまう。

「というわけで……逃にげるぞ。ほら、また茎くきに捕つかまる前に逃にげた逃にげた！」

「も、もう嫌いやですー！」

「ユリナ、あしはやーい！」

　リックが逃とう走そうを選せん択たくすると、ユリナは凄すさまじい早さで走っていってしまった。ユグドラシルの森の時と合わせ、今回の戦いもきっとユリナにとっては今後拭ぬぐい去されない悪夢として心に刻まれてしまったのではないだろうか。

「レムリア、ユリナがはぐれないように付いていってくれ。俺おれは一番後ろで茎くきの追つい撃げきを抑おさえておくから」

「わかったー」

　脱だつ兎との如ごとく逃にげていったユリナをレムリアに任せ、リックは殿しんがりを務めて襲おそい来る茎を切り飛ばしていった。やがて蔓つるの射程距きよ離り外に逃のがれられたようで、追つい撃げきはぴたりと止まった。

「ふぅ……ようやくこれで終わりか。疲つかれた……」

　ずっしりと背中の圧のし掛かかる疲ひ労ろうを感じながら、リックは肩かたを落として大きく呼吸を吐はき出だした。さすがに休きゆう憩けいなしで大聖堂の清せい掃そうに取とり掛かかるのは体力的に厳しいので、昼ひる寝ねをして回復を図はかるべきかもしれない。

「何言ってるのよ？　次はケルトの木の樹皮を採りに行くわ。それからグラフ牛の革かわも必要になるから探しにいってもらわないといけないし。あとは……」

「まだ終わらないのかよ!?」

　しかし、サララが要求してくる素材は銀の蔓つるだけではなかった。次々とリックの頭上から注文が降り注いでくる。

　結局この後はリックに休きゆう憩けいを取る時間はなく、サララと共にメンベルの森を散策することになったのだった。




「も、もう動けん……」

　ルベリアの町の郊こう外がいにて。サララが必要としていた材料の採取が終わり、リックは広い原っぱの上に大の字に横になっていた。夕暮れが迫せまる空は橙だいだい色いろに染まり始め、熱気を孕はらんだ風もこの時間帯になると心ここ地ち良よい涼すずしさが感じられる。

「アタシもねるー。えいやー」

「ちょ、おいやめろ！　ごふっ……」

　まどろみに意識を委ねてこのまま一ひと眠ねむりしようとしたのだが、仰あお向むけに寝ね転ころがっていたリックの上にレムリアが飛び乗ってきた。腹部に強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けて、リックは一いつ瞬しゆん呼吸ができなくなって噎むせ返かえった。

「お、お前……ふざ、けんなよ……」

「やー、きょうはたのしかったねー」

　リックの反論を無視して、レムリアは辺りを転がり回って遊び始めた。

「あはは、リックさん大だい丈じよう夫ぶですか？　町の人にお水をもらってきましたよ」

「おー、ありがとな」

　苦く笑しようを浮うかべながらリックの傍そばに座すわったのはユリナが、細長い木き筒づつをくり抜ぬいた容器に水を汲くんできてくれた。ありがたく頂ちよう戴だいして一気に飲み干す。体中に爽そう快かい感が走り、少しだけ疲つかれが和やわらいだような気がした。

「今日は大変でしたね……。私わたし達たちは先に町に戻もどっちゃいましたけど」

「あの後、ケルトの木とやらの樹皮を削けずり取とりに行って、その次は森にいるグラフ牛を捕つかまえにいったんだ。散々な目にあったぞ……」

「お怪け我がはないですか？　治ち療りようできる人を呼んできますよ」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。単純にすっげー疲つかれた……」

　容器をユリナに返し、リックはもう一度横になって目を瞑つぶった。まだメンベルの森での重労働が瞼まぶたの裏に焼き付いていて、眠ねむろうとするとその時の光景が如によ実じつに蘇よみがえってくる。

「あの後、今度はケルトの木の樹皮を採りにいったんだけど、その木もまた魔ま王おうの瘴しよう気きのせいで俺おれたちに襲おそい掛かかってきてな……」

「え、木が……ですか？」

「ああ。しかも攻こう撃げき方法が厄やつ介かいでさ。毒を持った虫をけしかけてきたんだよ。どうにか迎げい撃げきはしたけど、ちょっと毒をもらっちまってさ」

「毒!?　大変です、リックさん！　すぐに治してもらわないと！」

　ユリナが驚きよう愕がくし、真っ青な表情になって立ち上がると、リックを引っ張りあげて町へ連行しようとした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから！　ほら、ちゃんと毒消し草を持ってきてただろ？　あれを使ったから毒は治せたんだ」

「そうですか、よかった……」

　リックは道具袋ぶくろに入っていた毒消し草を見せた。ユリナは安心して腰こしが抜ぬけたようにぺたんと再びその場に座すわった。

「で、その後はグラフ牛の捕ほ獲かくだったんだけど、攻こう撃げき的で暴力的で荒あら々あらしいもんだからこっちも大変でな。どうにか一頭捕つかまえたけど、ぞろぞろ仲間が集まってきたから俺おれが囮おとりになって命掛かけの鬼おにごっこをしてたんだ……」

「そ、そんな危ないことしてたんですか！」

「サララが木を操作して運び出すまでの時じ間かん稼かせぎだったんだよ。もうあんな真ま似ねするのは二度とごめんだぞ……」

　木々を薙なぎ倒たおして突とつ進しんしてくるグラフ牛の大群の姿が今も鮮せん明めいに脳のう裏りに刻まれていて、瞼まぶたを閉じると必死に逃にげ回まわっていた時の形なり振ふり構わなかった状じよう況きようを思い出してしまう。もし蹴け躓つまずいていたら、と考えると背筋に悪お寒かんが走った。

「でも、町の人が喜んでいましたよ。あの牛はすごく美お味いしくて有名みたいですから」

「しっかり味わって食べてもらいたいもんだぜ……。俺おれが森中を爆ばく走そうして手に入れた貴重な食材なんだから……」

　そう言った直後、リックの腹が盛せい大だいな音を立てた。休きゆう憩けいも取らずにメンベルの森へ探たん索さくと狩しゆ猟りようを繰くり返かえしたせいですっかり空腹になってしまった。派手な音を耳にして、ユリナがくすりと微ほほ笑えんだ。

「でも、サララさんはどこへ行ったんですか？」

「俺おれも分からないんだ。苦労して採ってきたものを持っていなくなったんだよ。早く食事を取りたいんだけど……」

　空腹で目が回りそうになりながらもリック達たちが町の郊こう外がいで待機しているのには理由があった。レルクールの花の銀の蔓つる、ケルトの木の樹皮、グラフ牛の革かわを持って消えてしまったサララに、ここで待っているように厳命されていたからだった。行き先も教えられておらず、どのくらいで戻もどってくるのかも聞かされていないので、下へ手たにここを動くこともできずにいた。

「さすがに夜中までここで待たされる、ってことはないと思うけど……」

　上体を起こし、リックは腹部を擦さする。勝手な思い付きで振ふり回まわしてしまったとはいえ、待機を命じたままで放置するという陰いん湿しつな真ま似ねはしないはずだ。リックへの積もり積もった不満を爆ばく発はつさせ別れも告げずに仲間から抜ぬける、なんてこともきっとない。ないはずだ。多分。

「あ、サララさんが戻もどってきましたよ」

　絶対、とは言い切れないくらいには嫌きらわれてしまう要因に思い当たることが多々あり、リックの胸中で不安が肥大化していったが、ようやく戻もどってきたサララを見て胸を撫なで下おろした。

「お帰りなさいサララさん。何を持ってるんですか？」

「……楽器が完成したのよ」

　ユリナが不思議そうに見つめているのは、サララが運んできたいくつもの楽器だ。独特の形状をしているが、木製の胴どうに革かわが張られているのは打楽器で、きらきらと光ひかり輝かがやく弦げんが張られた数種類の楽器は弦げん楽がつ器きだということが見て取れる。

「もしかして、この弦げんってさっき俺おれが採ったあの銀の蔓か？」

　竪たて琴ごとのような楽器に張られた弦げんを指差したリックが訊きくが、サララは顔を逸そらしてしまい答えてくれなかった。

「……音楽」

「ん？」

「音楽も、その……完成に近付いてきたから、一度聞いて欲ほしいんだけど……」

「おお、聞かせてくれ！」

「聞いてみたいです！」

「きかせてきかせて！」

「わ、分かったから離はなれなさいよ！」

　サララは煙けむたがるように手で払はらい、ユリナとレムリアを下がらせた。それから楽器を一つずつ地面に置くと、弦げんを弾はじいたり、張った革かわの中心を叩たたいたり、音色の確かく認にんを始めた。けれどサララが生み出した楽曲を知っているのは当然サララだけだ。幾いくつもの楽器をどうやって演奏するのだろう。

「……しまった！　演奏者を探してなかった！」

　今更さらになって、演奏者という大事な人員を探していなかったことに気付いてリックは頭を抱かかえて叫さけんだ。

「馬ば鹿かじゃないの。そんなの必要ないわ」

　今回の発案の根底を揺ゆるがす大失態を犯おかしてしまいリックの目の前が真っ暗になりかけたが、サララは冷ややかにそう言うと短く生える草を摘つんで吐と息いきを吹ふきかけた。

「みてみて！　なんかはえてきた！」

　ユリナの服を引っ張りながら、太陽へ向かってみるみる成長していく草を見てレムリアがはしゃぐ。だが、ユリナの表情は凍こおり付つき一歩、二歩と後あと退ずさりを始めた。

「こ、こっちに来ませんよね……？」

　まるで母親に怒おこられるのを怖こわがる子供のように、ユリナはレムリアの後ろに隠かくれてしまった。メンベルの森にて恥ち辱じよくを味わわされたばかりだ、植物に対して過か剰じような恐きよう怖ふを覚えるのも無理はない。

「何もしないから出てきなさい……」

「ほ、本当……ですよね？　大だい丈じよう夫ぶですよね？」

「本当よ。あーもう、あの時は私が悪かったわ。ほら、私が傍そばにいるんだから安心しなさい」

「わ、分かりました……」

　ユリナは差さし伸のべられたサララの手を力強く握にぎり締しめながら、ようやくレムリアの背中から出てきた。力を込こめてサララの右手が赤くなり始めていたが、それでも文句を言わないのはユグドラシルの森での一件に対してサララなりに責任を感じているからかもしれない。

　やがて急成長していく草は、弦げん楽がつ器きを奏かなでる弓と、打楽器を叩たたく棒へと形を変えていった。なるほど、ドリアードが持つ植物を操あやつる力で複数の楽器を同時に演奏させるようだ。

「それじゃあ始めるわよ」

　サララがユリナの肩かたを優やさしく叩たたいて元の位置に戻もどる。レムリアは楽器の正面に座すわり、瞳ひとみを輝かがやかせながら奏かなでられる音色を楽しみに待っている。ユリナはまだ植物を怖こわがっているようだが、レムリアの服の裾すそをこっそりと摑つかんでやや後ろに腰こしを下ろした。

　サララは羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にしながら胸に手を当てて気持ちを落ち着かせているようだった。普ふ段だんとは違ちがって、こうした発表の前ではサララも緊きん張ちようしてしまうようだ。

　ゆっくりとサララが瞳ひとみを閉じると同時に、ドリアードの力で編み上げられた草が動き始めた。

「わぁ……」

「すごーい……」

　眼前で音色を聞くユリナとレムリアは瞬まばたきも忘れて圧あつ倒とうされたようだった。無論、リックも厚みのある音楽に圧あつ倒とうされて言葉が出なくなった。湧わき上あがる興奮に鳥とり肌はだが立つ。

　リックが考えていた雰ふん囲い気きを正確に汲くみ取とってくれたようで、思わずその場で飛とび跳はねてしまうような元気が出る明るい曲調だ。打楽器、弦げん楽がつ器きと、共に高音と低音に役割が分かれており、それぞれが反発することなく溶とけ合あうように重なり合っている。一つ一つの音色が全身に伝わり、体の芯しんを響ひびかせる。まるで手を引かれ、背中を押おされ、前へ前へと人を進ませてくれる不思議な力が宿っているようだ。

「あ……」

　自然と吐と息いきが洩もれたのは、サララの奏かなでる音楽がリックの記き憶おくを鮮あざやかに蘇よみがえらせたからだった。

　瞼まぶたを閉じると当時の情景が思おもい浮うかぶ。魔ま王おうを倒たおす旅は長く、苦しく、辛つらいものではあったけれど、心が弾はずむようにワクワクするような楽しい記き憶おくもあった。洞どう窟くつの中で見つけた宝箱を開いて財宝を見つけた時。魔ま王おうの瘴しよう気きから解放した竜りゆうの背に乗って大空を自由に飛ひ翔しようした時。野宿をした時にみた満天の星空。世界が平和になった今も、リックの中で決して風化することのないキラキラした想おもい出で。心に息づく大切な冒ぼう険けんの記き憶おくが、再びリックの胸を躍おどらせる。

　これが音楽の力なのだろうか。音色一つでここまで心情を劇的に変化させるものなのか。心ここ地ち良よい音色に包まれながら、リックは全身が軽くなるような高こう揚よう感と感動に包まれて。

　まだ未完成ながらも、演奏を聴きき終えたリックは瞳ひとみからはいつの間にか涙なみだが溢あふれていた。リックは拭ぬぐうことをせずに大きな拍はく手しゆをサララに送った。

「な、何よ……別に拍はく手しゆなんて……」

「……サララさん！」

「ど、どうしたのよ……？」

「サララさん!!」

「だ、だからどうした……ひゃぃっ！」

「とっても素す敵てきな曲でした！　私、感動しちゃいました!!　サララさんはやっぱりすごいです！」

「そ、そう……？　ど、どうもありがとう……」

　一目散に駆かけ寄よったユリナがぎゅっと両手を握にぎって感激を伝えた。その迫はく力りよくに身構えていたサララはたじたじになっていた。

　リックが同じことをしたら顔面を叩たたかれそうなので絶対に真ま似ねできないが、心境としては興奮状態のユリナと同じだ。素す晴ばらしいの一言以外に感想が浮うかばないくらいに、サララが奏かなでた音楽は完全に三人の心を魅み了りようした最高の曲だった。

「すごいです！　本当にすごいですよ、サララさん!!」

「わ、分かったから……とりあえず手を離はなして……」

　興奮冷めやらぬユリナはサララの両手をぶんぶんと振ふった。感かん極きわまったせいか、今回は肩かたが外れるくらいに強きよう烈れつだが、大絶賛されて満まん更ざらでもないのかサララは嬉うれしそうに微ほほ笑えんでいた。

　もう少し余よ韻いんを楽しみたくなってリックが瞳ひとみを閉じようとすると、隣となりに座すわっていたレムリアがくいくいと服の裾すそを引っ張った。

「ね、ね、ユーシャ。アタシがいまのきょくにあわせておどればいいんだよね？」

「そういうことになるな。その踊おどりをユリナとサララにもやってもらうんだけど」

「そっかー！　よーし、アタシできそうだよ！」

　勢い良く立ち上がり、レムリアは右手に握にぎり拳こぶしを作って高々と頭上に掲かかげた。そして揉もみくちゃになっているユリナとサララの二人に抱だき付ついた。

「ね、ね、サララ！　もういっかいさっきのきょくをきかせて！」

「今聞かせてあげたじゃない！　今日はもうこれくらいで……」

「アタシがおどりをかんがえないといけないから、もっかいおねがい！」

　レムリアに両りよう肩かたを摑つかまれて体を前後に激しく揺ゆらされ、サララの首ががっくんがっくんと外れてしまいそうに振ふらされた。

「わ、分かった、分かったから！　とにかく離はなしなさい！」

「じゃあもっかいね！　ユリナもこっちきて！」

「わ、私もですか？」

「うん、そう。それから……このこたちにもりあげてもらおー」

　ぐいぐいとユリナの手を引っ張ってサララから離はなれると、レムリアは掌てのひらを一度大地に押おし当あててから上空へと振ふり上あげた。次の瞬しゆん間かん、土の中から飛び出したのは大きな球を二つ重ねて申し訳程度に小さな手が生えた可愛かわいらしい土人形だった。雪が積もった時によく子供達たちが作る雪だるまに形が似ていることから、さしずめ土だるまといったところだろうか。

　レムリアは人差し指をくるくると回しながら先さき程ほどの曲の旋せん律りつを小さく口ずさんでいた。その表情から無む邪じや気きに遊び回る子供のような幼さが消え、声を掛かけることさえ憚はばかられるような真しん剣けんな面おも持もちになっている。

　もう一度サララが手製の楽器を操あやつり、曲の演奏が始まった。二度目ということで緊きん張ちよう感が抜ぬけたのか、音の一つ一つに広がりを感じられるようになった。

　それに合わせ、レムリアが軽快な足取りを始める。これだけでは曲に合わせて体を動かしているだけだが、手を添そえた腰こしを振ふってみたり、両手を広げて星の瞬またたきを連想させるように動かしてみたり、空中に指を走らせて指揮棒のように動かしてみたり、様々な動きが取り入れられていく。

　儀ぎ礼れい的な舞まいとは違ちがう、楽しい雰ふん囲い気きに皆みなを巻まき込こんでいくような踊おどり。異種族とはいえ女の子らしさがいっぱいに詰つまったレムリアの踊おどりは、形にとらわれない自由な動きが連動して一つの作品として昇しよう華かされていく。

　何より満開の花のような笑え顔がおを見せられると、音楽の曲調と相まって見ているリックの頰ほおが自然と緩ゆるんだ。そして手を差さし伸のべるような仕し草ぐさをされると、その手を取ってレムリア達たちに混ざって一いつ緒しよに踊おどりを楽しみたいという思いに駆かられる。

　そして先さき程ほど作られた土だるまだ。レムリアの周囲を音楽に合わせて動き、時々手を上げたりしているだけだが、愛くるしい外見をしていることもあって踊おどりをより可愛かわいらしく彩いろどっている。

「わ、わわっ！」

　最後にユリナと両手を繫つなぎ、くるくると回った後に、唇くちびるに重ねた手を離はなして踊おどりは終しゆう了りようとなった。突とつ如じよ巻まき込こまれたユリナも踊おどりの熱を感じたせいか微ほほ笑えみを作っていた。

「ユーシャ、こんなのどーよ？」

　勝かち誇ほこったように胸を張ると、レムリアは片目を瞑つぶった。

　踊おどりに関しては曲調に沿った、元気を表現した躍やく動どう感溢あふれる動きが多く文句の付けようもない。ただ驚おどろきなのは、一度聞いただけで踊おどりを思い付いたレムリアの発想力だ。一度聞いただけで構想を固めたのだろうか。はたまた心の赴おもむくままに体を動かしたのか。身内贔屓ひいきをするわけではないが、ゴーレムの少女レムリアは天才肌はだの踊おどり手だといっても決して誇こ張ちようではない。

「最っっっっ高だ！　すごいじゃないか！　もしかしてゴーレムって踊おどりが得意な種族だったりするんじゃないのか！」

「アタシだけしかこんなことしないよー。だからアタシはすごいのだー！」

「いや、ここまで完かん璧ぺきに音楽に合った踊おどりができるとは思ってなかったぞ！　凄すごい以外の言葉が見つからないぞ！」

「ユーシャ、うれしいけどちょっといたいー！」

　リックはガシガシと乱暴にレムリアの頭を撫なでた。レムリアが加入して急きゆう遽きよ踊おどりを取り入れることにしたが、咄とつ嗟さのリックの思い付きは間ま違ちがいではなかったと確信した。

　リーベルの店で見たシルフの歌をきっと超こえられる。この三人の力が重なり合えば、きっと種族間の不和を取り除くことができるはずだ。

「……これ、私もやるの？　やる気が失うせてきたんだけど」

「なにいってるのさー。おしえたげるからサララもれんしゅうしよー」

「あんな恥はずかしい動きをこの私が!?　偉い大だいなドリアードである私がやるということがそもそも間ま違ちがってるってことが」

「やるっていったんだからサララもやるんだよー」

　サララは嫌いやがっていたが、ユリナに詰つめ寄よられたとはいえ一度交かわした約束を反ほ故ごにすることはドリアードとしての矜きよう持じが許さないのか、露ろ骨こつに顔を顰しかめながらレムリアに引っ張られていった。レムリアが披ひ露ろうした踊おどりはサララの性格にまるで合わない動きばかりだが、ここまできたら最後まで付き合ってもらおう。

　レムリアの指導の元、サララは早さつ速そく練習に付き合わされていた。お手本であるレムリアが最初に踊おどり、サララがそれをなぞる形で動きを真ま似ねているが、まだまだ躊ちゆう躇ちよが捨てきれないようでぎこちなさが消えていない。

「はい、ほらここでにっこりだよ」

「……別に私が笑う必要はないでしょ？　この動きも意味があるとは思えないわ。やっぱりやる必要が」

「ほら、アタシにあわせてやるの！　サララにだきついちゃうぞー」

「やり方が卑ひ怯きようよ！」

　不ふ貞て腐くされて文句を垂れ流してはいるものの、サララはレムリアの動きを覚えようと必死に真ま似ねていた。踊おどりを完かん璧ぺきに記き憶おくするのにそう時間はかからないだろう。あとはどれほど恥はずかしさを捨てられるかだ。

「すごい、です……サララさんも、レムリアさんも……すごい、なぁ……」

　その時だ。まるで感情の奔ほん流りゆうをどうにか押おさえ込こむような震ふるえる声を洩もらしたのはユリナだった。顔を向けると、ユリナは瞳ひとみから涙なみだを零こぼしてしまわないように懸けん命めいに我が慢まんしている。

「ユリナ……」

　歓かん喜きに湧わくサララとレムリアとは対照的に、ユリナからは急速に熱が奪うばわれていくのがリックにははっきりと分かった。

　異なる分野ながらも遺い憾かんなく才能を発揮していく仲間達たちを間近で見ながら、懸けん命めいに追いつこうと努力を重ねながらも結果を出すことができない者の気持ち。それは、類たぐい稀まれなる強さを持ち蛮ばん勇ゆうを振ふるい魔ま王おうの部下を圧あつ倒とうしてきた仲間に囲まれてきたリックには痛い程ほど分かった。今、ユリナはまさに絶望の底の底へと落とされ、悔くやしさの渦うずに飲まれているのだろう。

　音楽と踊おどりが完成に近付いているのは喜ばしいことだ。だが、ユリナの様子から考えて唄うたはまだ完成が見えていないのだろう。

　このままではユリナが自分の世界に閉じこもってしまう。かつての自分と同じ道を辿たどってしまう。そうなる前にリックが救い出さなければならない。

「サララ、レムリア。それよりも……」

　リックはひとまずサララとレムリアを呼ぼうとした。このままではユリナを追おい詰つめる結果になってしまう、と目配せをして簡単に事情を説明しようとした。

「曲の後半は三人でやらないとだめね。私一人じゃ到とう底てい無理だから力を借りるわよ」

「え……？　わわっ」

　だが、それよりも前にサララがユリナの腕うでを取って引き寄せた。突とつ然ぜんのことに、ユリナは前に転びそうになっていた。

「あ、あの……ど、どうして……」

「あなたの唄うたと、この子の踊おどりと合わせなきゃいけないんだから、私一人で作れるわけないでしょ。私が……その、独断で曲を完成させたらあなた達たちに影えい響きようするんだから」

「そーそー。アタシのおどりもひとりじゃつくれないから、ユリナもてつだってよー」

「わ、私、が……？」

　どうやら驚おどろきで涙なみだが引ひっ込こんでしまったらしく、ユリナは困こん惑わくして何度も目を瞬まばたいていた。

　三人のやり取りを見たリックは、邪じや魔ましないように距きよ離りを取った。遠巻きに眺ながめながらリックは確信する。ユリナの心の中で凍いてついていた気持ちは、今ゆっくりと溶とけ始めていることを。

「で、でも……サララさんもレムリアさんも、私がいなくたって完成させられるんじゃ……」

「楽器作りは一人でできるけど、曲は……で、できないわよ。当たり前でしょう、明るい歌詞なのに暗い曲調で演奏したら全部ぶち壊こわしじゃない。だから、あなた達たちの手を借りないと完成なんてできないの」

「アタシのおどりだっておなじだよー。みんなであわせないとかんせいさせられないよ」

「だから、あなたの唄うた作りだって……その、私わたし達たちの協力が必要なら……早めに言って」

「できればうたいやすいのがいいなー」

　尊大な言い方のサララと、はにかみながら言うレムリア。二人の態度は変わらぬものだったけれど、彼かの女じよ達たちに追いつこうと自分の心を痛めつけながら追いかけてくるユリナの元へと戻もどり、手を携たずさえながら前を進もうとしてくれる優やさしさがリックにも伝わってきた。今この時、三人はようやく仲間としての絆きずなが結ばれたのだ。

「じゃーれんしゅうさいかいだー。サララ、つづきやるよー。にっこりするれんしゅうねー」

「それはもういいでしょ！」

　嫌いやがるサララをレムリアが引ひき摺ずっていく形で練習が再開される。そんな中で一人困こん惑わくして立ち止まるユリナの表情が、少しずつ温ぬくもりに溢あふれて和やわらいでいった。

「リックさん。私、何となく分かった気がします。仲間がいるっていうこと。みんなが傍そばにいてくれるっていうこと……」

　ゆっくりと傍そばに寄るリックに、ユリナは感かん極きわまったような声で言った。

「楽しいって感じられたのは、リックさん、サララさん、レムリアさんが一いつ緒しよにいてくれたからだったんだ。私一人じゃ、こんな風に思えなかったんだ……。仲間が傍そばにいてくれるっていうこと、こういうことだったんだ……」

「ど、どうしたユリナ？」

「分かったんです、リックさん！」

「うおぅ……そ、そうか……」

　突とつ然ぜん両手を握にぎられ、更さらにユリナが白く細い指を絡からめてくるのでリックは更さらに困こん惑わくする。感謝する時、説得をする時のこの癖くせには未いまだに慣れなかった。

「この蒼あおい蒼あおい空の下で、私が感じた楽しい気持ち……。サララさんとレムリアさんが作った音楽と踊おどりに負けないくらいに唄うたが、今なら作れそうな気がするんです！　だから、リックさん……あの、本当にありがとうございました！」

　けれど、ユリナの瞳ひとみの奥おくにある純じゆん粋すいな輝かがやきを見てリックは小さく頷うなずいた。

　今この瞬しゆん間かん、ユリナの世界は広がった。サララの演奏とレムリアの踊おどりが自覚を促うながした。ユリナは一人ではない。手を取り合い、一つの夢に向かって共に進む仲間がいることを。

　じんわりと温かいものが胸に広がっていくようだった。この気持ちは、強く在ろうと意固地になっていたリックを育て上げたリーベルも同じく抱だいたのだろうか。

　突とつ然ぜん感謝を伝えてきた理由はよく分かった。ユリナが感動してくれたこともよく伝わってきた。だが、リックは敢あえて額に軽い手刀を叩たたき込こんだ。

「……ていっ」

「いたっ、何をするんですか！」

「早いだろ、色々と。まだ唄うたは完成してないんだろ？　それにルベリアの町の人ひと達たちに見せてもいないんだぞ」

「そ、それは……そうでした。えへへ……」

　ユリナが頰ほおを赤らめながらそう言って、舌を小さく出した。

「楽しいことか。そうかそうか……ユグドラシルの森で木の根に捕つかまったり、さっきは茎くきに捕つかまったりもしたけど、あれも楽しいって言ってくれるんだな……」

「ち、違ちがいます！　あれは楽しくなんてありません！　は、恥はずかしかったんですよ！」

　感かん慨がい深ぶかげにリックがそう言うと、耳まで紅潮させたユリナに思い切り肩かたを叩たたかれてしまった。場ば違ちがいにユリナが感動的な話を始めたものだから冗じよう談だんを言って和なごませようとしたのだが、今の一いち撃げきは結構痛かった。

「そ、それに……さっきのは、あの……もう！　リックさんは破は廉れん恥ちです！」

「いでっ！　そんなに強く叩たたくなよ！」

　さっき、というのはレルクールの花の頂いただきに伸のびる銀の蔓を採取した時のことだろう。リック達たちを牢ろう獄ごくのように取り囲む茎くきの襲しゆう撃げきに合い、雁がん字じ搦がらめにされて身動きが取れなくなった上、逆さかさ吊づりにされて恥はずかしいところを晒さらされたユリナの姿を思い出すと、男としての自然の反応で頰ほおが緩ゆるみそうになる。

　いかんいかん、とリックは雑念を振ふり払はらい、気を取り直して話を戻もどした。

「音楽も完成して、踊おどりも繰くり返かえし練習するだけだな。あとはユリナの唄うたを乗せるだけだ」

「……はい！」

「サララとレムリアが先に完成させたから焦あせってるのかと思ったけど、そういうわけじゃなさそうだな」

「そうですね。この方法が正しいのか分からないんですけど、私が感じたことをそのまま言葉にすればいいんじゃないかな、って考えてるんです。その方がきっと私の気持ちをいっぱいに込こめられると思うから……」

「正しいとか正しくないとか、そんなの関係ないだろ。ユリナは自分のやり方で唄うたを作ればいいと思う。それでルベリアの町の人ひと達たちを盛り上げて、初めての活動は大成功を収めるっていう結末を迎むかえる。そうだろ？」

　そう言ってリックは握にぎり拳こぶしを作ってユリナの前に掲かかげた。これは健けん闘とうを称たたえ合ったり、この先に待ち受ける困難に共に立ち向かおうと、互たがいの気持ちを重ねる身み振ぶりの一つだ。けれど、ユリナはどうすればいいのか分からず小首を傾かしげている。リックが自分の左手を使ってやり方を教えると、ユリナは遠えん慮りよがちに握にぎった右手を軽くぶつけてくれた。

　二人の拳こぶしが離はなれる。と、ユリナは上うわ目め遣づかいになり左右の手の指をもじもじと絡からめ始めた。

「あの……リックさん、一つお願いがあるんですけど……」

「お、どうした？　俺おれにできることなら言ってくれ。できること限定だけどな」

「大だい丈じよう夫ぶです。リックさんにしかできないことだと思います……あはは……」

　誤ご魔ま化かすよう笑うとみるみる顔が赤くなっていき、ユリナは俯うつむいてしまった。それから両手で顔を覆おおうと小さく肩かたを揺ゆらし始めた。まさか泣かせてしまったのだろうか。いや、決してユリナを傷付けるようなことは言っていないはずだが。

　けれど、「よしっ！」と自分を鼓こ舞ぶして顔を上げ、

「あの……本番は一番前で私わたし達たちを見てくれませんか!?」

　と、一世一代の告白をするようにユリナが言った。

「お、俺おれ？」

　意外な頼たのみに、リックは自分を指差しながら目を瞬しばたたく。

　ユリナ達たちをここまで導いた意味。それは人間の心に住まう他種族への疑ぎ心しん暗あん鬼きを取り除き、種族融ゆう和わを果たすためだ。既すでに友好の手を差さし伸のべようと世界を奔ほん走そうしてきたリックが、ユリナ達たちの活かつ躍やくを間近で見る意味はない。

「別にユリナ達たちに偏へん見けんとか持ってるわけじゃないし、俺おれが見ても……」

「違ちがいます。私わたし達たちをここまで引っ張ってくれたリックさんに……一番前で応おう援えんして、欲ほしいなって……だめですか？」

　ユリナは両手の人差し指を突つき合あわせながら、甘あまえたような声こわ音ねで言った。

　少し照れくさいが、ここまで頼たのまれてしまったのなら断るわけにもいかない。それに、本当は考えを改めさせるべきなのかもしれないけれど、リックのことを一番に考えてくれたことが何より嬉うれしかった。

「……分かった。一番前でユリナ達たちを応おう援えんする。その分、しっかりやってくれよ？」

「はいっ！　リックさん、私わたし達たちを見ててくださいね！」

　心から嬉うれしそうにユリナが頰ほおを綻ほころばせ、練習に励はげむサララとレムリアの元へ駆かけ出だした。

　一人前になること。道は違ちがえと、同じ場所を目指すリックとユリナにとって重要な意味を持つ演目となる。けれど、ユリナに気負った様子は見られない。きっとサララの音楽とレムリアの踊おどりに劣おとらない、素す晴ばらしい歌が仕上がるはずだ。

　あとはユリナの気持ちの問題。蒼あおは悲しみの色、というセイレーンという種族に刻まれた呪じゆ縛ばくを解き放てるかどうか。

　三人が舞ぶ台たいの上で躍やく動どうする日はすぐ近くにまで迫せまっている。

　その運命の時を想像するだけで、リックの胸は弾はずみ、高鳴るのだった。




「これで……終わったー！」

　最後の長机を運び終えて、がらんどうになった大聖堂の中心に立ったリックは両手を挙げて一人で歓かん喜きの声を上げた。しばらくの間至福の達成感の余よ韻いんに浸ひたっていると、自然と涙なみだが溢あふれそうになる。

　疲ひ労ろうが蓄ちく積せきして筋肉が震ふるえを起こしている両りよう腕うでを下げ、リックはふぅと小さく息を吐はいた。この達成感を抱いだいて早々に眠ねむってしまいたいところだったが、目の前には更さらなる厳しい現実が待ち受けている。

「終わりじゃないんだよなぁ、これが……」

　がっくりと肩かたを落として、埃ほこりが舞まい細かい木もく片へんが散らばった大聖堂の広間を見回す。大おお掛がかりな運うん搬ぱん作業は終わったものの、リックには掃はき掃そう除じと拭ふき掃そう除じが残っているのである。

「風の魔ま法ほうを使って一気に片付けられたりできないかな……」

　そんな現実から逃とう避ひしたくなって、リックはなるべく楽に済ませる方法を考え始めた。

　案外いい考えなのかもしれない、とリックは錯さつ覚かくを起こしそうになる。けれど冷静に考えれば、大聖堂の中で風の魔ま法ほうを行使すれば、埃ほこりが隅すみ々ずみに飛び散って余計な仕事が増える結果にしかならないことは簡単に想像できた。賢けん者じやリーベルならばともかく、魔ま法ほうの細かい制せい御ぎよが苦手なリックには到とう底てい不可能な話だった。

「地道にやるのが一番早いってことだよな……。あーちきしょう、やってやるよ！　やってやるからな！」

　頭をガリガリと搔かきながらリックは愚ぐ痴ちを零こぼした。さて、魔ま法ほうを使わずに人力で掃そう除じを行うとなれば掃そう除じ用具が必要になってくる。大聖堂の裏手に小屋があったけれど、そこに箒ほうきがあればいいのだが。

　掃そう除じの手順を考えながら、必要な道具を頭の中で思おもい浮うかべる。床ゆかの拭ふき掃そう除じをするのならば木の桶おけに水を汲くんできて、厚めの布切れも必要になる。小屋に有用な道具が用意されているのを期待しつつ、一いつ旦たん大聖堂を後にしようとした時だった。リックは背中に妙みような視線を感じたので入り口の方を振ふり返かえった。

「……」

　入り口の扉とびらに寄りかかり、両りよう腕うでを組んで凍こごえきった視線を向けるサララが月明かりを背にして立っていた。その視線は軽けい蔑べつ、嘲ちよう笑しようの類たぐいを含ふくんでいるような冷たい視線だ。そしてサララは小さくため息を吐ついた後、もう手の施ほどこしようがないというように首を振ふって大聖堂から去ろうとした。

「ちょ、ちょっと待って！　昨日も同じような反応されたけど、ちょっと待って！」

　不幸にも連日誤解を招く場面を見られてしまったリックは必死になってサララを呼び止めたのだった。

「……変質者に知り合いはいないんだけど」

「その言い方は酷ひどくないか……？」

「独り言をぶつぶつ呟つぶやいてるなんて変質者でしかないじゃない。黙だまって手を動かせないの？」

「自分の萎なえていく心をどうにか引っ張り上げようっていう重要な精神状態維い持じの手法の一つなんだよ、これは」

「……ふぅん」

　と必死に弁解したのだが、サララに鼻で笑われてしまった。自分だって楽器作りの時は鼻歌混じりに作業してたじゃないか、と反論しそうになるのをリックはぐっと堪こらえた。

「それで、何か用か？」

　悔くやしさを語気に滲にじませながらリックが訊きく。昨夜、散歩の途と中ちゆうで偶ぐう然ぜん大聖堂に立ち寄った時とは違ちがい、サララはリックがここで掃そう除じを行っていることは知っていたはずだ。

「……あんたをからかいに来ただけよ」

　その質問から逃にげるように目を逸そらし、サララは言葉に詰つまりながら答えた。頭が切れる割には噓うそを吐つくのが下へ手ただよな、とつい笑いそうになりながら、リックはサララの真意を探さぐろうとする。

　だが、答えはすぐに判明した。サララはその手に木製の籠かごを持っていた。木の皮を剝はいで編みこんだお手製の籠かごに見えるが、その中には幾いくつもの小枝と綿毛を付けた花があった。

「もしかして、ライブの枝と花を持ってきてくれたのか？」

　その問いにサララは答えず、少しだけ唇くちびるを尖とがらせながら枝の一本をリックに投げ寄よ越こした。どうやら正解したらしい。

「使い方はあんたみたいな馬ば鹿かでも分かるわ。いい、その枝の両りよう端たんを持って折り曲げるように力を加えていくの。そうすれば枝の中の染せん色しよく成分に刺し激げきが届いて発光するようになるわ。勿もち論ろん力を加えすぎれば簡単に折れるんだから気を付けなさいよ」

　刺とげ々とげしい説明を受け、リックはライブの枝を持ってゆっくりと力を加えていく。加減を間ま違ちがえると折れてしまう、ということで慎しん重ちようすぎるくらいに枝を曲げていく。

「うおっ！　すげぇ！　これすげぇぞ！」

　徐じよ々じよに曲がっていくライブの枝が、パキンッ、と砕くだける音を響ひびかせる。すると、枯かれ木きのようなくすんだ茶色をしていた枝がみるみる発光を始め、目が眩くらむくらいの輝かがやきを放ち始めたのだ。海の蒼あおをそのまま切り取ったような光を目にして、リックは子供のようにはしゃいでしまった。

「持続時間は約五分ってところね。一度輝かがやきを失ったら、枝を折ったとしても二度と発光はしないから」

「光ってる！　明るい！　うおー、これがあれば洞どう窟くつ探検も随ずい分ぶん楽になっただろうなぁ……」

「聞いてるの、ちょっと！」

「あ、はい、すいません……」

　つい興奮してサララには怒おこられてしまったが、衝しよう撃げきを加えることで発光するこのライブの枝の凄すごさに興奮が収まらなかった。試ためしにリックは頭上でライブの枝を軽く左右に振ふってみると、蒼あおい輝かがやきの軌き跡せきが暗くら闇やみの中の僅わずかな残像を残した。これを活用すれば、見張り台の上からライブの枝を使って、色による合図を遠方に送ることもできるだろう。

「……次の説明始めたいんだけど」

「お、おう……ごめん」

　サララがこめかみをひくつかせ始めたので、リックは一いつ旦たんライブの枝を下ろして背筋を正した。

「それから、これがライブの花。一度枯かれたものだけど、種を広げるために綿毛を付けたものね。綿毛は花から離はなれた瞬しゆん間かんから光り始めるわ」

　ユリナは籠かごから綿毛を付けたライブの花を口元に運ぶと、軽く息を吹ふきかけた。白い綿毛はそのまま風に乗って大聖堂の中をゆらゆらと飛んでいく。

　だが次の瞬しゆん間かん、暗くら闇やみに包まれていた大聖堂の広間に劇的な変化が訪おとずれた。ライブの綿毛が眩まばゆい光を放ち始めたのだ。まるで蒼あおい燐りん光こうが空中を踊おどっているように見えて、寂さびしげだった広間は一いつ瞬しゆんにして幻げん想そう的な空間に変わったのだった。

　リックはこの時、フェアリーの求愛の舞まいを思い出した。自在に輝かがやかせることができるフェアリーの羽は、精神状態によってその色の光を変化させると言われているが、求愛行動の際には虹にじ色いろの煌きらめきを纏まとうと言われており、それを見たものには幸福が訪おとずれるという伝承が残っている。

　かつて魔ま王おう討とう伐ばつの旅の際に、リックは一度だけフェアリーの求愛の舞まいを目にしたことがあった。細かな明めい滅めつを繰くり返かえしながら、お互たがいに寄より添そい合いながらふわふわと舞まう虹にじ色いろの燐りん光こうを目にした時は呼吸を忘れる程ほどに感動したが、ライブの綿毛が作り出した煌きらめきはそれにも劣おとらない景色だった。

「今度は言葉も出ないようね」

　サララが自じ慢まんげに言ったが、まさにその通りだったリックはライブの綿毛が織り成す見事な演出に見み惚とれていた。

「おー、ユーシャ！　なにこれ、すごーい！」

　と、そこへ元気良く現れたのはレムリアだった。大聖堂へ入ってきて、燐りん光こうを摑つかもうとぴょんぴょん飛とび跳はねている。

「レムリアか。どうだ、すごいだろこれ！　俺おれがやったわけじゃないんだけど！」

「うん！　ねぇねぇどうやるの？　アタシもやってみたい！」

「……はい。この綿毛に息を吹ふきかければいいのよ」

「おー、ありがと！　ふー……」

　サララから渡わたされたライブの綿毛を手にして、レムリアは勢い良く息を吹ふきかけた。空中に舞まった綿毛は大聖堂の全体へと広がり、蒼あおい光を宿し始める。それをレムリアはぱたぱたと走り回り、楽しそうに追いかけっこを始めた。

「ありがとな、サララ。これならユリナもきっと感動してくれると思う。蒼あおい色への印象も変わると思うんだ」

「……別に。偉い大だいなドリアードの私には大したことじゃないもの」

「でも集めてくるのは大変じゃなかったのか？」

「メンベルの森にライブの木があったから、ちょっと手を加えて成長を促そく進しんさせただけ」

　僅わずかに頰ほおを赤くしながら早口で言って、枝と綿毛を付けた花の入った籠かごをこちらに押おし付つけてきた。リックは王様へ宝を献けん上じようする真ま似ねをして頭上に掲かかげてありがたく頂ちよう戴だいした。

　綿毛の光の持続時間も枝と同じく五分くらいで消しよう滅めつしてしまった。ひとしきり楽しんだようで、レムリアは満足気な笑え顔がおを浮うかべてこちらに戻もどってきた。

「レムリア。これはな、本番でユリナをびっくりさせるために使うものなんだ。だから絶対にユリナには教えちゃだめだぞ」

「はーい、わかったよ！　ユーシャもにくいねー」

　立てた人差し指を唇くちびるに当てて、レムリアは意地悪そうに微ほほ笑えんだ。ここでリックは自分が失態を犯おかしていたことに気付いた。もしここを訪おとずれていたのがレムリアではなくユリナだったら、このライブの枝と綿毛を本番で使おうという計画が崩くずれ落おちていたのだ。

「あぶねぇ……ここにきたのがレムリアでよかった……」

「あの子が来るんじゃないかって考えてたの？　私がここに来たのは、あの子が町の外に散歩に出で掛かけた隙すきを見計らったのよ。あんた、私を馬ば鹿かにしてるの？」

「あいたっ！」

　ユリナを一人前のセイレーンに成長させるための支し援えんがご破算にならなったことにリックが胸を撫なで下おろすと、呆あきれたように半眼になったサララに額を指で弾はじかれてしまった。運が良かったわけではなく、サララが事前に憂うれいを断っていてくれたようだ。ただ今のサララの発言は、リックのためにライブの枝と綿毛を持ってきてくれたことを自白したのと同じだったが、気を回してくれたことへの感謝も込こめてリックは指し摘てきするのを止めた。

「さっきはずーっとなにかをかみにかいてたよ。サララのきょくもうたってた」

「ま、単純に考えて詞を作ってるんでしょうね。大分進んでいたみたいだし、完成には時間がかからないんじゃないの？」

「そっか。ユリナの作る唄うた、楽しみだな……」

　そう言ってリックはこの大聖堂の広間で開かれる本番の舞ぶ台たいを想像した。

　蒼あおい燐りん光こうが舞まう中、ユリナ達たちが舞ぶ台たい裏うらから登場する。体が突つき上あげられるような気持ちを高こう揚ようさせる音楽が流れ始め、人々がライブの枝に力を加えて輝かがやかせて一面が蒼あおい海のようになる。歌や踊おどりに合わせてその枝が振ふられ、大きな波のような動きを作り出す。そして高まり、弾はずむ気持ちはやがて最高潮へと達し、この大聖堂に集まった人ひと達たちの気持ちが一つとなるのだ。

「それで歓かん声せいと拍はく手しゆの渦うずが起きて……。うん、最高だ。こりゃいけるぜ！」

　大成功を確信したリックは一人力強く頷うなずいた。

「いけるぜ、歌と音楽と踊おどりで世界中の人ひと達たちが異種族との仲を取とり戻もどせるぞ！」

「おー！」

　リックは勢いに乗ってくれたレムリアと手を叩たたき合った。そんな二人をサララは冷ややかに眺ながめている。

　あとは大聖堂の仕事をきっちり終わらせるだけ。他に失念していることはないだろうか、と一度頭をゼロに戻もどしふいに視界に入ったレムリアの顔をぼんやり眺ながめながら考える。

「あっ……そうだ。名前を決めないといけないんだったな」

　その時思い出したのは、昨夜にレムリアから指し摘てきを受けた催もよおしものの名前のことだった。歌と音楽と踊おどり。披ひ露ろうされる演目の羅ら列れつではなく、呼びやすい固有の名前を付けて欲ほしいと要望を受けたのだ。

　頭の片かた隅すみに記き憶おくしていたつもりだったのに、今の今まで完全に忘れていた。勿もち論ろん、今思い出したのだから名前なんて一つも候補を考えていない。

「うーん……」

「ユーシャ、なにするのー？」

　適度な高さにあったレムリアの頭をぽんぽんと叩たたきながらリックは考かんがえ込こんだ。語ご呂ろや語感、他にも自じ分ぶん達たちの活動を共通性のある言葉を当あて嵌はめるのがいい方法なのかもしれない。何か自じ分ぶん達たちの関係性のあるものは存在しないだろうか。

「じゃあアタシがユーシャのかわりになまえをかんがえてあげる！」

「え、レムリアが？」

　そこでレムリアが勢い良く手を挙げると、腕うでを組んで体を右へ左へと揺ゆらしながら考かんがえ込こみ、

「……ワイワイみんなとウキウキまつり！　っていうのはどうかな！」

「ワイワイ……なんだって？」

「ワイワイみんなとウキウキまつり！」

　まるで名案を思い付いたかのような勝かち誇ほこった笑え顔がおでレムリアが名めい称しようを提案した。

「いや、歌と音楽と踊おどりっていう呼び方よりも更さらに訳分からなくなってるぞ……。そういう方向性じゃなくてもっとこう呼びやすい……」

「それじゃあ、ドキドキたのしいクルクルおんがくかいっていうのはどうだー！」

「どうだー、って言われても方向性が同じじゃねぇか！」

「ぶー……ユーシャのわがままー！　ねぇ、サララはいいとおもうよねー？」

「私も嫌いやよ」

「えー！　サララのいじわるー！」

「別に意地悪してるわけじゃないわよ……」

「レムリアの感性に時代が追いついてないだけだから、そんなに機き嫌げん悪くしないでくれ……」

　リックとサララから反対され、レムリアは不ふ貞て腐くされたように唇くちびるを尖とがらせてしまった。というより、そもそも名前が長いと言い出したのはレムリアだったような気がしたが。

　とにかく、人々に覚えてもらえそうで、親しみやすく、呼びやすく、冗じよう長ちようにならない名前を考えなければ。一いつ旦たんレムリアの案を頭から排はい除じよして、リックは再び考え直す。

「ん？」

　そこで目に入ったのは、先さき程ほどサララから受け取ったライブの枝と綿毛の付いた花だった。蒼あおは悲しみの色、という先入観を壊こわす、ユリナのセイレーンとしての成長を後あと押おしする重要な道具だ。

「……ライブ。あのさ、『ライブ』って名前はどうかな？」

　そう提案した瞬しゆん間かん、リックの中で何かがきっちりとはめ込こまれたような気がした。

　種族融ゆう和わ。それを実現するために始めたリック達たちの活動。けれど、ユリナにとっては一人前のセイレーンとして自分の羽を持てるようになるかどうかという重要な意味があるのだ。その実現へ届いて欲ほしいという希望と期待と願いを、大聖堂を蒼あお一色に染め上げるライブの枝と綿毛に託たくすということも含ふくめて、『ライブ』という名前を付けるのが相応ふさわしいような気がした。

「おー、ライブ！　よびやすい！」

「安直じゃない……」

　レムリアは気に入ってくれたようだが、サララは不服そうに唇くちびるを曲げた。安直な発想であることを否定できないのは事実だ。

「ユリナに一人前のセイレーンになって欲ほしいってこと。それもあるけどさ、ライブの枝と綿毛を使おうって提案してくれたサララだから、その辺の感謝も込こめてこの名前にしたんだけどだめかな……？」

「私への感謝……へぇ、そう」

　ぶっきらぼうな口調だったが、サララの口元が僅わずかに満足に緩ゆるんだのをリックは見み逃のがさなかった。これで不満は取り除かれたようだ。

「ねー、アタシへのかんしゃは？」

「おー勿もち論ろんレムリアにも感謝してるさ。あの踊おどりをすぐに考え付いたのは本当にすごいな」

「えへへー、さすがでしょでしょ？」

　腰こしに手を当てて胸を張るレムリアの頭を撫なでてやると、くすぐったそうに身を捩よじっていた。

　今度こそリックに残された仕事は大聖堂の掃そう除じだけだ。まずは大聖堂裏手の小屋へ行き、使えそうな掃そう除じ道具を拝借し、埃ほこりを取った後に拭ふき掃そう除じをする。手順をしっかりと頭の中で構築し、全工程を終えるまでの時間を割り出してみる。

　隅すみ々ずみまで綺き麗れいにするとなると明日、明後日あさつてで終わる仕事量ではない。そうなればライブ本番は四日後か五日後に設定するのが時期もちょうどいいだろうか。

「じゃあ俺おれは掃そう除じの続きするから、二人は早く休めよ」

　それだけサララとレムリアに伝えて、リックは大聖堂の裏手へと向かった。

　念には念を入れても必ず見落としは出る。そう自覚しているリックはもう一度懸け念ねんを洗い出してみる。ライブ当日を迎むかえて問題が浮ふ上じようするということだけは絶対に避さけなければならない。

「……そういえば」

　ライブに向けての準備の穴は今のところ見当たらない。ただ、それとは別。懸け念ねんとまではいかない妙みような引ひっ掛かかりをリックは思い出した。

　それはリックが目もく撃げきした魔ま王おうの瘴しよう気きの残ざん滓しだった。昨日畑の中に潜ひそんでいた瘴しよう気きは作物の成長を阻そ害がいする効果だけであったが、今日メンベルの森ではレルクールの花とケルトの木という二つの植物を凶きよう暴ぼう化させていた。世界中のほとんどの種族が正気を取とり戻もどしているという現状の中、植物という自然界に存在する花や木を狂くるわせる程ほどの濃のう密みつな魔ま王おうの瘴しよう気きが残っているというのは何度考えても異常だ。

　ルガル大陸は魔ま王おうが本ほん拠きよ地ちをしていたということで、魔ま王おうの瘴しよう気きの希き薄はく化が遅おそくなっている。ただそれだけの理由ならばよいのだが、事はそう単純ではないのではないか、という予感がどうしてもリックの中で払ふつ拭しよくしきれなかった。

「何も起きないよな……」

　月夜を見上げてリックは小さく呟つぶやいた。

　大だい丈じよう夫ぶ、自じ分ぶん達たちは順調に進んでいるとリックは胸を何度も胸を叩たたいた。

　だが、リックの嫌いやな予感は最悪の形で忍しのび寄よっていたのだった。













　　第六章　目覚めた悪意







　ルベリアの町に放置されていた瓦が礫れきも撤てつ去きよは済み、家の建築と修しゆう繕ぜんも進んでいた。時々木材の加工でリックに助力を求める声が掛かかるものの、ユリナ、サララ、レムリアの三人が手伝うことはほとんどなかった。そのため、三人は一日中ライブの練習に時間を充あてることができており、その完成度は日を追うごとに高まっていた。

「どうでしたか、リックさん？」

　ユリナが汗あせを拭ぬぐいながら感想を求めてきた。

　歌、曲、踊おどりの三つは既すでに完成しており、現在三人は本番を想定して反はん覆ぷく練習を重ね、動きの一つ一つを体に覚えさせているという段階だ。唯ゆい一いつの不安があるとすればレムリアが時々歌詞を忘れるというくらいだが、踊おどりに関しては間ま違ちがいもなく息も合ってきている。

　ただ、客観的に眺ながめて感じたことがあるとすれば。

「サララ。一人だけ動きが小さいような気がするんだが……」

　リックはあくまでライブを行う環かん境きようを整えたり、宣伝をするといった裏方の仕事であるため、実際の歌や踊おどりに口を出すのは抵てい抗こうがあった。口くち煩うるさく指示を出して真しん剣けんに練習に励はげむ彼かの女じよ達たちの意気を沈しずめてしまっては本ほん末まつ転てん倒とうだからだ。

　だが、機き嫌げんを損そこねないように慎しん重ちように言葉を選びながらリックが指し摘てきすると、背を向けていたサララの肩かたがびくりと震ふるえた。どうやら本人にも自覚はあったらしい。

「躍やく動どう感が足りないっていうか、どうもビビってやってるように見えるというか……」

　サララが単独で行っているならまだしも、三人が揃そろって踊おどっている以上、やはり動きの小ささというのは際きわ立だってしまっていた。印象としてはサララ一人だけおっかなびっくりやっている風に見えてしまうのだ。

「そうだよー、もっとおおきくってなんどもいってるじゃん！」

「こ、これが私の精せい一いつ杯ぱいだから……これ以上を求められても無理なものは無理」

「えー、できないことないよー。ほら、パーってかんじでやればいいんだって！」

「で、できないわ……。残念ね、諦あきらめなさい……」

　レムリアが必死に動きを教えようとしているが、すっかり開き直ってしまったサララは意固地になって真ま似ねをしようとはしなかった。

　原因は考えるまでもなく明らかだ。サララは踊おどるということについて完全に恥はずかしさを捨てられていないのである。気難しい性格のサララが踊おどることを受け入れただけでも相当な進歩ではあるものの、種族融ゆう和わを掲かかげている以上は変な妥だ協きようをして欲ほしくはなかった。

　それに、この練習で縮こまってしまわれては困るのだ。ライブ本番は大勢の人々を前に行うのだから、気き恥はずかしさや緊きん張ちようは練習の時の比ではない。

「ユリナ……ちょっとちょっと」

　サララとレムリアが揉もめている間、リックは手招きしてユリナを近くに呼び寄せた。こうなったら最終兵器投入である。

「どうしたんですかリックさん？」

「ちょっと頼たのみがあるんだが、サララにな……」

　リックは口元に手を当てて、声を押おし殺ころしてユリナに指示を出した。ユリナは「分かりました！」と応じると、サララに近付いて行く。そして、

「サララさん！　一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう！　私も一いつ緒しよに頑がん張ばりますから！」

「ひゃぅっ！　と、突とつ然ぜん何を言って……」

「サララさんにならきっとできますよ！　だって私にだってできたんですから！」

「わ、分かった、分かったら……手、手を離はなしなさい……」

　ユリナはそのまま口付けするくらいに顔を近付けていく。がっちりと両手を摑つかまれて逃にげることができず、サララは堪たまらず降参した。しかし珍めずらしく攻こう勢せいに出るユリナは更さらに強く手を握にぎりこんでサララの体を引っ張った。

「さぁ始めましょう！　本番まで時間もありませんから！」

「どうして今日はそんなに頑がん固こなの……」

　抵てい抗こうすることもできず、サララは引ひき摺ずられながら肩かたを落とした。きっとライブが近付きユリナの気持ちも本番の舞ぶ台たいに向いていることもあって、今日は一段とサララに対して暑苦しいくらいの熱血ぶりを見せているのだろう。

「頑がん張ばれよ三人とも。あとは、俺おれもだよな……」

　練習に励はげむ三人を眺ながめながら、リックは道具袋ぶくろの中から一つの道具を取り出した。仲間の絆きずなを示す赤い布地が巻かれた小さな笛、勇ゆう環かんの笛だ。

　リーベルのように強くなること。それは種族融ゆう和わを掲かかげて行動を開始したリックの原動力ともいえる夢だった。決してリーベルに頼たよることなく、リックと、リックに付いてきてくれた仲間達たちだけで結果を残せたのなら、リーベルはきっと認めてくれる。

　そして、その時にリックは。

「……おし、頑がん張ばらないとな」

　その先は自分勝手な願望であり妄もう想そうだ。結果をあれこれと考えて怯おびえるよりも、その勝負の時を迎むかえるためにもう一仕事終わらせるとしよう。

　リックは両の頰ほおを強く叩たたく。

　そして練習を続ける三人を置いてルベリアの町へ戻もどろうとした時だった。

「……ぐっ！」

　全身が総毛立った。氷の舌で背中を舐なめられたかのような悪お寒かんが走った。内臓が逆流を起こしたような吐はき気けに襲おそわれた。全身を針で刺さされたかのような敵意と、跪ひざまずきたくなるような威い圧あつ感が浴びせられた。

「誰だれだっ!?」

　リックは弾はじかれたように振ふり返かえる。珍めずらしく声を荒あらげてしまい、ユリナ達たちが驚おどろいて目をパチクリとさせていた。

　ルガル大陸の北部、頂に魔ま王おう城が聳そびえる巨きよ大だいな山々の方から何者かが歩いてくる。数は二人。長い外がい套とうを羽織っており、顔は頭ず巾きんで覆おおわれていて分からない。だが、一歩ずつ近付いてくるごとにリックの精神に襲おそい掛かかる禍まが々まがしい気き魄はくが強くなっていく。べったりと肌はだに張り付いてくるような気配は、まるで怨おん念ねんを撒まき散ちらしているようだ。

「あ、あの……リックさん、剣けんを構えて……ど、どうしたんですか？」

「えっ……？」

　サララは唇くちびるを小さく震ふるわせながらリックの腕うでを引っ張った。そこでようやく自分が剣を構えていたことに気付いた。どうやらリックの本能が、近付いてくる二名を敵だと無意識の内に判断していたらしい。

「それに、リックさん……その、怖こわいですよ……」

　そしてリックの腕うでを取っていたサララの手も小刻みに震ふるえていた。外がい套とうを羽織った者達たちへの恐きよう怖ふではなく、戦せん闘とう態勢を取っていたリックに怯おびえているように見える。

　ユリナは凶きよう器きのように浴びせられる敵意を感じ取れていない。つまり、この苛か烈れつな敵意、殺意、害意はリック一人に向けられているのだ

「誰だれなんだ、そこで止まれ！」

　剣けんの切っ先を向けリックはもう一度警告すると、接近する二人が立ち止まった。リックの剣けんの間合いギリギリの位置だ。

「クケケ、ほらな言ったろ、お嬢じよう！　やっぱりあの勇者だぜ」

「うむ！　いや、我もそう思ってはいたのだからな。決してお主だけの手て柄がらだけではないのだからな！」

　外がい套とうの中から聞こえてきたのは、ケタケタと嗤わらう不快な声と少々慌あわてながらもどこか妖あやしい威い厳げんを感じさせる女の子の声だった。

「というわけで、だ。勇者リックよ。その剣けんを下げて欲ほしいのだぞ」

　そう言って頭ず巾きんを下げたと同時に、破は壊かいを促うながすような気き迫はくが霧きりのように消失した。けれど、隠かくされていた人物の素す顔がおを目にした瞬しゆん間かん、リックは驚きよう愕がくに目を見張った。

　太陽の光を浴びてキラキラと煌きらめく、透すき通とおるような鮮あざやかな銀ぎん髪ぱつ。紅ぐ蓮れんに染まった大きな瞳ひとみと目鼻立ちが整った美しい顔は、まるでこの世のものとは思えない不自然を孕はらんだ美形と言うべきか。向かい合って立っているだけで魂たましいが抜ぬき取とられてしまうような、性質が異なる綺き麗れいさがあった。

　そして彼かの女じよの体から微び量りようながら放出されている薄うす紫むらさきの気き魄はく。その独特の練気は決して見み紛まがうことはない。リックだけでなく世界中の種族達たちに悪夢を呼び起こさせる生命力の奔ほん流りゆうは、自じ我がを狂くるわせる忌いまわしき瘴しよう気き。

「む、呆ぼけているようだったが、思い出したようだぞ。我はヴィオラ。座を引ひき継ついだ新たな魔ま王おう、ヴィオラだぞ」

　激情と狂きよう気きが同化したような緋ひ色いろの瞳ひとみは、魔ま王おうだけが持つ支配者の眼め。一いつ瞬しゆん視線が交こう錯さくしただけでも強く魅み入いられてしまいそうなヴィオラの瞳ひとみを見た時、魔ま王おうとの激げき闘とうの記き憶おくが蘇よみがえり体が無意識の内に強こわ張ばった。

　思考が停止しかけたが、リックは腕うでに添そえられたユリナの手に力がこもったのを感じて頭が回り始める。ここで戦せん闘とうになればユリナ達たちだけでなく、ルベリアの町の人々にも被ひ害がいが及およぶ。優先すべきは皆みなを無事に避ひ難なんさせること。そのためにはリックが時間を稼かせぐしかない。

「おいおいおい、ちょっと待ちな。んな怖こわい顔するんじゃねーって。勇者がそんなに血気盛さかんなことじゃやばいぜ、クケケ」

　まるで人を小こ馬ば鹿かにしているような軽口と共に、カタカタとヴィオラの腰こしの辺りで金属が擦こすれる音が響ひびく。この声は魔ま王おうが持つ魔ま剣けんダリルの声だ。剣けん自体に生命が宿っており、柄えにはきちんと生物と同じ目と口が付いている。半年前、リックは魔ま剣けんダリルと刃はを交えたこともある、言わば宿敵の片割れだ。

「お嬢じようは別にオタクらと戦うつもりはねーんだぞ。ほら、お前らが大好きな友好的な対話ってやつだ、友好的。クケケ、まぁ話でも聞いてやれよ」

「む、こら。お主が全部喋しやべるでないぞ。我の立場というものがあるのだぞ」

「だったらほら、さっさと話を切り出せ。余計に警けい戒かいさせるだけだぜ」

「わ、分かっておる……！」

　ヴィオラと魔ま剣けんダリルの会話だけを切り取れば和なごやかな会話だが、リックは攻こう撃げきに移る小さな所作を見み逃のがさないように気を張りながら、離はなれた位置に立つサララとレムリアの方へじりじりと動いた。

「……そう警けい戒かいしないでくれ、と言っても無理ではあるよな。きっと説得力はないのかもしれぬが、決して我はお前まえ達たちに危害を加えようとしているわけではないぞ」

「じゃあ……目的は何だ？」

「うむ、それはだな……」

　わざわざ先代魔ま王おうの弔とむらいのために宣戦布告をしに来たのか。仇きゆう敵てきである勇者の顔を見に来たのか。再びルベリアの町の人々を隷れい属ぞくさせようとしているのか。どちらにしても数すう瞬しゆん後には戦せん闘とうに突とつ入にゆうするはずだ、とリックが腰こしに携たずさえた剣けんに手を伸のばしかけた時。

「会いたかったぞ、勇者！　我はお主に会えてとても嬉うれしいのだ！　今後は是ぜ非ひ仲良くさせて欲ほしいのだぞ！」

「……な、何ぃ？」

　ヴィオラが両手を広げて、歳とし相応の少女が浮うかべる無む邪じや気きな笑え顔がおを浮うかべたのを見て、リックの警けい戒かいの糸がぷっつりと音を立てて切れた。勿もち論ろん、その言葉を一いつ切さい疑うことなく信じることなどできない。ヴィオラの真意は一体何なのかを必死に推おし量はかろうとしたが、初めてレムリアと会った時のような一いつ切さい邪じや気きのない笑え顔がおを見ていると胸の内の疑念が急速に萎しぼんでいく。

「クケケ、予想通りの反応だぜオイ！　ま、そういうわけだから一つよろしくしてやってくれや」

「そういうわけなのだ、よろしく頼たのむのだぞ」

　魔ま剣けんダリルの嘲ちよう笑しようが響ひびく中で、ヴィオラが礼れい儀ぎ正ただしく一礼した。混乱が限界を超こえてしまったリックは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすことしかできない。

「……冗じよう談だんでしょ。魔ま王おうの娘むすめが何を都合のいい事言ってるのよ？」

　そこへ割って入ってきたのはサララだった。義ぎ憤ふんに駆かられた声こわ音ねで、双そう眸ぼうを鋭するどくしてヴィオラを見つめている。

「む、私は魔ま王おうヴィオラだ。お主の名前は何だ？」

「あんたの名前はさっき聞いた。私はあんたとよろしくやるつもりは……」

「先に名乗ったのは我なりの礼れい儀ぎだ。お主も名乗るのが礼れい儀ぎだと思うのだぞ？」

「……っ！　ドリアードのサララよ！」

　今にも嚙かみ付つきそうな剣けん幕まくのサララだったが、ヴィオラの独特の空気に流されてしまい、苦々しく眉まゆを寄せながら名乗った。ヴィオラは「ドリアード……ドリアード……」と記き憶おくを辿たどるように呟つぶやいていたが、突とつ然ぜん目を輝かがやかせて前のめりになった。

「ドリアード！　そうか、お主がドリアードか！　我は知っているぞ。世せ界かい樹じゆユグドラシルを守護する唯ゆい一いつ無む二にの偉い大だいな種族であると聞いているのだぞ！」

「な、何よ、ジロジロ見て……」

「初めて見たのだ、我はとても嬉うれしいのだぞ！　そのような偉い大だいな種族と勇者が行動を共にしているとは、我は幸運なのだな！」

「い、偉い大だい……。ま、まぁ……そうね」

　先さき程ほどの攻こう撃げき的な態度はどこへ行ったのか、ヴィオラから褒ほめちぎられたサララは照れくさそうな笑えみを浮うかべていた。

「リックさん……あの、この子は魔ま王おうなんですか……？」

　けれど、いつの間にか腕うでを絡からめていたユリナが震ふるえる声で訊きいてくる。雌し雄ゆうを決する戦いを演じたリック達たちだけでなく、魔ま王おうの瘴しよう気きの被ひ害がいにあった他種族達たちにとっても魔ま王おうは邪じや悪あくな存在であり恐きよう怖ふの対象だ。

　サララがあっさりと陥かん落らくされてしまったのだ。勇者である自分がしっかりしなければ、とリックは短く息を吐はいて平常心を取とり戻もどす。

「そう、らしい。俺おれ達たちに攻こう撃げきしに来てるわけじゃないみたいだけど……」

「我はそう言っておるのだぞ。しかし、疑念が消えないというのも致いたし方ない」

「……過去が過去なんで疑うたぐり深くなるのは当然だ。ヴィオラ……だったか、魔ま王おうの血を引いてるってのは分かるけど、俺おれ達たちと仲良くしようっていうのはどういうことだ？」

　リックがヴィオラに問とい掛かける。その質問を予想していたのか、新しい魔ま王おうは一度頷うなずいてから迷いなく答えた。

「先代の魔ま王おう、我わが父は世界を支配しようとし、人間他全ての種族を統すべようとしていた。けれど、我はそういうのは嫌きらいなのだぞ。そのような暴ぼう虐ぎやくを尽つくした結果、父はお主に討うたれてしまったのだからな。だから今後は友好的な関係を築いていきたいのだぞ」

「復ふく讐しゆうを果たそうっていう意図があるわけじゃないのか？」

「父が殺されてしまったのは……まぁ、そのような事態を作り上げてしまった父に責任があると思うのだぞ。何も思わず、何も感じない……というわけではないが、しかしお主を恨うらむというのは筋すじ違ちがいであるのだぞ。勇者リックは世界を救おうとしたのだからな」

「そ、そうか……」

　父の仇かたきを討うちに来た、と言われれば逆に納なつ得とくできたのだが、支配ではなく友好の意志を携たずさえて向き合われると素す直なおに信用ができなくなる。リックから見てヴィオラは真しん摯しな態度で話しているように見えるが、その裏に悪意が潜ひそんでいるのではないかと疑心が働いてしまうのだ。

「なかよくしたいみたいだから、これからなかよくすればいいじゃん！」

　相手の真意を推おし測はかる腹の探さぐり合あいはリックが苦手とする分野だ。自分の判断が再び世界の危機へと発展することに迷いと焦しよう燥そうを感じていたのだが、今まで遠巻きから眺ながめていたレムリアが両手を頭の後ろに回して楽しげに近付いてきた。

「仲良くしたい、みたい？」

「うん。だったらそれでいいとおもうけどなー」

「おお、我の意志を理解してくれるのか！　お主は何者なのだぞ？」

「アタシはゴーレムのレムリア！　まおうなんてはじめてみたよ！」

「ゴーレム！　巨きよ大だいな岩石作りの人形だと聞いていたが、お主のような小さな娘むすめが本当のゴーレムだったのか！」

「えー、ちいさいっていうならヴィオラだってかわらないじゃん！」

「むむ、それもそうか。いやいや我はこれから成長していくのだから、いずれドリアードのサララのような美び貌ぼうを手に入れることができるはずなのだぞ」

　今初めて対面したとは思えない程ほどにレムリアとヴィオラの話は盛り上がりを見せ始めた。そしてさり気なく褒ほめられたサララも満まん更ざらではない表情を浮うかべている。

「そちらのお主の名前を聞かせてもらえないか？」

「わ、私ですか……。あの、セイレーンのユリナ、といいます……」

「そうか、セイレーンなのだな。どうかよろしくお願いするのだぞ」

　そして、ヴィオラはリックの陰かげに隠かくれているユリナの方へ近寄りぺこりと一礼した。警けい戒かいしていたユリナも慌あわてて頭を下げて挨あい拶さつした。

　洞どう察さつ力に特別優すぐれているわけではないが、ヴィオラの誠意ある態度には偽いつわりはないように思えた。それに、純じゆん粋すい無む垢くだからこそ感情の機き微びに聡さといレムリアの反応を見ても、リックが感じた印象に間ま違ちがいはないように思われる。

　魔ま王おうの娘むすめという特異な立場が判断を迷わせていたが、リックは今自じ分ぶん達たちがこうしてルベリアの町に来ている理由を思い出した。

　種族融ゆう和わ。その夢を果たすためにリック達たちは旅をしているのだ。例え相手が魔ま王おうであっても差さし伸のべられた友好の手を払はらい除のけることは自じ分ぶん達たちの理念に矛む盾じゆんすることになってしまう。

　ならば今自分がすべきことは一つ。ヴィオラの気持ちを信じることだ。

　リックは緊きん張ちようを解き、改めてヴィオラに向き直った。そしてこの場の礼れい儀ぎに則のつとりしっかりと頭を下げた。

「……知ってるとは思うけど、勇者をやってたリックだ。よろしく」

　と、今いま更さらながらの簡単な自己紹しよう介かいを済ませると、ヴィオラは満開に咲さき誇ほこった花のような笑え顔がおを浮うかべた。

「や、やったぞ！　ダリルよ、我は今大きな一歩を踏ふみ出だしたのだぞ！」
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「めでたい奴やつだな、お嬢じよう。お互たがいに名乗りあっただけじゃねえか」

　腰こしに携たずさえた魔ま剣けんに嬉うれしそうに報告するヴィオラを見てリックは苦く笑しようした。魔ま王おうの娘むすめだという立場を忘れてしまうような微ほほ笑えましい光景だ。

「よかったのだぞ。これで、勇者と仲良く……できるのだぞ……えへへ……」

　ひとしきり盛り上がった後、ヴィオラは喜びを嚙かみ締しめながら小声で呟つぶやきながら、急にもじもじと体を揺ゆらし始めた。ちらちらとリックの方に目をやりつつ、何な故ぜか頰ほおを僅わずかに紅潮させて笑えみを零こぼしている。幼いながらもリックが気を許すまでは魔ま王おうとしての威い厳げんのようなものが感じられたのだが、今はすっかり影かげを潜ひそめてしまっている。

「おいお嬢じよう。ここで終わりじゃねーんだから、さっさと次に行けよ」

「そ、そうだな……わ、分かっておるのだぞ……」

　ため息混じりに魔ま剣けんダリルが忠告すると、ヴィオラは胸に手を当てて深呼吸を始めた。そして緩ゆるんだ表情を引ひき締しめると、メンベルの森の方へ体を向けた。

「世界に広がった魔ま王おうの瘴しよう気きは大分薄うすくなっているが、どうやらこの地にはまだ色いろ濃こく瘴しよう気きが残っているようなのだ。おそらく我の体から発せられている魔ま王おうの瘴しよう気きに呼応して勢いを取とり戻もどしているのだ。まず我はその瘴しよう気きを取り除こうと思っているのだぞ」

「ああ、だからあの森の植物がおかしくなってたわけか」

　このルガル大陸に魔ま王おうの瘴しよう気きの影えい響きようが残っているのは気になっていたが、ここに至ってようやく原因が分かってリックは深く頷うなずいた。

「……いや、これだけではきちんと罪に向き合えてはいないな。我はきちんと姿勢を見せるべきだ」

　それからヴィオラが自じ嘲ちようするように笑い、ゆるゆると首を振ふると、

「我が今こうして謝罪をしたところで許されることではないのだが、ユリナ、サララ、レムリア、勇者リック、他この世界の全ての者達たちには迷めい惑わくをかけてしまった。申し訳ない、我にはこうして頭を下げることしかできないのだぞ……」

　そしてぴしりと背筋を正して深々と謝罪した。しばらく顔を上げようとしないヴィオラを見て、リック達たちは全員押おし黙だまる。魔ま王おうがこの世界に絶望と混乱をもたらす、多くの死傷を出したことは決して許されることではない。だが、その責任を娘むすめであるヴィオラに押おし付つけて非難するというのも筋すじ違ちがいな気がした。

「あーっと……とりあえず頭を上げてくれ。その、あれだ……俺おれ達たちが判断できることでもないから、そういうのは困る……」

　リック達たちの判断が世界中の者達たちの総意というわけでもないのだから、この場で許す許さないの議論をしていても建設的ではないだろう。

「む、それはすまない。ただ我はこれから先、父と同じような真ま似ねは決してしないことをこの場で誓ちかうのだぞ」

「クケケ、クソ真面目なお嬢じようだな。その辺は気分次し第だいで勝手に行動すりゃいいのによ」

「話をややこしくするな魔ま剣けん。これはこの者達たちへの礼れい儀ぎであり、そうだな……仁義だ」

　ヴィオラの澄すんだ声には確かな覚かく悟ごのようなものが感じられた。支配を欲ほつさず友好を望む魔ま王おうの娘むすめの意志を信じると決めたのだから、今いま更さらヴィオラの言葉を疑う気持ちはリックには一いつ切さいなかった。

「礼れい儀ぎと仁義か。ヴィオラの気持ちは分かったよ」

「うむ……ありがとう、勇者よ」

　照れくさそうにヴィオラは鼻を擦こすり満足気に微ほほ笑えんだ。まるで胸に抱かかえた重責から解放されたような朗ほがらかな笑え顔がおだ。

　なるほど、こうしてリック達たちの前に現れたのはヴィオラなりの誠意を伝えたかったからなのだろう。

　人間と他種族との融ゆう和わと違ちがい、魔ま王おうの娘むすめヴィオラが皆みなに受け入れられるようになるには様々な衝しよう突とつが待ち受けているだろう。けれど、それを解決することでリック達たちの夢が実現することになるのではないか。

　おぼろげに見えてきたリック達たちの夢の果て。そこに至るまでの苦難は測り知れないが、一度掲かかげた信念を曲げるつもりはない。かつて成なし遂とげた魔ま王おう討とう伐ばつと同じように、新たな仲間と共に立ち向かおうとう勇気が湧わいてくる。

「頑がん張ばらないとな……」

　と気持ちを新たにしたリックだが、目の前にヴィオラが再びもじもじと体を揺ゆらし始めていることに気付いた。頰ほおを搔かいたり、髪かみを撫なでたり、上うわ目め遣づかいになってリックを見つめてきたりと忙せわしない。

「そ、それでだな……お主は今何をしておるのだ？」

「何って……ユリナ達たちを連れて旅をしてるんだけど」

「だ、だが、既すでに討うつべき魔ま王おうはもういないのだぞ。それなのに旅を続けている理由は何なのだ？　まだ見ぬ秘宝を求めておるのか？　それとも世界最強の力を求めて武者修しゆ行ぎようをしておるのか？　はっ、そうか！　伝説となった己おのれに相応ふさわしい伴はん侶りよを捜さがし求もとめる旅だというのか!?」

「なるほどなるほど、美女を囲って愛欲に溺おぼれる毎日を送ろうっていう食欲全開の色欲まみれの旅ってわけか、クケケッ！」

「……そんな目的があったの、最低ね！」

「リックさん……あ、ああ、あいよく……だなんて……！」

「いやーん」

　真っ赤になった頰ほおを両手で覆おおいながらヴィオラの腰こしで魔ま剣けんダリルが余計な一言を付け加えた。それを耳にしたサララが心底から軽けい蔑べつしたような冷ややかな視線を送っていた。傍そばに立つユリナも頰ほおを赤らめ、レムリアは胸むな元もとを腕うでを隠かくして身を捩よじっていた。

「全部ちげぇよ！」

「むむ、そうなのか。では何な故ぜ旅をしておるのだ？」

「それは……えーっと、どう説明したらいいもんかな」

　真正直に答えようとしたリックだったが一いつ旦たん言葉を濁にごした。

　現在、人間が異種族を恐おそれていたり攻こう撃げき的な姿勢を堅けん持じしている原因は魔ま王おうの瘴しよう気きによる支配だ。だが、それを魔ま王おうの娘むすめであるヴィオラに話してしまえば彼かの女じよに罪悪感を与あたえてしまうだけだ。

「……皆みなに元気を与あたえるために旅をしてるんだ。歌と音楽と踊おどりで盛り上げて楽しんでもらうっていう興行をして世界を旅して回ってるんだよ。明日、あそこのルベリアの町で第一回目の興行をする予定だ」

　まるで自じ分ぶん達たちが旅芸人だと説明しているような気がして、説明し終えたリックが小首を傾かしげてしまった。

「おお、そのような目的とはな！　それは素す晴ばらしい活動なのだぞ！」

「ま、まぁ……そりゃどうもありがとう……」

「そうかそうか、興行の旅か……興行の旅……」

　ヴィオラは言葉を嚙かみ締しめるように「興行の旅」という単語を何度も繰くり返かえした。やがてその言葉が小さくなっていくと同時に目が泳ぎ始めた。

「そ、それは……その、だな……。勇者……よ、それはなかなかに大変なことのようにも思えるのだぞ……」

「そりゃ大変続きではあったけど」

「そ、そうだろう？　や、やはり助けが必要になるというか、人手というか、私が……だな」

　少しずつ口ごもるヴィオラの言葉が最後まで聞き取ることができず、リックは一歩前に踏ふみ込こんで耳を傾かたむける。しかし、ヴィオラはくるりと背中を向けると、

「お、おい魔ま剣けん！　何な故ぜ黙だまっておるのだ！　こういう時に助たすけ舟ぶねを出すのが愛あい剣けんの役目なのだぞ！」

「クケケ、残念だがこいつばかりはお嬢じようの力でどうにかするんだな。ほら、言葉にしちまえばたったの一言だ」

「か、簡単に言うでないのだぞ……」

「勇気だよ、勇気。勇者お得意の勇気ってやつだ、クケケッ！」

　ヴィオラと魔ま剣けんダリルの間で怪あやしげな作戦会議が繰くり広ひろげられ始めた。何事かとリックが正面に回り込こもうとすると、ヴィオラがくるりと体を回してこちらを向いた。ぷるぷると唇くちびるを震ふるわせながら両手を胸の高さでぎゅっと握にぎり込こんでいる。

「そ、その……勇者よ……わ、我も……我も、だな……」

「おら、お嬢じよう！　根こん性じよう見せろよ、魔ま王おうだろ」

「わ、我も……我も、と、ともに……」

「えーっと、ヴィオラ……よく聞こえないんだが、もう少し大きな声で……」

　ヴィオラの掠かすれるような声が耳に入らず、リックは顔を近付けようとした。その直後、

「ま、ま……また会おうぞ勇者よ！」

　甲かん高だかい声で絶ぜつ叫きようするように言って、ヴィオラは逃にげるように全力疾しつ走そうして行ってしまった。

「何だったんだ一体……？」

　嵐あらしが過ぎ去ったような静せい寂じやくを取とり戻もどし、呆ぼう然ぜんと突つっ立たっていたリックは呟つぶやいた。

「今のあんたじゃ持て余すだけだったんだから、これでよかったんじゃないの？」

「またあえそうだよねー」

「え、どういうことだよ？」

「さぁねー。さ、れんしゅうにもどろー」

　意味深な発言をするサララとレムリアは、ヴィオラの態度の変化に推測がついているようだった。だが、リックが先を促うながしても曖あい昧まいに濁にごされてしまい再び練習へと戻もどってしまった。その後をユリナがぱたぱたと追いかけていく。

「……そういやライブの練習してたんだっけ？」

　予期せぬヴィオラの到とう来らいがあったことで、今まで自じ分ぶん達たちが何をしていたのかリックはすっかり忘れていた。

　ヴィオラから歩み寄ってくれたことで、種族融ゆう和わの最終的な到とう達たつ点が明確になったとはいえ、ルベリアの町での最初のライブが成功しなければその夢に近付くことはできないのだ。

　あとの練習は三人に任せ、リックは大聖堂へ向かい会場の準備の確かく認にんに向かおうとした。

「……ん？」

　けれど、視界の隅すみに映った人物に気付きリックは眉まゆを寄せた。今も尚なお頭ず巾きんで顔を覆おおっている人物が立っていたのだ。魔ま王おうの娘むすめだとヴィオラが正体を明かした衝しよう撃げきで失念していたが、彼かの女じよには同どう伴はん者が一人付いていたのだ。

　だが、妙みようだ。どんな心境の変化があったのかは知らないが、既すでにこの場にヴィオラはいない。次期魔ま王おうの同どう伴はん者がここに残る意味はないように思えるが。

「えっと、ヴィオラはもう行ったんだけど、まだ俺おれ達たちに何か……」

　このまま向かい合っていても埒らちが明かないので、事情を聞こうとリックが近付こうとした。

　違い和わ感かんを覚えたのはその時だった。ヴィオラが近付く前、リックだけが感じた極大の殺意。怨おん念ねん、恨うらみ、憤ふん怒ぬ。負の感情全てをぶつけられたような敵意は、しかしヴィオラが発していたものではなかった。今後は仲良くしたいと申し出てきた彼かの女じよから、そんな気き概がいは感じられなかったのだ。であれば、導き出される答えは一つ。

「まさか、お前……ぐっ！」

　研けん磨まされた刃はが体中に突つき刺ささるような殺気が再びリックに襲おそい掛かかった。またしてもリックだけに向けられた苛か烈れつな威い圧あつ感だ。友好を築こうとするヴィオラとは対照的に、彼かの女じよの同どう伴はん者はリックを殺そうとしている。

「だ、誰だれだお前……！」

　背中に寒気を感じながらリックは声を絞しぼり出だした。そこでようやくヴィオラの同どう伴はん者が頭ず巾きんに手を掛かけ、その顔を晒さらした。

「お前は……」

「覚えているはずだな、勇者リック。お前には一度殺されかけているからな」

　澄すんだ声とは裏腹に、その言葉には敵てき愾がい心しんが滲にじみ出でていた。漆しつ黒こくに染まる礼装をまとった外見は国王に仕える執しつ事じのような格式の高さが醸かもし出だされているが、切れ長の赤い双そう眸ぼうでリックを見つめる視線には怜れい悧り、冷れい徹てつ、冷れい酷こくといった様々な悪意が込こめられていた。今は薄うすらと口元に笑えみを浮うかべているが、その裏には猛もう獣じゆうのような獰どう猛もうさを隠かくし持もっているような不気味さが感じられた。

　魔ま槍そう凶きよう騎きの一人。ユスティーゼというのが彼かれの名だ。ルガル大陸に繫つながる魔ま転てん体たいの渦うずの祠ほこらを封ふう印いんしていた魔ま槍そう凶きよう騎きとは違ちがい、彼かれは魔ま王おうの側近として常に傍そばに控ひかえていたのだった。

　何な故ぜユスティーゼだけが魔ま王おう城に残っていたのか。それは、彼かれだけが行使できる死し骸がいを操作するという特異な魔ま法ほうを魔ま王おうが重宝していたからだった。実際魔ま王おう城に突とつ撃げきしたリック達たちは、上階へ繫つながる広間にて強力な魔ま王おうの配下を倒たおしたのだが、ユスティーゼの魔ま法ほうが生きる屍しかばねとして復活させ魔ま王おうが待つ最上階にて再び襲おそい掛かかってきたのである。

　魔ま王おうとの戦いにおいても、ユスティーゼは魔ま法ほうを使い魔ま王おうを支し援えんしていた。その援えん護ごを断たち切きるために仲間が足止めしていた魔ま王おうの横を駆かけ抜ぬけユスティーゼを倒たおしたのだが、彼かれは絶命には至っていなかったらしい。

「あの時の魔ま王おう様の断だん末まつ魔まは今でも耳に残っている。無念であっただろう。お前がいなければこの世界は魔ま王おう様が支配していたというのに」

　従者としての気品と風格を湛たたえていたユスティーゼの表情が苦々しく歪ゆがむ。リックを捉とらえている瞳ひとみには凍いてついた氷のような鋭するどさと寒々しさがあった。

「種族融ゆう和わなど低てい俗ぞくな真ま似ねを画策しているようだが、全ては無む駄だに終わる。ヴィオラ様の意向がどうであれ、貴様は私が必ず殺す」

　ユスティーゼの中で膨ふくれ上あがる復ふく讐しゆう心が眼光を爛らん々らんと輝かがやかせる。まるで、魔ま王おうの仇かたきを討うつためにリックを殺すことだけが自分の存命している理由だと言わんばかりだった。

　この場で剣けんを抜ぬき戦うべきなのか、リックの中で躊ちゆう躇ちよが生まれ判断が下せなかった。今後自じ分ぶん達たちに危機が及およぶのは必至だが、ユスティーゼがどのような攻こう撃げきを仕し掛かけてくるのか分からず手を出すことができない。最悪の場合、練習に励はげむユリナ達たちに、ルベリアの町の人々に被ひ害がいが及およぶ可能性がある。

　ここでリックが迷うことは計算の上だったのだろうか。ユスティーゼは口元に嘲あざけるような笑えみを作ると、再び頭ず巾きんで顔を覆おおいこの場を立ち去った。

　ヴィオラとの会話の中で、明日にライブを行う予定であると話をしてしまった。それはユスティーゼの耳にも当然入っているだろう。

　いつリックの命を狙ねらって奇き襲しゆうを掛かけてくるのかは分からない。だが、もしユスティーゼがライブの時間を狙ねらって動いてくるとしたら。

「どうすればいいんだ……？」

　ユリナ達たちに事情を伝えるべきか。ライブそのものを中止にすべきか。予定通り実行すべきか。

　だが、こんな時に力になってくれるかつて仲間は今はいない。




　　　◆◆◆




　魔ま王おう城へ帰き還かんしたユスティーゼは愉ゆ悦えつを感じていた。正体を明かした時の勇者の驚きよう愕がくの表情を思い出すだけで嗤わらいが漏もれてしまう。

　勇者は不安に駆かられているのだろう。必ず殺すと伝えたのは、勇者の胸中に疑ぎ惑わくという種を撒まくための脅おどしだ。種族融ゆう和わなどという下らない理想を掲かかげていたが、ユスティーゼという存在がリックの心を呪じゆ縛ばくしているはずだ。いつ襲おそい掛かかってくるのか。仲間に事情を伝えるべきなのか。仲間とは別行動を取るべきなのか。勇者が抱だく懸け念ねんはこんなところだろうか。

　考え得る限り、勇者にとって最悪の時期は興行が行われる時刻だろう。下げ卑びた見世物に歓かん喜きする者達たちが一箇か所しよに集まった状じよう況きようになるため、殺すにしても捕とらえるにしても都合がいい。

　当然ユスティーゼが狙ねらうのはまさにその時期だ。熱ねつ狂きようする者達たちが絶望に染まることこそ討うたれた魔ま王おうへの最高の供く物もつとなる。あとは、

「ヴィオラ様をそのように仕向けることだけか」

　かつて魔ま王おうが討うたれた場所。魔ま王おう城の最上階、玉座の間にて魔ま剣けんダリルと話はなし込こんでいるヴィオラを一いち瞥べつして小さく舌打ちする。気が進まなかったが、ヴィオラの協力なしにリックを討うつというのは不可能だ。

「くぅー、何な故ぜあの時我はきちんと言えなかったのだ！　たった一言なのだぞ！　悔くやしくて堪たまらぬ！」

「そうだぜ、一いつ緒しよに連れてけ、ってくらい言えないようじゃ新しい魔ま王おうとしてはまだまだだなぁ、お嬢じようよ」

「む、悔くやしいが言い返せぬぞ……」

　ヴィオラは魔ま剣けんダリルを相手に言い合いを繰くり広ひろげていた。先代魔ま王おうの愛剣けんとして付つき添そっていた魔ま剣けんの方が一枚も二枚も上うわ手てでヴィオラをからかう物言いは、和なごやかな雰ふん囲い気きを感じさせるものだった。

　それがユスティーゼを苛いら立だたせた。リックに討うたれた先代魔ま王おうと比ひ較かくすれば、ヴィオラは考えがどこまでも甘あまく幼よう稚ちだ。

「……ヴィオラ様、少々よろしいでしょうか」

「おお、ユスティーゼもこの魔ま剣けんに言ってやって欲ほしいのだぞ。我を冷やかして遊んでいるだけで力を貸してくれぬのだ」

「だから言ってるだろ、そこはお嬢じようがびしっと言えばいいんだ。魔ま王おうなんだから勇者が相手だろうと強ごう引いんに命令すりゃいいんだよ」

「それは筋が通らぬのだぞ。こちらからお願いする立場なのだから、勝手な命令をすることは失礼にあたるのだからな」

「……魔ま剣けんダリルよ。少しお前は黙だまっていろ」

　聞くに堪たえない下らない会話が続きそうになり、ユスティーゼは魔ま剣けんダリルを摑つかんで離はなし強制的に話を打ち切った。

「改めて、ヴィオラ様。よろしいでしょうか？」

「むむ、どうしたのだ？　ユスティーゼも何か名案を思い付いたのか？」

「再びこの世界を支配するため、私に命令をお与あたえください。手始めにこのルガル大陸のルベリアという町を滅ほろぼしヴィオラ様の存在を世界に知らしめるのです」

「……それはできぬのだぞ」

　楽しげに綻ほころんでいたヴィオラの表情が興味を失ったかのように好こう奇きの色を失った。そして怪け訝げんそうにユスティーゼを睨にらみ付つけると、

「何度言わせるのだ。我は世界を支配するなどしたくないのだぞ。大変だし、面めん倒どうくさいし、我も命を狙ねらわれるようになってしまう。そういうのは嫌いやなのだぞ」

　咎とがめるように言って、ヴィオラはぷいっと顔を背そむけてしまった。ユスティーゼは慇いん懃ぎんな態度を崩くずさないよう平静を装よそおっていたが、吐はき気けがするようなふざけた命令に不満が爆ばく発はつしそうになって危あやうく舌打ちが漏もれそうになる。

「ですが、ヴィオラ様は新たな魔ま王おうです。魔ま王おうとは世界を統すべるものであり、全てを従えさせるもの。それを……」

「そういう考えは嫌きらいなのだぞ。もうこの話はやめにするのだ、いい加か減げんに聞き飽あきた」

　そう言ってヴィオラは不ふ機き嫌げんそうに唇くちびると尖とがらせると、さっさと玉座の間から出て行こうとする。相手にされたなかったユスティーゼを馬ば鹿かにするかのように「クケケッ」魔ま剣けんダリルが小さく嗤わらいを零こぼした。

　魔ま王おうとは種の最上位に位置する存在だ。圧あつ倒とう的てきな力と権力を持って雑種を統すべるべき支配者なのだ。それなのに友好的な関係を築こうなどと狂くるっているとしか思えない。人間を始めとする他の種族は掃はいて捨てる程ほどに存在する有う象ぞう無む象ぞうの塵ごみであり、魔ま王おうの役に立つだけの価値しか与あたえられていない屑くずでしかない。

　だというのに、友好的な関係を築こうなどというヴィオラの意向は狂くるっているとしか思えなかった。雑ざ魚この命を簡単に摘つめる力を持っているというのに、わざわざ手を取り合う必要などどこにあるのか。

　何な故ぜ先代の魔ま王おうとヴィオラにはここまでの違ちがいが出てしまったのだろうか。残ざん虐ぎやくを持って下々の種に恐きよう怖ふを植え付け世界を統すべようとしていた先代魔ま王おうの背中を見て、ヴィオラは一体何を学んできたのだろう。

　一度死しに掛かけながら、それでも死の淵ふちから脱だつした己おのれの生命力の意味があるとするならば、この出で来き損そこないのヴィオラに正しい道を示してやることなのではないか。友好という唾だ棄きすべき理念を捨てさせ、魔ま王おうに許された支配という義務を覚えさせることがヴィオラにとって必要なのではないだろうか。

　何度説とき伏ふせてもヴィオラは聴きく耳を持たない。既すでにユスティーゼとヴィオラの間には埋めることのできない価値観の溝みぞが横たわっている。

　ならば残された手段はたった一つ。実力行使以外には何もない。

「おいおい、オタクは一体何を考えてやがんだ？」

　こちらの意図を察したのか、ユスティーゼに握にぎられたままの魔ま剣けんダリルが小声で訊きいてくる。だがそこに焦しよう燥そうは感じられず、考えを改めさせようという気も伝わってこない。全てを承知の上でこの魔ま剣けんは楽しんでいるのだろう。

　聞き分けのない者には時に暴力をもって言い聞かせるという論がある。魔ま王おうに手を下すなど許されない行こう為いではあるが、今回はその論に当あて嵌はまる特例として自分は正しいのだと言い聞かせる。

　こちらに背を向け、部屋から出ていこうとするヴィオラにゆっくりと近付いて行く。こちらの接近に気付いている様子はない。ユスティーゼは魔ま剣けんを構えながら前を歩くヴィオラの肩かたを叩たたき振ふり向むかせる。

「ヴィオラ様、少々お待ちくださいませ」

「む、先さき程ほどの話であれば我はもう聞かぬ……と、……あ……ぐぅ……」

　ヴィオラは目を見開き、血を口くちの端はから垂らしながら呆ぼう然ぜんと自分の腹部を見下ろしていた。そして、ごぼりと血溜たまりを吐はいた瞬しゆん間かん信じられないものを見たように瞬まばたきを繰くり返かえした。だがこれは冗じよう談だんでも夢でもない。ユスティーゼが自分の意志でヴィオラの体を魔ま剣けんで貫つらぬいたのである。

「な、なぜ……わ、我、を……」

　そして事切れたようにヴィオラの体が脱だつ力りよくした。しかし剣けんで体を貫つらぬかれた程度では魔ま王おうの強きよう靭じんな生命力が尽つきることはない。絶命に匹ひつ敵てきする一いち撃げきを受けることがなければ、たとえ瀕ひん死しであろうとその身に秘めた莫ばく大だいな魔ま力りよくが傷を癒いやすはずだ。

　だがこの状態は間ま違ちがいなく瀕ひん死しだ。ならば、ユスティーゼの魔ま法ほうが魔ま王おうの肉体を凌りよう駕がする。

「このご無礼、ご容よう赦しやいただきたい」

　端たん的てきに詫わびてユスティーゼはヴィオラの頭ず蓋がいを摑つかむ。そして一気に自分の魔ま力りよくを流ながし込こむと、小さなヴィオラの体から滅めつ紫しの霧きりが溢あふれ始めた。魔ま王おうの体から発せられる魔ま王おうの瘴しよう気きだ。ヴィオラは自分の意志で体外に溢あふれ出ださない様に封ふうじ込こめていたようだが、今はユスティーゼが放出を制せい御ぎよできるようになった。

　正確にいえば、ユスティーゼの魔ま法ほうは死し骸がいの操作ではない。勿もち論ろん命を失った肉の塊かたまりも操あやつることもできるが、意識を失った状態であれば種族を問わず操作することが可能だった。それは魔ま王おうでさえも例外ではない。そして一度ユスティーゼの魔ま法ほう支配を受けてしまえば、そこから解放されるまで目覚めることはできないのだ。

「クケケ、随ずい分ぶんと乱暴な真ま似ねするじゃねーかよ。主を刺さすとは、従者としちゃ失格だぜ」

「黙だまっていろ魔ま剣けん。お前はそのままヴィオラ様の肉体の楔くさびとして役割を果たせ」

「んっ……あっ……」

　ユスティーゼが魔ま剣けんダリルの柄えを摑つかんで抉えぐるように捻ひねると、ヴィオラが苦しそうな喘あえぎ声を漏もらした。そして放出される魔ま王おうの瘴しよう気きが密度を増し、この空間に充じゆう満まんする。

　やがて紫むらさきの霧きりの空間から次々と魔ま王おうの尖せん兵ぺいが生まれ出でる。無骨な白銀の甲かつ冑ちゆうを纏まとい、顔は分厚い鉄仮面で覆おおわれている。下半身はなく浮ふ遊ゆう状態だが、腕うでには傘かさ状の鍔つばから円えん錐すいの形に伸のびる突とつ撃げき槍そうが握にぎられている。

　その数は徐じよ々じよに数を増し、すぐに玉座の間を埋うめ尽つくした。だがヴィオラの体からは際限なく魔ま王おうの瘴しよう気きが溢あふれ続けている。やがてこの城を包み始め、城内の至る場所に魔ま王おうの尖せん兵ぺいが出現した。

「お嬢じようの体は丁てい重ちように扱あつかえよな。まだ未熟な体なんだから、手て荒あらな真ま似ねしたら壊こわれるかもしれないんだぜ？」

「二度も言わせるな。お前は黙だまっていろ」

　更さらに魔ま剣けんを突つき立たてるとヴィオラが咳せき込こみ血を吐はき散らした。だがユスティーゼには一片ぺんの罪悪感もない。主を討うった忌いむべき存在である勇者を無様に殺すことができれば、ヴィオラの体がどうなろうと興味はなかった。

「殺す……殺してやるぞ、勇者リック。下らない理想を掲かかげて絶望の淵ふちに沈しずめ」

　ヴィオラのか細い肉体を痛めつけるように魔ま剣けんを捻ひねりながら、ユスティーゼは哄こう笑しようする。

　因いん縁ねんの相手を地に跪ひざまずかせ、その憎にくき命を踏ふみ潰つぶすまでもう少し。

　苦く悶もんに喘あえぐヴィオラの体から、魔ま王おうの瘴しよう気きは噴ふん出しゆつし続ける。













　　第七章　私達の始まりの歌







　ライブ本番当日。

　ルベリアの町は独特の空気に包まれていた。町行く人々に笑え顔がおを浮うかばせ、自然と足取りが軽くなってしまうような高こう揚よう感に包まれているのは、祭りが目前に迫せまった雰ふん囲い気きと似ていた。

　町の復興も進んでおり、順調に修復は進んでいる。サララの力によって田畑に残された魔ま王おうの瘴しよう気きも消しよう滅めつし、一時的にであるが作物の成長が早まっているため食しよく糧りよう難なんも解消された。人々も活気を取とり戻もどしており、あちこちから賑にぎわいの声が聞こえてくる。初めて訪おとずれた時の廃はい墟きよのような雰ふん囲い気きとは違ちがい、今は立派な町としての機能を取とり戻もどしつつあった。

　そして、復興を献けん身しん的に支えたユリナ達たちへの評価も大きく変わっていた。現在では異種族であるユリナ達たちに怯おびえる者は少なくなっており、町中ですれ違ちがう際には気軽に挨あい拶さつを交かわすようになった。

　事は順調に進んでいる。ユリナ達たちも人々に受け入れられつつある。後は最後の一ひと押おしだ。同じ気持ちを共有し、同じことに熱ねつ狂きようし、同じことに感動する。その一体感を経験してもらえれば異種族へのわだかまりもきっと無くなってくれるはずだ。

「おおーひとがあつまってきてる」

「こんなにたくさんの人ひと達たちの前で……き、緊きん張ちようしますね……」

「別に、今まで通りにやればいいだけの話じゃない。大したことじゃないわ」

　少しずつ陽が落ち始め、これから空が橙だいだい色いろに染まり始めよういう時刻。ユリナ達たちは大聖堂裏手にある小屋の窓から顔を覗のぞかせ、続々と集まってくる人の数に圧あつ倒とうされているようだった。町の方から喧けん騒そうが聞こえなくなったということは、ルベリアの町の全ての人々がユリナ達たちのライブを一目見ようと集まってくれたのだろう。

　大おお舞ぶ台たいを前にしても楽しげにしているレムリアとは対照的に、ユリナは緊きん張ちようで体の震ふるえが止まらないようだった。それを見ながらサララは余よ裕ゆうを感じさせるように鼻で笑っていたが、残念ながら脚あしが震ふるえているのは誤ご魔ま化かせていなかった。

　本番を前にした張はり詰つめた空気。ユリナ達たちはきっと、大勢の人々の前で練習通りにできるかどうかを心配しているのだろう。これに関してはリックから助言できることはなかった。緊きん張ちようを押おさえ込こもうとしても逆効果になるだけなのだから、本番の空気を楽しむように開き直るしかないだろう。

　そもそもリックはユリナ達たちが本番で失敗することなど気にしてはいなかった。仮に間ま違ちがえてしまったとしても、大聖堂に集まってくれた人々が楽しんでくれればそれでいいのだ。

　リックの頭から拭ぬぐい去されない懸け念ねんはたった一つ。

「……リックさん、昨日からどうしたんですか？　その、怖こわい顔……してますよ？」

　椅い子すに座すわっていたリックが顔を上げると、すぐ近くにユリナの顔があった。

　結局リックはユスティーゼの一件については喋しやべらなかった。脅おどしをかけられたとはいえ、ライブ本番を狙ねらってくるとは限らなかったし、何よりユリナ達たちに余計な不安を与あたえるのを避さけたかったからだった。

　だが、一いつ睡すいもせずに下したその判断が正しいのかどうかはリックにも分からなかった。ライブを予定通り開かい催さいしたことで大勢の人々を巻まき込こむ騒さわぎに発展するかもしれない、という懸け念ねんは今もリックを苛さいなみ続けている。

「あ、あの……大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　反応が無いリックに対し、ユリナが繰くり返かえし訊きいてくる。ライブ本番を迎むかえて緊きん張ちようしているというのにリックを気き遣づかってくれる優やさしさに触ふれて、頭を振ふってどうにか迷いを振ふり切きる。リックが精神的に不安定になれば、それは確実にユリナ達たちに伝でん播ぱしてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶだ。何でもないぞ」

　リックは誤ご魔ま化かすように意地悪く笑ってユリナの頭を撫なでる。今は何より初めてのライブを成功させるためにユリナ達たちを支えてやらなければならない。

「あんたは何もしないんだから緊きん張ちようする必要はないでしょ」

「ユーシャはきのうねむれなかったんだよねー。よるにさんぽしてるのみかけたよ」

「夜も眠ねむれないなんてただの子供じゃない」

「うるさいな。自分だって緊きん張ちようして脚あしが震ふるえてるじゃないか」

「ち、違ちがうわよ！　これはその……連日の練習の疲つかれよ。偉い大だいなドリアードである私が多くの人間を前にするだけで緊きん張ちようなんてするわけないでしょ！」

　長い髪かみをさらりと撫なでて強がるサララだったが、相変わらず脚あしは小刻みに震ふるえたままだ。それを確かく認にんしたユリナとレムリアが小さく笑い合った。

「さて、そろそろ時間だよな。俺おれ達たちも準備しようぜ」

　手を叩たたいて合図をし、リック達たちは小屋を後にする。そして大聖堂の祭さい壇だんに繫つながる裏口の前まで移動すると、中から来場者の喧けん騒そうが耳を包んだ。この扉とびらを隔へだてた先に大勢の人々が待っているのだと考えると、直接舞ぶ台たいに上がるわけでもないリックですら竦すくみ上あがってしまいそうだった。

「いよいよ、なんですね……」

　気持ちを落ち着かせるように胸に手を当て、ユリナが俯うつむきながら深刻そうに呟つぶやいた。種族融ゆう和わの第一歩であると同時に、ユリナにとっては一人前のセイレーンになれるかどうかという勝負の時だ。震ふるえる声こわ音ねがユリナの恐きよう怖ふと不安を物語っていた。

　そんなユリナを横目に、リックはレムリアとサララに目配せをした。伝えるならばこの時期が一番だろう。

「……ユリナ。突とつ然ぜんなんだけど、俺おれ……いや、俺おれ達たちからユリナに贈おくり物ものがあるんだ」

「えっ？　贈おくり物ものですか？」

　リックが口にした唐とう突とつな話に、ユリナは困こん惑わくして目を瞬しばたたいた。

「詳くわしくは秘密だ。けど、これだけは覚えておいてくれ。俺おれも、サララも、レムリアも、ユリナのことは応おう援えんしてるからさ。だからその……うん、頑がん張ばれよ」

「もう少し気の利きいたこと言えないの？」

「苦手なんだよ。全部話すわけにもいかないから、どう言えばいいのか分からないし……」

「ユリナ、がんばれ！　アタシたちがおうえんしてるぞーってことだよ！」

　そう締しめ括くくったレムリアがユリナの背中を叩たたいた。一人事情を知らないユリナはきょとんとした顔でリック達たちを順に見回していく。これ以上話してしまうと口を滑すべらせてライブの枝と綿毛を使った演出のことを喋しやべってしまいそうだったので、リックは激げき励れいの意味も込こめて力強く頷うなずいた。それに倣ならい、サララも珍めずらしく微ほほ笑えみを浮うかべていた。

「あの……よ、よく分からないですけど、が、頑がん張ばりますね！」

「そうそう、ユリナはそれでいいんだ」

　リック達たちはぽんぽんとユリナの頭を軽く叩たたいた。その前向きな発言こそやはりユリナらしい。

　大聖堂を訪おとずれた人々へのライブの枝の配給と綿毛を吹ふき飛とばす演出については、事前に町長であるバイマールに協力を頼たのんでいる。大聖堂内部が蒼あおい光に包まれ、幻げん想そう的な世界を作り上げてくれるはずだ。あとは、それがユリナの心にどう影えい響きようするかだ。

　ふーっ、とユリナは何度も深呼吸を繰くり返かえす。サララは腕うでを組み、一定の拍はくを刻むように指先で二にの腕うでを叩たたいている。レムリアは最後に踊おどりの動きを確かく認にんしていた。

　やがて、大聖堂の入り口の扉とびらが閉まる音が聞こえた。ルベリアの人々が全員集まったのだ。いよいよユリナ達たちの晴れの舞ぶ台たいが始まる時だ。

「リックさん……」

　大聖堂の裏口の前に立つユリナが振ふり返かえった。その縋すがるような目が何を伝えようとしているのか、リックはすぐに察して答えた。

「分かってる。一番前で見てるから」

「……はいっ！」

　満足気に微ほほ笑えむユリナに向けてリックは親指を立てた。最前の位置の確保はバイマールに頼たのんである。ユリナ、サララ、レムリアが躍やく動どうする光景を特等席で見せてもらうとしよう。

「じゃあ、行くわよ」

「はい！」

「おー！」

　サララが指示して裏口の扉とびらに手を掛かける。リックも遅おくれないように観覧場所の最前位置へと移動しようとして、

「ぐぅっ……！」

　背中を剣けんで突つき刺さされたような圧あつ迫ぱくを感じた。全身が縛しばられたような殺意の波動を浴びてリックの額に脂あぶら汗あせが吹ふき出でる。

「リック、さん……？　ど、どうしたんですか!?」

　ユリナが絶ぜつ叫きようするような声を上げリックの背中を擦さすった。

　これは昨日と同じ。傍そばにユリナ達たちがいたにも拘かかわらず桁けた違ちがいの悪意を感じ取れていないのは、リックだけに向けられた暴ぼう威いだからだ。

　心臓を握にぎり潰つぶされるような息苦しさを堪こらえながら、リックは歯は嚙がみして崩くずれ落おちないように踏ふん張ばっていた。考え得る限り最悪の時期。これからユリナ達たちが華はなの舞ぶ台たいに上がろうというのに、嬉き々きとしてその機会を潰つぶそうと接近してきている。

　胸むな騒さわぎがする。ユスティーゼが宣戦布告してきた通りリックを狙ねらってきているのは分かるが、愚ぐ直ちよくに一対一の戦いを挑いどんでくるはずがない。

　ユリナ達たちに悟さとられてはいけない。彼かの女じよ達たちの戦いは別の場所にある。心の準備が整ったのだ、それを乱してしまうわけにはいかない。

「いや……何でもない。徹てつ夜やしたこともあってちょっと疲つかれただけだから……」

「で、でもリックさんは……」

「いいから！　大だい丈じよう夫ぶだから心配すんなって！」

　突つき放はなすような乱暴な言い方にユリナは驚おどろいて言葉を失ってしまった。強ごう引いんなやり方だが、下へ手たに追求されても誤ご魔ま化かしきれる自信がない。

　ビリビリ、と静電気が走るような威い圧あつはルベリアの町の北から感じる。まるで呪じゆ詛その波は濤とうが迫せまってくるような脅きよう威いを感じる。

　とにかく北へ。何が迫せまっているのか自身の目で確かく認にんしなければならない。

「あの……どこへ行くんですか？」

「これから私わたし達たちはライブの本番なんだけど？」

「むー、ユーシャはみてくれないの？」

　だが、ライブを放り出そうとしたリックは三人に呼び止められた。当然だ、理由もなくこの場を立ち去ることなどユリナ達たちが納なつ得とくしてくれるはずがない。

「……ちょっと野や暮ぼ用を思い出したんだ。それを片付けてこないと……まずいんだ、うん」

「野や暮ぼ用？　あんた、野や暮ぼ用を優先するってわけ？」

「そうだよー。ユーシャ、ちゃんとアタシたちをみてってよー」

「すぐ……すぐ戻もどるから。俺おれが行かないと、駄だ目めなんだ。だから、頼たのむよ……」

　この場を切きり抜ぬける上う手まい噓うそなど吐つけない。だからリックは懇こん願がんするように言った。言葉が足りないことも承知の上で頼たのみ込こんだ。

　その真しん剣けんさが伝わったようで、サララとレムリアが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せて黙だまり込こんだ。しかしユリナは一人リックの洋服を摑つかんで離はなそうとしなかった。

「……ユリナ。すぐ戻もどってくるから」

「私の……唄うた……聴きいてほしいんです。リックさんに、聴きいてほしくて……」

「……ここまでユリナ達たちを連れてきたのは俺おれなんだぞ？　ユリナの唄うたを一番聴ききたいのは俺おれに決まってるじゃないか」

　震ふるえるか細い指先を包むように手を取り、リックはぎこちなさを自覚しながら冗じよう談だんめいた笑え顔がおを作った。せめて今だけは誤ご魔ま化かされてくれ、と心から願った。

「……すぐ、戻もどってきてくださいね。私わたし達たちのライブ、すぐ始まりますから」

　行ってほしくない。まるでそう伝えるようにユリナはしっかりと指先を絡からめてきた。リックはユリナの頭を撫なでてやりながら、その細い指先を優やさしく振ふり解ほどいた。

「じゃあ、ちょっと行ってくる。すぐ戻もどってくるからさ」

　それだけ言い残し、リックは踵きびすを返かえす。だが、最後まで縋すがるような目をしていたユリナの泣きそうな顔が記き憶おくに焼き付いて、胸が締しめ付つけられるような息苦しさを覚えた。

　強く歯を食くい縛しばりながらリックはルベリアの町の北へと疾しつ走そうする。

　ユリナへ、サララへ、レムリアへ、謝罪の念を垂れ流しながら。




「なんだ……これは……」

　身の毛がよだつ地じ獄ごくのような光景を前にして、リックは体がぶるりと震ふるえた。

　ルガル大陸北側。峻しゆん険けんな山々に立つ魔ま王おう城から白銀の軍勢が降りてくる。呪のろわれた紫むらさきの霧きりを撒まき散ちらしながら、隊列を乱すことなく行軍してくる。

「魔ま王おうの……尖せん兵ぺい……」

　魔ま王おうの瘴しよう気きが具現化した存在。下半身を失った甲かつ冑ちゆう兵が槍やりを手にして近付いてくる。その数は無む尽じん蔵ぞうかと思えるくらいに増え続け、既すでに地平線を埋うめ尽つくしている。それでも魔ま王おうの尖せん兵ぺいの増ぞう殖しよくは止まらない。怨おん念ねんを覆おおった兵達たちがたった一人の人間を殺そうと迫せまってきている。

「どうしてだ……どうしてだよ……」

　リックは疑問の言葉を口にしながら唇くちびるを嚙かんだ。

　今日この日。勇者を討うつと決意したのはユスティーゼだ。昨日の宣戦布告は一いつ切さいの冗じよう談だんの気配はなく、一日でも早く抹まつ殺さつしてやりたいという気き魄はくをぶつけられたのだ、それは間ま違ちがいない。

　だが、何な故ぜヴィオラが止めなかったのだろう。少なくとも、友好的な関係を作っていきたいという想おもいに偽いつわりはなかったはずだ。まだ幼いながらも、魔ま王おうとしての命令一つでユスティーゼの進言を却きやつ下かすることはできたはず。

　それなのに、大量の魔ま王おうの尖せん兵ぺいを作り出したということは、ヴィオラの心の片かた隅すみにはリック達たちを消し、再び世界を支配しようという悪意が残されていたということになる。

　いや、欺あざむかれたという悔くやしさは今はどうでもいい。それよりも押おし寄よせてくる魔ま王おうの尖せん兵ぺいの軍勢をどうにかしなければならない。

「どうにか……なるのか……？」

　鞘さやから引ひき抜ぬいた剣けん先さきが震ふるえていた。魔ま王おうと相対した時よりも脅きよう威いの度は凄すさまじい。いかに勇者といえど、無む窮きゆうの相手をするなど不可能に近い。

　我わが身みを案じるなら。仲間を救うのなら。ルベリアの人々を守るためには。最善の手段は、このまま踵きびすを返かえして町へと戻もどり、この脅きよう威いを伝え、即そつ刻こくルガル大陸から逃にげることだ。今までリックが手を貸してきた復興は全て水すい泡ほうへと帰してしまうけれど、命だけは繫つなぐことができる。

「くっ、そ……」

　リックは奥おく歯ばが砕くだけるほどに歯は嚙がみした。

　そんなことは百も承知だ。勇者として町の人々の命を優先することは当然だ。

　けれど、ここで逃とう亡ぼうしてしまえばライブは中止になってしまう。何もかもが粉々に砕くだけ散ちってしまう。各おの々おのが賭かけてきた想おもいが泡うた沫かたの如ごとく消えてしまう。

　ユリナが一人前のセイレーンになりたいという願いが握にぎり潰つぶされてしまう。

　世界中で頻ひん発ぱつする種族間の衝しよう突とつを無くしていきたいと思った。けれど最初に出会ったユリナが、仲間に依い存ぞんしてしまっている半人前の自分と重なって見えて、お互たがいに一人前になろうと誓ちかい合って共に歩み始めたのだ。

　ユリナの純じゆん粋すい無む垢くで、それ故ゆえの強ごう引いんさでサララが力を貸してくれて、レムリアと笑い合いながら旅を続けてきた。その全ての想おもいが大切な記き憶おくとなって刻まれ、そしてようやく人々の心に届くような自分の唄うたを胸に宿しかけているのだ。

　他のセイレーンに追いつくために。仲間と共に、ユリナは大きな一歩を踏ふみ出だそうとしている。ようやくここまで辿たどり着ついたのだ、大切な舞ぶ台たいが蹂じゆう躙りんされるのを黙だまって見ていることなど絶対にできない。

　剣けん先さきの震ふるえが止まった。迷いが晴れ、自分の覚かく悟ごが確かなものとなった。

　ユリナのような美声もなく、サララのように音楽を奏かなでる技術もなく、レムリアのように踊おどりで感情を表現することができない。あくまで発ほつ起き人にんでしかないリックは、ライブという舞ぶ台たい上では何の役にも立たない。

　だが、ライブを作り、そしてライブを守ることができる。舞ぶ台たいの上で人々を元気にさせるのがユリナ達たちの役割ならば、リックの責務は命を賭としてでもライブの存続を脅おびやかす万ばん難なんを排はいすことだ。

　無む尽じん蔵ぞうに湧わいて出る魔ま王おうの尖せん兵ぺいも、その源泉である魔ま王おうヴィオラを対処すれば出現は止まる。その根源に至る道のりは険しいが、終着点が見えているのなら士気も維い持じできるものだ。

　あとは自分の体力が持つかどうか。倒たおれ伏ふした時点で槍やりの応おう酬しゆうに合い、全てが終わる。ならば勝算を上げるためにも戦力は欲ほしいところだが。

　道具袋ぶくろから勇ゆう環かんの笛を取り出し、リックは口元へ運ぼうとする。この笛を吹ふけばかつての仲間達たちに音色が届き、救きゆう援えんに駆かけつけてくれる。おそらくリーベルが瞬しゆん間かん移動の魔ま法ほうを使って仲間を集めてここへやってくるはずだ。魔ま王おうの尖せん兵ぺいが何万と集まろうと、リーベルの魔ま法ほうが甲かつ冑ちゆうの群れを易やす々やすと打ち破るはずだ。

「……くっそ、今の俺おれが使うわけにはいかないんだよっ！」

　だが、リックは勇ゆう環かんの笛の強ごう引いんに道具袋ぶくろの中にしまい込こんだ。

　ここで仲間を、リーベルを頼たよるわけにはいかなかった。ライブを成功させ、民族融ゆう和わの始まりを告げる前に、リックにも大きな夢がある。

　リーベルのように強くなること。

　仲間の助力無くして実現しなかった魔ま王おう討とう伐ばつという夢を叶かなえると同時に、勇者として未熟だったという無力感。そんな自分と決別するために、今回の民族融ゆう和わはかつての仲間を頼たよらないと決意したのだ。ここでリーベルに助けを求めてしまったら、結局未熟な姿を晒さらしてしまうことになってしまう。

　考え直すのは今が最後。失敗の代だい償しようはルベリアの町の人々の命。民族融ゆう和わなどという信念も、一人前の男になりたいという矜きよう持じも、拘こだわる必要などあるのだろうか。

「やるんだ。やるんだよ！」

　リックは迷いも躊ちゆう躇ちよも恐きよう怖ふもかなぐり捨てて、白銀の波は濤とうへと突とつ撃げきを開始した。




　一番前で自じ分ぶん達たちを見ていて欲ほしい。きっと約束は果たされることはないのだとユリナにはおぼろげに分かった。噓うそをつくことが下へ手たで、無理をしていることなんて誰だれの目にも明らかだった。

　それなのにユリナには走り去るリックを呼び止めることなどできなかったのは、自じ分ぶん達たちのライブを必死に守ろうとしてくれているからだと気付いたからだ。時々道に迷って皆みなを困らせて、けれど不器用ながらも懸けん命めいにユリナ達たちを導こうとしてくれていたリックが、晴れの舞ぶ台たいを放ほう棄きすることなどあり得ない。

「リックさん……」

　胸が締しめ付つけられたように息苦しくなって、ユリナは呼吸が上う手まくできなくなる。

　最後に見せたリックの表情を思い出すと不安に駆かられる。ここでリックを追いかけなければ二度と会えなくなってしまうような、命さえ燃やしたような真しん剣けんな面おも持もちだった。

　リックが傍そばにいてくれなければ、半はん端ぱ者の自分はきっと何もできない。足手まといになると分かっていても、あの背中を追いかけたいという衝しよう動どうに駆かられる。

「……ひどい顔してるんじゃないわよ」

「い……いひゃいです……」

「それじゃあアタシもー！」

「なにをするんれふかー」

　その不安を紛まぎらわすように、サララがユリナの右頰ほおをぐにっと引っ張ってきた。それを見て面おも白しろがったレムリアもユリナの左頰ほおを指先で摘つまんだ。

「この大事な時に野や暮ぼ用だなんて言って私わたし達たちを残していくなんて信じられないけど、私わたし達たちが戦う場所はこの大聖堂なんだから。そこを勘かん違ちがいしてるんじゃないわよ」

「ユーシャはかえってくるよ。だいじょーぶ、だいじょーぶ」

「で、でも……」

　二人に頰ほおを挟はさまれた状態でユリナが尚なおも言いい募つのろうとした。けれど、

「……この土ど壇たん場ばであいつが一人で行ったってことは、私わたし達たちにとっても大事なことなんでしょ」

　サララが小さく、早口でそう言ったのを聞いて、ユリナは二人が落ち着いている理由に気付いた。

　四人で作り上げてきたライブを前に、たった一人勝手な都合でこの場を飛び出していたリックを、本来サララが黙だまって行かせるはずはない。必ず理由を問とい質ただし、納なつ得とくのいく解答が得られなければ容よう赦しやなく激げき怒どの雷かみなりを落としていただろう。同じくレムリアも、その場凌しのぎの誤ご魔ま化かしに対しては躊ちゆう躇ちよなく追求していたはずだ。

　それなのに文句の一つも口にすることなく黙だまってリックを行かせたのは、サララとレムリアはリックに強い信しん頼らいを寄せているからだ。誰だれよりこのライブを成功させたいと強く願っているリックがこの場を放ほう棄きした意味は、ユリナ達たちのライブを成功させるために奔ほん走そうしてくれているのだと信じているのだ。

　そうだ、考える必要もない。不器用ながらもリックはユリナ達たちをここまで引っ張り続けてくれた。今までの旅でリックはユリナ達たちのライブが成功するように常に全力で応おう援えんしてくれた。一人前のセイレーンの唄うたが歌えるように、ユリナの傍そばに寄より添そおうとしてくれた。

　両りよう頰ほおを摑つかんでいるサララとレムリアの手を取り、ユリナもその上に手を重ねる。

「そう……ですね。そうですよね！」

　ユリナの不安と迷いが晴れた。もしかしたら一番前の特等席で自じ分ぶん達たちのライブを聞いて欲ほしいという願いは果たされないのかもしれない。けれど、ユリナ達たちの声は遠く離はなれた場所でライブを守るために戦ってくれているリックにも届くはずだ。

　伝えよう。大切な仲間と共に。種族融ゆう和わの夢を叶かなえるためにも。ユリナを選んでくれたリックに万ばん感かんの想おもいを届けよう。

「……ごめんなさい。私も大だい丈じよう夫ぶです」

「さぁ、それじゃあ行くわよ」

「えいえいおー！」

　レムリアの声を合図に、三人が重ねた手を頭上へと掲かかげた。この瞬しゆん間かん、ユリナは自じ分ぶん達たちの想おもいが一つに重なり合ったことを確信した。

　そして三人は大勢の人々が待つ大聖堂の扉とびらを開き、初めてのライブへと向かった。




　最後にこの剣けんを抜ぬいたのは、魔ま王おうとの雌し雄ゆうを決した時だ。

　あれから世界に平和が戻もどってからは一度たりとも刀身を晒さらしたことがなかったのは、リックの中の正義の矜きよう持じを揺ゆらがせないため。悪が滅ほろびた今の世で血を流す争いを引き起こさないように、という願いもこめられていたからだった。

　だが、魔ま王おうの尖せん兵ぺいの大群に立ち向かうリックは躊ちゆう躇ちよなく剣けんを引ひき抜ぬいた。決して輝かがやきを失うことなく黄金の煌きらめきを放つ愛剣けんが正義の武ぶ威いを放出する。人々を苦しめ、そして仲間を脅おびやかす悪を前に、伝説の剣けんが姿を現した。

「らあああああああああぁぁぁぁぁ！」

　白銀の波に吶とつ喊かんし、剣けんを振ふるいながら戦場を駆かけ抜ぬける。黄金の斬ざん撃げきが刻まれる度たび、巻き起こされる颶ぐ風ふうが刃はとなって尖せん兵ぺい達たちを刻んでいく。切断された白銀の甲かつ冑ちゆう兵はやがて霧きりへと消えていった。

　戦せん闘とうの感覚が戻もどっていく。全方位から浴びせられる気配を感じ、死角からの奇き襲しゆうすら正確に読み取ることができた。思考はない。敵を切きり裂さき、粉ふん砕さいすることだけを意識して剣けん戟げきを起こし続ける。

　だが、斬きり続けるならばまだいい。厄やつ介かいなのは魔ま王おうの尖せん兵ぺいの中に異種族が紛まぎれ込こんでいることだった。手ちよう斧なを持つゴブリン、鋭するどい牙きばを持つボア、長大な剣けんを持ったリザードマンなど、皆みな魔ま王おうの瘴しよう気きに侵おかされて自じ我がを奪うばわれ、リックに襲おそい掛かかってくる。

「邪じや魔まだっ！」

　種族融ゆう和わを目指すリックには彼かれらを斬きることはできない。右手で友好の握あく手しゆを結びながら、左手で剣けんを突つき刺さすわけにはいかないのだ。決して殺してはならぬと戒いましめ、リックは拳けん打だによる衝しよう撃げきを与あたえて昏こん倒とうさせていく。

　そうなると必然リックの迎げい撃げきが間に合わなくなった。その手数を補うためにリックは魔ま法ほうによる遠えん距きよ離り攻こう撃げきで対処した。賢けん者じやリーベルの魔ま法ほうに比べれば雲うん泥でいの差さだが、魔ま力りよくをぶつけて爆ばく発はつさせるだけでも魔ま王おうの尖せん兵ぺいを粉々に破は壊かいするだけの威い力りよくはあった。

　数万に達する兵が、獅し子し奮ふん迅じんに暴れまわるたった一人の男に翻ほん弄ろうされていく。かつての英えい雄ゆうが悪の波は濤とうを着実に抉えぐり取とっていく。

　しかし、しかしだ。リックの蛮ばん勇ゆうも徐じよ々じよに綻ほころびが見え始めていた。

「くっ、そ……」

　僅わずかに乱れた呼吸をすぐに整え、眉み間けんを貫つらぬく槍やりの刺し突とつを躱かわし、斬ざん撃げきを叩たたき込こむ。その攻こう撃げきの僅わずかな隙すきに、背後から飛来する槍やりの穂ほ先さきがリックの脇わき腹ばらを浅く抉えぐった。痛みに顔を歪ゆがめながら即そく座ざに回復魔ま法ほうを行使すると同時に、後ろの尖せん兵ぺいを一いつ閃せんした。

　一対一という状じよう況きようであれば、魔ま王おうの尖せん兵ぺいなど雑ざ魚こでしかない。だが、一度に三十以上の攻こう撃げきが降り注げばリックの剣けん戟げきを搔かい潜くぐって肉体が傷付けられてしまう。いかに魔ま王おうを倒たおした勇者といえど、かつての仲間が不在の今はリックが孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしているだけに過ぎず、リックの対処能力を超こえる応おう酬しゆうがくれば傷を負うのは必ひつ定じようだった。

　それに、以前と比べると呼吸が乱れるのが早かった。世界が平和になったことで闘とう争そうから離はなれ身体能力が低下し感が鈍にぶってしまったということもあるが、最大の原因はライブの準備で睡すい眠みん時間を削けずり無理を重ねてしまったことだ。体の芯しんに僅わずかな澱よどみを感じる程度の疲ひ労ろうでしかなかったが、この激戦の中ではその不調が大きな枷かせとなる。

　やがて疲ひ労ろうが重なり、リックが怪け我がを負う場面が増えてくる。痛みは邪じや魔まだし、余計な出血を招かないようにすぐに回復魔ま法ほうで傷を塞ふさぐ。リックの起こす剣けん林りん弾だん雨うが魔ま王おうの尖せん兵ぺいと屠ほふり、また不注意で傷を負うというのが繰くり返かえされていく。

　このままではジリ貧ひんだ。だがそれが分かっていても、ルベリアの町を守り、ライブを成功させるためにはリックが戦い続けるしかないのだ。前へ。とにかく前へ。魔ま王おうヴィオラとユスティーゼにさえ辿たどり着つけば決着が付くのだ。しかし、

「あ、ぐっ……」

　度たび重かさなる負傷を一気に癒いやそうと魔ま法ほうを使おうとした時、リックは軽い酩めい酊てい感を覚え、同時に意識が遠のきそうになった。裂さけるくらいに強く唇くちびるを嚙かみ締しめて痛覚を与あたえ、意識を繫つなぎ止とめる。

　突とつ如じよ襲おそった体の不調は魔ま力りよくの枯こ渇かつによるものだ。空になった魔ま力りよくを強ごう引いんに引きずり出そうとすると意識を失ってしまい、数日間は魔ま法ほうが一いつ切さい使えなくなってしまうのだ。

　つまり、今後はリックの体を回復することはできない。傷を負ったとしても鮮せん血けつを散らしながら剣けんを振ふるい続けなければならない。

「……俺おれがやるしかないんだ！」

　それでもリックは臆おくすることなく五月雨さみだれの斬ざん撃げきを叩たたき込こむ。

　槍やりに突つかれたとして、負傷したとして、出血を止められないとして。だが、それがどうした。今現状リックは動けているし、戦えている。退路を自ら断った今、活路は前にしか拓ひらかれない。

　つまりリックが倒たおれさえしなければ何の問題もないということだ。

「おぉ、らァッ！」

　体力を消しよう耗もうしたリックの動きが、再び鋭するどさを増していく。窮きゆう地ちに立たされて死を自覚し始めたからこそ、剣けん捌さばきが苛か烈れつさを増していく。それでも時折捌さばききれない魔ま王おうの尖せん兵ぺいの攻こう撃げきに傷が刻まれていくものの、その十倍の威い力りよくで捻ねじ伏ふせて黙だまらせていく。

　そして、魔ま王おうの尖せん兵ぺいを払はらい除のけ、ようやく根源を発見した。

「なんてこと、してんだよ……」

　魔ま王おうの瘴しよう気きを垂れ流し続ける元げん凶きよう、次代魔ま王おうヴィオラの姿を視界に捕とらえたリックは驚きよう愕がくすると同時に憤ふん怒ぬが膨ふくれ上あがっていくのを感じた。

　ヴィオラの胸に突つき立たてられた魔ま剣けん。血潮が流れるように魔ま王おうの瘴しよう気きが溢あふれている。それを制せい御ぎよしていたのがユスティーゼだった。まるで死人に鞭むちを打つように魔ま剣けんを握にぎってヴィオラの傷を搔かき回していた。

　だが同時に安あん堵どもしていた。あくまでヴィオラは魔ま王おうの瘴しよう気きのために利用されていただけであって、人間との友好を望んでいた気持ちに偽いつわりはなかったのだ。

　黒幕はユスティーゼ。奴やつを止めさえすれば戦いは終わる。

「どけぇっ！」

　だが、リックの猛もう攻こうを見てユスティーゼが哄こう笑しようすると、魔ま王おうの尖せん兵ぺいが壁かべを成すように行く手を阻はばむ。それは決して比ひ喩ゆではない。次々と折り重なっていく塔とうのように高くなり、自重に耐たえ切れずにリックの方へと倒たおれこんでくる。

　覇は気きを刃はに纏まとわせ、一いつ閃せんをぶつける。尖せん兵ぺいの塔とうの大部分は削けずり取とったが、そこから逃のがれた兵の持つ槍やりの雨が降ってきた。迎げい撃げきしきれない槍やりが次々とリックの体に傷を作っていく。

　それでもリックは倒たおれない。一いつ瞬しゆんでも心が引いてしまったら膝ひざから崩くずれ落おちてしまいそうな気がして、とにかく前へと吶とつ喊かんしていく。おそらく限界はもうすぐ訪おとずれる。何の予兆もなく、人形を操あやつる糸が切れてしまうように音もなく体が動かなくなってしまう。

　だから、血ち飛沫しぶきの花が咲さこうと関係ない。意志が折れてしまわないように、体が動く間に、とにかく前へ、前へ、前へ、前へ。

　もうリーベルに頼たよらないように。一人前になれるように。男として誇ほこれる自分になれるように。

　全身が血で濡ぬれる。喉のどがひしゃげた。目の奥おくが熱い。視界が暗い。それでもユスティーゼへ到とう達たつしようと剣けんを振ふるい続けていて。

　どしゃ、と音を立ててリックの視界がぐるりと回った。頰ほおから伝わる土の感かん触しよくを覚えて、ようやく自分が倒たおれたことに気付いた。

「ぐっ……」

　立たなければ。戦わなければ。けれど気持ちだけが先行するばかりで体に力が入らない。剣けんを握にぎり込こむことさえできない。指先一つさえ動かすことができなかった。

「……意外と呆あつ気けなかったな、勇者リック」

「ご、はっ！」

　足音と共に男の声が近付いてくる。そして無防備を晒さらした体が思い切り蹴けられ、ごろごろとリックは転がった。

「あんな出で来き損そこないの幼よう稚ちな魔ま王おうなど必要ない。あれを利用し、私が魔ま王おう様の本ほん懐かいを遂とげる。魔ま王おう様の意志は私が継つぐんだよ」

　そして傷だらけの腹が踏ふまれ、苦痛に顔を歪ゆがめるリックを見ながら愉たのしそうにユスティーゼが嗤わらっていた。激痛に悲鳴を上げるのが当然の反応なのに、既すでに痛覚は失われていて何も感じられなかった。

「無様だな、勇者。所しよ詮せんお前一人では何もできはしない」

　ユスティーゼの細さい剣けんが鼻先に突つきつけられた。そして殺される様を見ようしているのか、魔ま王おうの尖せん兵ぺいや操あやつられた異種族達たちがリックを取り囲んだ。

　もう二度と魔ま王おうの瘴しよう気きに操あやつられて人間に襲おそい掛かかる彼かれらを見たくはなかった。人間達たちと争わなくていいように、過去の悔かい恨こんを乗のり越こえて手を取り合えるように、仲良くなって欲ほしかった。そのための旅を続け、ライブが催もよおされようとしているのに、全ては失敗に終わった。

　全てリックの責任だ。仲間に頼たよらず一人前になりたいなんて、そんな信念を早々に捨ててリーベル達たちに助力を頼たのんでおけばよかったのに。

　これからユスティーゼ達たちは魔ま王おうの尖せん兵ぺい達たちをルベリアの町に向かわせるだろう。虐ぎやく殺さつか、隷れい属ぞくか。どちらにしても人々はまた望まぬ運命を辿たどることになってしまう。

　そしてユリナ達たちはどうなるだろう。魔ま王おうの瘴しよう気きにあてられて人間を襲おそうようになってしまうだろうか。考えたくもない。あの三人の心に芽め吹ぶいた種族融ゆう和わの信念が邪じや悪あくに染まってしまうところなんて見たくない。

　涙なみだで視界が滲にじんだ。悔くやしかった。一人で何もできなかった自分の不ふ甲が斐いなさが腹立たしかった。ユリナとの約束を裏切ってしまった自分が許せなかった。

　唄うたが聞きたかった。この旅で色んな経験をしたユリナがどんな唄うたを人々に届けるのだろう。

「ユリ……ナ……。ユ……リ、ナ……」

　ライブの練習に励はげむユリナの笑え顔がおを思い出し、リックが呟つぶやいた。もう一度だけ歌声を聴ききたくて、大切な仲間の名を告げた。

　その時、遠のく意識の中でリックの耳がかすかな歌声を聞き取った。ルベリアの町から離はなれているのに、美しく澄すんだ歌声が聞こえてきた。夢でも偽いつわりでもない。現在ライブでユリナ、サララ、レムリアが奏かなでる始まりの歌だ。

　その歌に導かれるように、リックの意識が闇やみへと引っ張られていく。

　死はもうすぐ目の前まで迫せまっていた。




　大聖堂を埋うめ尽つくしたルベリアの町の人々がユリナ達たちを拍はく手しゆと喝かつ采さいが迎むかえた。その声の圧と迫はく力りよくを受けてユリナの背中の産うぶ毛げが逆立った。心臓が爆ばく発はつしてしまうくらいに早い脈打ち、呼吸が浅くなって息苦しさを覚える。

　ユリナを中心に、左にサララ、右にレムリアという配置を取る。やがて拍はく手しゆがまばらに消えていき、静せい寂じやくが辺りを包んだ。

　初めてルベリアの町を訪おとずれた時とは違ちがい、人々の殆ほとんどはユリナ達たちに好意的に接してくれている。この大聖堂に集まってくれたのも、ユリナ達たちの今後の活動を応おう援えんする意味も込こめてライブを見に来てくれたのだ。

　だが、彼かれらが見つめるその目が怖こわかった。注目を集めていると自覚するだけで脚あしが竦すくんだ。もし失敗してしまったら、という可能性ばかりが脳のう裏りを過よぎって逃にげ出だしたくなる衝しよう動どうに駆かられる。

　もしもこの場の人々が自じ分ぶん達たちのライブで楽しんでくれなかったら。嫌けん悪お感を与あたえてしまい途と中ちゆうで去られてしまったら。ユリナ達たち三人だけが大聖堂に取り残されてしまうこと光景を鮮せん明めいに想像してしまった。

「……あ」

　この会場の空気に飲のみ込こまれ自分を見失いそうになった時だった。ユリナの両手が温かな手に包まれた。左手をサララが、右手をレムリアが握にぎり、小さく頷うなずいて合図を送ってくれた。

　ユリナは温ぬくもりを求めるようにぎゅっと手を握にぎり返した。手に伝わる感かん触しよくが、ユリナは一人ではないと教えてくれる。そしてもう一人。半人前のセイレーンであるユリナの手を取り、この場所まで導いてくれたリックがいてくれる。

　怖こわかった。緊きん張ちようも消えたわけではなかった。けれど、気持ちは前に向いてくれた。

　楽器が音色を奏かなで始めた。心と体を弾はずませる曲調に合わせるように、人々は自然と体を揺ゆらし始めた。屋外で聞いた時とは違ちがい、大聖堂の中では音が響ひびき迫はく力りよくがある。サララの音色は前奏だけで人々の心を惹ひき付つけたのだ。

　レムリアが人差し指を高々と掲かかげる動きを見せ、ユリナ、サララとその動きをなぞり、踊おどりが開始される。両手の人差し指を重ねて弾はじき、くるりと一回転。女の子らしい無む邪じや気きな仕し草ぐさを表現した動きに、わっ、と歓かん声せいが上がった。レムリアの踊おどりもまた、人々の心に刺し激げきを届けたのだ。

　そして、
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　ユリナが歌を紡つむぐ。この旅で経験したこと。仲間への想おもい。リックの夢。心を素す直なおに歌声に乗せ、歌う。

　サララとレムリアの歌声も重なる。互たがいが互たがいを包みあうような、優やさしさと激しさを含ふくんだ一つの音として溶とけ合あっていく。軽快に足あし踏ぶみをしながら腰こしを揺ゆらし、立ち位置を入いれ替かえる際に手を叩たたき合う。大聖堂全体を見ている余よ裕ゆうなんてなかったけれど、ちらりと視界に入った人の表情に笑え顔がおを映っていたのが分かった。

　ライブ。この空間に集まってくれた人ひと達たち。そして舞ぶ台たいで歌い、踊おどるユリナ達たちの心が一つになっていることを実感する。熱ねつ狂きようが加速し、高こう揚よう感が会場中を包つつみ込こみ始めた。

　だが、ユリナの体は対照的に熱を失っていった。足先から凍こおり付ついたように冷たい感かん触しよくが脚あしを伝い心を冷やしていく。

　人々はライブに魅み了りようされている。サララもレムリアもライブを心から楽しみ、そして楽しませるために歌い、踊おどっている。それなのにユリナは一人だけ膨ふくれ上あがる不安と焦しよう燥そうを必死に堪たえていた。

　蒼あおは悲しみの色。セイレーンは悲しみを歌に乗せる。その先入観がどうしても呪のろいのように心を束そく縛ばくする。その呪じゆ縛ばくから脱だつ却きやくしようと懸けん命めいに歌っても、ユリナの夢に近付かない。

　背中に羽が生まれない。
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重なった手は　想おもいの形









　焦あせったせいで声こわ音ねに僅わずかな乱れが出てしまう。もっと、もっと心を込こめて歌わなければと意識を塗ぬり替かえる。だが、ユリナが望む姿になれず更さらに焦しよう燥そうが加速する。

　ここまで来たのに。かけがえのない仲間が傍そばにいてくれるのに。でも、ユリナは一人前になれない。こんなにも気持ちを込こめているのに、こんなにも伝えたいのに、一人前の証あかしは姿を見せてくれない。

　自分に足りないものが分からない。踊おどりと歌を忘れないように意識を向けているから考えている余よ裕ゆうなんてない。

　皆みなが助けてくれたのに。リックが自分を選んでくれたのに。何な故ぜ迷めい惑わくばかりをかけて自分は結果を出せないのだろう。

　大勢の人々の歓かん喜きに包まれているのに、ユリナは一人孤こ独どく感に苛さいなまれていた。まるで世界が自分から遠ざかっていくようだった。傍そばで踊おどっているはずのサララとレムリアが自分を置いて先へ行ってしまうようだった。

　自分への失望と落らく胆たんが大きくなっていく。笑え顔がおでいなければならないのに表情が凍こおり付ついていくのが分かる。じんわりと瞳ひとみの奥おくが熱くなって涙なみだが出てきそうなのが分かる。

　やっぱりだめだった。頑がん張ばって、努力して、助けてもらったけれど、やはり一人前にはなれなかった。声が小さくなっていく。自然と視線が下がっていく。曲が一番盛り上がる部分に差さし掛かかろうというところで、ユリナの意気が完全に消しよう滅めつしようとした時。

　どん、とサララが背中を当ててきた。踊おどりの中で交差する動きがあったけれど、接せつ触しよくすることはない。まるで自分を取とり戻もどさせてくれるような。合図を送ってくれたような気がして、ユリナが顔を上げた時だった。

「あ……」

　思わずユリナの吐と息いきが漏もれた。

　徐じよ々じよに太陽が傾かたむき、暗くら闇やみが広がり始めた大聖堂が幻げん想そう的な蒼あおい光で包まれていたのだ。

　風に舞まう蒼あおい燐りん光こう。そして、人々が手にする蒼あおい輝かがやき。海を思わせる光のうねりが音楽に合わせて穏おだやかに揺ゆれている。

　こんな演出があるなんて一言も聞かされていない。一体この蒼あおは何の光なのだろう。けれど、一いつ瞬しゆんの困こん惑わくの後、ユリナの頭の中で記き憶おくが弾はじけた。

　──ユリナ。突とつ然ぜんなんだけど、俺おれ……いや、俺おれ達たちからユリナに贈おくり物ものがあるんだ。

　──詳くわしくは秘密だ。けど、これだけは覚えておいてくれ。俺おれも、サララも、レムリアも、ユリナのことは応おう援えんしてるからさ。だからその……うん、頑がん張ばれよ。

　ライブ前にリックが残した言葉。贈おくり物ものとはきっと目の前に広がる幻げん想そう的な光景のことだ。

　リックだけではない。サララも、レムリアも、この蒼あおい輝かがやきを使った演出のことは知っていたのだろう。

　言葉だけではない。気持ちだけでもない。リック達たちはこうしてユリナの背中を押おしてくれた。

　ユリナを襲おそう暗くら闇やみが晴れていく。煌きらめく蒼あおが未来を照らしてくれる。仲間が灯ともす光が導いてくれる。

　海を映す蒼あおは、決して悲しみの色ではない。

　瞬しゆん間かん、ユリナの中で温ぬくもりに溢あふれた力の奔ほん流りゆうが一気に解き放たれていくのを感じた。

　まるで体と心を絡からめていた枷かせが消えたように体が軽い。

　世界が色づく。全ての音が知覚できる。サララとレムリアの感かん嘆たんの吐と息いきが聞こえた。

　優やさしい風が舞まい上あがった。ふわふわと揺ゆれる蒼あおい燐りん光こうが踊おどり出す。

　そして実感する。

　とうとうユリナの背中に、セイレーンの羽が生まれたことを。

　自分一人の力ではない。仲間に支えられて、とうとうユリナは大きな一歩を踏ふみ出だしたのだ。

　今なら全てが歌に込こめられる。どこへだって届けられる。ライブを見てくれた人々の心にも。そして遠く離はなれたリックにも。








涙なみだの先に続く道は




きっと笑え顔がおが待っているから




いつかその夢　叶かなえよう




羽ばたく未来に　輝かがやく光
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　届け、届け、届け。

　ユリナの歌声に心が宿ったように力強さを取とり戻もどした。

　この瞬しゆん間かん、ライブの盛り上がりは最高潮に達して──。




「な、何が起きているんだ、これは……！」

　目の前で起きた異常にユスティーゼは驚きよう愕がくして目を見開いていた。

　魔ま王おうの瘴しよう気きに汚お染せんされ、意識を奪うばい、勇者リックを襲おそうように仕向けたリザードマン、ゴブリン、ボア、ドラゴンデビル達たちが次々とその場に倒たおれ伏ふくしたのだ。そして体が浄じよう化かされて毒素が抜ぬけるかのように、魔ま王おうの瘴しよう気きが噴ふん出しゆつし兇きよう悪あくな顔付きが元に戻もどっていく。

　魔ま王おうヴィオラが意識を取とり戻もどしたわけでもない。魔ま王おうの瘴しよう気きの操作が利きかなくなったわけでもない。リックが倒たおれた以外に変化があったとすれば、妙みような歌声が聞こえてきたというだけで。

「まさか、この歌が起こしたというのか……？」

　そんなことあり得ない、とユスティーゼは首を振ふった。だが、考えられる要因は、この歌声以外に存在しない。

　魔ま王おうの瘴しよう気きの浄じよう化か。そんな奇き跡せきなど先代魔ま王おうが世界を混こん沌とんに落とした時から一度も目にしたことがない。瘴しよう気きから解放させるためには、各大陸にて瘴しよう気きを制せい御ぎよしていた魔ま槍そう凶きよう騎きを倒たおすか、根源である魔ま王おうを滅ほろぼす以外に手段などない。まして、歌などで瘴しよう気きが祓はらわれるなんて馬ば鹿かげたことなど起こるはずがない。

　一体町で何が起きているのか。この歌にどんな魔ま法ほうが込こめられているのか。疑問が蠢うごめき混乱しかけたユスティーゼだったが、血だらけで倒たおれているリックを見て冷静さを取とり戻もどした。

　魔ま王おうの瘴しよう気きの浄じよう化か。確かに異様な状じよう況きようが目の前で起きているが、あくまでそれだけであるとも考えられる。魔ま王おうの尖せん兵ぺいは未まだ健在であり、勇者リックは力ちから尽つきて命の灯火が消えようとしているのだから。

　リックを始末する。そしてリックに付き従っていたあの三人もまとめて消してしまえば、二度と今回のようなことは起きはしない。

「今ここで死ね！　勇者リック！」

　ユスティーゼはリックの首を刎はね飛ばそうと細さい剣けんを振ふるった。魔ま王おうを倒たおした英えい雄ゆうの命運はここで尽つきた──。

「セイレーンの唄うた、か。すごい逸いつ材ざいを仲間にしたね、リック」

　呆あきれた声が上空から響ひびくと同時に、いつの間にか空間に装そう塡てんされていた幾いく十じゆうもの投なげ槍やりが一いつ斉せいに発射された。吹ふき荒あれた投なげ槍やりの雨がリックの周囲に次々と飛来する。

「だ、誰だれだっ！」

　尖せん兵ぺいが撃うち抜ぬかれ魔ま王おうの瘴しよう気きに戻もどる中、ユスティーゼは間かん一いつ髪ぱつ後方へ跳とんで紙かみ一ひと重えで攻こう撃げきを躱かわし距きよ離りを取る。そしてリックを守るようにして上空からふわりと舞まい降おりてきたのは。

「賢けん者じや……リーベル！」

　リックと同じく過去に辛しん酸さんを舐なめさせられた人物。賢けん者じやリーベル。魔ま王おうに匹ひつ敵てきするほどの強力な魔ま力りよくを持った仇きゆう敵てきの一人が駆かけつけてきたのだ。

「勇ゆう環かんの笛なんて使わなくても、私はずっとリックのことを見てるから。心配ばっかりかけるんだから、まったくもう……」

　慈じ愛あいに満ちた微び笑しようを浮うかべると、リーベルはリックの胸に手を当てる。そして次の瞬しゆん間かん、リックの総身が神こう々ごうしい光に包まれると、軽傷、裂れつ傷しよう、致ち命めい傷しよう、その全ての傷がみるみる内に塞ふさがっていった。

「よし、これで大だい丈じよう夫ぶ。さて、と……」

　ふぅ、と一息ついて立ち上がったリーベルは、鋭するどい視線をユスティーゼに向けた。その眼めの奥おくに燃え広がっているのは、仲間を傷つけられたという純じゆん粋すいな怒いかりの炎ほのおだ。

「生きてたとは知らなかったよ。それに、まさか魔ま王おうを操あやつるなんて無茶苦茶をやるとも想像してなかった」

　冷れい淡たんにそう言ったリーベルの体から強きよう烈れつな魔ま力りよくが溢あふれ出だすと、広げた両手に集束していく。攻こう撃げきに転じることを即そく座ざに見み抜ぬき、ユスティーゼは細さい剣けんの切っ先をリーベルに向けた。

「貴様もここで殺してくれる！　勇者共々死ね！」

　魔ま法ほうを発動させる前に息の根を止める。洗脳した異種族達たちは倒たおれているが、まだ数万の魔ま王おうの尖せん兵ぺいが残っている。全方位から突とつ撃げきさせてしまえば一いつ瞬しゆんで片かたが付く。リックと違ちがい、リーベルの身体能力は並の人間とそう変わらない。

「大切な仲間をこんなに傷付けたこと……絶対に許さないから！」

　だが、尖せん兵ぺいの槍やりが到とう達たつする前にリーベルの魔ま法ほうが発動した。両手に帯びた魔ま力りよくが手放されると、殺さつ到とうしていた甲かつ冑ちゆう達たちを薙なぎ払はらいながら頭上へと昇のぼり、神こう々ごうしい光が天を覆おおう。

　そして地上へ幾いく千せんもの光線が降り注いだ。あちこちで爆ばく発はつが起き、巻まき込こまれた尖せん兵ぺい達たちは粉々に破は壊かいされて無む惨ざんに残ざん骸がいを撒まき散ちらしていく。

「まだまだ、こんなものじゃ足りないんだから！」

　その間リーベルが練り上げていた魔ま力りよくが更さらなる追つい撃げきを見せる。指先に宿っていた四つの光球がふわふわと空中へと放たれて、そして忽こつ然ぜんと姿を消した。

　だが、その僅わずか数すう瞬しゆん後にあちこちで轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。リーベルの前方では劫ごう火かが暴あばれ狂くるい、左方では巨きよ大だいな氷ひよう塊かいが降り注ぎ、右方では刃やいばの旋せん風ぷうが巻き起こり、後方では大地から生える草の剣けんが貫つらぬいた。

　十秒にも満たない時間だった。その一いつ瞬しゆんで、魔ま王おうの瘴しよう気きから作り出された尖せん兵ぺい達たちはその殆ほとんどが殲せん滅めつされていた。

「ば、馬ば鹿かな……」

　ユスティーゼはそんな負まけ惜おしみの言葉しか発することができなかった。たかが人間。たかが女。それなのにリーベルの魔ま法ほうは一いつ瞬しゆんにして劣れつ勢せいを覆くつがえしてしまう程ほどに圧あつ倒とう的てきだったのだ。

「あとは、あの子の体に刺ささってる剣けんを抜ぬけばいいのかな」

　障害が失うせ、リーベルはつかつかと磔はりつけのように吊つられたヴィオラのもとへと歩いていく。あの魔ま剣けんが抜ぬかれてしまったらユスティーゼの操作の力が及およばなくなってしまう。

「くっ……そうはさせ……うおっ！」

　しかし、リーベルの背中に斬きりかかろうとしたが、ユスティーゼの周囲を囲むように頭上から投なげ槍やりが落ちた。前を塞ふさがれ、左右を塞ふさがれ、背後まで塞ふさがれた。引ひき抜ぬこうにも、魔ま力りよくで作られた投なげ槍やりは炎ほのおの属性を帯びており、僅わずかでも触ふれてしまえば肉体が灰も残さず焼かれてしまいそうだ。

「クケケ、とんだ正義の味方の登場だなァ！　ねーちゃん、やるじゃねーか」

「一応敵同士なんだから、気安く話しかけないで欲ほしいんだけど」

「つまんねーこと言うなよ。堅かた苦くるしいのは抜ぬきだぜ」

「あぁ、もう。さっさと抜ぬいちゃうよ」

　炎ほのおの槍やりに囚とらわれて身動きが取れないユスティーゼを他よ所そに、リーベルはヴィオラの胸を貫つらぬいていた魔ま剣けんダリルを引ひき抜ぬいた。それと同時に回復魔ま法ほうを唱え、一いつ瞬しゆんにして傷を癒いやした。

「これで大だい丈じよう夫ぶそうだね。……うん、呼吸もしてるし生きてるみたい」

「魔ま王おうだからな。この程度じゃ死なないのはねーちゃんも分かってるだろ？」

「……あの時の魔ま王おうはしぶとくて嫌いやだったよ」

　悪戯いたずらめいた笑いを飛ばす魔ま剣けんダリルに、リーベルはため息混じりに答えた。そして指をパチンと鳴らすと、ユスティーゼを閉とじ込こめていた炎ほのおの槍やりが音もなく姿を消した。

「……この子を連れて、さっさと行ってよ」

　明白な敵意を込こめながら言って、リーベルはユスティーゼの前を通り過ぎて倒たおれているリックのもとへと歩いていく。

「どういうつもりだ……？　慈じ悲ひのつもりか？」

「ふふっ、そう思う？」

　からかうように笑って見せると、ユスティーゼの表情が屈くつ辱じよくに歪ゆがんだ。魔ま王おうの操作を失ったユスティーゼでは、まだ膨ぼう大だいな魔ま力りよくを宿したリーベルに勝てる道理はない。この場だけを切り取ってみれば、気き紛まぐれでユスティーゼを見み逃のがしたように映るだろう。

「……多分リックが望まないんだよ。種族融ゆう和わの理念には、きっとあなたみたいな人も含ふくまれてるはずだから。リックの意志を確かく認にんしてない今、私にはあなたを攻こう撃げきはできないの」

　しかし、決して勝者の余よ裕ゆうでもなく、強つわ者ものの慢まん心しんでもなかった。この闘とう争そうの決着は、リックに帯同しているわけでもない部外者のリーベルが判断していいものではないと考えていたからだった。

「けどね、これ以上リックを傷付けるっていうのなら容よう赦しやはしないから。それだけはきっちり覚えておきなさい」

　凄すごみを込こめて宣言すると、ユスティーゼの顔が憤ふん怒ぬに染まった。だが脅おどした甲か斐いもあってユスティーゼは文句を嚙かみ殺ころし、せめてもの抵てい抗こうとしてリーベルを鋭するどく睨ねめ付つけながら離はなれていく。そしてヴィオラと魔ま剣けんダリルを回収すると、ユスティーゼは瞬しゆん間かん移動の魔ま法ほうを使ってこの場から姿を消してしまった。

「……リック」

　数万の魔ま王おうの尖せん兵ぺいが攻せめ込こんできていたとは思えない程ほどに静まり返ったルガル大陸の平原。リーベルは倒たおれているリックの頭を優やさしく撫なでた。

「馬ば鹿かだね。一人前になるのと、誰だれも頼たよらないっていうのは意味が違ちがうんだよ」

　言葉とは裏腹にリーベルは満足気に微笑ほほえんでいた。

　かつての仲間。誰だれよりも正義感が強くて、けれど想おもいばかりが先行して剣けんの腕うでも未熟。それなのに勇者としての重責のせいで強く在ろうと頑がん張ばって、けれど努力の方向性を間ま違ちがえて、少し目を離はなしたら大怪け我がを負ってしまいそうな頼たよりない人。

　けれど、そんな不器用な仲間が、かつて自分がしたように仲間を導こうと懸けん命めいに頑がん張ばってきた姿が今のリーベルには誇ほこらしかった。

「あとは私の方でやっておくから。今はゆっくり休んで」

　頭を撫なでていた手で額を伝いながら、頰ほおを優やさしく撫なでてやる。傷は完全に癒いえているし目を覚ますのも時間の問題だが、まるで疲つかれ果はててぐっすり眠ねむっているように見えた。リーベルが真相を明かさない限り、リックはリーベルが来たことに気付かないだろう。

「……いつか私のところにも彼かの女じよ達たちを連れて来てね。成長したリックに会えるの、楽しみにしてるから」
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　眠ねむり続けるリックにそう言い残して、ユリナは魔ま王おうの瘴しよう気きから解放されて気絶している異種族達たちを集めルガル大陸を後にした。

　こうして激げき闘とうの幕は下りた。

　大切な仲間を大勢の人々を守った勇者を称たたえるように、柔やわらかな風がリックの頰ほおを撫なでた。




　ライブを終えたユリナ達たちは、挨あい拶さつもそこそこに大聖堂を飛び出した。ルベリアの町の人々と一つになった夢の時間が終わった瞬しゆん間かん、逸はやる気持ちが膨ふくれ上あがり勝手に足が動いていたのだった。その時、サララもレムリアも何も言わずにユリナの後を付いてきてくれた。リックを不安に思う気持ちは皆みな一いつ緒しよだったのだ。

　強い緊きん張ちようから解放された反動か、体が鉛なまりを飲んだように重かった。気持ちばかりが先行して何度も蹴け躓つまずきそうになりながら、毎日ようにライブの練習をしていた北の平原に到とう着ちやくした時、異様な光景にユリナは自分の目を疑った。

「こ、これって……」

　つい数日前。風が吹ふくと、太陽を目指して力強く伸のびる短い芝しば生ふが気持ち良さそうに揺ゆれる光景が広がっていたはずなのに、まるで別世界に転移したかのような荒こう廃はいした景色が広がっていた。

　大地が抉えぐられ、陥かん没ぼつしていた。緑は焼かれ、焦こげた臭においが充じゆう満まんしていた。墓標のように聳そびえ立たつ巨きよ大だいな氷ひよう塊かいがあった。まるでこの世の天変地異が同時に起きたかのような惨さん状じようがユリナ達たちの前に広がっていた。

「……リックさん！」

　そして、一部だけ緑が生き残っていた芝しば生ふの上で倒たおれているリックを見つけ、ユリナは悲鳴のような声で名を呼び駆かけ寄よった。

「リックさん！　リックさん！」

　仰あお向むけに倒たおれたリックの傍そばに座すわり、抱だき起おこそうとしたところでユリナは自分の体が凍こおり付ついたように冷たくなっていくのを感じた。

　顔、腕うで、体、脚あし。至る所が鮮せん血けつに染まりリックの服を汚よごしている。それだけではなく。リックが倒たおれていた周辺には血溜たまりができていた。この出血量、もしかしたら命に届いてしまうような深刻な怪け我がなのでは。では、ここで倒たおれているリックは既すでに。

「リックさん！」

　ユリナが力強く呼びかける。自然と涙なみだが零こぼれ、リックの頰ほおに落ちた。しかし何度呼よび掛かけてもリックは反応を示さない。

　そんな。まさか。ライブの最中にリックはここで。

「……落ち着きなさいよ。血で汚よごれてはいるけど、傷は見当たらないわ」

　悪夢のような光景に目の前が暗転しかかった時、サララが静かな口調で言った。そこで僅わずかに冷静さを取とり戻もどしたユリナは、リックの右手を握にぎる。すると、血潮が流れる熱さと正常な脈動を感じることができた。

「よかった……リックさん、生きてる……」

「ユーシャ、ねてるだけじゃないかなー？　ほらほら」

「わわっ、レムリアさん！　だめですよ、そんなことしたら！」

　面おも白しろがってレムリアがリックの頰ほおを引っ張った。穏おだやかな寝ね息いきを立てていたリックが低い呻うめき声を漏もらしながら眉まゆを寄せ始めたので、サララは慌あわててレムリアの手を取った。

「まったく……驚おどろかせるんじゃないわよ」

「サララさんまで！」

　だが、今度は鬱うつ憤ぷんを晴らすようにサララがリックの額を指で弾はじいた。乱暴な行こう為いではあったものの、サララの目の端はしに薄うつすらと涙なみだが浮うかんでいるのが見えた。きっとリックが生きていることに心の中では安心しているのだろう。

「でも、どうしてユーシャはちだらけでたおれてるの？　けがはしてないんでしょ？」

　レムリアは動物に悪戯いたずらするようにリックの頰ほおを突つきながら言った。

「……傷はないけど、怪け我がをしてないってことにはならないのよ」

「えー？　どういうこと？」

　小首を傾かしげてレムリアが更さらに訊きいたが、サララはそれ以上答えなかった。

　ユリナにもその言葉の意味は分かっていた。無傷の状態で血ち塗まみれで倒たおれているこの状じよう況きよう。体に付着した血の状態から見て返り血を浴びたとは考えにくい。そうなると考えられる可能性は一つ、大怪け我がを負った後に回復魔ま法ほうで傷が塞ふさがれたのだ。

　一体リックが何と戦っていたのか。ユリナには心当たりはなく、その姿を想像することはできない。

　ただ、ユグドラシルの森とメンベルの森にて剣けんを抜ぬくことなく戦っていたのを間近で見ていたからこそ、全力を出して抜ばつ剣けんしてまで重傷を負って倒たおれているリックが信じられない。命を失いかける程ほどの死し闘とうを演じなければならないような敵など、今この世界に存在するのだろうか。リックの過去の因いん縁ねんに答えがあるのかもしれないが。かつての旅に同行していないユリナには皆かい目もく見当も付かない。

　しかしリックはその災さい厄やくにたった一人で立ち向かい、そしてユリナ達たちを、ルベリアの人々を守まもり抜ぬいたのだ。その勇気を、奮ふん闘とうを、栄光を勇者と呼ばず何と呼ぼうか。

「とにかく、こいつを運んだ方がいいわね」

「よーし、じゃあアタシにまかせて。ちょっとここのつちはボロボロでつかえないから、あっちのほうでゴーレムつくってくるね」

　レムリアは足元の土を摘つまんで状態を確かく認にんすると、メンベルの森の方へと走っていってしまった。大地が捲まくり上あげられたように傷いたんでいる土ではゴーレムを生成することは難しいようだ。

「……こいつのことは任せるわ。私もちょっと行くところがあるから」

「え、どこへ行くんですか？」

　一人この場所に置き去りにされるような気がしてユリナが呼び止めると、サララは言葉に迷う素そ振ぶりを見せながら少し早口で答えた。

「ラクラの実を取りに行くだけよ！　疲ひ労ろうを癒いやす効果があるから、ライブを終えた私わたし達たちにちょうどいいって思っただけ！」

　怒おこったような口調で言うと、サララもメンベルの方へ早足で行ってしまった。

　ライブで疲つかれた体の回復を早める実を摘つんでくる、という理由は分かるが、何も今行く必要はないのではないだろうか、とユリナの頭に疑問が掠かすめたが、すぐにサララの行動の真意を察して笑えみが零こぼれてしまう。きっと自じ分ぶん達たちのためではなく、目覚めたリックに食べさせようとしているのだろう。

「リックさん……」

　そして残されたユリナはリックの寝ね顔がおをじっと見つめていた。何な故ぜか目が離はなせなくなってしまったのだ。

　頰ほおが熱くなっていくのを感じていた。胸むねの奥おくからじんわりと温ぬくもりが広がっていくような気がした。リックを見ていると胸が不自然に高鳴っていく。

　その時だ。ユリナの心の奥おく底そこから湧わき上あがる強い感情が体中を満たした。ユリナがその感覚を解放すると、純白の輝かがやきと共に背中に羽が現れた。ライブの時と同じように、神こう々ごうしく煌きらめく穢けがれなき羽だ。

　まだ感覚になれないが、ユリナの中で強い気持ちが膨ふくれ上あがると背中にセイレーンの羽が現れるようだ。では、今こうして羽が背中に生まれたということは。

　自覚すると急に気き恥はずかしくなってリックの顔が見れなくなる。けれど、自分で自分の気持ちを誤ご魔ま化かすことはできない。少し息苦しいけれど、体がぽかぽかと暖かくなる気持ちに噓うそは付けなかった。

　それでも、まだユリナには勇者と呼ばれたリックのような勇気はない。面と向かって素す直なおな気持ちを伝えることはきっとできない。だから、

「リックさんに、今はこれで……」

　ユリナはそっと自分の羽を一枚だけ抜ぬくと、リックの額をぐるりと覆おおう兜かぶとに横に添そえた。

　自分の羽を一枚抜ぬいて大切な人に渡わたすということ。

　それは、いつまでもあなたの傍そばにいさせてください、という意志表示。

　セイレーンが生しよう涯がいを捧ささげるという求愛行こう為いだった。

　きっとリックにはこの行動の意味は分からないだろう。だが、今はそれで構わない。ユリナの全てを捧ささげても足りないくらいの感謝を密ひそかに伝えられれば、これ以上は望まない。

「いつか伝えられるかな……」

　きっとそんな日が訪おとずれるのは、全てが終わった時。種族融ゆう和わという夢が果たされた時なのかもしれない。だから、それまでは自分も夢を追いかけよう。自信を、勇気を振ふり絞しぼるのはまだ遠い未来。

　けれど、夢へと続く小さな一歩は、今日確かに踏ふみ出だされたのだ。













　　エピローグ







「おし、大だい丈じよう夫ぶそうだ」

　滞たい在ざい中に借りていた民家の一室にて。

　リックは大きく肩かたを回し、膝ひざを屈くつ伸しんさせて体の状態を確かく認にんした。少々眠ねむりすぎたことで体に僅わずかな澱よどみを感じるが、体を動かしていればすぐに消えるはずだ。怪け我がも完治しているし、ほぼ万ばん全ぜんの状態まで回復したといっていい。

　数万の魔ま王おうの尖せん兵ぺいと戦った日から三日が経過していた。あの激戦の記き憶おくは、リックが体力を使い果たして意識を失ったところで途と切ぎれてしまっている。死に至いたるような傷が癒いえていることから考えて、誰だれかがリックに回復魔ま法ほうを使ってくれたことまでは想像が付くが、それが一体誰だれなのかまでは分からなかった。ただ、

「リーベル、だよな……多分」

　リックは快晴の広がる青空に目をやりながら、肩かたを竦すくめて呟つぶやいた。

　あの時リックは完全に気を失っていて、リーベルの姿を見たわけではないので確証はない。ただ、回復魔ま法ほうを受けた時の独特の感覚が間ま違ちがいがないと告げているのだ。寄より添そってくれるような温かさ、けれど少し厳しく背中を叩たたいてくれるような力強さは、幾いく度どとなくかつての旅で感じてきた。

「まだまだだよな、俺おれ……」

　リックの傷を治してくれたのがリーベルだとすれば、魔ま王おうの尖せん兵ぺいを殲せん滅めつしたのもまたリーベルだ。決して頼たよらないと心に決めていたのに、結局リーベルに救われる形となってしまった。勿もち論ろん感謝の気持ちもあるが、それ以上に悔くやしさが強かった。

　けれど、不思議とリックは晴れやかな気分だった。まだ未熟者だと自覚できるからこそ、先に見み据すえる目標に邁まい進しんすることができるからだ。

　努力。研けん鑽さん。精しよう進じん。重ねていこう、今の仲間達たちと共に。

　握にぎり拳こぶしを作ってリックは自分の胸を叩たたいて発はつ破ぱをかける。

　そして目を瞑つぶって深呼吸をし、気持ちを新たにして、リックは扉とびらを開いて外へと踏ふみ出だす。

「リックさん！」

「準備が遅おそいのよ」

「まちくたびれたー」

　出で迎むかえてくれたのは、奇き跡せきを起こしてくれた三人の仲間達たちだった。

　ユリナは陽だまりのような笑え顔がおで迎むかえてくれて。

　サララは厳しい口調ながらも苦笑いを浮うかべて。

　レムリアは両手を頭に回して唇くちびるを尖とがらせて。

「悪い、待たせた」

　リックは小さく謝あやまりながら、心の中に安あん堵どが広がっていくのを感じた。

　戦死という形で二度と会えなくなっていたかもしれない。いつも通りのユリナ達たちを見て、リックは思わず涙なみだが目め尻じりに浮うかびそうになった。

「まったく、ライブを企き画かくした本人が戻もどってこないっていうのはどういうことなんだか……」

「そーだそーだ。アタシたちはがんばったんだぞー」

「うっ……そ、それは……ごめんなさい……」

　刺とげ々とげしく当たるサララと、便乗するレムリアの指し摘てきがリックの胸に突つき刺ささる。だが、妙みように懐なつかしくなって少しだけ嬉うれしく思えた。

「ほら、ユーシャ。はやくいくよー。まちのひとたちがみおくってくれるんだってー」

「そこまでする必要性があるのかしらね、まったく……」

　急せかすように言って、レムリアは小走りに町の入り口へ向かった。その後に、うんざりとしながらも隠かくし切れない嬉うれしさを口元に残しながらサララも続いた。

　しばらくの間、サララとレムリアにはライブをすっぽかしてしまったことに文句を言われることになるのだろう。けれど、秘めた事情があるにせよリックは甘あまんじて受け入れるつもりだった。ユスティーゼが襲おそってくるという可能性に気付きながらも、事前に防ぐことに失敗したのだから。

　やれやれ、と小さくため息を零こぼし、リックも二人の後に続こうとする。

　けれど、躊躇ためらいがちに服が引っ張られた。

「リックさん……」

　ユリナの大きな蒼あおい瞳ひとみがリックに真まっ直すぐ向けられる。と、突とつ然ぜんユリナが大おお粒つぶの涙なみだを零こぼし始めた。

「あり、がとう……ご、ざいます……」

「お、おいおい、ちょちょ、ちょっと待った待った！　どうした突とつ然ぜん!?　腹が痛いのか？　目にゴミが入ったのか？　昨日怖こわい夢でも見たのか？」

「お礼を……お礼を、言いたくて……」

　指先で涙なみだを拭ぬぐいながら、ユリナは小さく首を振ふった。

「私も、自分の羽を持つことができたんです……。リックさんのおかげで、私……」

　それでもキラキラ光る大おお粒つぶの涙なみだがユリナの瞳ひとみから零こぼれ落おちていく。その涙なみだの意味がようやく分かって、リックは安心し笑えみを返した。

「俺おれは少しだけ手を貸しただけだ。一人前になれたのはユリナが頑がん張ばったからだよ」

「そんなこと、ないですよ……。リックさんがいなかったら、私は……」

「わ、分かった。分かったから、とりあえず泣なき止やんでくれ……な？」

「はい、そうですよね……ごめんなさい……」

　リックは優やさしく肩かたを叩たたいてユリナの気持ちを落ち着かせる。やがて涙なみだが止まり、ユリナにも笑え顔がおが戻もどった。けれどユリナは困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「サララさんもレムリアさんもあんな風に言ってましたけど、本当は分かってるんですよ？　リックさんは私わたし達たちを守るために戦ってくれたんだって」

　そう言ったユリナの瞳ひとみが再び感かん極きわまったように潤うるんでいた。

　ユスティーゼが襲おそってきたことをユリナ達たちには話していなかった。だが、大地を穿うがたれ、草原が焼かれた戦場の爪つめ痕あとや、傷が癒いえていたとはいえ自分の血で汚よごれていたリックを見れば、あの時何が起きていたのかはユリナ達たちにも想像が付いたのだろう。

「いや、俺おれは……その……」

「いいんです。私わたし達たちはちゃんとリックさんのことを分かっていますから」

　たった一人で守まもり抜ぬいたわけでもなく、無ぶ様ざまに倒たおされてしまった醜しゆう態たいを晒さらしたことが恥はずかしくてリックは咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かそうとしたのだが、ユリナが言葉の続きを遮さえぎるように人差し指を唇くちびるに添そえてきたので何も言えなくなってしまった。

「ねぇ、リックさん。私は一人前のセイレーンになれました。夢を叶かなえることができたんです。だから……今日からは新しい夢に向かって進んでいこうと思います」

「夢……？」

　そっと離はなれたユリナの人差し指は、リックの胸に優やさしく触ふれた。

「初めてのライブをして……感じました。ライブを通じてこの町の皆みなさんと一いつ緒しよに楽しめたから、だから種族の違ちがいなんて関係なく仲良くなれるんだって。いつか世界中の人と仲良くなれるんだって信じられるようになりました。だから……」

　そこで言葉を切ると、ユリナは一度目を伏ふせた。そして決意を確かなものにするように大きく呼吸をすると、迷いを感じさせない力強さを込こめて言った。

「改めて……お願いします。リックさんの夢をお手伝いしたいから……一いつ緒しよに連れていってください！」

　ユリナが深々と頭を下げる。その声に涙なみだが混じっているのが分かった。

　リックは何度も目を瞬まばたかせた。勢いに圧あつ倒とうされてしまったが、ユリナはただ今いま更さらな台詞せりふを口にしただけなのだ。

「……当たり前だろ。むしろ、今回のライブを最後に村に帰りますとか言われたら全力で引きとめてたぞ」

「リックさん……」

　顔を上げたユリナの目の端はしには予想通り涙なみだが浮うかんでいた。けれど、すぐに柔やわらかい微笑ほほえみを浮うかべてリックの手を握にぎってきた。

「むしろ、こちらこそどうぞよろしくお願いします、だな。種族融ゆう和わを果たすために、この先もユリナの力を貸してくれ！」

「はい！　私、これからも頑がん張ばっていきます！」

　そして熱意をそのままにユリナが両手をがっちりと包つつみ込こんできた。ユリナの恒こう例れいの癖くせの前にはリックも、そしてサララもつい気き後おくれしてしまっていたが、今回は不思議と温かな気持ちになることができた。

　リックも敢あえて手を重ねる。そしてユリナの覚かく悟ごに負けないように力強く答えた。

「頑がん張ばろうな！　サララとレムリアと一いつ緒しよにさ！」

「……はいっ！」

　こうして初めてのライブは幕を閉じた。

　だが、四人の旅はこれからも続いていく。

　種族融ゆう和わ。その夢を目指し、勇者達たちの戦いは新たな舞ぶ台たいへと移るのであった。










　あとがき




　初めましての方は初めまして。お久しぶりの方はお久しぶりです、哀あい歌かです。

　今回色々なご縁えんがありまして、電でん撃げき文ぶん庫こ様から本を出させていただくことができました。




　こうしてライトノベルを刊行する前までは同人活動をしており、某ぼう有名なアイドルものの作品の二次創作小説を書いておりましたが、今作は登場キャラクターの大半が人間ではなく、セイレーン、ドリアード、ゴーレムといった種族達たちでアイドルを目指すという新しい世界でのお話になりました。一体彼かの女じよ達たちにはどんな特とく徴ちようがあるのかと考えながら話を作り上げていくのはなかなかに大変でした。

　お話を書く前には各キャラクター達たちの特とく徴ちようや容姿の設定を考えてから執しつ筆ぴつを始めますが、初めから最後まで設定通りに行く子もいれば、どうしてこうなった……となった子もいます。ユリナ、サララ、レムリアの三人もそうでした。少しネタバレを交えながらこのあとがきにて振ふり返かえってみようと思います。




　ユリナは割と最初から最後まで安定していたと思います。このお話のメインになるので、特別な勢いや魅み力りよくがある子として考えていきました。おそらく誰だれ一人ひとりとしてユリナに両手を握にぎられてお願いされたら拒きよ否ひできないでしょうね。あれ、魔ま王おう討とう伐ばつとかユリナ一人でどうにかなったんじゃね？

　レムリアも最初の設定が大きく変わりませんでした。学校なり会社なり、レムリアのような元気の塊かたまりのような子がいたら雰ふん囲い気きが明るくなりそうですね。娘むすめに欲ほしいですよね、こういう子。私には結けつ婚こんする相手も予定もないけどね！

　そしてサララですが、気難しくてクールという当初の設定が夜空の彼方かなたに吹ふき飛とんだ子でした。本編を執しつ筆ぴつしていたら、吐はきそうになってるわ、派手に転ぶわ、戦せん闘とう怖こわがるわ、ポンコツもいいとこでしたね。逆にそんな弱点だらけになったからこそ、いつの間にか一番想おもい入いれが強い子になりました。きっとサララが機き嫌げんを損そこねたり、意見に反対し始めても、とりあえずユリナに説得してもらえれば丸く収まることでしょう。この子ちょろいよ、ちょろインだよ！







　さて本書を執しつ筆ぴつするにあたって、作家とはなんぞやというのを少しだけ考えさせられました。

　今回のお話では勇者リックが三人の女の子達たちをライブへと導く、謂いわばプロデューサーとしての役割を全力で果たしておりました。性格が違ちがえば考え方も違ちがう。そんな仲間を導いていくというのは、打だ倒とう魔ま王おうとはまた違ちがった困難があったことでしょう。

　しかし、本書の登場キャラクター達たちのお話を書いた自分も、リック達たちを導いたプロデューサーなのかなと思います。色々ドタバタしたり、敵が襲おそってきたり、ライブが無事に終わるかハラハラさせられましたが、無事にお話を結末まで導き、この本が刊行されたことでそんな苦労も吹ふき飛とんでしまいました。

　ただ思うこともあります。

　リックは今回の旅で色んな苦労をしましたし、危あやうく命を落とすところでもありました。ただ、同じ導き手としてたった一つだけ文句を言わせていただきたいと思います。




　美少女に囲まれて旅してんだから文句は言わせねぇ！




　あーあ、哀あい歌かの執しつ筆ぴつ環かん境きようにも胸の大きな美少女が五人くらい一いつ緒しよにいてくれたらなー！







　最後は作家の欲望が漏もれましたが、ここで謝辞を。

　まだ未熟な私を引っ張ってくださった編集の粂くめ田た様を始め、校こう閲えつ様、電でん撃げき文ぶん庫このスタッフの皆みな様さま、本当にありがとうございました。

　そしてイラストを担当してくださった冬とう馬ま来き彩さ様、ありがとうございました。自分のキャラクターの想像を可愛かわいく形にしてくださって、イラストを見た時は思わず声を上げてしまいました。あと、キャラクターの設定を送った際に胸の大きさの細かい指示を出すとかいう気持ち悪いお願いしてすみません。キャラクターの胸の大きさには一いつ切さい妥だ協きようしない変人なんです、申し訳ありません！　でも最高でした、ぐへへ。

　そして同人時代から応おう援えんしてくださった方々、よく飲みに行く友人達たち、きょぬー好きとかいじってくる人ひと達たち、本当に心からありがとう。

　何よりこの本を取ってくれた方々に天てん井じよう知らずの感謝を！










　それでは、またいつかどこかでお会いできる日を願って。


２０１６年８月　哀あい歌か
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哀あい歌か

生まれも育ちも横浜。執筆する時はゲームのサントラを聞かないと作業ができない困った作家。死後の世界では酒池肉林のハーレム生活が待ってると信じて今日も一日を懸命に生きてます。
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イラスト／冬とう馬ま来き彩さ

はじめまして冬馬来彩です。いろいろ絵を描いてるので探して見に来てください。よろしくお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「哀歌先生」係

「冬馬来彩先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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このたび、勇ゆう者しゃはモン娘むすをアイドルへ導みちびくことになりました








哀あい歌か
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